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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項が、同個の冊テ『安むしてお使いいた 
だくために』に記載されています。内容をよく読んでから使用してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


記号の意味■■化 


/K 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負ラことび 
あり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者が死 t または重傷（*1)を負ラことが 
想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定される 
か、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を示します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさなしすこめに守ってほしい内 
容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示しまず。 

メモ 

巧っていると便利な内容を示します。 

役立つ 
操作集 

巧っていると役に立つ操作をおします。 


このマニュア J レや他のマニュア J レへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合… 「」 

他のマニュアルへの参照の場合…『』 


* ] 重傷とは、失明やけが、やけど（高温-低湿)、感電、骨が、中毒などで、後遺症び残るものお 
よび治療に入院-長期の通院を要するをのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけが-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損喜とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 













用語について 一- 1 .w ■ ■ ■ 

本書では、なのよラに定義します。 

システム 特に説明がない場合は、使用しているオペレーティングシステム（日 S) 

化 : 术しまず。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーションソフトウエアを示しまず。 

Windows XP 

Microsoft® Windows® XP Professional operatin 呂 system 日本 
語版または、 Microsoft® Windows® XP Home Edition 叩 eratin 呂 
system 日本語版を示します。 

Windows Windows XP をおします。 

XP Pro モデル 

Microsoft® Windows® XP Professional operatin 呂 system 日本 
語版がプレインス I- ールされているモデルを示します。 

XP Home モデル 

Microsoft® Windows® XP Home Edition operating system 日本 
語版がプレインストールされているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft® Office Personal 20 日 7 、 Microsoft® Office Professional 
2 日 07 、 Microsoft® Office Personal Edition 20 日 3 、 Microsoft® 
Office Professional Enterprise Edition 2 日日 3 のいずれかと、 
Microsoft® Office OneNote® 2007 または Microsoft® Office 
OneNote® 2 日 03 がプレインストールされているモデルを示しまず。 
モデルによっては、 Microsoft® Office PowerPoint® 2007 もプレイ 
ンストールされていまず。 

Microsoft IME 

Microsoft® IME 2007 または Microsoft® IME 2003 /ナチュラル 
インプット 2 日 03 を示します。 

ドライブ DVD スーパーマルチドライブ / DVD-R 日 M &CD-R/RW ドライブ / 
DVD-ROM ドライブ / CD-ROM ドライブをおします。内蔵されてい 
るドライブはモデルによって異なります。 

ドライブ内蔵モデル 

DVD スーパーマルチドライブ、 DVD-R 日 M&CD-R/RW ドライブ、 
DVD-ROM ドライブ、 CD-ROM ドライブの、いずれか]台が内蔵さ 
れているモデルを示します。 

DVD スーパーマルチドライブモデル 

DVD スーパーマルチドライブが内蔵されているモデルをおします。 


DVD-ROM & CD - R / RW ドライブモデル 

DVD-ROM & CD-R/RW ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

DVD - ROM ドライブモデル 

DVD-ROM ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

CD - ROM ドライブモデル 

巳 D 书 0M ドライブび内蔵されているモデルを示します。 

Core モデル 

インテル® Core™ Duo プロセッサー搭載モデルを示します。 

Celeron モデル 

インテル® Celeron® M プ□セッサー搭載モデルを示します。 

無線 LAN モデル 

無線 LAN 機能び内蔵されているモデルを示します。 

モデム内蔵モデル 

モデムび内蔵されているモデルを示します。 

フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデル 

フ□ッピーディスクドライブび内蔵されているモデルを示します。 

指紋センサ搭載モデル 

指紋センサび搭載されているモデルを示します。 

旨己載について 一 =- 

-記載内容には、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は「用語 
について」のモデル分けに準じて、「****モデルのみ」とを記します。モデル 
については、「用語について」を参考にしてください。 

-インターネット接続については、内蔵モデムを使用した接続を前提に説明してい 
ます。 

. アプ U ケーシヨンについては、本製品にプレインスIルまたは内蔵八ードディス 
クや同おの CD/DVD からインスIルしたバージヨンを使用することを前提に 
説明しています。 

-本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場 
合びありまず。 

-本書は、コントロールパネルの操作方法についてカテゴ1」表示を前提に記載して 
います。クラシック表示になっている場合は、カテゴ U 表示に切り替えてから操 
作説明を確認して < ださい。 

国^カテゴリ表示とクラシック表示『ヘルプとサポートセンター』 


Trademarks 

- Microsoft 、 Windows、Windows Media、Windows Vista 、 In 干 oPath 、 
日 neNote 、 Outlook、PowerPoint は、米国 Microsoft Corporation の米国およ 
びその他の国における登録商標です。 

■ Intel 、 インテル、インテル Core 、 Celeron は、ア リカ合衆国およびその他の国 
における Intel Corporation またはその子会社の商標、または登録商標でず。 

- ConfigFree は株式会社東芝の登録商標です。 

- Adobe、Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated ゾ トヒンス テムズ 
社）の米国ならびに他の国における商標ならびに登録商標です。 

- FastEthernet 、 Ethernet は富±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 
- Sonic RecordNow ! は 、 Sonic Solutions の登録商標です。 

- InterVideo 、 WinDVD は InterVideo , Inc . の登録商標または商標です。 

- TRENDM に R 日、ウイルスバスターはトレンドマイク□株式舍社の登録商標です。 

-呂00ステイックは、 NTT レゾナント株式会社の商標です。 

- 「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式舍社の商標です。 

- 」 ava はサンマイク□システムズ社の米国およびその他の国における登録商標または 
商標です。 

取扱説明書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社が商標および登録商標として使用し 
ている場合がありまず。 

プ□七ッサ （ CPU ) に関するごま意 

本製品に使われているプ□セッサ ( CPU ) の処理能力はなのよラな条件によって違 
いび現れます。 

-周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

- AC アダプタを接続せずにバッテ U 腿動にて本製品を使用する場合 
-マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
-本製品を通常の電話回線、をし<はお速度のネットワークに接続して使用ずる場合 
■複雑な造形に使用ずるソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計 
されているデヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
-気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メートル （3,280 フィート）しソ上をお考えください。 

. 目安として、気温已〜30°巳（高所の場合2已°〇の範囲を超えるよラな外気温の 
状態で本製品を使用する場合 

本製品の八ードウてア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と 
異なる場合びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びありま 
す。これは、当社び推奨ずる設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用さ 
れた場合、お客様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らす 



ための通常のな護機能です。なお、このよラにデータの喪失、破損の危険びありま 
すので、必ず定期的にデータを外部記憶機器にて保存してください。また、プロ 
セツサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び巧奨する状態にて本製品をご使用 
<ださい。 

この他の使用制限事項につをましては取扱説明書をお読み<ださい。また、詳細な 
情報についてはま芝 P 巳あんしんサポート01 20-97-1 048にお問い合わせくださ 
い。 


著作権について 一- 

音楽、 映像、コンピュータ-プログラム、データベースなどは著作権法により、そ 

の著作者および著作権者の権利び保護されています。こラした著作物を複製するこ 

とは、個人的にまたは家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目 

的を超えて、権利者の了解な<これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製 

物の譲渡、ネットワーク上での配信などを行ラと、「著作権侵害」「著作ち人格権侵 

害」として損害賠償の請ホや刑事処罰を受けることびあります。本製品を使用して 

複製などをする場合には、善作権法を遵守の上、適切な使用をむびけてください。 

お願い --- 

-本製品の内蔵八ードディスクにインス!ルされている、または同袖の CD / 
DVD からインス!ルしたシステム （0 S )、 アプ U ケーシヨンしソ外をインストー 
ルした場合の動作保証はでをません。 

- Windows のシステムツールまたは本書に記載している手順し义列のち法でバーティ 
シヨンを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊すおそれ 
びあ0ます。 

-内蔵八ードディスクにインス!-―ルされている、または同袖の CD / DVD からイ 
ンストールしたシステム （0 S )、 アプリケーシヨンは、本製品でのみ利用でさま 
す。 

-購入時にまめられた条件し U がで、製品およびソフトウエアの複製もしくはコピー 
をすることは禁じられていまず。取り扱いにはミ主意してください。 

-本製品に内蔵されている画像を、本製品での壁紙(がの用途に使用することを禁 
じます。 

-パスワードを設定した場合は、忘れたとをのために必ずバスワードを控えておい 
てください。パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場 
合は、使用している機種（型ま）を確認後、保守サービスに連絡してください。 
有償にてノくスワードを解除します 。 HDD Jf スワードを忘れてしまった場合は、 

八ードディスクは永久に使用できなくなり、交換対応となります。この場合も有 
償です。またどちらの場合を、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示 
び必要となります。 
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-本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワード設定や、無線 LAN の日旨号化設をな 
どの機能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するをのではありま 
せん。 

セキュ U ティの問題発生や、ちじた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 
■指紋の認識率には、個人差びあります。 

-指紋認証技術は、データや八ードウェアの完璧な保護を保証してはおりません。 

本機能を利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負い 
かねますので、ご了承ください。 

-ご使用の際は必ず本書をはじめとするさ説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』 
および『ソフトウェアに関ずるを意事項』をお読みください。 

■アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容をお認し、同意 
してください。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することは 
でさません。一部のアプ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意ずると、し U 降 
起動時に使用許諾書は表示されませんび、 U カバ1」を行った場合には使用許諾書 
び表示されまず。 

-『東芝保証書兼お客様登録カード』は、「まち保証書」と「お客様登録カード」を 
中央の切り取り線で切り離せまず。「ま芝な証書」は記入内容をお認のラえ、大切 
に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしてお 
ります。本体同捆の『お客様登録カード』または弊社ホームページで登録できます。 

^詳細について rio 章已お客様登録をする」 



1 章 


セットアップ 


電源を入れて、パソコンを使えるようにずるための 
Windows のセツトアップを巧いまず。 


1パソコンの準備16 
2 Windows のセツトアツプ18 



1 パソコンの準備 


ここでは、電源コードと A 巳アダプタを接続して電源を入れるち法について説明し 
まず。初めて本製品を使用する場合は、必ず次の手順で行って<ださい。 


ni 電源コードと AC アダプタを接続する 


電源コードと AC アダプタの接続は、なの図の①一⑤一③の順に行いまず。 
はずすときは、逆の③-►②-►①の順で行います。 



接続すると 


D 巳 IN *2 LE □び緑色に点灯します。また、 Ba け ery □ LED びオレンジ色に点な 
し、バッテリへの充電び自動的に始まります。 















電源を入れる 




電源コードと AC アダプタを接続したら、電源を入れましよラ。 


1パソコン本体正面のディスプレイ開閉ラッチをスライドし①、デイ 
スプレイを開ける② 

両手を使ってゆっくり起こしてください。 



ディスプレイ開閉ラッチ 


2電源スイッチを巧す 

Power 6に D び緑色に点なするまで、電源スイッチを押してください。 


















2 Windows のセットアップ 


パソコンを使えるようにするために、 Windows のセットアップを巧います。 
セットアップを始める前に、『安むしてお使いいただくために』を必ず読んでくださ 
い。特に電源コードや AC アダプタの取り扱いについて、よく読んでミち意事項を守つ 
て < ださい。 


円セットアップの前に 




■漏山 セットアップをするにあたつて 圓-: 

• 周辺機器は接続しないでください。 

セットアップは AC アダプタと電源コードのみを接続した状態で行ってください。 
セットアップび完了するまでプ U ンタ、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは 
接続しないでください。 

• 途中で電源を切らないでください。 

セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動 
びでさない原因になり修理び必要となることびあります。 

• 操作は時間をあけないでください。 

セットアップ中にキー操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続 
けてください。30分しツ上タッチパッドやキーを操作しなかった場合、画面に表示 
される内容び見えなくなりますび、故障ではありません。ちラ1度表示するには、 
径行巧) キーを押すか、タッチバッドをさわってください。 

•使用する Windows の菅理番号を 「Product Key 」 といいます。 

Product Key はパソコン本体に貼られているラベルに印刷されています。このラ 
ベルは絶対になくさないようにしてください。再発行はできません。紛失した場 
合、マイクロソフト社からの保守サービスび受けられなくなります。 






〇] 


Windows XP の七ツトアツ 



次の手順に従ってセットアップを行ってください。 

初めて電源を入れると 、 [Microsoft Windows へよラこそ]画面が表示されます。 

メモ - 


Windows XP のセットアップが完了するまで、音量の調節はできません。 


操作方法 

1[巧へ]ボタンをクリックする 



画面ち下の0ボタンをクリツ 
クするか@キーを押すと、 
Windows セツトアップの ヘル 
プび表示されます。 


[使用許諾契約]画面び表示されます。 


役立つ 

操作集 クリックとは？ 

タッチパッドに指をおいて、上下左ちに動かずと、 
指の動きにあわせてディスプレイ上の（ポイ 
ンタ）び動さまず。 

目的の位置にポインタをあわせたあと、左ボタンを 
1回押す操作を「クリック」といいます。 

詳しい使いかた 
「3章3タッチパッド」 


タッチパッド 
左ボタン 



I セットアップ 






















2 [使用許諾契約書]の内容を確認して[同意します]の左にある〇を 
クリックし①、[次へ]ボタンをクリックする② 



(表ホ例) 


① 


② 


契約に同意しなければ、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
を使用することはでをません。 

こ]ボタンをク U ックずると契約書の続きを表ホできます。 

[コンピュータを保護してください]画面び表示されます。 

3目的にあわせてどち日かの項目の左にある〇をクリックし①、[次 
へ]ボタンをクリックする③ 



① 


② 


[コンピュータに名前を付けてください]画面び表ホされます。 
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4 [この コン ピュータの名前]に コン ピュータ名を入力し①、[次へ] 
ボタンをクリックする③ 


② 

半角英数字で任意の文字列を入力してください。このとさ、同じネットワー 
クに接続するコンピュータとは別の名前にしてください。 

企業で本製品を使用する場合は、ネットワーク管理者に問い合わせて<だ 
さい。 

XP Home モデルの場合は、[インターネットに接続するち法を指定してく 
ださい。]画面び表示されます。手順8へ進んで< ださい。 

XP Pro モデルの場合は、[管理者パスワードを設定してください]画面び 
表示されまず。 

5 [管理ちパスワード]と[パスワードの確認入力]にパスワードを入 
力ずる 


windows*® TOSHIBA 

管巧ちけスワ - ドを巧ましてくださし ' 

-•iM れ,*も,<!つ-巧 a 白1こ？が- SS ®]- ブ巧日の〇つ-巧化 r «;- - i.osta f .- aiT , 

…化防、 


贷 


Administrator と呼ばれる管理者のユーヴアカウントのパスワードを設定 
します。管理者のユーヴアカウントでは、コンピュータにフルアク t スでさ 
ます。 
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パスワードには、半角の英数文字および記号を使用することびでをます。パ 
スワードは大文字とル文字び区別されますのでミ主意してください。例えば 
「 PASSWORD 」 と 「 password 」 は別のパスワードとして識別されます。 

^入力に使ラキーの位置について「3章2キーボード」 

[管理ちバスワード]欄での入力後、 （J 弓@キーを押ずと「 I 」び[バスワー 
ドのお認入力]欄に移動します。「 I 」は力ーソルといい、表示されている 
位置から文字などを入力でさます。 

6 [次へ]ボタンをクリックする 



[このコンピュータをドメインに参加させまずか？]画面び表示されます。 
ドメインの設定は、セットアップ完了をに行えますので、ここでは省略した 
場合について説明します。 


7 [いいえ、このコンピュータをドメインのメンバにしません]の左に 
ある〇をクリックし①、[次へ]ボタンをクリックする② 



[インターネットに接続するち法を指定してください。]画面び表示されます。 
[インターネットに接続する方法を指定してください。]画面ではなく [イン 
ターネット接続び逞択されませんでした]画面び表示されることびありま 
ず。 
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画面び表示される前に、[インターネット接続を確認しています]画面び表 
示されることびあります。そのままなの画面び表示されるのをお待ちくださ 
い。 

インターネット接続の設定は、セットアップ完了後に行えるので、ここでは 
省略した場合について説明します。 


8 [省略]ボタンをクリックする 



[ Microsoft にユーヴー登録する準備はでさましたか？]画面び表示され 
よ 9 〇 

マイク□ソフト社へのユーヴ登録は、市販の Windows XP を購入された場 
合のみ必要ですので、ここでは省略した場合について説明します。 

9 [いいえ、今回はユーザー登録しません]の左にある〇をクリックし 
①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 



[このコンピュータを使ラユーヴーを指定してください]画面び表示され 
よ当 0 











10 [ユーザー 1] 欄に使ラ人の名前を入力する 



[ユーヴ ー1] 欄にポインタをあわせてクリックすると、「 I 」び点滅します。 
「 I 」はカーソルといい、表示されている位置から文字などを入力でさます。 
国^入力に使ラキーの位置について「3章2キーボード」 

Windows XP では複数のユーヴを設定し、それぞれのユーヴごとに別々の 
環境を構築でさまずび、ここでは1人の名前だけ入力した場合について説 
明します。 


メモ - 

•□— マ字入力で入力する場合 

半角英数字で rdynabookj と入力したいときは、はじめにキーボードの 
運^キーを押して、日本語入カシステム Microsoft IME の日本語入力 
モードをオフにしてから、◎货担)④⑥と押します。 

キーを押してち文字び表示されない場合は、[ユーヴー]欄に「 I 」（カーソ 
ル）び表示され点滅していることを確認してください。表示されていないと 
さは、[ユーヴ ー] 欄をクリックしてください。 

文字の入力を間違えたら、 归 ackSpace 片 一を押して入力 S スした文字を削 
除します。 


11[次へ]ボタンをクリックする 

[設定び完了しました]画面び表示されます。 


24 












12 [完了]ボタンをクリックする 



Windows のセットアップび終了ずるとパソコンび自動的に再起動します。 

メモ - 

• 次のよラなパーティションび八ードディスクに作成されていまず。 

C ドライブ： NTFS システム 
• まちへのユーヴ登録を行ってください。 

^ユーヴ登録について「10章已お客様登録をする」 


1 Windows XP の巧いかた 

Windows XP の使しかたについては、[スタート]一[ヘルプとサポート]をク 
U ックして、『ヘルプとサポートセンター』を参照してください。 

Windows XP の最新情報やアップデートの情報は次のホームページから確認できま 
す。 

• Windows XP について 

URL http;//www.m にの soft.com/japan/windowsxp/ 

• Windows XP のアップデート 

URL http;//windowsupdate.iTMcrosoft.com/ 


2己 










胃セットアップを終了したあとに { 


1ドメインに接続する 

* XP Pro モデルのみ 

企業内など、ある1つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続する設定ち法を説明します。 

ドメインのユーヴ名やパスワードなど、詳しい設定ち法びわからない場合はネット 
ワーク管理をに問い合わせてください。 

本製品を複数のユーヴで使用している場合は Administrator と呼ばれる管理者の 
ユーヴに切り替えてから設定を行ってください。 

I ドメインの設定方法 _ 

1[スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックずる 

2 [3 パフォーマンスとメンテナンス]をクリックする 

3 [コンピュータの基本的な情報を表示する]をクリックする 

[システムのプ□パティ]画面が表示されます。 

4 [コンピュータ名]タブで[変更]ボタンをクリックずる 

5 [ドメイン]の左にある〇をクリックしてから接続ずるドメインの名 
前を入力し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

6ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、 [0 ロボタ 
ンをク U ックする 

7 [0 K ] ボタンをクリックする 

8 [0 K ] ボタンをクリックする 

パソコンを再起動してください。 






2 ユーザー巧巧について 

画面を見る、音声を聞く、キーボードやマウスを操作するなどのパソコンでの作業 
び難しい場合、 Windows XP では[ユーヴー巧助の設定ウイヴード]または[ユー 
ヴー補助のオプション]でユーヴを補助します。 

【ユーザー補助の設定ウイザード】 

[ユーヴー補助の設定ウイヴード]では、ユーヴー補助に関する質問び表示されまず。 
質問の回答にあわせ、自動的にパソコンを設定しまず。 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックし、[みユー 
ザー補助のオプション]をクリックする 

2 [ Windows を構成して、ユーザーの視覚、聴覚、四肢の状態に合わ 
せて使用ずる]をクリックする 

【ユーザー補助のオプション】 

[ユーヴー巧助のオプション]では、直接設定することびでをます。 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックし、[みユー 
ザー補助のオプション]をクリックする 

2 [みユーザー補助のオプション]をクリックする 

詳しくは、[スタート]^ [ヘルプとサポート]をクリックして『ヘルプとサポート 
センター』を起動し、「ヘルプトピックを選びます」の[ユーヴー補助]をクリック 
して、説明をお読みください。 





2 章 

電源を入れる/切る 


ここでは、 Windows のセットアップ終了後に電源を 
入れる方法と、電源を切る方法について説明します。 
また、パソコンの使用を一時的に中断させたいとき 
の操作方法についてち説明しています。 


1電源を入れる30 
吕電源を切る35 
3バソコンの使用を中断ずる/電源を切る37 



1 電源を入れる 


ここでは、 Windows セットアップを終えた後に、電源を入れるち法について説明し 
まず。 

国^ネリめて電源を入れるとき「1章セットアップ」 

■¢11™電源を入れる前に 一一 一:…—- —— 

• 各ス□ットにメディアび入っていれば取り出してください。 

• プ1」ンタなどの周辺機器を接続している場合は、パソコン本体より先に周辺機器の 
電源を入れてください。 


1操作手順 

1電源スイッチを巧す 

Power む LED び緑色に点なするまで、電源スイツチを押してください。 



Windows び起動し、デスクトップ画面び表示されます。 


















2 電源に閲する表示 

電源の状態はなのシステムインジケータの点灯状態で確認することびできます。 
電源に関係のあるインジケータとそれぞれの意味は次のとおりです。 




状態 

パソコン本体の状態 


緑の点巧 

A 巳アダプタを接続している 

DC IN ^ LED 

オレンジの点滅 

巧巧乾化 
おホ言口 

( AC アダプタ、バッテ U 、 またはパソコン本 
体の異常） 


消な 

A 巳アダプタを接続していない 


緑の点巧 

電源日 N 

Power (!) I_ED * 1 

オレンジの点滅 

スタンバイ中 


消灯 

電源 OFF 、 休止状態中 


* 1メモ U の増設で、仕様に合わない増設メモ U を取り付けるとバソコン本体び居動せず 、 Power 
LED び点滅して警告します。「4章7 メモ U を増設する」を確認してください。 


「ま芝ピークシフトコント□-ル」を使用している場合の電源の状態については、「巳 
章2 © まちピークシフトコント□ール」、『まちピークシフトコント□-ル取扱説 
明書』 （ PDF マニュアル)、 r ま芝ピークシフトコント□-ル」のヘルプを参照して 
<ださい。 
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【パスワードを設定している場合】 

• バスワードを設定している場合 

電源を入れると次のメッセージび表示されます。 

Password = 


設定したユーヴ J ロワードまたはスーパー;くイヴノなワードを入力し、 (Inter ) キー 
を押して < ださい。 

メモ - 

• 購入時の設定では、パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的 
に電源び切れまず。 

• 指紋センサ搭載モデルの場合、「指紋認証ユーティ1」ティ」で指紋を登録する 
と、パワーオンセキュ U ティ機能び有効となり、パスワードを設をしている 
場合に表示される 「 Password =」 というメッセージの代わりに、指紋認証を 
行ラ画面び表示されます。指紋認証を行ラと、パワーオンセキュ1」ティ機能 
によってパスワードの認証び行われます。 

認証を已回失敗するか、または 但 ack Space ) キーを巧すと 、 「Password 
=」び表示されます。 

指紋認証について詳しくは、 r 己章已指紋認証を使う」または r 指紋認証ユー 
ティ U ティ」のヘルプを参照してください。 

• 「ま芝パスワードユーティリティ」の[スーパーバイヴパスワード]タブで、 
[ユーヴポリシーの設定]画面の[ユーヴバスワードの登録/変更を強制す 
る]をチェックずると、次のように設定されます。 

-ユーヴパスワードび登録されていない場合 
設定をの1回目の起動時に 、 [New Passwo 「 cl =」 と表示されます。 

ユーヴパスワードの登録を行ってください。 

-ユーヴパスワードび登録されている場合 
設定後の起動時の 「 Password =」 で、登録されているユーヴパスワード 
を入力したときに 、 「New Password :」 と表示されます。 

新しいユーヴパスワードに変更してください。 

[Verify Password =」 に [New Password = J で入力したバスワードをを 
う一度入力すると、ユーヴパスワードび登録/変更されます。 

スーパーバイヴパスワードについて詳しくは、「6章4-©スーパーバイヴ 
パスワード」を参照してください。 
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国^パスワードについて「已章4パスワードセキュ U テイ」 













• HDD バスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠のメッセージび表示されます。 


HDD Password = 


設定した HDD ユーヴパスワードを入力し、 を nteO キーを押してください。 

または設定した HDD マスタパスワードを入力し、 尼品品) キーを押して<ださい。 

メモ - 

• 購入時の設定では、パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的 
に電源び切れます。 

•パスワードと HDD ユーヴパスワードの両方を設定してある場合は、パス 
ワード- ► HDD パスワードの順に認証びホめられます。ただし、パスワード 
と HDD パスワードび同一の文字列の場合は、パスワードの認証終了後、 
HDD パスワードの認証は省略されます。 


パスワードについて「己章4パスワードセキュ U ティ」 

【メッセージが表示される場合】 

不明なメッセージについては、「8章2 Q & A 集メッセージ」をご覧ください。 

3起動するドライブをを更する場を 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブからシステムを起動します。起 
動ずるドライブを変更したい場合、なのち法で変更できます。 

【一時的に変更する】 

電源を入れたときに表ホされるアイコンから、起動するドライブを選択できまず。 

1キーを f 甲しなびら電源スイッチを f 甲す 

アイコンの下に選択カーソ J レび表示されます。 



アイコンは左から、次の順に表示されます。 

HDD ー ドライブ- FDD ー ネットワークー USB フラッシュメモ1」 

















2 F ) または戶 1 キーで起動したいドライブを選択し、 〔 Enter ) キーを 
巧す 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 

【あ日かじめ設定しておく】 

r ま芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更で 
さます。 

^設定の変更「巨章2まち HW セットアップを使ラ」 


2 電源を切る 


正しい手順で電源を切らないとパソコンび故障したりデータび壊れる原因になりま 
すので、必ず正しい手順で操作してください。 

パソコンの使用を一時的に中断したいときには、スタンバイまたは休止状態にずる 
ち法もあります。 

^スタンバイ、休止状態を実行ずるち法 

「本章3パソコンの使用を中断する/電源を切る」 


S おを切る前に I 


必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 
起動中の アプ U ケーシヨンは終了してください。 

Disk 〇 LED や FDD / CD - ROM 日/風 LED び点巧中は、電源を切らないでくだ 
さい。データび消失するおそれびあります。 


操作手順 

1[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる⑤ 

XP Pr □モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション]は 
[シャットダウン]と表示されまず。 


すべてのブ□クラム<の> 



E 


— ( 


2 [電源を切る]をクリックずる 




電源を入れる/切る 

















【 XP Pro モデルでドメイン参加している場合】 

[ Windows のシャットダウン]画面で V ボタンをク U ックし①、[シャッ 
トダウン]を還択し②、 [0 K ] ボタンをク U ックしてください。 
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Windows び終了し、電源び切れます。 

) くソコン本体の電源び切れると、 Power むに D び消灯します。 

電源を切ったをは 一 

• 周辺機器の電源は、パソコンの電源を切った後に切ってください。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障 
する場合びあります。 

•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったをすぐに入れないで<ださい。動作び 
不安定になる場合びあります。 




















3 パソコン議を中断する/!;腕切る 

パソコンの使用を一時的に中断したいとさ、スタンバイまたは休止状態にすると、 
パソコンの使用を中断したとさのが態びイ呆存されます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを押す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの 
使用を中断したとさの状態び再現されます。 

一醒〜 操作にあたつて . . ' 

中断する前に 

• スタンバイまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨しまず。 

• スタンバイまたは休止状態を実行する場合は、メディアへの書き込みび完全に終 
了していることを確認してください。書き込み途中のデータびある状態でスタン 
ノ（イまたは休止状態を実行した場合、データび正しく書さ込まれないことびあり 
ます。メディアを取り出しでさる状態になっていれば書さ込みは終了しています。 

中断したとさは 

•スタンバイ中に次のことを行わないでください。次回電源を入れたとさに、シス 
テムび起動しないことびありまず。 

•スタンバイ中にメモ U を取り付け/取りはずしすること 
•スタンバイ中にバッテリパックをはずすこと 

また、スタンバイ中にバッテ1」残量び減少した場合を同様に、次回起動時にシス 
テムび起動しないことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已秒 L ソ上押していったん電源を 
切った後、わラー度電源を入れて<ださい。この場合、スタンバイ前の状態は保 
持できていません （ ResumeFailure で起動します）。 

•スタンバイ中や休止状態では、バッテ U や周辺機器（増設メモ U など）の取り付 
け/取りはずしは行わないでください。保存されていないデータは消失します。 
また、感電、故障のおそれびありまず。 

•スタンバイまたは休止状態を利用しない場合は、データをイ呆存し、アプ1」ケーシヨ 
ンをずベて終了させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは 
消失します。 

•パソコン本体を航空機や病院に持ち込む場合、スタンバイを使用しないで、おず 
電源を切ってください。スタンバイ状態のまま持ち込むと、パソコンの電波によ 
り、計器や医療機器に影響を与える場合びあります。 



電源を入れる/切る 













ni スタンバイ 




作業を中断したとさの状態をメモ u にな存する機能です。次に電源スイッチを押す 
と、状態を再現することびでさます。 

スタンバイはすばやく状態び再現されますび、休止状態よりバッテ1」を消耗します。 

ノ（ッテリを使い切ってしまうと保存されていないデータは消失するので、 AC アダプ 
夕を取り付けて使用することを巧奨します。 


\スタンバイの実行方法 


1[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる② 

XP Pro モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション]は 
[シャットダウン]と表ホされます。 



2 [スタンバイ]をクリックする 



XP Pro モデルでドメイン参加している場合は、 [ Windows のシャットダ 
ウン]画面で V ボタンをク U ックし、[スタンバイ]を還択して[〇问ボ 
タンをク I 」ックしてください。 

メモリへのイ呆存び終わると、スタンバイ状態になります。画面び真っ暗にな 
り 、 Power と） LED びオレンジ色に点滅します。 

メモ - 

fn )+ f 巧キーを押して、スタンバイを実行することもでをます。 





















パソコンの使用を中断ずる/電源を切る 


〇] 


休止が態 


パソコンの使用を中断したときの状態を八ードディスクに保存します。なに電源を 
入れると、状態を再現でさまず。 

購入時の設定では、バッテ U び消耗すると、パソコン本体は自動的に休止状態にな 
ります。休止状態び無効の場合はそのまま電源び切れるため、作業中のデータび消 
失するおそれびあります。バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使用す 
る場合は、休止状態の設定をすることを巧奨します。 

購入時は休止状態び有効に設定されております。 


化止が態の実行方法 

1休止状態を有効に設定する 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をク 
U ックする 

② [電源オプション]をク U ックずる 

③ [休止状態]タブで[休止状態を有効にずる]をチェックずる 

④ [〇ロボタンをク U ックする 
休止状態び有効になりまず。 

[スタート]ボタンをクリックし①、[終了オプション]をクリック 
ずる② 

XP Pr □モデルでドメイン参加している場合、[終了オプション]は 
[シャットダウン]と表示されます。 


すべてのブ□クラム(亡）> 
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3 [休止状態]をクリックする 


コンピュータの 電源を切る 



田 ■ 



電源を入れる/切る 

















XP Pro モデルでドメイン参加している場合は、 [ Windows のシャットダ 
ウン]画面で V ボタンをク U ックし、[化止状態]を選択して [0 K ] ボタ 
ンをクリックしてください。 

Power 〇 LED び点口中は、バッテ U パックを取りはずさないでください。 
メモ - 

みキーを押して、休止状態にすることもでさまず。 


簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断する 


[スタート]メニューから操作せずに、電源スイッチを押したとをやディスプレイを 
閉じたときに、電源を切る（電源オフ）、またはスタンバイ/休止状態にずることび 
でさまず。 

体止状態にするには、あらかじめ設定び必要です。購入時は、化止状態び有効に設 
定されていますび、解除した場合は「本節 0-1 休止状態の実行ち法」手順1を参 
照して、設定してください。 

1電源スイッチを巧す 

1電源スイッチを巧したとさの動作を設定する 

① [コントロールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をク 
U ック^ [ま芝省電力]をク U ックずる 

② [アクション設定]タブの[電源ボタンを巧したとき]で[入力をホめ 
る][スタンバイ][休止状態][シャットダウン]のいずれかを選択する 
[何をしない]に設をすると、特に変化はありません。 

③ [ OK ] ボタンをクリックする 

2電源スイッチを f 甲ず 

逞択した状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順]の②で[入力を求める]を選択したときは、 [ Windows のシャット 
ダウン]画面または[コンピュータの電源を切る]画面び表示されます。 
[何をしない]を逞択したときは、電源スイッチを押してち何を動作しません。 
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2 ディスプレイを閉じる 

ディスプレイを閉じることによって[スタンバイ][休止が態]のうち、あらかじめ 
設定した状態へ移行する機能を、パネルスイッチ機能といいます。購入時には[休止 
状態]に設をされています。変更する場合は次の手順を行ってください。 

1ディスプレイを閉じたときの動作を設定する 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をク 
U ック^ [まち省電力]をク U ックする 

② [アクション設定]タブの[コンピュータを閉じたとき]で[スタンバ 
イ][休止状態]のいずれかを選択する 

[何をしない]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

③ [〇ロボタンをク U ックする 

2ディスプレイを閉じる 

選がした状態で電源を切る、または作業を中断します。 

手順1の②で[スタンバイ]または[休止状態]を還択したときは、次に 
ディスプレイを開くと、自動的に状態び再現されます。 


電源を入れる/切る 
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3 章 

本巧の機能 


このパソコン本体の各部について、名称、役割、昼 
本の使いかたなどを説明しています。 

また、使いやすいように各部機能の設定を変更、調壁 
する操作やショートカツトなど役に立つ機能も紹介 
しています。 


1各部の名前44 
2キーボード 48 
3タッチパッド己7 
4ディスプレイ 63 
己サウンド機能64 
6 ドライブ66 
7フ□ッピーディスクドライブ84 
8 LAN 機能 88 
9巧蔵モデム97 



1 各部の名前 


ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれの詳しい説明については、各参照ページをお認してください。 

メモ - 

本製品に表示されている、コネクタ、 LED 、 スイッチのマーク（アイコン）、 
ス□ットのマーク（アイコン）およびキーボード上のマーク（アイコン）は 
最大構成を想定した設計となっています。 

ご購入いただいたモデルによっては、機能のないちのびあります。 



ディスプレイ開閉ラッチ 


ディスプレイ 
(つ P . 已 3) 


^システムインジケータ 


( I ) 電源スイッチ 


スピーカ 


ボード（ご P .48) 


—タッチバッド（ご P . 已 7) 



■ OE セキュ U ティロック 
-ス□ット 

盗難防止用にチェーン 
などを接続します。 

M 团医 I PC 力ードス□ッ I - 

(ご P .10 巨） 

フ□ッピーディスクドライブ *1 〇 P .84)- 

*] フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 
*2 指紋センサ搭載モデルのみ 


メモ - 

セキュリティ□ック用の機器については、本製品に対応のものかどうかを販売 
店にご確認ください。 
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- £— デジタルボ U ューム（ご P. 巨 4) 

—ドライブ* 3 (ご P. 巨已） 


—((がワイヤレス コミュニケーシヨ ンスイッチ*4 (ご p.sg) 



—シリアルコネクタ（ご P.123) 
— 0 RGB コネクタ（ご P.114) 

USB コネクタ（ご P.110) 

— 園/因 PS/ 吕コネクタ（ご P.123) 

- { Ether } LAN コネクタ（ご P.88) 

—もモジュラージャック*日（ご P.97) 

I - =»z. 電源コネクタ 

I— •^^LINE IN 端モ（ご P.122) 

I— i マイク入力端子〇 P.121) 

——〇へッ ドホン出力端モ（ご P. 1 22) 

*3 ドライブ内蔵モデルのみ 
*4 無線 LAN モデルのみ 
* 日モデム内蔵モデルのみ 
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通風孔は、パソコン本体内部の熱をか部に逃びすためのをのです。ふさびないでく 
ださい。 


【システムインジケータ】 

それぞれは、次の状態をおします。 


① 

•2 

DC IN l_ED 

電源コードの接続 

(!) 

Power led 

電源の状態 


口 

Battery LED 

バッテ U の状態 


Q 

Disk LED 

八ードディスクドライブにアクセスして 
いる 

② 

巳/思> 

FDD / CD-ROM LED 

フ□ッピーディスクドライブまたは 
ドライブにアクセスしている 


((す)） 

ワイヤレス 

コ S ユニケーシヨン LED 

無線通信機能の状態 



















付属品 





r 

L 




A 警告 

•必ず、本製品付属の AC アダプタを使用すること 
本製品付属しツ外の AC アダプタを使用すると電圧や （+) (—）の極性び異なって 
いることびあるため、火災■破裂-発熱のおそれびあります。 

• バソコン本体に AC アダプタを接続する場合、必ず「1章1バソコンの準備」に 
記載してある順番を巧って接続すること 

順まを守らないと、 AC アダプタの DC 出カプラグび帯電し、感電または軽いケ 
ガをする場合びあります。また、 A 巳アダプタのプラグをパソコン本体の電源コ 
ネクタしツ外の金属部分に觸れないよラにしてください。 


/K ま意 

•お手入れの前には、必ずパソコンやパソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダ 
プタの電源プラグをコンセントか5巧くこと 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電するおそれびありまず。 




• 機器に強い衝撃やが圧を与えないよラにミ主意してください。製品には精密部品 
を使用しておりますので、強い衝撃やか圧を加えると部品び故障するおそれび 


ありまず。 















2 キー^ボ^—ド 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意はや呼びかたについて簡単に説 
明しまず。 


[0 キーボード回 


i 


Caps Lock - 

(キヤプス□ツク ) LED 

文字入力の大文字□ック状態を示す 


•フアンクシヨンキー 

特定の操作を実行する 
とをなどに使ラ 


Esc (エスケープ)キ- 

操作を取り消すときに使ラ 

半/全く漢字>キ 


Tab (タスキ 

Caps Lock 
(キヤプス□ック煤数キ 


り Esc 

-P 

額 



ド, 

誦 ^ 


:わ 

| F 8- 1 ■ 

n り"レリ J 

J 

判 

-ん走 

//繳' 


广 ノ VVVVVV ■乃 

W / M ： 

:ンが 

1 琴{ : 



Shift (シフト)キ 

アルファベットの大文字、 

ル文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力する 
ときに使う 

Fn (エフエヌ)キー 

オーバレイキーを使用するときや 
ファンク ショ ン キーとの 組み合わせに 
より、特殊機能を実行するときに使ラ 

Ctrl (コント□-ル)キ- 

他のキーと組み合わせて、特定の 
操作を実行ずるときに使ラ 

ウインドウズキ- 

Windows のスタート方ニューを表示する 
とさや他のキーと組み合わせて、ショート 
カツトとして使う 


Alt (オルト)キー 

イ也のキーと組み合わせて、 
特定の操作を実行するとさ 
に使ラ 


Space (乂ぺ一乂)キー- 

空白文字を入力ずるとさや、 
入力した文字をかな漢字変換 
すなとをに使つ 


本] ( Jn )+( F 8 ) の機能はヴポートしておりません。 
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関産厦報は r 本節0、©」 


キーボー 


-Arrow Mode (ア□—モード)！ _ED 

文字入力のア□一状態を示す 

|— Numeric Mode (ニユーメリツクモード) LED 

文字入力の数字□ック状態を示す 


¥12 


PrtSc (プリントスクリーン） 

く SysRq (システムリクエスト)>キー 

- Pause (ポーズ)< Break (ブレーク) > キー 


-Ins (インヴート)キー 

文字の入カモードを挿入/上書去に 
切り誓えるとをなどに使ラ 


fPrl 3 C 
SysRq 


I Pause 
Break 


Ins 


Del 7 l 


が。讯讯记グ 

□ 

〇 







■- ./ JZ ン///// ' 

. がク弟 
■ か/// ク/ / 

:纖; 

い 

巧'くかみ" 

;‘物 お 

— 

ほ 

八へ 

1 

¥ 

_ 

Back 1 

Space 



.'////// 'マ，,、 


A 


{ — 


i 、 



-Del (デリート)キー 

夕字を削除するとさなどに使ラ 


■Backspace 
(バックスぺース)キー 

Enter (エンター)キー 

作業を実行するとをなどに使ラ 


オーパレイキー 


Shift (シフト)キー 


矢印 キー 

カーソル移動などに使ラ 
また 、 Fn (エフエタ）キーとの 
組み合わせによ0、特殊機能を 
実行するとをに使う 


- Ctrl (コント□-ル)キー 
-アプ IJ ケー シヨン キー 

タッチパッド手前のちボタンやマウスのちボタンを 
巧ずことと同じ動作を行いたいときに使う 


>—Alt (オルト)キー 
-力タカナひ5がな<□ーマ字>キ- 
-変換キー 


49 

















































































































































































































































































































【文字キー】 

文字キーは、文字や記号を入力するとさに使います。 

文字キーに印刷されている2〜已種類の文字や記号は、キーボードの文字入力の状 
態によってをわります。 



力でさます。 

大文字 ロック 状態にする 
と、大文字も入力できま 


■ち上 

かな入力びでさる状態で 
固 li 出キーを押しなびら押 
すと、記号、ひらびなの 
促音（ルさい「つ」）、段]音 
(ルさい「や、ゆ、よ」） 
び入力でさます。 


■ち下 

かな入力びでさる状態で押 
すと、ひらびなや記号び入 
力でをます。 


す。 


■前面左- 

ア□一 状態のとさに巧すと、 
カーソル 制御 キーと して使え 
よ9 〇 


^■前面ち 

数字□ック状態のとをに巧すと、 
テンキーとして使えます。 


國^ア□一状態、数字ロック状態 

「本節 ©- fH ) キーを使った特殊機能キー」 




キーボー 


キーを巧った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて押 
すと、いろいろな操作び実行でさます。 

【 fHl キーを使った特殊機能キ ー 】 


キー 

内容 

卜 nj + を scj 

〈スピーカの S ュート> 

内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミュート（消音）にしま 
す。元に戻ずときは、をう1度作言巧キーを押します。 

r 卜 nj+〔Spacej 

f 巧キーを押したまま、后^キーを押すたびに本体お晶 

〈本体液晶ディスプレイ 
の解像度切り替え〉 

ディスプレイの解像度を切り替えます。 

厨+圓 

〈インスタント 
セキュ U ティ機能〉 

画面ち上1しカギアイコンか表术された後、画面表かオフ 
になります。 

解除するには、なの操作を行って<ださい。 

①盾而^キーやにか1)キーを押す、またはタッチパッド 
を操作する 

©ユーヴ名選択画面が表示されたら、□グオンする 
ユーヴ名をク U ックずる 

@ Windows の□グオンノスワードを設定している場合 
は、パスワード入力画面に Windows の□グオンパス 
ワードを入力して作 nter ) キーを押すか、指紋認証を 
行ラ 

パスワードによるな護を設定（[画面のプ□パティ]の[ス 
ク U - ンセーバー]タブで、[バスワードによる保護]また 
は[再開時によラこそ画面に戻る]をチェック）しておくと、 
セキュ U ティを強化できまず。 

励+固 

く省電カモードの設定〉 

キーを巧すと、設定されている「ま芝省電力」の 
プ□ファイルび表示されます。@キーを押したまま、〔胃 
キーを押すたびにプ□ファイルび切り替わります。 
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本体の機能 























キー 

内容 

励+國 

〈スタンバイ機能の実斤〉 

を])+ @キーを押し、表 TJX される画面で[はい]ボタン 
をクリックするとスタンバイ機能び実行されます。* 1 

厨+固 

〈休止状態の実行> 

® + @ キーを押し、表 TJX される画面で[はい]ボタン 
をクリックすると休止状態び実行されます。* 1 

励+屆 

〈表示装置の切 D 替え〉 

表示装置を切り替えます。 

^詳細について 「4 章已が部ディスプレイを接続する」 

励+風 

〈本体液晶ディスプレイ 
の輝度を下げる〉 

©キーを押したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディ 
スプレイの輝度び]段階ずつ下びりまず。表ホされる画面 
のアイコンで輝度の状態を確認できまず。 

厨+回 

〈本体液晶ディスプレイ 
の輝度を上げる〉 

©キーを押したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディ 
スプレイの輝度び]段階ずつ上びりまず。表示される画面 
のアイコンで輝度の状態を確認できます。 

厨+風 

〈無線通信機能を 
切り替える〉 

9 イヤレスコミュこケーシヨンスイッチを日 n にしている 
場合、@キーを巧したまま、@キーを巧すたびに使用する 
無線通信機能の有効/無効を切り替えます。 

* 本機能はサポートしておりません。 

厨+風 

〈タッチパッド 
オン/オフ機能> 

タッチパッドからの入力を無効にでをます。再びち効にする 
には、もう 1 度を!)+ @キーを押します。 

「本章 3-0 タッチパッドを無効/有効にするには」 

励+風 

〈オーバレイ機能 
:ァ□一状態〉 

キー前面左に印刷された、カーソル制御キーとして使用でさ 
まず（ア□一状態)。アロー状態を解除するには、もラ 1 度 
キーを押します。 

厨+励 

〈オーバレイ機能 
:数字ロック状態〉 

キー前面ちに印刷された、数字などの文字を入力できます 
(数字ロック状態)。数字□ック状態を解除するには、ちラ 1 
度 ( FH )+ fTT ) キーを押します。 

アプリケーシヨン （Microsoft Office Excel など）によつ 
ては異なる場合がありまず。 


*1 :表示される画面で[今後、このメッセージを表示しない]をチェックすると、次回降 


メッセージ画面は表示されません。 


已2 




キーボー 


キー 

内容 

励 + 励 

〈スク□ール□ック状態> 

一部のアプ U ケーシヨンで 、 CD CD 00 キーを画面スク 
口ールとして使用でさます。□ツク状態を解除するには、 
もう1度キーを押します。 

励+① 

〈 PgUp い一;乃ッつ)'} 

一般的なアプ1」ケーシヨンで、@キーを押したまま、©キー 
を押ずと、前のページに移動できます。 

厨+① 

(PgDn (ぺージタ’ウン)> 

一般的なアプリケーシヨンで、@キーを押したまま、©キー 
を押ずと、なのページに移動でをます。 

厨+日 

く Home (ホーム)> 

一般的なアプ1」ケーシヨンで、@キーを押したまま、©キー 
を押すと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

励 + 因 

〈End (エンド)〉 

一般的なアプリケーシヨンで、@キーを押したまま、0キー 
を押ずと、カーソルび行または文書の最後に移動します。 

励+①*己 
〈縮ル> 

デスクトツプや一般的なアプ U ケーシヨンで、@キーを 
押したまま、©キーを押ずと、画面やアイコンなどび縮 
ルされます。 

励 + 国*己 
〈化大〉 

デスクトツプや一般的なアプ U ケーシヨンで、@キーを 
押したまま、@キーを押ずと、画面やアイコンなどびお 
大されます。 


*2「TOSH 旧 A Smooth View」 をインストールしている場合のみ、使用でをまず。 


役立つ 
操作集 


「 TOSH 旧 A Smooth View 」 

[TOSHIBA Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されてい 
るアプ U ケーシヨンの画面やデスクトップ上のアイコンをお大/縮ル表示でをる 
アプ U ケーシヨンでず。 

初めて使用するとさには、[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アプ I 」ケー 
シヨンの再インストール]からインス!-―ルしてください。 

インストールを、起動するには、[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一 
[ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ ]- [Smooth View ] をク U ックしてくだ 
さい。しツ降は自動的に起動し、通知領域にアイコン （ y ) び表示されまず。 


己 






















役立つ 
操作集 


fFn-esseJ 

「 Fn - esse 」 は、@キーと特定のキーを巧すと、簡単にアプリケーションを起 
動でさるアプ U ケーションです。あらかじめ特定のキーと起動するアプ U ケー 
ションの設定び必要です。 

起動するには、[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユー 
テイ U テイ] 一 [ Fn - esse ] をク U ックしてください。 

「 Fn - esse 」 で@+①キーまたはキーに何らかの動作を登録してい 
てを、 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 をインス I ルすると使用できなくなりま 
す。 


【[か)キーを使った シヨー トカツトキー】 


キー 

操作 

®+® 

[ファイル名を指をして実行]画面を表示する 

感+喊 

すべての画面を最ル化する 

l ： Shift) + 〔が + 府） 

で最ル化したすべての画面を元に戻す 

感 + 励 

『ヘルプとサポートセンター』を起動する 

磨) + 眞 

[マイコンピュータ]画面を表示する 

@+© 

ファイルまたはフォルダを検索する 

励 +®+© 

他のコンピュータを検索する 

®+ 励 

タスクバーのボタンを順まに切り替える 

〔が)+ (Break) 

[システムのプ□パテイ]画面を表おする 
























キーボー 


[ 特殊機能キー】 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの 
起動 

咖+厕 

[Windows タスクマネージャ]画面が 
表示されます。* 1 

アプ U ケーシヨンやシステムの強制終了 
を行います。 

画面 コピー 

(PrtSc) 

現在表示中の画面をク1」ップボードに 
コピーします。 


趣 + 〔 P 「 tSc) 

現在表示中のアクティブな画面をク U ップ 
ボードにコピーします。 


1:ドメインに参加しているとき、ユーヴアカウントで「ようこそ画面を使巧する」の 
チェック対まずした場含には、 [Windows のセキュ U ティ]画面が表示されますので、 
[タスクマネージャ]ボタンをク U ツクしてください。 


本製品には、日本語入カシステム Microsoft IME が搭載されています。 
日本語入カシステムとは、日本語を入力するためのソフトウエアです。 


起動したときは、英数字の入力ができるようになっています。 弹/全) キーを 
押ずと、日本語を入力できるようになります。 

日本語入力に切り替わると 、 Microsoft IME ツールバーは次のように表示されます。 


Microsoft Office 2日日3や Microsoft Office OneNote 2日03がインストール 
されている場合では、 Micr 日 soft 日 ffice 日 neNote などを起動すると、日本語入力 
が Microsoft IME からナチュラルインプットに切り替わります。ナチュラルイン 
プットは日本語入力時ので字変換を快適にする入カシステムです。 

詳しくは 「 Microscift ナチュラルインプット」のヘルプをご覧ください。 

出荷状態では音声認識機能およびテキストサービスの手書き入カパッドはインス 
トールされていません。音声認識機能およびテキストサービスの手書き入カパッド 
をご利用になる場合にはカスタムインストールずる必要がありまず。製品に添付さ 
れている Microsoft Office Personal Edition 2003 CD-ROM または Microsoft 
Office Professional Enterprise Edition S 日 03 CD - R 日 M をたットし、表示され 
る画面にしたがってインストールしてくださし、また音声認識機能をご利用になる 
場合には、 ]28 M 目似上の実装^モ U 、 高品質のマイクが必要となります。 已 f 
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あ般な V * 日: 


B 本語を入力するには 


本体の機能 



















h 入カモー ド _ 

ローマ字入力び既定値になっています。 

□ーマ字入力とかな入力はみ巧+ 任)タカナひらびな) キーを押すと切り替えられます。 
この場合、パソコンを再起動するとローマ字入力に戻ります。 

常に同じ入カモードで使用する場合は、なのち法で設定します。 

① ツールバーの[ツール]アイコン （ g ) をク U ックして表示されたメニューか 
ら[プ□バティ]をク U ックする 

② [全般]タブで[□ーマ字入力/かな入力]の設定をする 

1 漢字を換 _ 

入力した文字を漢字変換するには、 盾^^ キーを押します。 

目的の漢字ではない場合は、ちラ1度度国^キーを押すと、候補の一覧び表示され 
ふ^ 〇 

( D © キーで選択し、 作而 6?) キーを押します。 

ヘルプのお動方法 _ 

1[ヘルスボタン（回）をクリックー [ Microsoft ( R)IME スタン 
ダード]または [ Microsoft ( R ) ナチュラルインプット]一[目次 
とキーワード]をクリックする 



3 タッチパッド 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示され 
ます。これを「ポインタ」といい、操作の開始位置を示していまず。この「ポイン 
夕」を動かしなびらパソコンを操作していさます。 

パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボ 
タン/ちボタンびありまず。 

操作にあたつて …1"— 

タッチパッドを強く押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでくだ 
さい。タッチパッドび故障するおそれびありまず。 




タッチパッドを設定するには 


タッチパッドやポインタの設定は、「マウスのプ□パテイ」で行います。 

1 r マウスのプ□パテイ J の設定方法 

1通知領域の [Touch Pad ] アイコン（白）をダブルクリックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されまず。 



2各タブで機能を設定し、 [ OK ] ボタンをクリックする 

ち機能の設定については、しソ降の説明を参照してください。 
[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 


本体の機能 


















g ) タッピング機能 




タッチパッドを指で軽くたたくことをタッピングといいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてち、次のよラな基本的な操作びで 
さます。 


1タッピングの方法 

【クリック/ダブルクリック】 

タッチパッドを]回軽くたたくとク 
U ック、2回たたくとダブルク U ッ 
クびでさます。 



【ドラッグアンドド□ップ】 

タッチパッドを続けて2回たたさ、 

2回目はタッチパッドから指をはなさず 
に目的の位置まで移動し、指をはなしま 
す。 



2タッピング機能を設定する 

タッピングのいろいろな設定は、[化張]タブでできます。[マウスのプ□パティ] 
画面で、次のよラに操作してください。 


1[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

[お張機能の設定]画面び表示されます。 



己8 

















































































[化張機能の設定]画面の 
なつています。 

[タッチパッド]タフで設をでさる機能は、次のよラに 

ボタンの設定 

タッチパッドの左上、ち上、左下、ち下をタッピングし 
たとをの動作や、さボタンの動作などを設をでさまず。 

タッチバッド面の設定 

タッチパッドでブラウヴの動作をしたり、スク□ールを 
したりでさるよラ設定でさます。 

ポインタ速度と 
タッピングの設定 

タッチパッド操作でのポインタま度やタッピング、タッチ 
感度などの各設定びでさます。 


各項目にポインタをあわせると、画面下部の[説脚フイールドに機能説明び表示 
されます。 


役立つ 

操作集 ポインタのおや速度を変える 

[マウスのプ□パテイ]では、ポインタのおや 
速さなどを変えることびでさます。 

[ポインタ]タブでは形を、[ポインタオプシヨ 
ン]タブでは速さとポインタを動かしたとき 
の軌跡などを設定でをます。 



面その他の設定 


{ 


[化張機能の設定]画面の[その他]タブは、タッチパッドの操作に合わせて音を鳴 
らしたり、タッチパッドで手書さ入力をするなど、いろいろな設定びでさます。 
[マウスのプ□パテイ]画面で、次のよラに操作してください。 


1[拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 

[お張機能の設定]画面び表示されます。 

2 [その他]タブを選択する 































【サウンドフィードバック】 

チェックすると、タッチパッドの操作に合わせてサウンドを鳴らすことびでをます。 
[設定]ボタンをク U ックすると、[サウンドとオーディオデバイスのプ□バティ] 
画面び表示されます。 

[サウンド]タブの[プログラムイベント]で 「Alps Pointin 目 Devi 巳 e Driver 」 の 
さ場面のサウンド設定を行ってください。 

【タスクトレイアイコン】 

チェックすると、通知領域に [Touch Pad ] アイコン （ U ) び表示されます。 
購入時に表おされる[タッチパッド]アイコンと同等の機能を持つので、通常は使 
用しません。 


【 US 己マウス接続時の動作】 

チェックすると、后 Ij 売りの USB マウスの着脱に連動して、タッチバッドび自動的に 
有効/無効 に切り替わります。 

@ + @による、タッチパッド無効/有効切り替え機能とは連動していません。 

* 東芝製ではない USB マウスを接続した場合は、本機能び動作しない場合がありまず。 

【 IME キャプチャー】 

チェックすると、タッチパッドを IME バッドの手書さ入カエリアとして使用でき 
ふ苗 0 

使用中は、ポインタび沼に変わります。使用中にちク1」ックすると入カエリアびク 
1」アされ、左クリックすると使用び解除されます。 

さ項目にポインタをあわせると、画面下部の[説明]フィールドに機能説明び表示 
されまず。 


白0 




タッチパッドを無効/ち効にするには 


r 


[タッチパッド ON / OF 円タブでは、タッチパッドによる操作を無効にしたり、有 
効にしたりずることびでさます。 



【タッチパッド ON / OFF 】 

[有効]をチェックするとタッチパッドび使用可能になり、施細をチェックずる 
とタッチパッドからの操作びでさなくなります。 

タッチパッドび無効に設定されている間は、通巧領域に無効を示すアイコン（图） 
び表ホされます。 

タッチパッドの有効/無効は、キーでも切り替えることびできまず。 

キーでタッチバッドの操作を有効にした場合、タッチパッドの操作中に 
カーソルの動さび不安定になることびあります。そのよラな場合は、]度タッチ 
パッドから手をはなしてください。しばらくすると正常に操作できるようになりま 
す。 





















役立つ 

操作集 PadTouch 機能を使う 


rPadTouch 」 は、タッチパッドの操作により、画面に表示された「テーブル」 
を使ってさまざまな機能を簡単に実行できるアプ U ケーシヨンです。次のよう 
なときに使用すると便利です。 

-ウィンドウでデスクトップび隠れているとをに、デスクトップ上のファイル 
を開さたい 

.Internet Explorer の[お気に入り]に登録されているホームぺージを開き 
たい 

-現な実行中のウィンドウの一覧を表示して、アクティブなウィンドウを切り 
替えたい 

「 PadTouch 」 を初めて使用するとさには、[スタート]一[すべてのプ□グラ 
ム]一[アプ U ケーシヨンの再インストール]からインストールしてください。 
[ま芝ユーティ U ティ]タブに用意されています。 

「 PadTouch 」 は、パソコンに電源を入れると自動的に起動し、通知領域にア 
イコン （ jik ) び表示されます。 

詳しい操作ち法については 「 PadTouch 」 のヘルプを参照してください。 
ヘルプを起動するには、通巧領域の [ PadTouch ] アイコンをもク U ックし、 
表示されたメニューから[ヘルプ]をクリックします。 







4 ディスプレイ 


本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ (1024 X 768 ドットまた 
は1400 X 10巳0ドット）び内蔵されております。外部ディスプレイを接続して使 
用ずることちでをます。 

^外部ディスプレイの接続について 

「4章已外部ディスプレイを接続する」 

表示について 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作られております。非 
点灯、常時点灯などの画素（ドット）び存在することびあります。（ち効ドット数の 
割合は 99.99% LU 上です。有効ドット数の割合とは、「巧応ずるディスプレイの表 
示しうる全ドット数のうち、表示可能なドット数の割合」でず。）。また、見る角度 
や温度変化によって色むらや明るさのむらび見える場合びあります。これらは、故 
障ではありませんので、あらかじめご了をください。 


画面の明るをを調壁する 


本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整しまず。輝度は ri 〜8」の8段階 
で設定びできます。 

購入時の設定では、「東芝省電力」で、 AC アダプタ接続時は「8」（最高輝度）に、 
バッテ U 駆動時はバッテ U の残容量に応じて「4」からに」にを化するように設定 
されています。 

明るさを変えたい場合は、なのち法でお好みの明るさに調整してください。 

なお、本製品では、 AC アダプタ接続時とバッテ1」腿動時では、同じ設定値でを明 
るさ（輝度）び異なりまず。最大の明るさでご使用になるには、 AC アダプタを接 
続してください。 

[ 輝度の調整方法】 

: @キーを押したまま、@キーを押すたびに本体液晶ディスプレイ 
の輝度び1段階ずつ下びります。 

表示される画面のアイコンで輝度の状態を ffi 認でさます。 

: ® キーを押したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイ 
の輝度び1段階ずつ上びります。 

表示される画面のアイコンで輝度の状態を ffi 認でさます。 
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本体の機能 







5 サウンド機能 


本製品はヴウンド機能を内蔵し、スピーカびついています。 


ni スピーカの音量を調壁する { 


標準で音声、ヴウンド関係のアプ U ケーシヨンびインス I ルされていまず。 
スピーカの音量は、デジタルボ U ューム、または Windows の「ボ U ュームコント 
□-ル」で調整でをます。 


1デジタルボリュームで調這する 

音量を大きくしたいときには奧に、ルさくしたいときには手前に回します。 
デジタルボリュームを押すと、消音 （ Mute ) になります。わう一度デジタルボ 
リュームを巧すと、消音は解除されます。 


2ボリユームコント□-ルで調畳する 

再生したいファイルごとに音量を調節したい場合、次のち法で調節でさます。 


1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[エン 
ターテイメント]一[ボリュームコント□ール]をクリックする 


2それぞれのつまみを上下にドラッグして調整する 

つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。 [ S ユート]をチェック 
すると消音 （ S ユート）となります。 



(表示例) 


詳しくは『ボリュームコント□-ルのヘルプ』をお認してください。 









音楽/音声の録音レベルを調壁する 



録音レベルの調整は、次のよラに行います。 





1パソコン上で録音するとき 

1[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[エン 
ターテイメント]一[ボリュームコント□ール]をクリックする 

2 メニューパーの[オプション]一[プ□パティ]をクリックする 

3 [ミキサーデバイス]で [Realtek HD Audio input ] を選択する 

4 [表示するコント□ール]で表示項目を確認する 

[ライン音量]、[マイクボ U ューム]、[ステレオ'キサー]の中から、使用 
するデバイスびチェックされていることをお認します。 

5 [0 K ] ボタンをクリックする 

6 [録音コント□-ル]画面で、使用するデバイスの[選択]をチェッ 
クずる 

[ライン音量] :オーディオ機器のライン出力端テとパソコン本体の 

LINE IN 端テをオーディオケーブルで接続して録音 
ずるとさ 

[マイクボ U ューム]:マイクから録音ずるとさ 

[ステレオ5キサー]:パソコン上で再生している音楽や音声を録音するとを 
^「4章日その他の機器を接続する」 

7選択したデバイスのつまみで音量を調節する 

同時に2つのデバイスを逞択ずることはできません。 





6 ドライブ 


* ドライブ内蔵モデルのみ 

本製品には、 DVD スーパーマルチドライブ、 DVD - R 日 M & CD - R / RW ドライブ、 
DVD - ROM ドライブ、 CD - ROM ドライブのいずれかが]台内蔵されています。内 
蔵されているドライブは、購入したモデルによって異なります。 

• DVD スーパーマルチドライブ 

DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R *、、 DVD + RW 、 DVD + R * 吕、 CD - RW 、 CD-R 
の読み出し/書き込み機能と、 DVD - ROM . CD - R 日 M の読み出し機能を搭載した 
ドライブです。 

* 1本書では、 「 DVD - R 」 と記載している場含、特に書き分けてある場合を除き、 DVD-R DL (Dual 
Layer DVD - R ) を含みます。 

*2 本書では、 「 DVD + R 」 と記載してある場含、特に書き分けのある場合を除き、 DVD+R DL 
( DVD+R Double Layer ) を含みます。 

• DVD-ROM & CD - R/RW ドライブ 

CD - RW 、 CD - R の読み出し/書き込み機能と、 DVD - ROM 、 CD - R 日 M の読み出 
し機能を搭載したドライブでず。 

• DVD - ROM ドライブ 

DVD - ROM 、 CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブでず。 

• CD - ROM ドライブ 

CD - ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD / DVD を使用するときに守ってほしい 
ことび記述されています。 

CD / DVD を使用する場合は、あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守つ 
て < ださい。 


白巨 




ni 使用でをるメディアと巧応するアプ ij ケーンヨン \ 


書さ込み中は、シャツトダウン、□グオフ、スタンバイなどを実行しないでく 
ださい。 


使用できるメディアと、本製品に添付のアプリケーションで書さ込みでをるメディア 
はモデルによって異なります。 


1 DVD スー パーマルチ ドライブモデル 


〇:使用でさる X :使用でさない 



CD-R 

CD-RW 

DVD が 1 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

読み出し 

〇 

〇 

0*2 

〇 

0* 吕 

〇 

〇 

書さ込み 

1 回 

繰り返し 

1 回 

繰り返し 

1 回 

繰り返し 

繰り返し 

回数 

書換可能’ 3 

書換可能’ 3 

書換可能’ 3 

書換可能’ 3 


* 1 DVD-RDL の場合、追記データの書き込み/読み出しはでさません。 

* 乙メディアの状態や書を込み方法によ D 、 読み出しでさない場合びあります。 

*3 美際に書を換えでをる回数は、メディアのげ態や書定込みち法により異な D ます。 


2 DVD - ROM & CD - R/RW ドライブモデル 
使用でさるメディア 

使用するメディアによっては、読み出しびでをない場合びあります。 


〇:使用でさる X :使用でさない 



CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

読み出し 

〇 

〇 

0*1 

〇 

〇 

〇 

〇 

書さ込み 
回数 

] 回 

繰り返し 
書換可能’3 

X 

X 

X 

X 

X 


* 1 DVD-R DL メディアの読み出しはできません。 

* 乙美際に書を換えでさる回数は、メディアのが態や書走込みち法により異な D ます。 
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3 DVD - ROM ドライブ 

DVD - ROM ドライブは、 CD / DVD *1 の読み出しのみ巧能です。書き込みはでき 
ません。 

本] DVD-R DL ；>^ ディアの読み出しはでさません。 

4 CD - ROM ドライブ 

CD - ROM ドライブは、 CD の読み出しのみ可能です。書き込みはできません。 


5アプリケーシヨンと書を込み可能なメディア 

* DVD への書き込みは、 DVD スーバーマルチドライブのみ 

本製品に付属の書を込みでをるアプ U ケーシヨンはなのとおりです。 


• RecordNow ! Basic for TOSHIBA 
ここでは 「 RecordNow !」 とよびます。 

[スタート]一[すべてのプログラム]-* • [ Sonic ] -► [ RecordNow !] -► 
[ RecordNow !] をク U ックして起動します。 

• DLA for TOSHIBA 
ここでは 「 DLA 」 とよびます。 

どちらのアプ U ケーシヨンも初めて使用するときは、[スタート]一[すべてのプ〇 
グラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル]からインストールしてください。 
詳しい使用ち法は、それぞれのアプ U ケーシヨンのヘルプをご覧ください。 


メディアにデータを書を込むとを、メディアの状態やデータの内容、またはバソコ 
ンの使用環境によって、実行速度は異なります。 

〇:使用でをる X :使用でをない 

【 RecordNow ! 】 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

〇 

〇 

Q *1 *2 

0*1 


ひ1 

X 


*1 DVD - Video 、 DVD - Audio の作成はできません。また、 DVD プレーヤなどで使用することは 
でさません。 

*2 DVD-R DL を含みます。なお、 DVD-R DU こは追記ができません。 

ホ3 DVD + RDL 挽みます。 


[ DLA ] 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

X 

ぴ 1 

X 

ひ 1 

X 

ひ 1 

X 


本]新品の CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD + RW を 「 DLA 」 で使用するには、あらかじめフォーマット 
_ び必要です。 






【[マイコンピュータ]上で書き込む場合】 

[マイコンピュータ]で目的のファイルやフォルダをドライブにコピーすると、パソ 
コンで作成した文書データなどのファイルをメディアに書を込むことびでをます。‘1 
書き込み可能なメディアは、 CD - RW 、 DVD - RW 、 DVD + RW 、 DVD - RAM です。 
なお、これらのメディアはあらかじめフォーマットしておく必要びあります。 

* 1 CD - RW 、 DVD - RW . DVD + RW への書き込みは、 「 DLA 」 を使用してください。 

CD-RW 、 DVD-RW 、 DVD+RW のフォーマット 『 DLA のへ _) レプ』 
DVD-RAM のフォーマット「本節® DVD-RAM を使うときは」 

CD / DVD に書き込む前に ^ 

記録用の CD / DVD に書き込みを行うときは、 「 RecordNow !」、「 DLA 」 を使用し 
て < ださい。 

本製品に添付の 「 RecordNow !」「 DLA 」 しソ外のライティングソフトウェアは動作 
保証していません。 Windows 標準の CD 書き込み機能や市販のライティングソフト 
ウェアは使用しないでください。 

CD / DVD に書を込みを行ラとさは、次のを意をよく読んでから使用してください。 
守らずに使用すると、書を込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへの 
ショックなど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書 
き込みに失敗することびあります。 

• 書き込みに失敗した CD / DVD の損害については、当社は一切その責任を負いま 
せん。 

また、記憶内容のを化•消失など、 CD / DVD に保存した内容の損害および内容 
の損失-消失により生じる経済的損害といった派生的損害については、当社は一 
切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 

• CD / DVD に書さ込むとさには、それぞれの書さ込み速度に対応したメディアを 
イま用して<ださし、。 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD + R に書さ込むとさに 
は、それぞれの規格に準拠したメディアを使用してください。また、巧奨する 
メーカのメディアを使用してください。 

• バッテ U 駆動で使用中に書き込みを行うと、バッテ U の消耗などによって書き込 
みに失敗するおそれびあります。必ず AC アダプタを電源コンセントに接続して 
<ださい。 

•書さ込みを行ラときは、本製品の省電力機能び働かないよラにしてください。ま 
た、スタンバイや休止状態を実行しないでください。 

^省電力機能について「已章2省電力の設定をする」 
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• なに示ずよラな、ライティングソフトウェアじ(がのソフトウェアは終了させてく 
ださい。 

-スク IJ ーンセーバ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高ま化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽巳 D や DVD の再生アプリケーション 
-モデムなどの通信アプ U ケーションなど 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 
•フロッピーディスク、 PC 力ードタイプの八ードディスクドライブ、 USB 接続の 
八ードディスクドライブなど、本製品の内蔵八ードディスクし U 外の記憶装置にあ 
るデータを書さ込むとさは、データをいったん本製品の八ードディスクに保存し 
てから書さ込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の八ードディスクに保存してか 
ら書さ込みを行ってください。 

• [ RecordNowlJ を起動した状態で DV □メディアをドライブにセットした場合 
に、ドライブのイジェクトボタンを押してちメディアび出てこないことびありま 
す。その場合は、画面上で 「 RecordNowU の田 X り出し]ボタン（国）をク 
U ックするか、[マイコンピュータ]または[エクスプ □- ラ]を開き、取り出し 
たいメディアび入っているドライブのアイコンをちク U ックして、表示されるメ 
ニューから[取り出し]をク U ックしてください。 

書き込み/削除を巧うにあたって — 

•タッチパッドを操作ずる、ウィンドウを開くなど、パソコン本体の操作を行わな 
いで < ださい。 

• パソコン本体に 衝撃 や振動を与えないでください。 

• 周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

图>►周辺機器について「4章周辺機器の接続」 

• パソコン本体から携帯電話、および化の無線通信装置をはなしてください。 
•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたこ 
とをお認してください。 








【読み出しできる CD 】 

対応フォーマツトによっては、再生ソフトが必要な場合がありまず。 

• 音楽用 CD •フォト CD • CD-ROM 

• CD エクストラ • CD-R • CD-RW 

【書き込みできる CD 】 

本 DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD-ROM&CD-R/RW ドライブモデルのみ 

• CD-R 

書さ込みは]回限りです。書さ込まれたデータの削除-変更はでさません。 

• CD-RW 

書き込み速度は、使用するディアによって異なります。 

DVD スーパーマルチドライブモデル 
CD - R >< ディア ：最大24倍速 

最大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R X ディアを使用し 
て < ださい。 

マルチスピード CD-RW >(ディア：最大4倍速 
Hi 呂 h-Speed CD - RW >< ディア：最大1日倍速 
Ultra Speed CD-RW メディア：最大10倍速 

Ult 旧 Speed + CD-RW ディアは使用できません。使用した場合、データは保 
証でさません。 

DVD-R 日 M & CD - R/RW ドライブモデル 

CD - R >< ディア ：最大24倍速 

最大の倍速で書き込むためには書き込み速度に対応した CD-R X ディアを使用し 
て < ださい。 

マルチスピード CD-RW メディア：最大4倍速 
Hi 邑 h-Speed CD - RW >< ディア：最大1日倍速 
Ultra Speed CD-RW メディア：最大24倍速 

Ult 旧 Speed + CD-RW ディアは使用できません。使用した場合、データは保 
証でさません。 







CD - RW 、 CD-R にごし、て. 

• CD - RW 、 巳 D - R に書き込む際には、次のメーカの CD - RW 、 巳 D - R を使用するこ 
とを推奨します。 

CD-RW (マルチスピード、 High - Speed ) 

:兰菱化学メディア册)、（株） U 〕一 
CD-RW (Ultra Speed ) * DVD - ROM & CD - R/RW ドライブモデルのみ 
:兰菱化学メディア（株） 

CD-R :太陽誘電淋)、=菱化学メディア朋)、（株） U コー 

これらのメーカし U 外のメディアを使用すると、ラまく書を込みびでさない場合び 

あります。 

• CD - R に書さ込んだデータの消去はでさません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 RecordNow !」 で書き込ん 
だファイルを変更したり、削除したりすることはできません。ファイルの変更- 
削除び必要な場合は、まず CD - RW メディアの消去を行い、改めて必要なファイ 
ルだけを書を込んでください。 

「 DLA 」 で CD - RW メディアに書き込んだファイルは、変更.削除することびでき 
ます。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはでをません。消去の際は、メディア 
の内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書き込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書き込み-消去ずるメ 
ディアをセットしたドライブを間違えないよラ十分にを意してください。 

• 八ードディスクに不良セクタびあると書き込みに失敗するおそれびあります。定 
期的に「エラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおずすめします。 
国^エラーチェックのち法 

「8章 2 Q & A 集その他- Q . セーフモードで起動した」 

• ドライブの構造上、メディアの傷、ミちれ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書 
き込みびでをなくなる場合びあります。 CD - RW 、 CD - R にデータなどを書き込む 
際は、メディアの状態をよくごお認ください。 










DVD の書き込み速度 

DVD スーパーマルチドライブモデルでは、次の><ディアが使田でさます。 

• 書き込み16倍速までの DVD-R/DVD+R>< ディア 
• 書き換え目倍速までの DVD-RW ディア 
• 書さ換え4倍連までの DVD+RW ディア 
• 書き込み4倍速までの DVD-R DL> (ディア 
• 書さ込み8倍連までの DVD+R DL メディア 
• 書さ換え己倍連までの DVD-RAM Xディア 

これらより連い書さ込み倍速に対応したメディアを使用することはできません。 


【 読み出しできる DVD 】 

• DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD-ROM&CD-R/RW ドライブモデル、 DVD- 
ROM ドライブモデルのみ 

対応フォーマツトによっては、再生ソフトが必要な場合がありまず。 

また、 DVD-R 日 M&CD-R/RW ドライブモデル、 DVD-ROM ドライブモデルで読み 
出すためには、ディスクがク□ーズされている（データが書さ込めない状態になっ 
ている）必要があります。 

• DVD-ROM •DVD-Video (映像再生用でず。映画などが収録されています） 

• DVD-RW •DVD-R •DVD-R DL * DVD スーパーマルチドライブモデルのみ 

• DVD-RAM (S.6G 目、巳. 2G 目の DVD-RAM は除さます） 

• DVD+R ♦DVD+R DL 
•DVD+RW 
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【書き込みできる DVD 】 

DVD スーパーマルチドライブモデルでは、 DVD に書さ込むことがでをます。 

• DVD-R 

書き込みは1回限りです。書き込まれたデータの削除-変更はできません。 
DVD - R は、 DVD-R for General Ver 2 .日規格に準拠したディアを使用してくだ 
さい。 

• DVD-R DL 

DVD - RDL は、 DVD - R の記録層を2つにして、片面に2層分の記録が可能な規 
格のことです。 

既存の]層の DVD - R >< ディアの記録容量 4.7 G 目の約].8倍となる、8.己 G 目分 
の記録容量を実現します。例えば、 MPEG 2 の 4 Mbps の映像データで、1層の 
DVD-R X ディアのとさび約2時間分なら DVD-R DL は約3.目時間分の記録が可 
能になります。 

ただし、 Format ] 对応のため追記ができません。 ] 層の DVD - R ;>< ディアに収ま 
る容量のデータを保存する場合は、追記できる DVD - R を使用することをおすす 
めします。 

• DVD-RW 

DVD - RW は、 DVD - RWVerl . l または Verl .2 規格に準拠した;<ディアを使用 
して < ださい。 

• DVD+R 

• DVD+R DL 

DVD + RDL は、 DVD + R の記録層を2つにして、片面に2層分の記録が可能な 
規格のことです。 

既存の1層の DVD + R >< ディアの記録容量 4.7 G 目の約 1.8 倍となる、 8.5 GB 
分の記録容量を実現しまず。例えば、 MPEG 2 の 4 Mbps の映像データで、]層 
の DVD+R X ディアが約2時間分なら DVD+R DL ディアは約 3.6 時間分の記 
録び可能になります。 

• DVD+RW 

• DVD-RAM (2 .目白目、己. 2 G 目の DVD - RAM は除きます） 

DVD-RAM は、 DVD-RAM Ver 2.0、 Ver 2.1、 Ver 2.2 規格に準拠したメディア 
を使用してください。 
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* 1 一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生できない場合びあります。 

*2 2.目 G 巳、已 .2 G 巳のディスクは使用できません。 

DVD スー パーマルチ ドライブモデルの場合 一 三 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R に書を込む際には、次 
のメーカのメディアを使用することを巧奨します。 

DVD-RAM :日立マクセル（株） 

DVD-RW :日本ビクター朋)、兰菱化学メディア（株） 

DVD-R :松下電器産業（株)、太陽誘電朋） 

DVD-RDL :兰菱化学メディア（株） 

DVD+RW :兰菱化学メディア（株)、（株） U 〕一 
DVD+R :兰菱化学メディア（株)、（紙 U 〕一 
DVD+R DL :兰菱化学メディア（株） 

これらのメーカじ(がのメディアを使用すると、ラまく書さ込みびできない場合び 
友 D ます。 

• DVD - R 、 DVD + R に書き込んだデータの消まはできません。 

• DVD 书 W 、 DVD + RW メディアは書き換え可能なメディアでずび、 
「 RecordNow !」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはでき 
ません。ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メ 
ディアの消去を行い、改めて必要なファイルだけを書き込んでください。 
rOLAJ で DVD 书 W 、 DVD+RW メディアに書き込んだファイルは、変更•削除 
ずることびでをまず。 


7已^^ ■ 




【 DVD - RAM の種類】 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DV □- 
RAM は次のとおりでず。 

カート U ッジタイプのメディアは、カート U ッジから取り出してドライブにセット 
してください。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一 
度ドライブからメディアを取り出し、裏返してセットし直してください。 


〇:使用でさる X :使用でさない 

DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート IJ ツジなし*1 

〇 

力ート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

力ートリツジタイプ（取り出し可能）*2 

〇 


本体の機能 












• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元ずることはできません。消まの 
際は、メディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

• 書を込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去ずるメ 
ディアをセットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R への書き込みでは、 
ファイルの管理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデー 
夕を書き込めない場合びあります。 

• DVD - RW 、 DVD - R への書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込む 
データのサイズび約 1 GB に満たない場合にはダミーのデータを加えて、最ル 
1 GB のデータに編集して書さ込みます。このため、実際に書き込ちラとしたデー 
夕びかないにちかかわらず、書さ込み完了までに時間びかかることびあります。 

• 八ードディスクに不良セクタびあると書き込みに失敗するおそれびあります。定 
期的に「エラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおずすめします。 

国^エラーチェックのち法 

「8章2 Q & A 集その他- Q . セーフモードで起動した」 

• ドライブの構造上、メディアの傷、ミちれ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書 
き込みびできなくなる場合びあります。データなどを書き込むときは、メディア 
のが態をよくごお認ください。 

• DVD - RAM をドライブにセツトしたとき、システムび DVD - RAM を認識するま 
でに多少時間びかかります。 


メモ - 

• 市販の DVD - R には業務用メディア （for Authoring と一般用メディア （for 
General ) びあります。業務用メディアはパソコンのドライフでは書き込み 
することびでさません。 

一般用メディア （for General ) を使用してください。 

•市販の DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW 、 DVD+R には 「for 
Data 」 と 「for Video 」 の 2 種類びあります。映像をな存する場合や家庭用 
DVD ビデオレコーダとの互換性を重視する場合は 「for Video 」 を使用して 
<ださい。 

• 作成した DV □は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生 
でさないことちあります。また、イ乍成した DVD+R DL メディア、 DVD-R 
DL メディアを再生ずるとをは、それぞれのメディアの読み取りに対応して 
いる機器を使用してください。 
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DVD-Video の再生にごいて 


r 




* DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD - R 日 M & CD - R / RW ドライプモデル、 

DVD - ROM ドライブモデルのみ 

DVD - Video の再生を行うためのアプリケーシヨンとして RnterVideo WinDVDJ 
が用意されています。初めて使用するとさには、[スタート]^ [すべてのプ□グラ 
ム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!-ール]からインストールしてください。 


DVD-Video の再生にあたつて 一 

• DVD - Video の再生には 、 「InterVideo WinDVD 」 を使用してください。 
[Windows Media Player 」 やその他市販ソフトを使用して DVD - Video を再生 
すると、表示び乱れたり、再生でさない場合びあります。このよラなとさは、 
「InterVideo WinDVD 」 を起動し、 DVD - Video を再生してください。 

• DVD - Video 再をソフト 「InterVideo WinDVD 」 は 、 Video CD、Audio CD 、 
MP 3 の再生はサポートしていません。 

• DVD - Video 再を時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能び 
働くと、スムーズな再生びできない場合びあります。バッテ U 駆動で再生する場 
合は r ま芝省電力」で 「 DVD 再生」プ□ファイルに設定してください。 

• 使用ずる DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちずる場合びあります。 

• DVD - Video を再生する麵こ、他のアプ U ケーシヨンを終了させてください。ま 
た、再生中には他のアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないで 
<ださい。 

再生中に、常駐しているプログラムの画面やアイコンなどびちらつく場合は、 
rinterVideo WinDVD 」 を最大表示にしてください。 

• Re 吕 ion コードは4回まで変更することびできますび、通常は出荷時のままご利 
用ください。出荷時のが態では、 Re 目 ion 〕ー ドびに」に設定されておりまずの 
で、 Re 巨 ion コードび「2」または 「 ALL 」 の DVD - Video をご使用ください。 

• が部ディスプレイに表おする場合は、再生する前にあらかじめ表示装置を切り替 
えてください。また、 Clone 表示体体液晶ディスプレイと外部ディスプレイの 
2つの表示装置それぞれに同時に画面を表示すること）の設定では、が部ディス 
プレイに表示ずるための設定び必要です。 

本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイに Clone 表ホをしているとき DVD - 
Video を再をずると、画像びコマ落ちすることびあります。この場合は表示解像 
度を下げるか、本体液晶ディスプレイまたはが部ディスプレイのみに表示するか、 
お張表示に設定して < ださい。 

^表示装置の切り替え「4章已外部ディスプレイを接続する」 
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• お張表示で DVD を再生した場合、外部ディスプレイ側の DVD 再生画像び表示さ 
れないことびあります。その際はいったん再をを終了し、外部ディスプレイ側の 
解像度、 U フレッシュレートや色数を下げてご使用ください。 

その他のま意については 「 Readme 」 に記載しています。 

「 Readme 」 の起動は[スタート]一[すべてのプ□グラム]-* • [InterVideo 
WinDVD ] 一 [ readme 1 st . txt ] をク U ックしてください。 


DVD-RAM を使ラとをは 


* DVD スー パーマルチドライブモデルのみ 

ここでは、 DV □スーパーマルチドライブモデルで DVD - RAM に書き込みをする前 
にお要な操作について説明します。 

DVD 书 AM のドライバとフォーマツトユーテイ U テイとして、 「 DVD-RAM Driver 
Software ] び用意されています。初めて使用するとさには、[スタート]一[すべ 
てのプ□グラム]-[アプ U ケーシヨンの再インス!-―ル]からインス!ルして 
<ださい。 

フォ~マツ ト とは 

新品の DVD - RAM は、使用する目的にあわせて「フォーマット」という作業び必要 
でず。 

フォーマットとは、 DV □书 AM にデータの管理情報（ファイルシステム）を記録し、 
DVD - RAM を使えるようにすることです。 

フオーマツトされていない DVD - RAM は、フオーマツトしてから使用してください。 
詳細は PDF マニュアルを確認してください。 


【 PDF マニュアルを見る方法】 


1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ DVD - RAM ] 一 [ DVD - 
RAM ドライバー] 一 [ DVD - RAM ディスクの使い方]をクリック 
ずる 

「Adobe Reader 」 び起動し、 PDF マニュアルび表示されます。 




フォーマツトを行うと、その DVD - RAM に保存されていた情報はすべて消モ 
されます。一度使用した DVD - RAM をフォーマツトする場合はミ主意してくだ 
さい。 












メモ 


• [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ DVD - RAM ] 一 DDVD - RAM ド 


ライバー]で表示されるこユーは、 DVD スーパーマルチドライブモデル 
でのみ使用でさます。その他のモデルでは使用でさません。 


ファイルシステム 

DVD - RAM をフオーマツトするときにファイルシステムを選択します。 
ファイルシステムは、書き込むデータの種類や書き込み後のディアを使用する機 
器に応じて選択しまず。また、映像データを書き込むときは、書き込み用のアプ U 
ケーシヨンによって指定されている場含があります。 

選択できるファイルシステムは 「 UDF 2 .日」 「 UDF 1 .己」 「 FAT 32」 でず。 

【 UDF2.0 】 

-VR フオーマツ トに対応したファイルシステムです。 

家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性があります。 

【 UDF1. 曰】 

本製品で使用しているシステムの標準の機能で読み出しできるファイルシステムで 
す。このファイルシステムの X ディアは、本製品がの WirictowsXP * i /2 日日日*3 
がインストールされたパソコン* 3 でちデータを読み出すことがでをます。 

家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性はありません。 

【 FAT32 】 

本製品で使用しているシステムの標準の機能で読み出し/書さ込みでさるファイルシス 
テムです。このファイルシステムのディアは、本製品政外の WindowsXP * i / Me * 4 
/98ががインス I -ールされたパソコン* 3 でもデータを読み出すことができまず。 
家庭用 DVD ビデオレコーダとの互換性はありません。 

キ 1 Windows XP.Microsoft® Windows® XP Tablet PC Edition 200 已 operating 

system 日本語版、 Microsoft® Windows® XP Home Edition 
operating system 日本語版、または Microsoft® Windows® XP 
Professional operating system 日本語版 

* 2 Windows 2 日日 0 ... Microsoft® Windows® 2000 Professional operatin 旨 system 日本 

語版 

*3 DVD-RAM ドライブび搭載されていないパソコンで DVD-RAM を読み出すためには、 DVD- 
RAM の読み出しに対応した DVD ドライブび搭載されている必要びあります。 

ホ 4 Windows Me... Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本言吾版 

* 已 Windows 98 ... Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system 日本語版 
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CD / DVD のセツトと取り出し 



r 




ここでは、 DVD-ROM S CD - R/RW ドライブモデルを例に CD / DVD のセットと 
取り出しについて説明します。 

同個の冊テ『安むしてお使いいただくために』に、 CD/DVD を使田するときに 
守ってほしいことが記述されています。 

操作を始める前にその記述を読んで、必ず指示を守って<ださい。 


操作にあたつて- — 

• ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に軸れないでください。ドライブの故 
障の原因になります。 

• ドライブ関係の LED およびディスクトレイ LE □び点なしているときは、イジェ 
クトボタンを押したり、 CD/DV □を取り出す操作をしないでください。 CD / 
DVD び傷ついたり、ドライブび壊れるおそれびありまず。 

•電源び入っているとさには、イジェクトホールを押さないでください。回転中の 
CD/DVD のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

国^イジェクトホールについて r 本項2 CD/DVD の取り出し」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD/DVD び回転している場合には、停止ず 
るまで CD/DVD に手を触れないでください。ケガのおそれびあります。 

• パソコン本体を持ち運ぶとさは、ドライブに CD/DVD び入っていないことをお 
認してください。入っている場合は取り出してください。 

• CD/DVD をディスクトレイにセットするとさは、無理な力をかけないでください。 

• CD/DVD を正しくディスクトレイにセットしないと CD/DVD を傷つけるこ 
とびあります。 

チェックーセットする前に確認しましよう - 

• 傷ついたり汚れのひどい CD/DVD の場合は、挿入してから再生び開始されるま 
で、時間びかかる場合びあります。ミちれや傷びひどいと、正常に再生できない場 
合もあります。ちれをふき取ってから再生してください。 

• CD/DVD の特性や CD / DVD などの書を込み時の特性によって、読み出せな 
い場合もあります。 










1CD/DVD のセット 


1 パソコン本体の電源を入れる 


2イジェクトボタンを巧す 




イジェクトボタンを押したら、ボタンから手 
をはなしてください。ディスクトレイび少し 
出てさまず（数砂かかることびあります)。 
※搭載されているドライブによってイジェ 
クトボタンの位置は異なります。 


巳 D / DVD をのせるトレイびすべて出る 
まで、引さ出しまず。 


4 文字が書いてある面を上にして、 CD / DVD の穴の部分をディスク 
トレイの中央凸部に合わせ、上から f 甲さえてセットする 



カチッと音びして、セットされていること 
を確認してください。 


5 カチッと音がするまで、ディスクトレイを巧し戻す 



巳 D / DVD をセットすると、再生するア 
プリケーシヨンや操作を選がする画面び表 
示されまず。 
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2 CD/DVD の取り出し 

1パソコン本体の電源が入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れて<ださい。 

2イジェクトボタンを f 甲す 

ディスクトレイび少し出てさます。 

3 ディスクトレイを引さ出す 

巳 D / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引さ出します。 

4 CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 


CD / DVD を取り出しにくいときは、中 
央凸部を少し押してください。簡単に取り 
出せるよラになります。 



5 カチッと音がずるまで、ディスクトレイを巧し戻す 
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【ディスクトレイび出てこない場合】 

電源を切っているときは、イジエクトボタンを押してちディスクトレイは出てきま 
せん。電源び入らない場合は、イジてクトホールを、先の細い丈夫なもの（クリッ 
プを伸ばしたをのなど）で押してくださし、。 

なの場合は、電源び入っていてを、イジェクトボタン 
を押した後ずぐにディスクトレイは出てさません。 

ディスクトレイ LED の点滅び終了したことを確認し 
てから、イジエクトボタンを押してください。 

• 電源を入れた直後 
• ディスクトレイを閉じた直棲 
• 再起動した直後 

• ドライブ関係の LED が点なしているとさ 

^3^購入したモデルによってイジエ 
クトボタン、イジェクトホー 
ル、ディスクトレイ LED の位 
置は異なります。 
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7 フ□ツピーディスクドライブ 


* フロッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 

本製品は、購入したモデルによって、フロッピーディスクドライブび内蔵されてい 
ます。フ□ッピーディスクには、文書や表などのデータをな存することびでをます。 


フロッピーディスク 


フ□ッピーディスクについて説明します。 


1巧用でをるフ□ッピーディスク 

本製品で使用でさるフロッピーデイスクには3種類あり、それぞれの機能は次のと 
おりです。 


フ□ッピーディスクの種類 

1枚に保をでさる容量 

読み出し/書さ込み 

フォー マット 

2 DD タイプ 

720 KB 

巧 

不可 

2 HD タイプ 

1.2 MB 

可 

不可 

2 HD タイプ 

1 .44 M 目 

巧 

可 


ソニー(株）製の3.已型フ□ッピーディスク （2 DD /2 HD ) を使用することを巧 
奨します。 

他のフ□ッピーディスクは、規格外などで使用でをなかったり、フ□ッピーディス 
クドライブの寿命を縮めたり、故障の原因となる場合びあります。 

2フ□ッピーディスクドライブに閲する表示 

パソコン本体の電源び入っている場合、フ□ッピーディスクとデータをやり取りし 
ているときは、 FDD / CD - ROM 己/® LED び点なします。 


0 0 0 0 

□ Q 曰恆みド 













フ□ッピーディスクドライブ 



2) フ□ッピーディスクのセットと取り出し 


r 

L 


フ□ッピーディスクをフ□ッピーディスクドライブに挿入することを「フ□ッピー 
ディスクをセットする」といいます。 


A 迁意 

バソコン本体の電源が入っている場合で、 FDD / CD - ROM 日/這？ LED が点口中は、 
電源を切ったり、フ□ッピーディスクドライブのイジェクトボタンに軸れたり、バ 
ソコン本体を動かしたりしないこと 

フ□ッピーデイスクのデータやフロッピーディスクドライブび壊れるおそれびあり 
まず。 


1フ□ツピーディスクのセット 


フ□ッピーディスクの隅に示されている矢印の向きにあわせて挿入 


ずる 



カチツと音びするまで挿入します。正しく 
セツトされるとイジエクトボタンび出てを 
よ9 〇 


2フ□ッピーディスクの取日出し 


1イジェクトボタンを巧す 



フ□ッピーディスクび少し出てをます。そ 
のまま手で取り出します。 


8已 











3 フロッピーディスクの内容を巧認する 

1[スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

[マイコンピュータ]画面び表示されます。 

2 [^3.己インチ FD ( A :)] をダブルクリックする 

[3 .已インチ FD ( A :)] 画面び開さ、セットしたフ□ッピーディスクの内容 
び表示されます。 


巧フロッピーディスクを使う前に I 


1ライトプ□テクトタブ 

フロッピーディスクは、ライトプ□テクトタブを動かすことにより、誤ってデータ 
を消さないよラにでさます。 


ラベル 



ライトプ□テクトタブ 



書さ込み禁止状態 

ライトプ□テクトタブをカチッと音びするまで移動させて、巧び 
開いた状態にしまず。このが態のフ□ッピーディスクは、データ 
の書さ込みはでさず、読み取りしかでさません。 

書さ込み可能状態 

ライトプ□テクトタブをカチッと音びするまで移動させて、巧び 
閉じた状態にします。この状態のフ□ッピーディスクには、デー 
夕の書き込みも読み取りわ巧能です。 
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フ□ッピーディスクドライブ 



2フォーマットとは^^^^^^^^^^^ 

新品のフロッピーディスクは、使用するシステム （0 S ) にあわせて「フォーマッ 
卜」といラ作業び必要でず。 

フォーマットとは、フ□ッピーディスクにトラックま号やへッド番号などの基本情 
報を書さ込み、フ□ッピーディスクを使えるよラにずることです。 




フォーマツトを行ラと、そのフ□ツピーディスクにな存されていた情報はすべ 
て消'去されます。一度使用したフロッピーディスクをフォーマツトする場合は 
を意してください。 


フォーマットでをるのは、 2 HD タイプ （1.44 MB ) のフ□ッピーディスクのみで 
ず。 2 HD タイプ (1.44 MB ) のフ□ッピーディスクであることを確認してから 
フォーマットしてください。 

なのフ□ッピーディスクは、フォーマットしてから使用してください。 

• フォーマットされていないちの 
• Windows じ(外のシステムでフォーマットされたをの 

フオーマツト方法『ヘルプとサポートセンター』 
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8 LAN 機能 


バソコンをインターネットに接続する前に、コンピュータウイルスへの巧策を行っ 
て < ださい。 

コンピュータウイルスとは、パソコンにトラブルを発生させるプ□グラムのことで、 
八ードディスクやデータの一部を破壊ずるちのちありまず。 

本製品には、ウイルスチェックソフトとして「ウイルスバスター」び用意されてい 
ます。必ずウイルスチェックソフトのインス!ルと設をを行い、定期的にウイル 
スチェックを行ってください。設定したソフトは常に最新のバージョンに更新する 
よラにして < ださい。 


ケーブルを巧った LAN 接続（有線 LAN ) 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び内蔵されています。 
LAN コネクタと ADSL モデムやケーブルモデムなどを LAN ケーブルで接続し、ブ 
□-ドバンドでインターネットに接続することびでさます。ブ□ー ドバンドに必要 
なネットワーク機器や設定などについて、詳しくは契約しているプ□バイダに問い 
合わせてください。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet (1 OOOBASE - T)、Fast Ethernet 
(100 BASE - TX ). Ethernet ( lOBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに 
LAN ケーブルを接続し、ネットワークに接続することびでをます。 

Gi 呂 abit Ethernet、Fast Ethernet 、 Ethernet は、ご使用のネットワーク環境 
(接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で切り替わります。 

LAN インタフエースを使用するとき、 1000 BASE - T 規格は、エン八ンストカテゴ 
リ ( CAT 已 E ) け上のケーブルおよびコネクタを使用してください。 lOOBASE-TX 
規格は、カテづリ已 （ CAT 已）しソ上のケーブルおよびコネクタを使用してください。 
10目 ASE - T 規格は、カテゴ U 3 ( CAT 3) しソ上のケーフルび使用でさます。 
カテゴリとは、ネットワークで使用されるケーブルの種類を分類したちので、大き 
い数字ほど性能び高くなりまず。 



LAN ケーブルをはずしたり差し込むとさは、プラ 
グの部分を持って行ってください。また、はずずと 
きは、プラグの□ック部を押しなびらはずしてくだ 
さい。ケーブルを引っ張らないでください。 

LAN ケーブルとモジュラーケーブルのプラグは形 
状び非常に似ていますび、プラグの部分の大ささ 
は、 LAN ケーブルのちび大をいです。ケーブルを 
接続するとさは、 LAN コネクタとプラグの大ささ 
をよくご確認のラえ、接続してください。 
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ネットワーク機器の接続先やネットワークの設定は、『ヘルプとサポートセンター』 
を確認してください。または、ネットワーク管理ちに問い合わせてください。 

LAN ケーブルの任田にあたって - 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブル 
を引っ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損 
するおそれびあります。 


ケーブルを使わない LAN 接続（無線 LAN ) 


* 無線 LAN モデルのみ 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続しない状態で使用でさる、ワイヤ 
レスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U 
ア内であればあらゆる場所からコンピュータを無線 LAN ネットワークに接続できま 
ず。 

無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコンからワイヤ 
レスでネットワーク環境を実現できます。 

無線 LAN モデルには、無線 LAN モジュールび内蔵されています。 

無線 LAN のモジュールには、 b / 巨対応モジュール、 a / b/g 対応モジュールの2種 
類びありまず。 

1巧線 LAN モジュールの確認 

本書では、内蔵された無線 LAN モジュールの種類によって説明び異なる項目びあり 
まず。 

使用しているパソコンに合った説明をご覧ください。 

使用しているパソコンに内蔵された無線 LAN モジュールの種類は、次の手順で確認 
でをまず。 

1通知領域の [ ConfigFree ] アイコン（里）をクリックする 
2 表示されたメニューか5 [デバイス]-[設定を開く]をクリックする 

3 [デバイス設定]タブの[デバイスリスト]で[ワイヤレスネット 
ワーク接続]アイコン （！£!) を選択し、[詳細]でアダプタ名を確 
認ずる 
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アダプタ名が示すモジュールは、それぞれ次のよラになります。 

•「Atheros AR 己日 06 EX Wireless Network Adapter 」 の場合 
IEEE 802.1 la および IEEE 8 日 2.1] b および IEEE 802 . 11旨に対応したモジュー 
ルです。このモジュールを、 「 a / b / 旨対応モジュール」と呼びます。 

•「Atheros AR 已日〇目 EG Wireless Network Adapter 」 の場合 
IEEE 802.1 ] b および IEEE 802.1 1 邑に対応したモジュールです。このモジュー 
ルを、化/呂対応モジュール」と呼びます。 

2無線 LAN の概要 

無線 LAN モデ J レには、 IEEE 802 .1] a 、 IEEE 802.1 lb . IEEE 8 日 2.11 呂に準拠 
した無線 LAN モジュールが内蔵されており、なの機能をサポートしています。 

• 規ネ备イ直己 4 Mbps 無線 LAN 对応 ( IEEE 802.1 la . IEEE 802.1 ]宮 の場含 ）# i 
• 規格値]1 Mbps 無線 LAN 対応 （ IEEE 802 . 11 b の場合 ）* i 
•周波数チャネル選択 （2.4 GHz 帯/日 GHz 帯） 

• マルチチャネル間の□一5ング 
• パワーマネージ ><ント 
• 暗号化機能 （ WEP 、 TKIP 、 AES ) 

*] 表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すちのでは 
ありません。 

【無線 LAN の種類】 

無線 LAN は、 IEEE 802 .1] a 、 IEEE 802.1 lb . IEEE 8 日 2.11 邑に準拠する無私ち 
ネットワークです。 

• IEEE 802.] la は、屋外では使用でをません。 

• IEEE 8 日 2.1 la / IEEE 802 .1 1旨では「直交周波数分割多重方式 」 （Orthogonal 
Frequency Division Multiplexing . OFDM )^ IEEE 8 日 2.11 b では「直接拡散ち 
式 」 (Direct Sequence Spread Spectrum , DSSS ) を採用し、 IEEE 8 日 2.11 
に準拠する他社の無線 LAN システムと完全な互換性を持っていまず。 

• Wi-Fi Alliance 認定の Wi-Fi (Wireless Fidelity ) □ゴを取得していまず。 

Wi-Fi □づは、 IEEE 8 日 2.1 1に準拠ずる他社の無線 LAN 製品との通信び可能な無 
線機器であることを意味しまず。 

• Wi-Fi CERTIFIED □づは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 
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巧線 LAN 製品ご巧用時におけるセキユ U ティに閲するごを意国 

(お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です！） 

無線 LAN は、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等とお 
線アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由 
に LAN 接続び可能であるといラ利点びあります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を超えてずべての場所に届 
くため、セキユ U ティに関する設定を行っていない場合、なのような問題び発生す 
る可能性びあります。 

• 通信内容を盗み見られる 

悪意ある第=者び、電波を故意に傍受し、 

ID やパスワード又はクレジットカード番号等の個人情報 
メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性びあります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第=者び、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 
個人情報や機密情報を取り出ず（機密漏洩） 

特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流ず（なりすまし） 
傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん） 

コンピユータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 
などの通信内容を盗み見られる可能性びあります。 

本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これらの問題に対応するための 
セキユ U ティの仕組みを持っているので、無線 LAN 製品のセキユ U ティに関する設 
定を行って製品を使用することで、その問題び発生する可能性は少なくなります。 

セキユ U ティの設定を行わないで使用した場合の問題を十分理解したラえで、お客 
様ご自身の判断と責任においてセキユ1」ティに関する設定を行い、製品を使用する 
ことをおすずめします。 

セキユリティ機能 — 

セキユ U ティ機能を使用しないと、無線 LAN 経由で部外者による不正アクセスび容 
易に行えるため、不正侵入や盜聴、データの消失、破壊などにつなびる危険性びあ 
ります。 

不正アクセスを防ぐために、ネットワーク名 （ SSID ) の設定や、暗号化機能 
( WEP 、 WPA ) を設定されることを強くおすすめします。 

また、お使いの無線 LAN アクセスポイントで、登録した MAC アドレスのみ接続可 
能にする設定などの巧策も有効でず。 
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公巧の無線 LAN アクセスポイントなどで使用される場合は、 「 Windows セキュ U 
テイセンター」の 「 Windows ファイアウォール」やファイアウォール機能のある 
ウイルスチェックソフトを使用して、不正アクセスを防止してください。 

巧線 LAN をほ用するにあたつて H 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障害物び少なく見通しのさく場所で最 
わ良好に動作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを 
開さ、本や分厚い紙のまなどの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてくださ 
し、。 

また、パソコンとの間を金属板で適へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性の 
ケースなどで覆わないよラにして<ださい。 

•無線 LAN は無線製品です。ち国/地域で適用される無線規制については、「付録 
4-5 お客様に巧するお知らせ」を確認してください。 

• 本製品の無線 LAN を使用できる地域については、「付録4-巳ご使用になれる国/ 
地域について」を確認してください。 


3畳本設定 

Windows XP は、標準で無線 LAN ネットワークに対応しています。システムび標 
準で提供するち法に従って設をしてください。詳しくは『ヘルプとサポートセン 
ター』をご覧ください。 

無線 LAN ネットワークに接続するには、接続するネットワークに応じた設定び必要 
でず。 

1[スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックずる 

2 [ネットワークとインターネット接続]をクリックずる 

3 [ワイヤレスネットワークセットアップウイザード]をクリックする 

[ワイヤレスネットワークセットアップウイヴードの開始]画面び表示され 
ます。画面に従って操作してください。 





4 ネットワークの表示 

無線ネットワークで複数の無線 LAN ステーシヨンび稼動してし)る場合は、なの手順で 
他のコンピュータを表示でさます。詳しくは『ヘルプとサポートセンター』をご覧く 
ださい。 

1[スタート]一[マイコンピュータ]を開き、[その他]の[マイ 
ネットワーク]をクリックする 

2 [ワークグループのコンピュータを表示する]をクリックする 

無線 LAN でつなびれた、他のパソコンなどび表示されます。 


メモ - 

無線 LAN は、ほとんどのネットワーク環境において基本的な設定だけで動作 
しますび、インフラストラクチャネットワークに接続してし)る場合は、[ワイ 
ヤレスネットワーク接続のプ□バティ]画面で詳細設定をずることをでさます。 

① [スタート]一[マイコンピユータ]を開き、[その他]の[マイネットワー 
ク] をクリックする 

② [ネットワークタスク]の[ネットワーク接続を表示する]をクリックする 
[ネットワーク接続]画面び表示されまず。 

③ [ワイヤレスネットワーク接続]を選択し、[ネットワークタスク]の[こ 
の接続の設定を変更する]をクリックする 

[ワイヤレスネットワーク接続のプロパティ]画面び表示されます。設定 
を変更した後、ののボタンをク U ックし、画面を閉じてください。 
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5 謂 LAN を巧 5 


A 警告 

• バソコン本体を航空機に持ち込む場合、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッ 
チをオフ（手前側）にし、必ずバソコン本体の電源を切ること 
ワイヤレスコ5ュニケーシヨンスイッチをオンにしたまま持ち込むと、パソコ 
ンの電波により、計器に影響を与える場合びあります。 

また、航空機内でのパソコンのご使用は、おず航空会社のおおに従ってください。 




Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用する 
と電波び干渉し合し、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあり 
ます。接続に支障びある場合は、今お使いの Bluetooth 、 無線 LAN のいずれ 
かの使用を中止してください。 


■編 § LAN 機能の起動方ミち 

1本体ち側面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 
側にスライドする 



ワイヤレスコ S ユニケーシヨン 


¥ LED び点なします。 


0 0 0 0 

□ Q 曰恆叫》 



無線 LAN 機能が起動します。 














ットワーク設定に便利な機能 




本製品に用意されている 「 Confi 目 Free 」 を使ラと、次のよラなネットワーク設定に 
便利な機能び使えます。 

• 近隣で使われている無線 LAN デバイスの SSID を検出し、信号の強度に応じて仮 
想のマップ上に表示します。*1 

• 登録しているメンバーと会議をしたり、ファイルを送信できます。 

• ネットワークの診断を行い、問題びあればその原因や対応策を表示します。 

• 自宅やオフィスなどのネットワーク設定をプ□ファイルとして登録しておけば、 

プ□ファイルを選択するだけでネットワーク設定やネットワークデバイスを切り 
替えられます。 

• ち線 LAN ケーブルび抜かれたとさに、自動で無線 LAN に切り替えます。 *1 
•無線 LAN アクセスポイントのネットワーク名 （ SSID ) に接続すると、そのネッ 
トワークで作成されていたプ□ファイルに自動的に切り替わります。 *1 
など 

* 1 無線 LAN 内蔵モデルの場合や PC カードタイプなどの無線 LAN 機器を接続した場合のみ使用 
でをます。 

他にを便利な機能び色々用意されています。 

詳細については「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「 ConfigFree 」 は、コンピュータの管理者のユーヴアカウントで使用してください。 

ファーストユーザーズガイドの起動方法 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク]一に onfigFree ファーストユーザーズガイド]をクリッ 
クずる 

「ファーストユーヴーズガイド」び表示されまず。 
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左側に主な目次び並んでいますので、目的の項目をクリックするとち側に説 
明び表示されます。 



I rConfigFreeJ の起動方ま _ 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通知領棚こ 「 ConfigFree 」 のアイコン 
(さ） び表示されています。 

rConfigFreeJ を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク]一に onfigFree ] をクリックする 

[ConfigFree (ネットワーク診断)]画面び表示されます。 

[タスクトレイに常駐ずる]をチェックすると、通知領域にアイコン （さ） 
び表示されます。 

rConfigFreeJ を起動したときは、 「 ConfigFree 」 の説明画面び表示され 
ます。しソ降必要のない場合は、[次回から表示しない]をチェックし、[閉じ 
る]ボタンをク U ックして画面を閉じてください。 

rConfigFreeJ の詳細については、「ファーストユーヴーズガイド」をお認してくだ 
さい。 


r ファーストユーヴーズガイド」は、「巳 onfigFree 」 を起動して表おされた画面の 
[ヘルプ]ボタンをク U ックして表ホさせることをできます。 




9 内蔵モデム 


* モデム内蔵モデルのみ 

内蔵モデムを使用する場合、巿版のモジュラーケーブルを2線式の電話回線に接続 
します。内蔵モデムは、 ITU-T V .90 に準拠しています。通信先のプ□バイダび 
V .90 しツタ+の場合は、最大 33.6 Kbps で接続されます。 

内蔵モデムの操作にあたって 圓耐 

• モジュラーケーブルは市販のをのを使用してください。 

• モジュラーケーブルをパソコン本体のモジュラージャックに接続した状態で、モ 
ジュラーケーブルを引っ張ったり、パソコン本体の移動をしないでください。モ 
ジュラージャックび破損するおそれびあります。 

• 市販の分岐アダプタを使用して他の機器と並列接続した場合、本モデムのデータ 
通信や他の機器の動作に悪霞響を与えることびあります。 

•回線切換器を使用する場合は、両切り式のもの（未使用機器から回線を完全に切 
りはなす構造のをの）を使用してください。 



モジュラーケーブルをはずしたり、差し込むときは、 
モジュラープラグの部分を持って行ってください。 
ケーブルを引っ張らないでください。 



1モジュラーケーブルのプラグの一方を、パソコン本体のモジュラー 
ジャ ックに差し込む 



ロック部を上にして、カチッと音びするま 
でお実に押し込んでください。 


LAN ケーブルとモジュラーケーブルのプ 
ラグはあ状び非常に似ていますび、プラグ 
の部分の大ささは、モジュラーケーフルの 
ちびルさいです。ケーブルを接続するとを 
は、プラグとモジュラージャックの大ささ 
をよくご確認のラえ、接続してください。 
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2 モジュラーケーブルのちラー方のプラグを電話機用モジュラー 
ジャ ックに差し込む 



ISDN 回線に接続する場合は、ご使用の 
ター5ナルアダプタ （ TA ) またはダイヤ 
ルアップルータのアナ□グ ポー トなどに接 
続してください。 

ビジネスホンなど非アナ□グ回線には接続 
しないで < ださい。 


【モジュラーケーブルを取りはずすとき】 

モジュラーケーブルのプラグのロック部を押さえなびら抜をます。 


巧かでインターネツトに接続する 


本製品の内蔵モデムで使用でさる国/地域については、「付録3技術基準適合につ 
いて」を参照してください。 

海外でモデムを使用する場合、「内蔵モデム用 i 也域逞択ユーティ U ティ」による地域 
設定を行います。 

本製品を曰本で使用する場合は、おず曰本モードで使用して<ださい。他地域の 
モードで使用すると電気通信事業法（技術基準）に違反する行為となります。 

地域設定は、「内蔵モデム用巧域選択ユーティ U ティ」でのみ行ってください。 
r 内蔵モデム用化域逞択ユーティ U ティ」し U 外で地域設定の変更をした場合、正しく 
変更できない場合びあります。 

r 内蔵モデム用地巧選択ユーティ1」ティ」は、コンピュータの管理者のユーヴアカウ 
ントで起動してください。それしソ外のユーヴび起動しよラとすると、エラーメッ 
セージび表示され、起動でをないことびあります。 










1 設定方法 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ネット 
ワーク] 一 [Modem Region Select ] をクリックずる 

[Internal Modem Re 呂 ion Select Utility ] アイコン（ぶ）び通知領域 
に表示されます。 

区《 18 ^ 


2 通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(1^ ) をクリックする 

内蔵モデムびヴポートする地域のリストび表示されます。 

その他の地域での許認可は受けていないため、その他の地域では使用でさま 
せん。ミち意してください。内蔵モデムび使用でさない地域では、その地域で 
許認可を受けているモデムを購入してください。内蔵モデムに接続する回線 
び PBX 等を経由する場合は使用でをない場合びあります。 

上のミ主意事項を超えてのご使用における危害や損害などについては、当社で 
は責任を負えませんのであらかじめご了承ください。 

現在設定されている地域名と、サブメニューの所在地情報名にチ王ックマー 
クびつさます。 



3 使用する地域名または所在地情報名を選択し、クリックする 

[地域名を還択した場合] 

[新しい場所設定作成]画面び表示されます。 [0 K ] ボタンをク U ックす 
ると、[電話とモデムのオプション]画面び表示されて、新しく所在地情 
報を作成します。 

新し < 作成した所在 i 也情報び現在の所在地情報になります。 

[所在地情報名を選択した場合] 

その所な地情報に設定されている地域でモデムの地域設定を行います。 
選択された所在地情報び現在の所な地情報になりまず。 



2 その他の設定 

1通知領域の [Internal Modem Region Select Utility ] アイコン 
(え）をちクリックし、表示されたメニューか日項目を選択する 


設定 

モデム遇巧 
CSELECTl こついて 
巧了 


タイアルのブ□パティ 


【設定】 

チェックボックスをク U ックすると、次の設定を変更することびできます。 


自動起動モード 

システム起動時に、自動的に「内蔵モデム用 i 也域選択 
ユーティリティ」び起動し、モデムの地域設定び行な 
われます。 

地域選択をに自動的にダイ 
アルのプ□バテイを表示ずる 

地域選択後、[電話とモデムのオプション]の[ダイ 
ヤル情報]画面び表示されます。 

場所設定による地域選択 

[電話とモデムのオプション]の所在地情報名び地域 
名のサブメニューに表示され、所在地情報名から地域 
還択びでさるよラになります。 

モデムとテレフ ォニーの 現在 
の場所設定の地域コードとが 
違っている場合にダイア□グ 
を表71^ 

モデムの i 也域設定と、[電話とモデムのオプション]の 
現在の場所設定の地域コードび違っている場合に、 
メッセージ画面を表示します。 

【モデム選択】 


COM ポートま号を選択ずる画面び表示されます。内蔵モデムを使用する場合、通常 
は自動的に設定されますので、変更の必要はありません。 


[ ダイアルのプ□パティ】 

[電話とモデムのオプション]の[ダイヤル情報]画面を表示します。 







モデム機能について _ 

その他モデムの機能については、次のファイルを起動してごお認ください。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [ドライバ’]タブをク U ックする 

4画面左側の[モデムドライバ]をクリックし、[モデム機能につい 
て]をク U ックする 

5画面の指示に従ってインス! — ルする 

[ファイルのダウン□ード]画面び表おされた場合は、[実行]ボタンをク 
U ックしてください。 



4 章 

周迈機巧の接続 


パソコンでできることをさ日に広げたい。そのため 
には周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 
本製品に取り付け日れるさまざまな周辺機器につい 
て、その取り付けかたや各種設定について説明して 
います。 


1周辺機器について104 
吕 PC 力ードを接続ずる106 
3 USB 対応機器を接続ずる110 
4プリンタを接続する11吕 
5外部ディスプレイを接続ずる114 
色その他の機器を接続する121 
7 メモリを増設する124 



1 周迅機器について 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスとをいいます。周 
辺機器を使ラと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を広げ 
ることびでさます。 

周辺機器には、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端子、ス□ットにつなぐ外付 
けち式のものと、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵ち式 
のをのびあります。 

本製品に接続して使ラことびでさる周辺機器には、主に次のよラなちのびあります。 


【夕'！•付け方式のちの】 

•キーボード •マウス 

•プリンタ •テレビ 

• プロジェクタ • スキヤナ 


• フ□ッピーディスクドライブ 
• ディスプレイ 

•オーディオ機器（音楽プレイヤ) 


•八ブ 

• 八ードディスク 


• _;^フッシユメモ|」 
• テンキーパッド 


• モデム 

• トラックボール 


【内蔵方式のちの】 

•メモリ •バツテ U 


周辺機器によっては、インタフェースなどの規格び異なることびあります。インタ 
フェースとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端子、ス□ットのお状 
などの規格のことです。 

購入される際には、その周辺機器で何をしたいのか、目的をはっさりさせて、その 
目的にあった周辺機器をお選びください。そして、本製品に対応しているかどうか 
を、その周辺機器のメーカにお語したラえで、ご購入ください。 

取り付け/取りはずしにあたって "--r ■二。 

取り付け/取りはずしのち法は周辺機器によって違いまず。本章の各節を読んでから 
作業をしてください。またその際には、次のことを守ってください。守らなかった場 
合、故障するおそれびありまず。 

• ホットインサーシヨンに対応していない周辺機器を接続ずる場合は、必ずパソコ 
ン本体の電源を切り、電源コネクタから AC アダプタのプラグを抜さ、電源コー 
ドを電源コンセントからはずし、バッテ U ノくックを取りはずしてから作業を行っ 
てください。ホットインサーシヨンとは、電源を入れた状態で機器の取り付け/ 
取りはずしを行ラことです。 

• 適切な温度 fe 囲内、湿度 fe 囲内であってち、結露しないよっ■■急激な温度を化を 
ちえないでください。を場は特にを意してください。 
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• ホコ u び少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

• 極端に温度や湿度の高い/1氏い場所では作業しないで<ださい。 

•静電気び発をしやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作 
業をしないでください。 

• 本書で説明している場所のネジし U がは、取りはずさないでください。 

•作業時に使用するドライバは、ネジのあ、大きさに合ったをのを使用してください。 
•本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

• パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を 
あわせて < ださい。 

• ケーブルのコネクタに固定用ネジびある場合は、バソコン本体のコネクタに接続 
したを、ケーブルびはずれないよラにネジを締めてください。 

• パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加 
そないで < ださい。 


周辺機器の接続 


] 〇已 


2 PC カードを接続する 


目的に合わせた PC 力ードを使うことにより、パソコンの機能が大きく広がりまず。 
PC カードには、次のよラなものがありまず。 

•無線 LAN カード•が付け HDD 用アダプタカード •>< モリカード 
• SCSI カード •フラッシュメモリカード巧アダプタカードなど 


[0 PC 力ードを使う前に 




本製品は 、 PC Card Standard 準拠の TYPE n /皿対応の力ード （ CardBus 対応 
カードを含む）を使用でさます。 


使用するタイプによって取り付け可能なス□ットは異なりますので、よくお認して 
<ださい。 

ス□ット□に TYPE m の PC 力ードを取り付けたとをは、ス□ット1に P 巳力ード 
を取り付けることはでをません。 


使用ス□ット 

1 (上側） 

TYPE n 

使用ス□ット 

0 (下側） 

TYPE n/m 


P 巳力ードの大部分は電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサー 
シヨン） に対応しているので便利です。 

使用している PC 力ードびホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど、詳 
しい使いかたについては 『 PC カードに付属の説明書』をお認してください。 


• ホットインサーシヨンに対応していない PC カードを使用する場合は、必ず 
パソコン本体の電源を切ってから取り付け/取りはずしを行ってください。 

• P 巳力ードには、長い時間使用していると熱を帯びるものびあります 。 PC 
力ードを取りはずす際に、 PC 力ードび熱い場合は、みし時間をおき、：令め 
てから PC 力ードを取りはずしてください。 

• PC カードの使用停止はおず行ってください。使用停止せずに PC カードを 
取りはずすとシステムび回復不能な影響を受ける場合びあります。 












2 PC カードを接続する 


包 


PC 力ードを巧う 


PC 力ードを使ラ場合、パソコン本体の PC 力ードス□ットに P 巳力ードを取り付け 
て < ださい。 

1取日付け 

1 PC 力ードにケーブルを付ける 



SCSI カードなど、ケーブルの接続び必要 
なとをに行います。 


2 PC 力ードの表裏を確認し、表を上にして挿入する 

カードは無理な力を加えず、静かにカード 
び奥に突を当たるまで押して<ださい。を 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 

P 巳力ードを使巧でをない、または PC 
カードび壊れる場合びあります。 



カードを接続した後、カードび使用でさるよラに設定されているか確認して 
<ださい。 
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I 周ぶ機器の接続 







2 取りはずし 




■ 取りはずすとさは、 PC 力ードをアプリケーションやシステムで使用していな 
I いことを確認してください。 


1 PC 力ードの使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアの安全な取り外し]アイコン （1 を） をク 
1」ックする 

② 表示されたメニューから [ XXXX 用 X りはずす P 巳力ード）を安全に取 
り外します]をク U ックする 

③ r 安全に取り外すことびできます」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン （x ) をク U ツクする 


2イジェクトボタンを f 甲す 



イジェクトボタンび出てさます。 


3ちラ1度イジェクトボタンを f 甲す 



「カチッ」と音びするまで巧してください。 
カードび少し出てさます。 

カードび奧まで差し込まれていない場合、 
イジェクトボタンび出てこないことびあり 
ます。カードを奥まで押し込んでから、を 
ラ1度イジェクトボタンを巧してください。 











2 PC カードを接続する 


4カードをしっかりとつかみ、抜く 

カードを抜くとさはケーブルを引っ張らな 
いで < ださい。 

故障するおそれびあります。 

熱くないことをお認してから行ってくださ 
し'!。 


5イジエクトボタンを巧す 

イジエクトボタンび収納されていない場合は、イジエクトボタンを押して収 
納します。 



I 周ぶ機器の接続 





3 USB 巧応機器を接続ずる 


tr 客 B 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでき、プラグアンド 

プレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のようなちのびあります。 

• US 目対応マウス • US 目対応プ U ンタ 

• US 目対応スキャナ - US 目対応ター-ナルアダプタなど 

本製品の USB コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1.]対応機器を取り付けるこ 

とびでさます。 

USB 対応機器の詳細については、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してくだ 

さい。 

操作にあたつて ——- 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を 
入れてからパソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応び 
必要でず。 

• すべての US 目対応機器の動作お認は行っていません。したびってすべての USB 
対応機器の動作は保証できません。 

• USB 対応機器を接続したままスタンバイまたは休止状態にすると、復帰後 USB 
対応機器び使用できない場合びあります。その場合は、 US 日対応機器を接続し直 
すか、パソコンを再起動してください。 


1取日付け 

1 USB ケーブルのプラグを USB 対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器ちあります。 

2 USB ケーブルのちラー方のプラグをパソコン本体の USB コネクタ 
に差し込む 

プラグの向をを確認して差し込んでください。 

【も側面 惜面 
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3 USB 対応機器を接続する 


2取りはずし 



- • 取りはずすとさは、 USB 対応機器をアプリケーシヨンやシステムで使用して 
: いないことをお認してください。 


• US 目フラッシュメモリや M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取 
りはずす場合は、データび消失ずるおそれびあるため、必ず使用停止の手順 
を行ってください。 


1 USB 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の[八ードウエアのま全な取り外し]アイコン （t を） をク 
U ックずる 

② 表示されたメニューから [ XXXX 邸りはずす USB 対応機器）をま全 
に取りがします]をク U ックする 

③ 「安全に取り外すことびできまず」のメッセージび表示されたら、[閉じ 
る]ボタン （1と1) をク U ックずる 

* 通知領棚ここのアイコンび表示されない USB 対応機器は、手順1の①〜③は必要あり 
ません。 

2パソコン本体と USB 対応機器に差し込んである USB ケーブルを抜く 
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I 周辺機器の接続 









4 プ U ンタを接続ずる 


パラレルコネクタにパラレルインタフェースを持つプ U ンタを接続すると、印刷び 
でさまず。また、 USB コネクタに USB 対応のプ1」ンタち接続でさます。接続ゃ設 
定についての詳細は『プリンタに付属の説明書』をお認してください。 

us 巨対応機器について r 本章3 US 目対応機器を接続する」 


〇] 



プリンタの取り付け/取りはずしと、設定ち法について説明しまず。 

1取日付け 

パラレルコネクタに接続する場合、プリンタとパソコンの電源を切つた状態で接続 
して < ださい。 

1プリンタケースレのプラグをパラレルコネクタに差し込む 



八’ラレルコネクタ 


2プリンタケーブルのもう一方のプラグをプリンタに差し込む 

プ U ンタの電源を入れてから、パソコンの電源を入れます。 

2プリンタの設定 

【ドライバをインス!ルする】 

プリンタを使ラには、ドライバのインストールび必要です。 

ドライバはあらかじめパソコンに用意されている場合と、プ U ンタに添付のフ□ッ 
ピーディスクや CD-ROM を使う場合びあります。 

プラグアンドプレイに対応している場合は、初めてプ U ンタを接続すると[プリン 
夕の追加ウイヴード]画面び表示されます。画面に従って操作してください。 


プラグアンドプレイに対応していない場合は[プ U ンタの追加ウィヴード]を起動 
するか、『プ U ンタに付属の説明書』を読んで、インス!''ールを行ってください。 






【プリン タポートモー ドの設定】 

使用するプ1」ンタに合わせてプ1」ンタモードの設定び必要でず。 

1[コント□-ルパネル]を開き、[签プリンタとその他のハード 
ウェア]をクリックー[錢東芝 HW セットアップ]をクリックする 

2 [プリンタ]タブの[プリンタポートモード]で、使用ずるプリンタ 
に合ったモードに設定する 

• ECP (標準値） ...... ECP 対応に設定します。大半のプリンクでは 、 ECP 

に設定します。 

•双方向 . 双ち向に設定します。一部のプリンタ、またはプリン 

夕な外の J くラレルインタフエース対応機器を使用する 
場合に設定しまず。 

3取りはずし 

1パソコン本体とプリンタに差し込んであるプリンタケーブルを巧く 

使用しているプリンタに合わせて、プリンタの電源を切ってください。 


周辺機器の接続 
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5 か部ディスプレイを接続する 


RGB コネクタにケーブルを接続して、外部ディスプレイにデスクトップ画面を表示 
させることびでさまず。 

メモ - 

使用可能なが部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設をしている解像度 
により異なりまず。解像度にあった外部ディスプレイを接続してください。 


1接続 

が部ディスプレイとパソコン本体の電源を切つた状態で接続してください。 

1外部ディスプレイのケーブルのプラグを RGB コネクタに差し込む 

外部ディスプレイの電源を入れてから、パ 
ソコン本体の電源を入れまず。外部ディス 
プレイを接続してパソコン本体の電源を入 
れると、本体は自動的にその外部デイスプ 
レイを認識します。 


取りはずすとさは、パソコン本体の電源を切り、なにが部ディスプレイの電 
源を切った後、 RGB コネクタからケーブルのプラグを抜をます。 

2表示装置を切り替える 

が部ディスプレイを接続した場合には次の表示ち法びあります。 

表示ち法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更でさます。 



[ 本体液晶ディスプレイだけに表示/外部ディスプレイだけに表示】 



いずれかの表示装置にのみ、デ 
スクトップ画面を表示しまず。 











[ 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイの同時表示】 

• クローン表示 

2つの表ホ装置それぞれにデ 
スクトップ画面を表示します。 


• お張表 w 

2 つの 表术装置を1 つの 大き 
なデスクトップ画面として使 
用（お張表示）します。 


外部ディスプレイに表示ずるには次の設定を行ってください。設定を行わないと、 
外部ディスプレイには表示されません。 

操作にあたって - 

*おず、 DVD - Video などを再生する前に、表示装置の切り替えを行ってください。 

再生中は表示装置を切り替えないで < ださい。 

• 次のようなときには、表ホ装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• ク□-ン表示しているときは一部の動画は再生することびできません。この場合 
は本体液晶ディスプレイのみに表示するか、化張表示に設定してください。 

• クローン表示またはあ張表示しているときに動画を再生させると、画像びコマ落 
ちをずることびあります。この場合は本体液晶ディスプレイのみに表示するか、 
表示稱像度を下げると、コマ落ちび軽減される場合びあります。 



I 周ぶ機器の接続 















【方法！一[画面のプ□パティ]で設定する】 

1 [コント□-ルパネル]を開き、[黎デスクトップの表示とテーマ] 
をク U ックする 

2 [4 ■画面]をクリックする 

[画面のプ□パティ]画面び表示されまず。 

3 [設定]タブで[詳細設定]ボタンをクリックする 

4 に ATALYST ( R ) Control Center ] タブで [ATI CATALYST ( R ) 
Control Center ] ボタンをクリックする 

5 磨本の[簡単設定ウィザードとクイック設赶]をチェックして①、 
[次へ]ボタンをクリックする③ 
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外部ディスプレイを接続する 


「メインディスプレイを選択：」と「セカンダリディスプレイを選 
択： J の表示させたい装置をチェックする 



「メインディスプレイを選巧：」 


•「セカンダ U ディスプレイを選択： J 



メインディスプレイ 

セカンダ IJ ディスプレイ 

本体液晶ディスプレイ 
だけに表示 

[ノートブックパネル] 
をチェックする 

[なし]をチェックする 

が部ディスプレイだけ 
に表示 

[アナ□グモこ夕]を 
チェックする 

[なし]をチェックする 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイに表示 

[ノートブックパネル] 
をチェックする 

[アナ□グモこ夕]を 
チェックする 

[アナ□グモニタ]を 
チェックする 

[ノートブックパネル] 

をチェックずる 


8 [次へ]ボタンをクリックする 

手順7の「セカンダリディスプレイを選択：」で防し]をチェックした 
場合は、手順10に進んでください。 
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9 弧張デスクトツでまたは[ク□-ン]をチェックし①、[次へ] 
ボタンをクリックする② 



[ディスプレイマネージヤー通知]画面び表示されます。 

10 [はい]ボタンをクリックずる 



設定された内容をお認する画面び表示されます。 

手順9で[化張デスクトップ]をチェックした場合は、[次へ]ボタンを押 
してデスクトップの配置を設定します。 

11[終了]ボタンをクリックずる 

12 [終了]ボタンをクリックずる 

13 [XXXX (設定したディスプレイ）と ATI RADEON XPRESS 
吕〇 OM Series のプ□パティ]画面で [ OK ] ボタンをクリックする 

14 [画面のプ□パティ]画面で [ OK ] ボタンをクリックする 
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【方法 吕一キーを 使う】 

@キーを押したまま ( Ei ) キーを押すと、表示装置を選択する画面び表示されます。 
カーソルは 現在の表示装置をおしています 。 f が キーを 押したまま キーを 押すた 
びに、 カーソルび 移動します。表示する装置に カーソルび 移動したら、@ キーをは 
なずと表示装置び切り替わります。 

•表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻ず方法 
現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ）しソ外に設をされている場合、表 
お装置を LCD に戻すことびでをます。表示装置を選択する画面び表示されていな 
い状態で、@ + f 巧キーを 3 砂し U 上押し続けてください。 

表示装置に何も表示されず、選択する画面び表示されているかお認できない場合 
は、いったんキーボードから指をはなしてから、キーを3砂 liLh 押し続 
けて < ださい。 



• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD 1 / CRT ] ...本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイをクローン表示 

• CRT . が部ディスプレイだけに表示 

外部ディスプレイを接続している/していないに関わらず、外 
部デイスプレイだけに表示されます。 

本体液晶ディスプレイには何を表示されません。 


• LCD 1 / CRT 2 ...本体液晶ディスプレイと夕+部ディスプレイにお張表ホ 
本体液晶ディスプレイびプライマ U モニタになります。 

• 拡張表示でプライマリモニタを切り誓える方法 

現在の表示装置びお張表示に設定されている場合、プライマ U モニタ、セカンダ 
U モニタを切り替えるアイコンび表示されます。 

プライマ U モニタ、セカンダ U モニタを切り替えるアイコンに力ーソルび移動し 
たら、〔を)キーを離すと表示装置び切り替わります。 

複数の ユーヴ で使用ずる場合、 ユーヴ アカウントを切り替えるときは [ Windows ® 
□グオフ]画面で[ログオフ]を選択して切り替えてください。[ユーヴーの切り替 
え]で切り替えた場合は、キーで表示装置を切り替えられません。 

^ユーヴアカウントの切り替え『ヘルプとサポートセンター』 


周辺機器の接続 
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メモ 


外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、外部ディ 
スプレイ/本体液晶ディスプレイとち、本体液晶ディスプレイの色数/解像度 
で表示されます。 


3表示にごいて 

が部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表おされない場 
合びあります。この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定して 
<ださい。 

国^ビデオモードについて「付録 1-1 サポートしているビデオモード」 

【アプリケーシヨンの利用に関するま意事項】 

• rinterVideo WinDVDJ で使用する表示装置を変更したい場合は、アプ U ケー 
シヨンを起動する前に表示装置を切り督えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびできません。 







6 その他の機器を接続ずる 


本製品には、ここまで説明してきた他にも、さまざまな機器を接続できまず。 


マイク□ホン 


マイク入力端子には、マイク□ホンを接続でさます。 

本製品にはサウンド機能び内蔵されています。 

^サウンド機能について「3章巳ヴウンド機能」 

1巧用でをる7イク□ホン 

本製品で使用でさるマイク□ホンは;欠のとおりです。 

• モノラルマイクのみ使巧でをます。 

• プラグは3.已 mm 0 3極 S ニジャックタイプび 
使用でさます。 


3.5 mm 0 2極-ニジャックタイプのマイク□ホン 
でもマイク□ホン本体にバッテ U などを内蔵し、電 
源供給を必要としないマイク□ホンであれば使用で 
さます。 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、さアプ U ケーシヨンの取り扱い元び巧 
契ずるマイク□ホンを使用してください。 

2接続 

1マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 
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取りはずすとさは、マイク入力端テからマイク□ホンのプラグを抜さます。 











へッドホン出力端子にへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびでをます。 
へッドホンのプラグは、 3.5 mm 0 ステレオミニジャックタイプを使用してくださ 
い。 




次のような場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合 
びあ0ます。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとを 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとを 


本製品にはサウンド機能び内蔵されています。 

へッドホンの音量はデジタルボ1」ューム、または Windows のボ U ュームコント 
□ー ルで調節してください。 

ボリュームコント□-ルは、次のよラに操作して起動します。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサ U ] 一 [エンターテイメン 
卜]一[ボリュームコント□-ル]をク U ックする 


1接続 

1へッドホンプラグをへッドホン出力端子に差し込む 

取りはずすとさは、へッドホン出力端子からへッドホンのプラグを抜さます。 


良)オーディオ機器 




LINE IN 端子には、オーディオ機器を接続できまず。 

市販のオーディオケーブルを使用して<ださい。 

オーディオケーブルのプラグは、 3.5 mm 0 ステレオ5ニジャックタイプを使用し 
て < ださい。 








その他の機器を接続する 


4) RS -232 C 巧応機器 




シ U アルコネクタには、 RS -232 C 対応機器を接続できます。 

RS -232 巳対応機器には、次のようなをのびあります。 

•モデム•マウス•テンキーパッド•スキャナ•トラックボール 


国 PS /2 巧応機器 


{ 


PS /2 コネクタには、 PS /2 対応機器を接続でをます。 

PS /2 対応機器には、次のよラなものびあります。 

•キーボード•マウス•テンキーパッド•トラックボール 


メモ - 

• PS /2 コネクタに対応したマウスを接続している場合、タッチバッドと同時 
に使用することはでさません。 










7 メモリを増設ずる 


増設メモ U ス□ットに増設メモ1」を取り付けることびでさます。 

本製品には P 巳 2-4200 対応、 DDR 2 SDRAM 仕様の2つの増設メモ U ス□ット 
(ス□ット A とス□ット B ) びあります。 

ご購入のモデルによって、あらかじめ取り付けられているメモ1」の容量び異なります。 
メモ U び取り付けられていないス□ットに別売りの増設メモ U を取り付けたり、取 
り付けられているメモ U を別売りの増設メモ U と付け換えることびでさます。 

増設メモ U は、容量によって次のタイプびあります。 

1 GB : PAME 1003 
已 12 M 巨： PAME 5]23 
2已己 M 巨： PAME 2 已己3 

取り付けることのできるメモリの容量は、2つのス□ットを合わせて最大 2 GB まで 
でず。 


A 警告 

• 本で中で説明されている部分 iU がは絶対に分解しないこと 

内部には高電圧部分び数多くあり、万一軸ると、感電ややけどのおそれびありま 
す。 


A \ ま 居、 

• ステープル、ク U ップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れない 
こと 

义災、感電の原因となります。万一、機器内部に入った場合は、バッテ U を取り 
はずし、電源を入れずに、お買いまめの販売店、またはお近<の保守サービスに 
点検を依頼してください。 

•増設メモ U の取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラグ 
を抜さ、バッテリバックを取りはずしてか S 作業を行うこと 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行ラと感電、故障のおそれびあります。 
• 電源を切った直後に増設メモリの取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切ったを30分 L ソ 
上たってから行ってください。 










• パソコン本体やメモ U のコネクタに觸らないでください。コネクタにゴ 5 び 
付着ずると、メモ U び正常に使用できなくなります。 

•増設メモ U を強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 
•増設メモ1」は、コネクタに差し込む部分ではなく両端（切れ込みびあるち） 
を持つよラにしてください。 

•スタンノ（イ/休止状態中に増設メモ1」の取り付け/取りはずしを行わないで 
くださしんスタンバイ/休止状態び無効になります。また、保存されていな 
い データは 消失します。 

• ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 

• キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にバソコン本体を置 
いて作業を行ってください。 


増設メモ U は、まち製オプションを使用してください。それ!;(がのメモ U を増設す 
ると、起動しなくなったり、動作び不安定になる場合びあります。仕様に合わない増 
設メモ U を取り付けるとパソコン本体び起動せず、 Power に D び点滅して警告しま 
ず。 


Power LED の 点ミ威状態 

エラーの原因 

オレンジ^ 

ス□ット A に動作保証されていない><モリ （ SPD 対応） 

オレンジ-^ 

び取り付けられてしぶ。 

緑... 


オレンジ^ 

ス□ット巨に動作保証されていない ><モリ （ SPD 対応） 

緑 一 

び取り付けられている。 

緑... 


オレンジ^ 

ス□ット A 、 ス□ット B に動作保証されていないメモ1」 

オレンジ^ 

( SPD 対応）び取り付けられている。 

緑 一 


緑... 
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起動はずるびメモ U び認識されない場合は、どちらか一ちのス□ットには動作保証 
されているメモ U び取り付けられていますび、ちラー方のス□ットには動作保証さ 
れていないメモ U ( SPD 非対応）び取り付けられています。 














静電気に O し、て.-.-=^==* 

増設メモI」は、精密な電子部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることび 
あります。人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、増設メモ1」を取り付 
ける前に静電気を逃びしてから作業を行ってください。手近にある金属製のをのに軽 
く指を軸れるだけで、静電気を防ぐことびでをます。 


1取日付け 

あらかじめ取り付けられているメモ U を交換したい場合は、先にメモリの取りはず 
しを行ってください。 

体節2取りはずし」 

1 データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

電源の切りかた「2章2電源を切る」 

2パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取 
りはずす 

国^バッテ U パックの取りはずし r 巳章 1-0 バッテ U パックを交換する」 

4 増設メモリカバーのネジ 1 本をゆるめ ①、 カバーをはずす ② 















5 増設メモリを増設メモリス□ットのコネクタに斜めに挿入し①、固 
定ずるまで増設メモリを倒す⑤ 

増設メモ U の切れ込みを、増設メモ U ス 
ロットのコネクタのツメに合わせて、しつ 
かり差し込みます。フックびかかりにくい 
とさは、ペン先などで広げてください。 
このとさ、増設メモリの両端（切れ込みび 
入っている部分）を持って差し込むよラに 
して < ださい。 

6増設メモリカバーをつけて、手順4でゆるめたネジ1本をとめる 

増設 ><モリカバーが浮いていないことを確認してください。 

7 バッテリパックを取り付ける 

^バッテ U パックの取り付け r 已章 1-0 バッテ U パックを交換ずる」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容 
量び正しし)か確認してください。 

^ メモ U 容量の確認について「本節3 メモ I 」容量の確認」 


2取りはずし 

1データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 

^電源の切りかたに章2電源を切る」 

2パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

3 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリパックを取 
りはずす 

^バッテ U パックの取りはずし巧章1-©バッテ|」パックを交換する」 

4 増設メモリカバーのネジ 1 本をゆるめ、カバーをはずす 
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5 増設メモリを固定している左ちのフックをペン巧などで開き①、増 
設メモリをパソコン本体か日取りはずす⑤ 


斜めに持ち上びった増設 
メモ U を引さ抜さまず。 



6増設メモリカバーをつけて、手順4でゆるめたネジ1本をとめる 

増設メモ U カバーび浮いていないことをお認してください。 

7バッテリパックを取り付ける 

国^バッテ U パックの取り付け r 已章 1-0 バッテ U パックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモリ容量び自動的に認識されます。総メモリ容 
量び正しいか確認してください。 

3 メモリ 容量の確認 

メモ U 容量は「東芝 P 巳診断ツール」で確認ずることびできます。 

【 確認 方法】 

①[スタート]一[すべてのプログラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ]- 
[ PC 診断ツール]をクリックする 
③[基本情報]タブで[物理メモリ]の数値を確認する 













曰章 

バッテリ駆動 

) (ソコンをモ J レ r ル使用する際に大事な巧在である 
バッテリは、使いかたに気をつければ、より長持ち 
させることびでさます。 

ここでは、充電や巧電量の確認、省電力の設定など、 
バッテリ使用するにあたっての取り扱い方法や各設 
定について説明しています。 


1バッテ U について130 
吕省電力の設定をする143 



1 バツテリについて 


パソコン本体には、バッテリパックび取り付けられていまず。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使うことび 
でさます。 

本製品を初めて使用するときは、バッテリを充電してから使用してください。 

バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使ラ場合は、あらかじめ AC アダ 
プタを接続してバッテリの充電を完了（フル充電）させます。または、フル充電し 
たバッテリパックを取り付けます。 

『安むしてお使いいただくために』に、バッテ U パックを使用するときの重要事項び 
記述されています。バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、 
おず指示を守って < ださい。 


A 危険 

• バッテリバックは、必ず本製品に付属の製品を使用ずること 
寿命などで交換する場合は、ま芝製バッテ U ( TOSH 旧 A バッテリパック： 
PABAS 073、 PABAS 07 己のし、ずれか）をお買いホめください。指定じ(がの製 
品は、電圧や端テの極性び異なっていることびあるため火災-破裂-発熱のおそ 
れびあります。 

• バッテリバックを分解-改造しないこと 

分解' 改造すると乂災 • 破裂' 発熱の原因となります。指定(がの製品や、分解- 
改造したちのは、安全性や製品に関する保証はでをません。 


A 警告 

• 別売りのバッテ U パックをお買い上げ後、初めて使用する場合にサビ、異臭、発 
熱などの異常があると思われるときは使用しないこと 

お買いホめの販売店または、お近くの保守サービスに点検を依頼してください。 


A 迁后、 

•バッテ U バックの充電温度範囲内（已〜 3 已で）で巧電ずること 

充電温度範囲内で充電しないと、液ちれや発熱、性能や寿命びほ下するおそれび 
あります。 











• バッテ u パックの取り付け/取りはずしをずる場合は、必ず電源を切り、 
電源コードのプラグを抜いてから作業を行ってください。スタンバイを実 
行している場合は、バッテリパックの取りはずしをしないでくださし、 
データび消失します。 

• バッテ U 駆動で使用しているときは、バッテ U の残量に十分ミ主意してくだ 
さい。 

バッテ U を使いきってしまうと、スタンバイび効かなくなり、電源び切れて、 
メモ U に記憶されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U を使 
いさってしまラと、時刻や曰付に誤差び生じます。このよラな場合は、 A 巳 
アダプタを接続してノ くッテ U と時計用ノ くッテ U を充電してください。 

• 電極に手を觸れないでく 
ださい。故障の原因になり 
よ9 〇 




電極- 


[0 バッテリ充電量をお認する I 


バッテ U 駆動で使う場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよう、 
バッテ U の充電量を確認しておく必要びあります。 


1 Battery LED で確認する 

AC アダプタを使用している場合、日 attery a LED び緑色に点なすれば充電完了 
でず。 


0 0 0 0 

□ 爸 曰恆かが 

















バッテ u 駆動で使用しているときにオレンジ色に点滅した場合は、バッテリの充電 
び必要です。 


2通知領域の[省電力]アイコンで巧認する 

通知領域の[東ち省電力]アイコン （52) の上にポインタを置くと、バッテ U 充 
電量び表示されます。 

このときバッテリ充電量に(外にも、現在使用しているプ□ファイル名や、使用して 
いる電源の種類び表示されます。 



国^省電力設定について「本章2省電力の設定をする」 

【 J 60 シリーズの場合】 

1ヶ月じ(上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままバソコンを使用してバッテ U 
駆動を行わないと、バッテ U 充電量び少しずつ減少します。このよラな状態でバッ 
テリ充電量び減少したときは、 Battery 亡コ LED や[省電力]アイコンで充電量の 
減少び表示されないことびあります。1ヶ月に1度は再充電することを推奨します。 
圆^再充電について 

「本節©-2バッテリを長持ちさせるには （J 日0シリーズの場合)」 
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3 パッテリ巧電量び減少したとを 

電源び入っている状態でバッテ U の充電量びかなくなると、次のように警告します。 

• Battery CD LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の残量び少ない） 

• バッテ U の アラームび 動作ずる 

「東芝省電力」の[アクション設定]タブの[アラーム設定]で設定すると、バッ 
テリの残量びみなくなったことを通知したり、自動的に対処する動作を行います。 

上記のよラな警告び起こった場合はただちになのいずれかのち法で対処して < ださい。 
① J くソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を供給する 
③電源を切ってから、フル充電のバッテ U パックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ1」減少の警告び起こってを何を対処 
しなかった場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでバッテ U び自然に放電しさってしまったとさは、警告音ち鳴ら 
ず、 Battery 亡コ LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用 
しなかったとさは、充電してから使用してください。 

時計用バッテリ 

本製品には、取りはずしびできるバッテ U パックの他に、内蔵時計を動かずための 
時計用バッテ U び内蔵されていまず。 

時計用バッテ U の充電は、 AC アダプタを接続し電源び入っているとき（電源 ON 
時）に行われまずので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありま 
せん。 

ただし、あまり充電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあ 
ります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッ 


セージび出ます。 


【充電完了までの時間】 


状態 

時計用バッテ1」 

電源 ON (Power む LED び緑色に点灯） 

8時間 


実際には充電完了まで待たなくても使用できます。また、充電状態を知ることはで 
さません。 








バッテリを充電する 


充電ち法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




■ バッテリパックの温度び極端に高いまたはほいと、正常に充電されないことび 

■ あります。バッテ1」は已〜3已°ごの室温で充電してください。 


1巧電方法^^^^^^^^^^^^^^^^^ ■ 

1パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコン 
セントに差し込む 

DC IN * 2 1 _ED び緑色に点灯して目 a け ery □ LED びオレンジ色に点灯す 
ると、充電び開始されます。 

電源コードのプラグをコンセントに差し込むと、電源の ON / OFF にかか 
わらずフル充電になるまで充電されます。 

2己 attery LED び緑色になるまで充電ずる 

バッテ U の充電中は Ba け ery 亡コに□びオレンジ色に点巧しまず。 

DC IN に〇び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC ア 
ダプタ、電源コードの接続を確認してください。 

メモ - 

パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコ 
ンセントから抜いてください。 


【充電完了までの時間】 

バッテリ充電時間は、バソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

周囲の温度びないとき、バッテ U パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を 
取り付けている場合は、この時間よりち長くかかることびあります。 

詳細は、別紙の 『dynabook Satellite J 目2シリーズ製品仕様表 』、 『dynabook 
Sa お llite J 日1シ U - ズ製品仕様表 』、 『dynabook Satellite 」目0シリーズ製品仕 
様表』のいずれかを参照して<ださい。 














【バッテリの駆動時間（使用できる時間）】 

バッテ1」腿動時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳細は、別紙の 『dynabook Satellite J 己2シ U — ズ製品仕様表 』、 『dynabook 
Satellite J 61 シ U — ズ製品仕様表 』、 『dynabook Satellite J 日□シ U — ズ製品仕 
様表』のいずれかを参照してください。 

【バッテリを節約する】 

バッテ1」を節約して、本製品をバッテ1」腿動で長時間使用するには、次のち法びあ 
0ます。 

• こまめに休止状態にする圆^に章 3-0 休止状態」 

•入力しないときは、ディスプレイを閉じておく 

国^に章3-©簡単に電源を切る/ノ（ソコンの使用を中断ずる」 
• 省電カモードに設定する国^「本章2省電力の設定をする」 

【バッテリ駆動時の処理速度】 

高度な処理を要ずるソフトウェア （3 D グラフィックス処理など）を使用する場合 
は、十分な性能を発揮するために AC アダプタを接続して使用してください。 

【使っていないときの充電保持時間】 

パソコン本体を使わないで放置していてを、バッテ U 充電量はかしずつ減っていき 
まず。充電保持時間は、放置環境などによって異なります。 

なの保持時間は、フル充電した状態で電源を切った場合の目安にしてください。 
詳細は、別紙の 『dynabook Satellite J 62 シ U — ズ製品仕様表 』、 『dynabook 
Satellite J 61 シ U — ズ製品仕様表 』、 『dynabook Satellite J 已〇シ U — ズ製品仕 
様表』のいずれかを参照してください。 

スタンバイを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテ U 腿 
動時は休止状態にすることをおすずめしまず。 

2パッテリを長持ちをせるには （ J 60 シリーズの場さ） 

• AC アダプタをコンセントに接続したままでパソコンを8時間じ(上使用しない場 
合は、バッテ U を長持ちさせるためにを AC アダプタをコンセントからはずして 
<ださい。 

• 1ヶ月^ソ上の長期間バッテリを使わない場合は、パソコン本体からバッテリバック 
をはずして、風通しの良い涼しい場所に保管してください。 


•1 ヶ月に 1 度は、 AC アダプタをはずしてバッテ U 駆動でパソコンを使用してくだ 
さい。 

その際には、パソコンを使用する前に次のち法で再充電してください。 

1パソコン本体の電源を切る 

2パソコン本体から AC アダプタをはずし、パソコンの電源を入れる 

電源び入らない場合は手順4へ進んでください。 

3己分程度バッテリ駆動を行う 

この間、 Battery 〇 LED び点滅するか、充電量び少なくなった等の警告 
び表示された場合は、すぐに AC アダプタを接続し、手順4へ進みます。 

4パソコン本体に AC アダプタを攒売し、電源コードをコンセントにつなぐ 

DC IN * 2 1 _ED び緑色に点灯して目 a は ery CH LED びオレンジ色に点なす 
ると、充電び開始されます。 

5己 attery 亡 □ LED び緑色になるまで充電する 

バッテ U の充電中は Battery CII LED びオレンジ色に点巧しまず。 

DC IN ， LED び消灯している場合は、通電していません。 AC アダプタ、 
電源コードの接続を確認してください。 


バッテリのが態を診断する ( J 6 1 / J 62 シリーズの場合) 


バッテリパックは、消耗品でず。 

バッテリパックは、使用環境や使用頻度によつてバッテリ充電能力び低下ずるため、 
バッテリ駆動時間び正しく表示でさなくなる場合びあります。「まちノ（ッテ U チェッ 
カー」では、バッテ U 駆動時間の補正や、現在のバッテ U の『充電能力』を診断し 
てバッテ U パックを交換する目安をお巧らせします。 

* バッテ1」診断には数時間かかります。 

1 r まちバッテリチェッカー J のインストール方ま^^ 

「まちバッテ U チェッカー」はご購入時の状態ではインストールされていません。次 
の手順でインス I -―ルしてください。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再イ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

3 [東芝ユーティリテイ]タブをクリックする 
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4 画面左側の[東芝バッテリチェッカー]をクリックし、 [ r 東芝バッ 
テリチェッカー J のセットアップ]をクリックする 

5画面の指示に従ってインス! — ルする 

[ファイルのダウンロード]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
リックしてください。 


2診断方法 

「ま芝バッテリチェッカー」の診断ち法は、次のとおりです。 




• バッテ U の充電能力の診断は、接続されているバッテ U に巧し、満充電にな 
るまで充電をしたを、完全放電を行いまず。そのため診断び終了するまで数 
時間かかります。その間は J (ソコンを使用しないで<ださい。 

• 診断は、パソコン本体に、診断したいバッテ U パックを装着した状態で実行 
して < ださい。 


^バッテ U パックの取り付け「本節〇バッテ U パックを交換する」 

• 診断前に、他のアプ U ケーシヨンはずべて終了してください。 

•診断前に、 AC アダプタを接続し、診断中は AC アダプタ、およびバッテ U 
を抜かないでください。 

• 診断中は、ディスプレイを閉じないでください。 

•診断中は、キーボードやマウスに軸れたり、操作しないでください。 

• 診断後は、バッテ U び放電された状態になっているので、バッテリを利用ず 
る前に必ず充電を行ってください。 


1[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユー 
テイリテイ]一[パ’ッテリチェッカー]をクリックする 

「まちバッテ U チェッカー」び起動します。 

2 [診断開始]をクリックする 

このとき、[診断終了後、自動的にシャットダウンを行う]をチェックする 
と、診断び終了したあと、自動的にパソコンの電源を切ります。 r ま芝バッ 
テリチェッカー」を起動すると診断結果のお認びでさます。 

「診断を始める前に必ずお読みください」の内容をご確認ください。 










バッテ IJ チェッカー 

i バッテリチ王ッカーは、バソコンの支巧拍 s/ ほ巧巧巧にか 
卜ちじてぐむ b テリ持量ち示 C 巧お15巧正しまにあ下して 
F ババップ U の?充$度でおお的します。 

'のお抗13、 ） レテ U 定*巧 S したは、白的8可こ化审 

，マ';争了の6抗にに-な巧商かかります。 


"ッテリ《<を i«> 



P 診が巧お il 


□おがが了な、自执 aq こシャットダウンさ行う 


[3 ブシヨン巧をI 「巧じる 1 


(表示例) 


【診断中】 

診断中は、次の画面び表示されます。 



(表示例) 


診断び終了すると、メッセージび表示されます。 





3 [ OK ] ボタンをクリックする 


I (表示例） 

診断終了後、測を結果び表示されます。なの内容をバッテ U 状態の目まとし 
て < ださい。 

良好；バッテ U 充電能力は良好です。 

普通：バッテ U 充電能力容量び少し低下していまずび、まだ使用できます。 
ほ下：バッテ U 充電能力び半分し U 下になっています。そろそろ交換をおす 
すめします。 

【測定結果表示】 


(表示例） 

3パッテリの消巧を抑えるには 

• 1力月じ(上の長期間パソコンを使わない場合は、パソコン本体からバッテ U バッ 
クをはずして、風 a しの良い涼しい場所にな管してください。 

* パソコン本体の電源を切つた状態で充電してください。 

*バッテ U チェッカーを頻繁に使用するとバッテ U び消耗する原因になります。 




バツテリ駆動 
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リパックを交換する 



r 




バッテリパックの交換ち法を説明します。 

バッテリパックの取り付け/取りはずしのとをには、必ず電源を切り、電源コード 
のプラグを抜いてから作業を行ってください。 




キズや破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にバソコン本体を置い 
て作業を行ってください。 


1取りはずし/取り付け^^^^^^^^^ 

1データを保巧し、 Windows を終了させて電源を切る 
2パソコン本体か日 AC アダプタと周辺機器のケーブル類をはずす 
3ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 
4バッテリを全□ックを矢印の方向に引く 

バツテ U ' |」リースラツチびスライドでさ 
るよラになります。 


5バツテリ•リリースラツチをスライドしなが5①、くぼみに指をか 
けて⑤、バッテリカバーごとバッテリパックを持ち上げる③ 

















6 バッテリカバーごと、バッテリパックを取り出す 










10 カチッという音がするまで静かに差し込む 



11バッテリを全□ックを矢印の方向に押す 

バッテ U パックびはずれないように、バッ 
テ U ま全□ックはおず行つてください。 








2 省電力の設定をする 


バッテ U 駆動でパソコンを使用しているとさに、消費電力を減らす設定をする 
(ディスプレイの明るさを巧えるなど）と、より長い時間使用でをます。 

省電力の設定をまとめたちのをプ□ファイルといいます。使用環境ごとに設定され 
たプ□ファイルびあらかじめ用意されていますので、使用環境にあわせてプ□ファ 
イルを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源設定を変更できます。プ□ファイ 
ルの設定を変更したり、新しくプ□ファイルを追加することもできまず。 


まち省電力 


省電力の設定は r ま芝省電力」から行いまず。 

AC アダプタを接続して使ラ場合には、特に設定する必要はありませんび 、ディスフ 
レイの明るさなどはお好みにあわせて設定してください。 


1まミ省電力の起動方法 


1[コント□-ルパネル]を開き、[ミうパフォーマンスとメンテナン 
ス]をクリックー [1® 東芝省電力]をクリックする 

[まち省電力のプ□バテイ]画面び表示されます。 



(表示例) 


使いちについては、ヘルプをご覧ください。 


I ヘルプの起動方ま 


1 r まち省電力」を起動後、画面ち上の B をクリックする 

ポインタびブにをわります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックする 

ヘルプの該当するページび表示されまず。 






























ま芝ピークシフトコントロール 


r 



L 


1まちピークシフトコント□-ルとは 

r ま芝ピークシフトコント□-ル」は、昼間の電力消費の一部を夜間に移行させて電 
力を効果的に活用し、電力需要の平準化を実現する機能です。たとえば夏期の曰中 
のよラに、電力使用のピーク時間帯には自動的に AC 電源からの電力供給を止め、 
電力需要のかない時間帯（夜間など）に蓄えたノートバソコンのバッテ U で動作さ 
せる電源菅理機能で、環境への負荷ほ減に貢献することびでさます。 

ピークシフト機能は、パソコン単体でち使用でさますび、複数台数で同じ時間帯に 
制御することによってその効果を発揮します。制御ずるパソコンの台数は多ければ 
をいほど効果び大きくなりまず。 

この機能を実現するには、「まちピークシフトコント□-ル」のインストールび必要 
でず。 


使用ち法については、『まちピークシフトコント□-ル取扱説明書』 （ PDF マニユア 
ル）またはヘルプを参照してください。 

2 r まちピークシフトコント□—ル J のインストール方ま 

r 東ちピークシフトコント□-ル」のインストールち法は、次のとおりでず。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックずる 

3 [東芝ユーティリティ]タブをクリックする 

4画面左側の[東芝ピークシフトコント□-ル]をクリックし、[「東 
芝ピークシフトコント□-ル J のセットアップ]をクリックする 

5画面の指示に従ってインス!ルする 

[ファイルのダウンロード]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
リックしてください。 






3 PDF マニュアルのインストール方法 

『まちピークシフトコント□-ル取扱説明書』 （ PDF マニュアル）のインストールち 
法は、次のとおりです。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックずる 

2画面のメッセージに従ってインス!ルする 

[まちユーテイ U テイ]タブの[まちピークシフトコント□-ル]に用意さ 
れています。 

4 PDF マニュアルの起動方法 

『まちピークシフトコント□-ル取扱説明書』 （ PDF マニュアル）の起動ち法は、次 
のとおりです。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一陳ちピークシフトコント 
□-ル巧瓜 I 説明書]をクリックずる 

5ヘルプの起動方ま 

ヘルプの起動方法は、なのとおりです。 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 DTOSH 旧 A ] 一 [ユーテイ 
リテイ]一[ピークシフトコント□-ルヘルプ]をクリックする 
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システム環境の変更 


本製品を使巧するとさの、システム上のさまざまな 
環境を設定ずる方まについて説明しています。 


1システム環境の変更とは148 
吕ま泛 HW セットアップを使う149 
3 BIOS セットアップを使う1日0 
4パスワードセキュ U テイ166 
已指紋認証を使ラ181 
6 TPM を使ラ197 



1 システム擇境の変更とは 

本製品は、次のようなパソコンのシステム環境を変更できます。 

システム環境を変更するには、 Windows 上のユーティ U ティで変更ずるか、または 
BIOS セットアップで変更するか、2つのち法びあります。 

通常は、 Windows 上のユーティ U ティで変更することを巧奨します。 

BIOS セットアップと Windows 上のユーティ U ティで設定び異なる場合、 

Windows の設定び優先されます。 

変更できる項目 Windows 上の ユーティ U ティ 

八ードウエア環境り':ソコン本体） r まち HW セットアッス 
の設定 ^「本章2まち HW セットアップを使う」 

パスワードセキユーヴパスワード r ま芝パスワードユーティリティ」 

ユリティの設定 ^「本章 4-0 ユーヴパスワード」 

スーバーバイヴ r ま芝パスワードユーティリティ」 

パスワード ^「本章 4-0 スーパーバイヴパスワード」 

省電力の設定 「東芝省電力」 

^「已章2省電力の設定をする」 

BIOS セットアップについては r 本章3 BIOS セットアップを使ラ」をご覧ください。 


148 







2 ま忌 HW セットアップを巧う 

まち HW セットアップは、 BIOS セットアップと連動して Windows 上で八ード 
ウェアのさ種機能を設定ずるユーティ U ティです。 

複数のユーヴで使用ずる場合も、設定内容は全ユーヴで共通になりまず。 

1起動方ま 

1[コント□-ルパネル]を開き、[裳プリンタとその他のハード 
ウェア]をクリックー[感東芝 HW セットアップ]をクリックする 

詳しい操作方まを知りたいとを（ヘルプの起動) _ 

1[東芝 HW セットアップ]を起動後、画面ち上の百をクリックずる 

ポインタび[:;^ブにをわります。 

2画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックする 


システム環境の変更 
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3 BIOS セットアップを巧う 


BIOS セットアップとは、バソコンのシステム構成をバソコン本体から設定するプロ 
グラムのことです。 

次のよラな設定びでさます。 

•八ードウエア環境（パソコン本体、周辺機器接続ポート）の設定 
•セキュ U ティの設定 •起動ち法の設定 •省電力の設定 

BIOS セットアップをほ用する前のを意 

•通常、システム構成の変更は Windows 上の「東芝 HW セットアップ」、「ま芝省 
電力」、「デバイスマネージャ」、 r 東芝バスワードユーティ U ティ」などで行ってく 
ださい。 

BIOS セットアップと Windows 上の設定び異なる場合、 Windows 上の設定び優 
先されます。 

•使用しているシステムによっては、システム構成を変更しても、変更び反映され 
ない場合びあります。 

• BIOS セットアップで設定した内容は、電源を切ってち消えません。しかし、内蔵 
バッテ U (時計用バッテ U ) び消耗した場合は標準設定値に戻ります。 


1 )BIOS セットアップの操作 


r 

L. 


BIOS セツトアップの起動と終了、基本操作について説明します。 


1起動 

1尼 i 司キーを巧しながら電源を入れる 
•「Password =」と表おされた場合 

登録したユーヴノくスワードまたはスーパーノくイヴノ（スワードを入力し、 
キーを押してください。 

•「HDD Password 二」と表示された場合 

登録した HDD ューヴ J くスワードまたは HDD マスタノくスワードを入力 
し、 〔をな品) キ~を押して < ださい。 

に heck system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 

ユーヴパスワードと HDD ユーヴパスワードの両方を設定してある場合 
は、 「 Passwo 「 ct =」 に続いて 、 「HDD Password =」 が表示されます。 
ただし、パスワードと HDD ユーヴパスワードが同一の文字列の場合は、 
「 Password :」 のみが表示され、パスワードの認証終了後に 「HDD 
Password = I は表示されません。 
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3 BIOS セットアップを使う 


2 f でキーを f 甲す 

BIOS セツトアップび起動します。 


2畐本操作 

基本操作は次のとおりでず。 


変更したい項目を選択する 

山 '① '日'け 

画面中で反転している部分び現在変更できる項目です。 

項目の内容を変更する 

〔 Space ) または〔目 ackSpace ) 

画面を切り替える 

または 

本製品では、びを呂巧巧キー、 f 巧 + m び 
〔 P 巨 Up ) キーの機能を持ちます。 

次の画面または前の画面に切り替わります。 

設定内容を標準値にする 

厨 +S 

本製品では、£〇)+〇び(円 ome ) キーの機能を持ちます。 
次の項目は、この操作をしてち変更されません。 

• PASSWORD •HDD PASSWORD 

• SYSTEM DATE/TIME 

• Execute-Disable Bit Capability 

• Core Multi - Processin 呂 

• TPM 


1 


• 指紋センサ搭載モデルの場合、 r 指紋認証ユーティ U ティ」で指紋を登録する 
と、パワーオンセキュリティ機能び有効となり、バスワードを設をしている 
場合に表示される 「 Password =」 というメッセージの代わりに、指紋認証 
を行ラ画面び表ホされます。指紋認証を行ラと、バワーオンセキュ U ティ機 
能によってパスワードの認証び行われまず。 

認証を已回失敗するか、または [Back Space ) キーを押すと 、 「Password 
=」び表示されます。 

指紋認証について詳しくは、「6章已指紋認証を使ラ」または「指紋認証ユー 
ティ U ティ」 のペ レプを参照してください。 
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3 按了 

変更した内容を有効にして終了します。 

1@ + 0キーを 巧す 

本製品では、@+0び d ごをキーの機能を持ちまず。 

画面にメッセージび表示されます。 

2 ® キーを 押す 

設定内容び有効になり、 BIOS セットアップび終了します。 

変更した項目によっては、再起動されます。 

途中で挺了する方ま _ 

設定内容びよくわからなくなったり、途中で設をを中止する場合に行います。この 
場合は変更した内容はすべて無効になります。設定値は変更前の状態のままです。 

1 ds キーを 巧す 

画面にメッセージび表示されます。 

2 ® キーを f 甲す 

BIOS セットアップび終了しまず。 


3 BIOS セットアップを使う 
































CD - R 日 M は、ドライブ内蔵モデルのみ表示されます。 

FLOPPY DISK 1/日は、フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ表示されます。 
USB-FDD Legacy Emulation は、フ□ッピーディスクドライブび内蔵されていないモ 
デルのみ表示されます。 


(ミま）画面は標準設定値の表示例です。 

國^設定項目の詳細について r 本節©設定項目」 




[ 9 ] - 

[ 10 ] - 
[ 11 ] 


3URATI0N —— 

Device Config. =讨 4"l ル、, I •月 

- I/O PORTS - 

Serial = COM1(3F8H/IRQ4) 

Parallel = LPT1 巧 78H/IRQ7/CH3) 


SYSTEM SETUP (2/2) 





P (2/2) ACPI BIOS versi( 

I - PERIF»HERAL - 

Internal Pointing Device = Enabled 
Ext Keyboard "Fn" = Disabled 
Parallel Port Mode = ECP 


LEGACY EMULATION - 

USB KB/Mouse Legacy Emulation 

=Enabled 

USB-FDD Legacy Emulation = Enabled 
USB Memory BIOS Sapport Type = HDI 


-SECURITY CONTROLLER- 
=Disabled 


t い*; Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Esc : Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


- [ 15 ] 



2 3 4 

ホホホ 
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3 BIOS セットアップを使う 


e 】 


設定項目 


[ 


カーソルび移動しない項目は、変更でをません（参照のみ)。 
ここでは、標準設定値を r 標準値」と記述します。 


MEMORY - メモ y 容量を表示する 


【 Total 】 

本体に取り付けられているメモ U の総メモ U 容量び表示されます。 

2 SYSTEM DATE / TIME - 日付と時刻の設定をする 

曰付と時刻の設定は fSpace ) または ( Backspace ) キーで行います。 

月と曰と年、時と分と秒の切り替えは、キーで行います。 

【 Date 】 

曰付を設定しまず。 

【 Time 】 

時刻を設定しまず。 

3 BATTERY —パッテリで長<ほ用するための設定をする I 

【 Battery Save Mode 】 

バッテ U セーブモードを設定しまず。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウび開さます。 

[User Setting ] を逞択した場合のみ、設定の変更びできます。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は次のよラに表示されます。 


/- •Full Power (標準値）-> 

Processing Speed = High 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Super- 己 right 
Cooling Method = Maximum Performance 


— •User Se 忧 n 旨（設定例）一 
Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Semi-Bright 
Cooling Method = Battery Optim に ed 


>Low Power- 


Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Bright 
Cooling Method = Battery Optimized 


〔注） LCD Brightness IS. AC アダプタを接続している場合の表示内容です。 

「User Settin 呂」で「目 ATTERY SAVE 日 PTI 日 NS 」 ウインドウを閉じるには、® 
注)キーを押して選択項目を 「 Pracessin 呂 Speed 」 またはに oolin 旨 Method 」 

の外に移動しまず。 


] 己已 I 
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次に「目 ATTERY SAVE 日 PTIONS 」 ウインドウの項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定しまず。 

使用するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更ずる必要があります。 


• High . 処理速度を高速に設定する 

• Low . 処理速度を低速に設定する 


• CPU Sleep Mode 

CPU が処理待ち状態のとき、電力消費を低減します。 

-部のアプリケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度が遅くな 
ることがありまず。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 

- Enabled . 電力消費を低減する 

- Disabled . 電力消費を低減しない 

• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを選択しまず。 

- Semi-Bright . 低輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

• Cooling Method に PU 熱制御方式） 

CPU の熱を冷まず方式を選択しまず。 

CPU が高熱を帯びると故障の原因になりまず。 

- Cooliri 旨日 ptimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主に 

ファンを使用して冷却します。 

- Maximum Performance . ..パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主に 

ファンを使用して冷やします。 

|" Coolin 邑 Optimized 」 よりもファン音が静かな状 
態を保ち温度を下げます。 

- Performance . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、 

[Maximum Perrormance ] と [Battery Optimized ] 
の中間的な方法で冷却します。 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度が上昇したときに、主に 

CPU の処理速度を落として冷却します。 
[ Performance ] より消費電力はかなくなります。 
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3 BIOS セットアップを使う 


【 PCI Express Link ASPM 】 

PCI Express の省電力機能を設定します。 


- Auto . バッテ U 動作中かつ PCI Express デバイスび使用されて 

いないとさに、消費電力を抑えます。 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、バフォーマンスを優先させます。 


- Enabled (標準値 ）.. .PCI Express デバイスび使用されていないときに、消費 
電力を抑えます。 

[Enhanced C-States 】 

* Core モデルのみ 

Enhanced C - States では、電力消費のほ減を設定しまず。 

- Enabled 婚準値）...電力消費を傾威する 
- Disabled . 電力消費を傾咸しない 

4 PASSWORD - ユーザパスワードの登録/削除をする 

パスワードの入カエラーび3回続いた場合は、しソをパスワードの項目にカーソルび 
移動でさな<なります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、再度登録を 
巧ってください。 

【 Not Registered 】 

ユーヴバスワードび登録されていないときに表示されます（標準値)。 

【 Registered 】 

ユーヴバスワードび登録されているとさに表示されます。 

■ ユーザパスワードの登録/削除 ■ 

^ユーヴノ（スワードの設定ち法「本章 4-0 ユーヴノ くスワード」 

5 HDD PASSWORD — HDD パスワードの登録/削除をする 
【 HDD 】 

パスワードを設定する八ードディスクです。 

- Built-in HDD . 内蔵八ードディスクに設定されまず。 
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【 HDD Password Mode 】 

登録する HDD パスワードを選択します。 HDD パスワード（ユーヴ HDD パスワー 
ド、マスタ HDD パスワード）を登録していないとさのみ、選択でをます。 HDD パ 
スワードが登録されている場合は、いったん HDD パスワードを削除してから選択 
して < ださい。 

- User Only (標準値） . ユーヴ HDD ノ くスワードのみ設定する 

- Master+User ... マスタ HDD パスワードとユーヴ HDD パスワード 

を設定する 


【 User Password 】 

ューヴ HDD ノくスワードを設定します。 

【 Master Password 】 

マスタ HDD パスワードを設定します。 

「HDD Password Mode 」 が fMaster + UserJ の場合のみ表示されます。 

マスタ HD □ノ（スワードを設定し、続けてューヴ HDD ノてスワードの設定を行います。 

国^ HDD パスワードの設定方ま「本章4-© HDD パスワード」 


6 BOOT PR の FMTY - ブート優巧順位を設定ずる 


【 Boot Priority 】 

システムを起動するディスクドライブの順番を設定します。 

通常は 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 に設定してください。 

「 HDD 」 では 、 「HDD Priority 」 で選がした順葡こ八ードディスクが起動します。 


HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 標準値一! 


- FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN 
- HDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 FDD 
- FDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 HDD 
- CD-ROM 一 LAN 一 HDD 一 FDD 
- CD-ROM 一 LAN 一 FDD 一 HDD 


h 指定のドライブ順に起動ずる 


【 HDD Priority 】 

ruSB Memory BIOS Support TypeJ で HDD を選択した場合に、システムを起 
動する順番を設定します。 

- Built-in HDD 一 US 目（標準値） 

. 内蔵八ードディスクー USB ><モ|」の順で起動する 

- US 目 一 Built-in HDD 
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USBX モリー内蔵八ードデイスクの順で起動する 






3 BIOS セットアップを使う 


7 D 旧 PLAY - 表示装置の設定をする^^^^^^^^^ ■ 

【 Power On Display 】 

起動時の Windows ロゴを表おする表示装置を選択します。 

- A 山 o - Sele な ed (標準値）..システム起動時にが部ディスプレイを接続している 

とさは外部ディスプレイだけに、接続していないと 
さは本体液晶ディスプレイだけに表おする 
- LCD + Analog RGB ........ が部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表 

示する 

SVGA モードに対応していない外部ディスプレイを接続して 、 「LCD + Anal □旨 
RGB 」 を選択した場合、外部ディスプレイには画面び表示されません。 

【 LCD Display Stretch 】 

内部ディスプレイの表示機能を選択します。 

- Disabled . 解像度のルさい表示モードは伸張せずにそのまま表示する 

- Enabled 婚準値）...解像度のルさい表示モードを伸張して表おする 

8 OTHERS - その他の設定をする 

【 Core Multi-Processing 】 

* Core モデルのみ 

Core Multi - Processin 呂では、 CPU の動作モードを設定します。 

- Enabled (標準値）.. Dual 巳 ore モードに設定する 
- Disabled . Single Core モードに設定ずる 

[Dynamic CPU Frequency Mode 】 

* Core モデルのみ 

- Dynamically Switchable (標準値）... CPU の消費電力-周波数自動切り替え機 

能をち効にし、使用状況に応じて CPU 周 
波数を自動的に切り替えます。 


' Always High . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機 

能を無効にし、巳 PU 周波数を高周波数に 
してパソコンの処理能力を優先します。 

' Always Low . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機 

能を無効にし、巳 PU 周波数を低い周波数 
にしてパソコンのノ '(ッテリ駆動時間を優 


先しまず。 
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【 Execute-Disable Bit Capability 】 

エグゼキュート-ディスエーブル■ビット機能をち効にするかどラかを設定します。 
エグゼキュート-ディスエーブル■ビット機能とは、コンピュータウイルスや不正 
アクセスによるバッファ■才ーパーフ□-攻撃からパソコンを守るために、セキュ 
U ティを強化する機能です。 

- Available . 有効にする 

■ Not Available (標準値）...無効にずる 

【 Auto Power On ( タイマ . オン機能）】 

タイマ-オン機能の設定状態を示します。タイマ-オン機能は1回のみち効です。 
起動をは設定び解除されます。 

Windows XP を使用している場合は [Auto Power OnJ の設定は無効になりまず。 
Windows のタスクスケジューラを使用してください。 

- Disabled (標準値）...タイマ-オン機能、 Wake-up on LAN 機能とも設定され 
ていない 

- Enabled . タイマ-オン機能、 Wake-up on LAN 機能び設定されて 

いる 

タイマ■オン機能、 Wak を up on LAN 機能の設赶ま 「 OPTIONS 」 ウィンドウで行 
います。 


「 OPTIONS 」 ウインドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設赶ま を pace ] または 但 ackSpace ) キーで行います。 

時と分、月と曰の切り替えは® © キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定しまず。 

- Disabled . 時間を設定しない 

• Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月曰を設定しまず。 

[Alarm Time 」 が 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月日を設定しない 

• Wake-up on LAN 

ネットワークで接続された管理者のパソコンからの呼び出しにより、自動的に電 
源を入れまず。 

[17 ]「PCI LAN 」 の旧 uilt-in LAN 」 が fEnableclJ の場合に設定できまず。 
Wake up on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプタを接続してください。 

- Enabled . Wake up on LAN 機能を使用する 

- Disabled (標準値 ）… Wake up on LAN 機能を使用しない 
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• Power On by AC 

AC アダプタを接続ずると、電源び入ります。 

- Disabled (標準値 ）.. Power On by AC 機能を使用しない 
- Enabled . Power On by A 巳機能を使用する 

【 Beep Volume 】 

警告音（ビープ音）の音量を設定します。 

Off 、 Low , Medium (標準値)、 High のいずれかを選択できます。 

【 Diagnostic Mode 】 

BIOS の八ードウエア診断テスト機能を有効にするかどうかの設定をします。 

.Disabled (標準値） ..... 八ードウエア診断テスト機能を無効にする 
- Enabled . 八ードウエア診断テスト機能を有効にする 

9 CONFIGURATION 

【 Device Config . 】 

ブート時に BIOS び初期化する装置を指定します。 

- Setup by OS 婚準値） ... OS を口ードするのに必要な装置のみ初期化する 

それし U がの装置は 0 S び初期化します。 

• All Devices . すべての装置を初期化する 

プレインストールされている 0 S を使用する場合は 、 「Setup by 0 S 」 （標準値）を 
選択することを推奨しまず。 

10 I/O PORTS - I / O ポート 

[Serial ] 

シ U アルポートの割り当てを設定します。 

- Not Used . シ U アルポートを割り当てない 

• COM 1 婚準値)^ 

’ 一指定®ポートを割0当てる 

- COM 3 

- COM 4 - 


システム環境の変更 
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[Parallel 】 

パラレルポートの割り当てを設定します。 

「Parallel Port Mode 」 び fECPJ の場合に 「 Parallel 」 で 「Not Used 」 か外を 
選択すると、 「 OPTION 」 ウィンドウび開きます。 

なに 「 OPTION 」 ウィンドウの項目について説明します。 

• DMA 

DMA チャネルを設定しまず。 

11 DRIVES I / O - HDD 、 CD - ROM の設定^^^ 

【 Build-in HDD 】 

本製品の八ードディスクドライブの設をを表示します。変更はでさません。 

【 CD-ROM 】 

* ドライブ内蔵モデルのみ 

ドライブのアドレス、割り込みレベルの設定を表示します。変更はでさません。 
内蔵されているドライブび巳 D 书 0 M ドライブではない場合も、すべて 「 CD - ROM 」 
と表示されます。 

12 FLOPPY DISK I/O 

*フ□ッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 

【 FI 叩 py Disk 】 

フ□ッピーディスクドライブのアドレス、割り込みレベル、チャネルの設定を表示 
します。変更はできません。 

13 PCI BUS - PCI バスの割り込みレベルを表示する 

【 PCI BUS 】 

PCI バスの割り込みレベルを表示します。変更はでさません。 
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3 BIOS セットアップを使う 


14 SECURITY CONTROLLER 

【 TPM 】 

TPM (Trusted Platform Module ) を有効にするかどうかの設定をします。 

- Disabled (標準値）.. . TPM を有効にしない 
- Enabled . TPM を有効にする 

設定を変更するには、次のよラに操作してください。 

の力ーソルバーを 「 TPM 」 の [ DisablectJ または |" Enabled 」 に合わせ、 ( Space ) 
またはを ackSpaceJ キーを巧す 

画面下部にに ave chan 旨 es to Security Controller now ? ( Y / N )」 と表示されます。 
③® キーを 押す 
設定び変更されまず。 

【 Clear TPM Owner 】 

「 TPM 」 で 「 Enable 山に設定した場合のみ、表示されます。 

所有ち登録とユーヴ登録を削除します。 

本製品を廃棄するときや、譲渡などにより使用者（管理を）を変更するといラよラ 
に、 TPM の使用を中止する場合に行ってください。 

① 力ーソルバーをに lear TPM Owner ] に合わせ、岛 Dapel またはを ackSpace ) 
キーを押ず 

画面下部に [Press a key in the turn of [ Y ], [ E ], [ S ] and [ Enter ].」 と表示さ 
れます。 

② 「 YES 」 と入力し （®( D ⑤キーを巧す)、這を查)キーを押す 

「 TPM 」 の設定び 「 Enabled 」 から 「 Disabled 」 に変更され 、 TClearTPM 
Owner 」 は表示されなくなります。 


• 所有者登録とユーヴ登録を削除ずると、 TPM に関係するセキュリティ機能 
び使用でをなくなります。このため、管理者の権限を持たないユーヴび 
「SECURITY CONTROLLER 」 を操作できないように設定することをおず 
ずめします。 

^管理者し U 外のユーヴの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書 
6ま芝ノ く スワー ド ユーテ イ U テイ』 

• 所有ち登録とユーヴ登録を削除したをに、 TPM の使用を再開する場合は、ち 
ラ1度 TPM へ所有ち登録やユーヴ登録を行ラ必要びあります。 
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15 PERIPHERAL 

【 Internal Pointing Device 】 

タッチパッドの使用する/使用しないを設定します。 

- Enabled (標準値） . 使巧する 

- Disabled . 使用しなし、 

【 Ext Keyboard "Fn " 】 

外部キーボードの@キーの割り当てをします。 

- Disabled (標準値） ...... @キーの代替えキー割り当てをしない 

- Enabled . 次のキーをを] J キーの代替えキーとして割り当てる 

- Left Ctrl + Left Alt - Ri 旨 ht Ctrl + Right Alt 

- Left Alt + Left Shift - Ri 旨 ht Alt + Right Shift 

- Left Alt + Caps Lock 

【 Parallel Port Mode 】 

パラレルポートモードの設定をします。 

Windows で使用する場合は、標準値のままで使用できます。 

- ECP (標準値） .......... ECP 对応に設定する 

大半のプリンクでは、 ECP に設定します。 

- Std . Bi - Direct ......... 双方■向に設定する 

一部のプ U ンタおよび、プリンタ政外のパラレル装置を使 
用する場合に設定しまず。 


メモ - 

Windows を使用している場合は「東芝 HW セットアップ」の設定が有効にな 
り 、 「Parallel Port Mode 」 の設定は無効になります。 


16 LEGACY EMULATION 


【 USB KB/Mouse Legacy Emulation 】 

US 目キーボードやマウスのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 

- Enabled (標準値）...レガシーヴポートを行う 

ドライバなしで USB キーボード/ USB マウスが使用で 
さまず。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 
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【 US 己 - FDD Legacy Emulation 】 

* フ□ッピーディスクドライプが内蔵されていないモデルのみ 
- Enabled 婚準値）...レガシーヴポートを行う 

ドライバなしで USB フロッピーディスクドライブび使用 
できます。フ□ッピーディスクから起動する場合は、こち 
らに設定します。 

- Disabled . レガシーヴポートを行わない 

ruSB-FDD Legacy Emulation 」 び 「 Enabled 」 に設定されていても、 

[己 ] 「BOOT PRIORITY 」 の 「Boot Priority 」 び標準値の 「 HD □一 FDD 一 CD - 
ROM - LAN 」 の場合は、本体八ードディスクから起動します。 

【 USB Memory BIOS Support Type 】 

コンピュータの起動に使用する US 目メモ u に関する設定をします。 


- HDD (標準値） . USB メモ U を HDD として扱います。起動するドライブと 

しての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での HDD の順位に 
なります。他の HDD との優先順位は 、 「HDD Priority 」 

で設定でさます。 

' FDD . USB メモ U を FDD として扱います。起動するドライブと 

しての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での FDD の順位に 
なりまず。 


17 PCI LAN 

【 Built-in LAN 】 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどラかの設定をしまず。 
. Enabled 婚準値）...有効にする 
- Disabled . 無効にする 


システム環境の変更 
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4 パスワードセキユリテイ 


本製品では、次のパスワードを登録でさます。バスワードには大吉く分けて次の3 
種類びあります。 

• Windows の□グオンパスワード 

Windows に□グオンするとき 

インスタントセキュ U ティ状態や J f スワード保護の設定をしたスク I 」ーンセー八'を 
解除ずるとをにを使用します。 

国^インスタントセキュ U ティ機能 

「3章 2-0 - @キーを使った特殊機能キー」 

• ユー ザバ スワー ド/ スー バーバイザバスワード 
電源を入れたときや休止状態から復帰するとき、ま芝パスワードユーティ U ティ 
を起動して設定ずるとさ 

ユーヴノ（スワードやスーパーノ（イヴノ くスワードを登録すると、電源を入れたとき 
などにパスワードの入力び必要になります。 

通常はユーヴパスワードを登録してください。 

スーパーノ（イヴノてスワードは、ノくソコン本体の環境設定を管理する人び使用しま 
す。スーパーバイヴパスワードを登録ずると、スーパーバイヴパスワードを知ら 
ないユーヴは、巨 IOS セットアップの設をを変更でをないよラにするなど、いくつ 
かの制限を加えることびでさます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴパスワードだけ登録してください。 

• HDD バスワード 

八ードディスクを起動するときに使用します。 


ここでは、ユーヴバスワード/スーバーバイヴパスワードや HDD バスワードの登 
録ち法について説明します。 

メモ - 

• スーノ {-1 くイヴ ;I (スワードとユーヴノ くスワードでは、違うパスワードを使用 
してください。 

• パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えて 
<ださい。 

•パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操 
作は行わず、キーボードの文字キーを押して直接入力して < ださい。 








パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場合は、使用 
している機種をお認を、近くのな守ヴービスに依頼してください。パスワード 
の解除を保守サービスに依頼する場合は有償でず。 HDD パスワードを忘れて 
しまった場合は、八ードディスクドライフは永久に使用でをなくなり、交換巧 
応となります。この場合を有償です。またどちらの場合ち、身分証明書（お客 
様自身を確認できる物）の巧示び必要となります。 


パスワードとしてほ用でをる文字 

パスワードに使用できる文字はなのとおりです。 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確認でさま 
せん。よくお認してから入力してください。 

アルファべットの大文字とル文字は区別されません。 


使用でさるで字 

アルファベット（半角） 

abcdef 旨 hijkimn 
opqrstuvwxyz 

数字（半角） 

0] 234已已789 

記号の一部〔半角） 

. (スペース）など 

使用でさない夕字 

•全角文字にバイト文字） 

- 曰 本語入カシステムの起動び必要な文字 
【例】 漢字、カタカナ、ひらびな、 

日本語入カシステムび供給する記号など 
-記号の一部（半角） 

【例】1 (バーチカルライン） 

¥ (エン）など 

-化のキー(に hift) キー約 Ca 的 Lock 英数片一など）と 
同時に使用しないと入力でさない文字 


ノくスワード登録時に警告メッセージび表おされた場合は、登録しようとした文字列 
に使用でさない文字び含まれています。この場合、をラ1度別の文字列を入力し直 
してください。警告び表示されない場合も、上記「使用できない文字」に該当ずる 
文字は使用しないで<ださい。また文字列はおずキーボードから1文字ずつ直接入 
力してください。 
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ユーヴパスワードの登録は、 r ま芝パスワードユーテイ U テイ」を使用することをお 
すずめしまず。 


登録したいパスワードを入力ずるときには、パスワードの文字列を ASCII コード入 
力や、ク U ップボードから貼り付けたりせずに、キーボードから文字を入力してく 
ださい。また登録した文字列は、パスワードファイルを作成してお認することをお 
すすめします。 


1 ユーザパスワードの登録 

I まち パ スワードユーテイ U テイでの 登録 _ 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユー 
テイリテイ]一[パスワードユーテイリテイ]をクリックする 

2 [登録]ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの登録]画面び表示されます。 

3 [入力]にパスワードを入力する 

1 くスワードは已〇文字 L ソ内で入力します。 

パスワードに使用でをる文字 

「本節-パスワードとして使用でをる文字」 

4 [確認入力]に手順3で入力したパスワードをもラ1度入力する 

メモ - 

[ユーヴパスワードの登録]画面で[同時に HDD ユーヴパスワードと同じ文字 
列を登録する。]にチェックをしておくと、ここで設定したユーヴパスワード 
び HDD ノ（スワードとしても登録されます。 


国^ HDD バスワード「本節包 HD □パスワード」 

5 [登録]ボタンをクリックする 

パスワードび登録されます。 

入カエラーのメッセージび表示された場合は、 [0 K ] ボタンをク U ックし 
て画面を閉じ、手順3から操作をやり直してください。 
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パスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを巧奨するメッセー 
ジび表示されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。パスワードファイルを保管 
しておけば、パスワードを忘れた場合、本機または本機(外の機器でパス 
ワードを確認することびでをます。 

6 パスワードファイルを作成する場合は [0 ロボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク I 」ックし 
て < ださい。 

[0 K ] ボタンをク U ックすると、[名前を付けて保存]画面び表示されます。 

7 パスワードファイルを作成する 

パスワードファイルのイ呆存先は、フ□ッピーディスクなどの外部記憶メディ 
アを巧奨します。あらかじめ用意しておいてください。 

①メディアをセットする 
③[保存する場所]で保存先を選択する 

③ [ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [保存]ボタンをク U ックする 

8 な、要に応じて、 [ パスワードのま釈]を入力する 

[パスワードのを釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録できます。 
登録すると、パソコンの電源を入れてパスワードの入力び必要なときに、登 
録した文字列び表示されます。 

設定でさる文字数は已1 ] 文字しソ内、使用でをる文字列はユーヴパスワード 
と同様です。 

パスワード文字列そのをのを登録しないでください。 

9 [0K ] ボタンをクリックする 


パスワードファイルを保存した外部記憶メディアは、ま全な場所に保管してく 
ださい。 


I BIOS セットアップでの登録 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパーを 「 PASSWORDJ の 「Not Registered 」 に合ね 
せ、を pac 句または fBackSpace'l キーを巧す 


パスワードび入力でさる状態になります。 


169 













3 パスワードを入力する 

) てスワードは已〇文字内で入力します。ノ（スワードに使用できる文字は、 
「東ちパスワードユーテイ U テイ」の場合と同様です。 

4 (Enter) キーを 巧す 

パスワードび確認され 、 「New Password 」 が [Verify PasswordJ に変 
わって表示されます。 

5 もラ 1 度パスワードを入力ずる 

お認のため、手順3と同じパスワードををラ]度入力してください。 

6 作 nter ) キーを巧す 

パスワードび登録され 、 rVeiify Password 」 び 「 Re 邑 istered 」 にをわっ 
て表示されます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合 
は、エラーメッセージび表示されます。手順3からやり直してください。 

【 BIOS セットアップの終了方法】 

B の S セットアップの終了ち法は、次のとおりです。 

1 @+0 キーを f 甲す 

本製品では、@+©び d ごをキーの機能を持ちまず。 

「Are you sure ? ( Y / N ) i.he changes you made will cause the 
system to reboot 」 と表示されまず。 

2 を ) キーを 巧す 

設定内容びち効になり、 BIOS セットアップび終了します。 

2ユーザパスワードの削除 


まちパスワードユーテイリテイでの削除 


1 [ スタート ] 一 [ すべてのプ □ グラム ] 一 [TOSHIBA ] -[ユー 
テイリテイ ] 一 [ パスワードユーテイリテイ]をクリックずる 

[東芝パスワードユーテイ1」テイ]画面び表示されまず。 

パスワードで認証を行ってください。 

国^認証について「本項4ユーヴパスワードの入力」 

2 [ 削除]ボタンをクリックずる 

[ユーヴバスワードの削除]画面び表示されます。 

3 [ 削除]ボタンをクリックする 

お認画面び表示されます。 


4 [ OK ] ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの削除認証]画面び表示されます。バスワードで認証を 
行ってください。 

^認証について「本項4ユーヴパスワードの入力」 

認証は、「まちバスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴ権 
限で行ってください。 

5 表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 ロボタンをクリックする 

バスワードび削除されます。 

BIOS セットアップでの削除 _ 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパーを 「 PASSWORDJ の 「 Re 旨 isteredj に合わせ、 



パスワードび入力でさる状態になります。 

3 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

4 をな品) キーを巧す 

rPassword 」 が 「New PasswordJ に変わって表示されます。 

5 〔 Enter ) キーを 巧ず 

ここでは何を入力しません。 

「New Password 」 が [Verify Password J に変わって表示されまず。 

6 作 nter ) キーを巧ず 

ここでは何を入力しません。 

パスワードび削除され 、 「Verify Password 」 び 「Not Registered 」 に変 
わって表示されます。 

手順3で入力したバスワードび登録したバスワードと異なる場合は、ビー 
プ音び鳴りエラーメッセージび表示されます。手順3からやり直してくだ 
さい。 

購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、ムツ後パスワードの項目にカー 
ソルび移動でさなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラ 
1度設定を行ってください。 

BIOS セットアップの終了ち法は、「本項 1- BIOS セットアップの終了ち法」をお 
認してください。 
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3 ユーザパスワードのをを 

まち パ スワードユーテイ U テイでのを更 _ 

1 [ スタート ] 一 [ すべてのプ □ グラム ] 一 [TOSHIBA ] -[ユー 
ティリティ ] 一 [ パスワードユーティリティ]をクリックする 

[東芝パスワードユーティ1」ティ]画面び表示されまず。 

パスワードで認証を行ってください。 

^認証について「本項4ユーヴパスワードの入力」 

2 [ 変更]ボタンをクリックする 

[ユーヴバスワードの変更]画面び表示されます。 

3 [ 入力]に新しいパスワードを入力する 

4 [ 確認入力 ] に手順 3 で入力したパスワードをちう 1 度入力する 

5 [ 変更]ボタンをクリックずる 

お認画面び表示されます。 

6 [0K ] ボタンをクリックする 

[ユーヴバスワードの変更認証]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

ここでは、まだバスワードは変更されておりませんので、今回手順3、4で 
入力したをのではなく、登録済みのパスワードを使用してください。 

国^認証について「本項4ユーヴパスワードの入力」 

認証は、 r ま芝パスワードユーティ U ティを起動したとさと同じユーヴ権限 
で行ってください。 

7 パスワードファイルを作成する場合は [0K ] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをクリックし 
て < ださい。 

パスワードファイルの作成ち法は、「本項 1- ま芝パスワードユーティ U 
テイでの登録」の手順7をお認してください。 
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BIOS セツトアップでの巧更 


1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパーを rPasswordJ の 「 RegisteredJ に合わせ、 
〔 Space) または fBackSpace ) キーを巧す 

パスワードび入力でさる状態になりまず。 

3 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*び表示されます。 

4 〔 Enter) キーを巧す 

「 Passw □「山び 「New Password J に変わって表示されます。 

5 新しいパスワードを入力し、匡を互)キーを巧ず 

「New Password 」 び [Verify Password J に変わって表示されます。 

6 手順己で入力したパスワードをもう 1 度入力し、 后巧品] キーを巧す 

パスワードび変更され 、 rVeiify Password 」 び 「 Registered 」 に変わっ 
て表示されます。 

手順已と手順曰で入力 した) ロワードび一致しない場合は、エラーメッ 
セージび表示されまず。手順已からやり直してください。 

BIOS セットアップの終了ち法は、「本項1 - BIOS セットアップの終了ち 
法」をお認してください。 

4ユーザパスワードの入力 
I 電源を入れたとま/化止げ態か5復帰するとさ 

ユーヴパスワードを登録している場合、電源を入れると rPassword = J と表示され 
よ9 〇 

次の方法でパソコン本体を起動でさまず。 

1 登録したとおりにパスワードを入力し、 〔巨而 iP ) キーを巧す 

Arrow Mode 回 LED、Numeric Mode 國 LED I ま、パスワードを設定し 
たとをと同じ状態にしてください。 

購入時の設定では、パスワードの入力-スを3回繰り返した場合は、自動 
的に電源び切れます。 

電源を入れ直してください。 
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h ま泛パスワ-ドユ-ティリティを起動したとを 

ユーヴパスワードを登録している場合、 r ま芝パスワードユーティ U ティ」を起動す 
ると、認証をホめる画面び表示されます。次のち法で認証を巧います。 

1認註を求める画面が表示された日、パスワードを入力する 

2 [確認]ボタンをクリックする 

ユーサパスワードをちれてしまつた場合 

ユーヴパスワード、スーパーバイヴバスワードを忘れてしまった場合は、次のち法 
でお語してください。 

• バスワードファイルを確認する 

電源を入れるときにパスワードび必要になった場合は、本機し U 外の機器でお認し 
てください。 

上記のち法でパスワードの確認でさなかった場合は、お近<の保守サービスにご巧 
談ください。 

パスワードの解除を保守サービスに依頼する場合は、ち償です。またそのとを、身 
分証明書（お客様自身を確認でをるをの）の巧おび必要となります。 


スーパーバイザパスワード 


「まちバスワードユーティ U ティ」で、 Windows 上からスーパーバイヴパスワード 
の登録や登録内容の変更びでさまず。なお、 BIOS セットアップでは設定でをません。 

メモ - 

• 先にユーヴパスワードび登録されている場合は、スーパーバイヴパスワード 
の登録はできません。 ス ー) 又一) くイヴノてスワードとユーヴ>1 くスワードを両方 
登録する場合は、1度ユーヴパスワードを削除し、スーパーバイヴパスワー 
ドを登録してからをう1度ユーヴバスワードを登録してください。 

• スーパーノ くイヴノ（スワードとユーヴノ くスワードでは、違うパスワードを使用 
してください。 

• スーパーバイヴパスワードを登録ずると、ユーヴーポ U シーを設定でをます。 
ユーヴーポ U シーとは、複数のユーヴでバソコンを使用している場合の、さ 
ユーヴの権限を設定する機能です。 










起動方ミち 


I [スタート]一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

2に : ¥Program Files ¥ Toshiba¥Windows Utilities¥SvpwTool 
VTOSPU . EXEJ と入力する 

3 [ OK ] ボタンをクリックする 

[まちバスワードユーテイ U テイ]画面び表示されます。 

パスワードを登録している場合はパスワードで認証を行ってください。 

4 [スーパーバイザパスワード]タブをクリックする 

メモ - 

• スーパーパ'イヴパスワードを設定している状態で、 （ EH ) キーを巧しなびら 
電源を入れて起動ドライブを選択したい場合は、「まち J くスワードユーテイ U 
テイ」の[スーパーバイヴパスワー円タブで、[ユーヴポ U シーの設定]画 
面の [ HW セットアップ/ BIOS セットアップの起動を許可ずる]のチェッ 
クをはずさないでください。チェックをはずしていると、 （ EID キーを押し 
なびら電源を入れてを、起動ドライブの逞択びできません。 

^ ( EH ) キーで起動ドライブを変更するち法 

「2章 1-3 起動するドライブを変更する場合」 

• 「ま芝パスワードユーテイ U テイ」の[スーパーバイヴパスワー円タブで、 
[ユーヴポ1」シーの設定]画面の[ユーヴパスワードの登録/変更を強制す 
る]をチェックすると、なのように設定されます。 

. ユーザバスワードが登録されていない場合 

設定後の1回目の起動時に 、 「New Password =」 と表示されます。 

ユーヴパスワードの登録を行って<ださい。 

■ユーザパスワードが登録されている場含 

設定後の起動時の 「 Passwo 「 d =」 で、ユーヴパスワードを初めて入力し 
たときに 、 「New Password = J と表示されます。 

新しいユーヴパスワードに変更してください。 

[Verify Password =」 に 「New Password = J で入力したパスワードをも 
ラー度入力すると、ユーヴパスワードが登録/変更されまず。 
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操作方法 _ 

【登録、削除、変更】 

スーパーバイヴパスワードの登録、削除、変更などの設定ち法は、「まちバスワード 
ユーティ U ティ」でのユーヴパスワードの設定ち法と同様です。 

ユーヴパスワードの設定を確認して < ださい。 

国^ユーヴパスワード「本節〇ユーヴパスワード」 

なお、スーパーバイヴパスワードを削除すると、ユーヴパスワードを同時に削除さ 
れます。 

【一般ユーザの操作を制限する】 

スーパーバイヴパスワードを登録すると、スーパーパ'イヴパスワードを巧らない 
ユーヴは「ま芝 HW セットアップ」の設定を変更できないようにする、などいくつ 
かの制限を加えることびでをます。 

スーバーバイヴパスワードを登録した状態で、次の手順を実行してください。 

1スーパーバイザパスワード設定用の r 東芝パスワードユーティリ 
ティ J を起動する 

[ま芝パスワードユーティ1」ティ]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

国^認証について「本節 0-4 ユーヴパスワードの入力」 

2 [スーパーバイザパスワード]タブで[ユーザポリシー]の[変更] 
ボタンをクリックする 

[ユーヴポ U シーの設定]画面び表示されます。 

3 操作を許可する項目をチェックする 
4 [設定]ボタンをクリックする 

5 表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックずる 

[ユーヴポ U シーの設定認証]画面び表示されます。 

スーパー J (イヴパスワードで認証を行ってください。 

国^「本節 0-4 ユーヴノ（スワードの入力」 

6表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 


HDD パスワード 


HDD； ロワードは、八ードディスクを保護するセキュリティ機能でず。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


1ま意事項 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくこ 
とを強くおすすめします。 




万一、登録したパスワードを忘れた場合、修理'保守対応ではパスワードを解 
除でさません。この場合、八ードディスクドライブはホ父に使用でをなくなり、 
八ードディスクドライブの交換対応となります。この場合、有償での交換とな 
0ます。 

八ードディスクドライブび使用できなくなつたことによる、お客様またはその 
他の個人や組織に巧して生じた、しぶなる損失に巧しても、当社は一切責任を 
負いません。 

HD □バスワードの設定については、この点を十分にごま意いただいた上でご 
使用ください。 


2 HDD パスワードの種類^^^^^^^^^^^^^^ 

HDD； くスワードは、ユーヴ HDD ノ くスワードとマスタ HDD ノ くスワードの2つを設 
定することび可能です。 

【 ユーザ HDD パスワード】 

各パソコンの使用者自身び設定することを想定 した) (スワードです。 

マスタ HDD パスワードを削除ずると、同時にユーヴ HDD パスワードも削除され 
ぶ9 〇 

【マスタ HDD パスワード】 

管理ちなどびバソコン本体の環境設定を管理/保守ずるために設定することを想定 
したパスワードです。 

マスタ HDD； くスワードはユーヴ HDD ノ V° スワードの代わりに使えます。ユーヴ 
HDD； くスワードを忘れた場合でを、マスタ HDD ノ f スワードを入力して八ードディ 
スクドライブにアクセスでさます。マスタ HDD パスワードを使用してユーヴ HDD 
パスワードを変更することもでさます。 

なお、マスタ HDD パスワードのみを登録することはできません。 
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組織などでマスタ HDD パスワードを用いた運用を検討した場合、さパソコンの 
ユーヴに対してパソコン本体を配布する前に、あらかじめ管理者び BIOS セット 
アップでマスタ HDD パスワードと仮のユーヴ HDD パスワードを設定しておく必要 
びあ0ます。 

ユーヴ HDD ノ（スワードとマスタ HDD ノ くスワードの設定方法は同じです。け降は、 
ユーヴ HDD パスワードの設定を例に説明しています。 

3 HDD パスワードの登録 

マスタ HDD パスワード (Master Password ) の項目は、目 IOS セットアップの 
「HDD Password Mode 」 び fMaster + UserJ の場合のみ表おされます。 

マスタ HD □ノロワードを設定し、続けてユーヴ HDD ノロワードの設定を行います。 

1 己 IOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパ’一を 「User Password ! の [Not RegisteredJ に合 
わせ、 ( Space ) または 〔 Backspace ) キーを巧ず 

パスワードび入力でをる状態になります。 

3 パスワードを入力する 

パスワードは已□文字 L ツ内で入力します。パスワードに使用できる文字は、 
ユーヴパスワードの場合と同様です。 

国^ユーヴパスワードに使用できる文字 

「本節 -J f スワードとして使用でさる文字」 

パスワードは]文字ごとに*び表示されますので、画面でお認でをません。 
よくお認してから入力してください。 

4 ( Enter ) キーを 巧す 

パスワードび確認され 、 「New User Password 」 が [Verify User 
PasswordJ に変わって表示されます。 

5 パスワードを入力する 

お認のため、手順3と同じパスワードををう]度入力してください。 

6 〔 Enter ) キーを 巧す 

パスワードが登録され、 rVer げ y User Password 」 が 「 Registered 」 に変 
わって表示されまず。2回目のパスワードが]回目のパスワードと異なる場 
合は、エラー><ッセージび表示されます。手順3からやり直してください。 

目 IOS セットアップの終了方法は、「本節 0 - 1 - 目1日 S セットアップの終了ち法」を 
確認してください。 
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メモ 


• 「ま芝ユーヴパスワードユーテイ U テイ」でユーヴパスワードを設定している 
場合、同じパスワードを使えば HD □パスワードを設定することびできまず。 

4 HDD パスワードの削除 

1 BIOS セットアップを起動する 

2 力ーソルパ’一を 「User PasswordJ の 「 Registered 」 に合わせ、 
を pace ) または [ Backspace ) キーを巧す 

パスワードび入力でさる状態になりまず。 

3 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

4 ( Enter ) キーを 巧す 

[User Password 」 び 「New User PasswordJ に変わって表示されます。 

5 〔 Enter ) キーを巧す 

ここでは何ち入力しません。 

「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 に変わって表示 
されます。 

6 をな品] キーを巧す 

ここでは何を入力しません。 

バスワードび削除されます 

手順3で入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、ビー 
プ音び鳴りエラーメッセージび表示されます。手順3からやり直してくだ 
さい。 

「HDD Password Mode 」 で 「 Master + User 」 を逞おした場合は、マスタ HDD 
ノ くスワードの削除を行うと、同時にユーヴ HDD J くスワードを削除されます。 

ユーヴ HDD パスワードのみを削除することはでさません。 

BIOS セットアップの終了ち法は、「本節 0-1- BIOS セットアップの終了ち法」を 
お認してください。 

5 HDD パスワードのを更 

1 己 IOS セットアップを起動する 
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2 力ーソルパ’一を 「User PasswordJ の 「RegisteredJ に合わせ、 
〔 Spac 句または恒 ackSpace ) キーを f 甲す 

パスワードび入力でをる状態になります。 

3 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると1文字ごとに*び表示されます。 

4 〔 Enter ) キーを巧す 

「User Password 」 び 「New User Password 」 にをわって表示されまず。 
手順3で入力したパスワードび正しくない場合は、エラーメッセージび表 
おされます。手順3からやり直してください。 

5 新しいパスワードを入力し、 を巧品) キーを巧す 

「New User Password 」 か 「Veiify User Password 」 に変わって表示 
されます。 

6手順己で入力したパスワードをもう1度入力し、 をな i ?) キーを押す 

パスワードび変更されます。 

手順已と手順日で入力したパスワードび一致しない場合は、エラーメッ 
セージび表示されます。手順已からやり直してください。 

「HDD Password Mode 」 び [ Master+UserJ の場合は、手順3でユーヴ HDD 
パスワードを入力してください。またはユーヴ HDD パスワードの代わりに、マス 
夕 HDD パスワードを入力することちでをます。この場合、マスタ HDD パスワード 
を使ってユーヴ HDD パスワードを変更することびできます。 

BIOS セットアップの終了ち法は、「本節 0-1- BIOS セットアップの終了ち法」を 
確認してください。 

6 HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れると 「HDD Password =」と 
表示されます。 

この場合は、次のよラにするとパソコン本体び起動します。 

1 設定したとおりに HDD パスワードを入力し、 を巧品) キーを巧す 

Arrow Mode 因! _ ED、Numeric Mode 國 1_ ED は、パスワードを設定し 
たとさと同じ状態にしてください。 

購入時の設定では 、 HDD ノ くスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、 
八ードディスクドライブしが+のドライブび起動します。八ードディスクドラ 
イブじ(がのドライブにシステムび入っているメディアびセットされていない 
場合は、自動的に電源び切れます。電源を入れ直してください。 
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5 指紋認証を巧う 


* 指紋センサ搭載モデルのみ 

本製品には、モデルによって「指紋センサ」と「指紋認証ユーティ U ティ」が用 
意されています。 

ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行5方法について説明します。 


指紋認話とは 


指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなど 
の入力に代えて本人であることを証明する機能です。 

キーボードからパスワードを入力ずる代わりに、登録した指を指紋センサ上にずべ 
らせるだけで、次のことび実行でをます。 

• Windows ログオン 

• インターネットのホームページで、パスワードの入力 
• スク U - ンセーバの解除 

• パソコン本体起動時のユーヴパスワードまたは HDD パスワードの入力 
• スタンバイからの復帰 
• ファイルやフォルダの暗号化 

詳しくは「指紋認証ユーティ1」ティ」のヘルプを参照してください。 

指紋センサは非常に高度な技術で作られておりますので、なの取扱を意事項を守っ 
てご使用ください。特に指紋センサ表面の取り扱いには十分ごミ主意ください。 

• 次のような取扱いをすると故障したり、指紋び認証されない原因になります。 

-指紋センサ表面を W などの硬いものでこずったりひっかいたりする 
-指紋センサ表面を強<巧す 
-磊れた手で指紋センサ表面を触る 

指紋センサの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

-化粧品や薬品、砂やおなどの付いた巧れた手で指紋センサ表面を触る 
砂などのルさい物でを、指紋センサを傷つける場合びあります。 

-指紋センサ表面にシールなどをはる 
-指紋センサ表面に鉛筆やボールペンなどで書く 
-指紋センサ表面を静電気を帯びた手や布などで軸る 
• 指紋センサをご使用になるとさには、なの点にごを意ください。 

-手び巧れている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を軸れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気び乾燥するを場にはを意して < ださい。静電気は指紋センサの故障原 
因にな0ます。 
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-眼鏡ふき（ク U - ナーク□ス）などの柔らかい巧でセンサの巧れをふき取る 
このとき、洗剤は使用しないでください。 

-指と指紋センサび横から見て平行になるよラに指を置< 

-指紋センサと指の中央を合わせる 
-指紋センサの上に第一関節びくるように置く 

-スライドするときにはゆっくりと一定のはやさで手前にスライドさせる 
それでも認識されない場合は、はやさを調整してください。 

-なの図のよラに、指を上下や左ちにぶれさせず、指紋センサび完全に見える状 
態になるまで指を手前にすべらせてください。 


読み込ませる範囲 



• 指紋を登録ずる場合には、認識率向上のために次のような状態の指は避けてくだ 
さい。 

■ 磊れている 
-けびをしている 
-ふやけている 
-荒れている 
-ミちれている 

指紋の間の巧れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 
• 認識率び下びったな、と思ったら次の点を確認してください。 

-指紋センサの表面び巧れていないか、確認ずる 
巧れている場合は、眼鏡ふさ（ク1」ーナーク□ス）などの柔らかい巧で軽くふ 
さ取ってから使って < ださい。 

指紋センサ表面は強くこすらないでください。故障するおそれびあります。 

-指の状態を ffi 認ずる 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、みやけた状態、指紋び磨耗した状態、極端 
に太った場合など、指紋の登録時と状態び異なると認識できない可能性びあり 
ます。認識率び改善されない場合には、他の指での再登録をおすすめします。 

-指の置さかたにを意ずる 
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その他 

- 2本け上の指を登録することをお勧めします。ラまく認識しにくい場合などは、 
登録しなおすか、他の指を登録してください。 

-指紋の認識率には、個人差びあります。 

-指紋認証技術は、データや八ードウエアの完璧な保護を保証してはおりません。 
本機能を利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負 
いかねますので、ご了承ください。 


〇] 


Windows □グオンパスワードを設定する 


「指紋認証ユーティリティ」の設定や登録をするためには 、 Windows ログオンパス 
ワードを設定しておく必要びあります 。 Windows ログオンパスワードを設定してい 
ない場合は、なの手順で設定してください。 

すでに Windows □グオンパスワードを設定してある場合は、「本節©指紋を登録 
する」に進んでください。 


設定方ま 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックする 
[ユーザーアカウント]をクリックする 


2 


3 


4 


5 


Office び搭載されていない場合、「コンピュータの管理者アカウント」の 
ユーヴは手順4へ、「制限付さアカウント」のユーヴは手順已へ進んで< 
ださい。 

[ユーザーアカウント]をクリックする 

Office 搭載モデルの場合、「コンピュータの管理ちアカウント」のユーヴは 
手順4へ、「制限付きアカウント」のユーヴは手順已へ進んでください。 

パスワードを設定するアカウント（ユーザ名）のアイコンをクリッ 
クずる 

[パスワードを作成する]をクリックする 

[アカウントのパスワードを作成します]画面び表示されます。 


1831 



システム環境の変更 






6 時斤しいパスワードの入力]にパスワードを入力する 

パスワードは半角英数字で、127文字まで入力でさます。英字の場合、大 
文字とルタ字は区別されます。入力した文字は「♦♦♦•」で表示されま 
ず。指紋認証の利便性、安全性のメ U ットを生かすために、より長いパス 
ワードを設定してください。登録されたパスワードは、忘れたときのために 
必ず控えておさ、ま全な場所に保管して< ださい。 


バスワードびねからなくなった場合、パソコンの管理者アカウントで設定し 
たユーヴアカウントび他にあれば、そのアカウントで□グオンしてバスワー 
ドの再登録びでさます。 

管理者アカウントで設定した他のユーヴアカウントび無い場合は、 U カバ U 
をしてください。リカバリをすると、購入したをに作成したデータなどは、 
すべて消失しまず。 

国^ 「9章再セットアップ」 


7厅 i 5) キーを巧す 

力ーソルび惭しいパスワードの確認入対に移動します。 

8もう1度パスワードを入力する 

必要であれば、パスワードを忘れたとさにパスワードのヒントになる語句を 
[パスワードのヒントとして使ラ単語や語句の入力]欄に入力してください。 
ヒントを入力しておくと、パスワード入力画面でヒントを見ることびでさま 
ず。ヒントを見て思い出すよラなバスワードにしておけば、ねからなくなる 
む配はありません。 

9 [パスワードの作成]ボタンをクリックする 

10「コンピュータの管理者アカウント J のユーザで[ファイルやフォル 
ダを個人用にしますか？]画面が表示された場合は、[はい、個人用 
にします]ボタンをクリックする 

ファイルやフォルダを巧ちする場合は、[いいえ]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 











Windows □グオンパスワードを設定したら、「指紋認証ユーティ U ティ」で、指紋 
を登録しまず。次の手順を実行してください。指をけびしたとをなどのために、2 
本 LU 上の指を登録してください。 

^「本節® Windows ログオンパスワードを設定する」 

指紋センサには、最大21パターンの指紋を登録でさます。複数のユーヴでバソコ 
ンを使用している場合は、全ユーヴあわせて21パターン登録できます。例えば1人 
で10パターンの指紋を登録した場合、他のユーヴび登録できるのは、計11パター 
ンまででず。 

指紋センサにおがをラま<読み取 5 せるには 

1指紋センサに巧して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関 
節を軽く指紋センサ中央の上におく 

2第1関節か日先端にかけて、指のは5部分が指紋センサに触れるよ 
ラに手前に水平に引く 

指巧だけ指紋センサにのせると、指紋び認識されない場合びあります。第1 
関節から先端にかけて指のはらの部分び指紋センサに触れるように、ゆっく 
りとスライドさせてください。 











1 操作方法 

r 指紋認証ユーティ U ティ」でユーヴ登録を行います。ユーヴ登録では 、 Windows 
のユーヴアカウントとその□グオンバスワードを登録した後、そのユーヴアカウン 
卜でログオンし、認証で使用ずる指（指紋）を登録しまず。また、登録した 
Windows ログオンパスワードは、「指紋認証ユーティ U ティ」の各種機能を使用す 
るためのマスタ) f スワードとしてち使用します。 

メモ - 

Windows ログオンパスワードは指紋認証の代わりに使用でさますび、指紋の 
ユーヴ登録など一部の機能は Windows □グオンパスワードで代用することは 
でさません。 


1 指紋を登録するユーザアカウントで□グオンする 


2 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [Protector Suite QL] 一 
[ユーザー登録]をクリックずる 

[ユーヴー登録]画面び表示されます。 

通知領域の [Protector Suite QL ] アイコン（^|)をク U ックし、表 
おされたメニューから[指紋を編集]を逞択してち[ユーヴー登録]画面を 
起動することびでさます。 


3 [次へ]をクリックする 



[ユーヴーのパスポート]画面び表示されまず。 

このとを、すでに指紋を登録してある場合は[バスワード]画面び表示され 
ます。指紋センサに指紋登録済みの指をすべらせるか、パスワードを入力し 
て[次へ]をク U ックしてください。その場合、手順已へ進みます。 
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4 [パスワード入力]欄に Windows □グオンパスワードを入力し①、 
[次へ]をクリックする② 



[指紋登録のヒント]画面び表示されます。 

画面に表示される指紋登録のヒントを、よくお読みください。 

5 [巧話型チュートリアルを実行ずる]がチェックされていることを確 
詔し①、[次へ]をクリックする② 



[正しい読み取り手順]画面び表示されまず。 
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6 画面に表示される説明と動画をよく見て、[次へ]をクリックする 

動画は1回再生したを停止しますび、[ビデオ再生]をク1」ックするともラ 
1度再生されます。 


正しい寅み也0午扉 

民ぶなサンフルの巧巧でま S 田巧 

，巧 

K ： 

1巧ォちち(の1 

龄正®こ献巧 1C と肌:-きるおじが D 手1«:巧って 
くでな、 

•t：/ サ-紳央じ g- 西巧 5S 巧す 

•ピ州-て -i 就巧なぶ；;巧を'ミけ6ないでくをさい 

•巧を平％の左!こ宝いてく巧さ U 

1チユ -K) アル S ス单，刀。1 

1 <戻る<目）|]【泣へ讯)> 1|||キ1>杜レ1 


[スキャンの練習]画面び表示されます。 


7ディスプレイの下にある指紋センサに指を軽くのせ、手前側にすべ 
5せる 

第1関節を指紋センサの上に置さ、手前に引くようにすべらせてください。 
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同じ指を 4 回認識させてください。指紋センサに指をすべらせると、画面 
の4つのボックスに、1回ごとの指紋データの読み取り結果び表示されます。 
このとさ[ビデオ再生]をクリックすると、手順日で見た動画を見ること 
びでをます。 




謂 

巧 


な宙でな.同 MS の窗み巧りを4回行 t なす 




[ が)田 UD 


厂 E デォ再ち処1 

[ ヘル伽 ) 


«後®サンブル用;巧を巧みのゥロ ㈱ 、 


[チュ -W ァルがかブの 1 

•I [ キ f ン t ル ) 


-巧巧したとさ 


-失敗したとき 


4回実行した後、何回かラまく読み取りびでさなかった場合は、やり直しを 
すずめるメッセージび画面下部に表示されます。 

[やり直し]をク U ックし、もう1度手順7を実行してください。 

4回とを指紋データの読み取りに成巧すると、「練習問題に合格しましたの 
で、登録する準備びでをました。」と画面下部に表示されます。 

キ仪。 a 晋 T2 

巧触み做 iSm 


な窜でな、同 WS の资*扣口を4回け(•なす 





がて践しけ 

弓べ【殺けず 

す 《 x と-をしますす 


[ 树坦し田 J 

[ だォ再を性）] 


[ 〜レブ M ) 


巧習 fsm こを语しま说ので—を货すを*(肋でさまけこ。 


〔チュ-トリの I ■むゎフの I 

のっ_』 I キ V ン G ル I 


8 [次へ]をクリックずる 

[ユーヴーの指紋]画面が表示されます。 
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9 登録する指を示ずボックスをクリックし、ディスプレイの下にある 
指紋センサに登録したい指の第1関節を軽くのせ、手前側にすべ日 
せる 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指(外の指を登録することを 
おすすめします。 



第1関節を指紋センサの上に置さ、手師こ引くようにすべらせてください。 
同じ指を3回読み取らせます。画面中央に読み取り画面び表示され、]回 
指紋読み取りび成巧するごとにチェックびつさます。 


3回とを指紋の読み取りびできたら、 r 成巧」と認識画面の下部に表示され、 
登録した指を示すボックスに指紋イラストび表示されます。 



[ユーヴーの登録]画面び表示されてから2分(内に指紋登録を行わないと 
エラーメッセージび表示されます。 [0 K ] をク U ックして、指紋登録を 
行ってください。 

な前登録した指を再び登録した場合は、新しく登録した指紋データで上書を 
されます。 
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10 違う指で手順 9 を繰り返す 

最ほでを2本の指を登録して<ださい。 

11[次へ]をクリックする 

パスワードの登録をすすめる画面び表示されます。 


12 [ OK ] をクリックする 



[お張セキュ U ティ]画面び表示されます。 

13拡張セキュリティを使用ずる場合、必要な設定をする 

あ張セキュ I 」ティ機能を有効にすると、登録したユーヴデータなどをな護 
キーを使って暗号化し、セキュ U ティを強化することびでをます。 

この機能を使用しない場合は、[現在のユーヴーのお張セキュ U ティを有効 
にする]のチェックをはずし、手順1已へ進んでください。 

TPM を使用するお張セキュ1」ティち式を選がするには、事前に TPM を利 
用可能な状態にしておく必要びあります。 TPM を利用可能にしてあると、 
画面中央の[化張セキュリティタイプ]に TPM を使ラ化張セキュ U ティち 
式び追加されます。 

^ TPM のインストールと詳細「本章己 TPM を使う」、 

『 TPM 取扱説明書 （ PDF マニュアル)』 

化張セキュリティち式を有効にするには[現在のユーヴの化張セキュ I 」ティ 
を有効にする]をチェックし①、[お張セキュ U テイタイプ]で使用したい 
項目を選択してください③。 


① 


③ 
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14 比キュリティデイレ r スび動作しない場合に使用する J 〇ックアップパ 
スワードを有効にする]をチェックし①、パスワードを入力する② 

ここでバックアップパスワードを設定しておくと、化張セキュリティを設定 
している状態で指紋センサびラまく動作しない場合や指紋をラまく読み取れ 
ない場合に、キーボードからのパスワード入力で認証させることびでをます。 


⑦ 

，③ 


化張セキュ U ティ機能を使用する場合、バックアップパスワードを設定して 
おくことを強くおすすめします。巧測しにくし、長いパスワードを設定して 
<ださい。 

拡張セキュ U ティ機能を使用している場合、指紋認証の代わりに使用でさる 
パスワード入力は、なのよラになります。 

目：バックアップパスワードで代用 
W : Windows パスワードで代用 
X :パスワード入力による代用不可能 



指紋 データ 
削除 

インポート/ 

エクスポート 

ユーヴ設定 

パックアップ 
パスワード有り 

B 

巨 

X 

バックアップ 
パスワード無し 

W 

X 

X 


いずれも、指紋認証をキャンセルしたとさにパスワード入力画面が表示され 
ます。 

圆^お張セキュ U ティの詳細 

「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプ：化張セキュ1」ティ 

15 [次へ]をクリックする 

[終了]画面び表示されまず。 


m 


囚巧巧のユ-サイ)巧果たキュI巧巧ち?《こすな口 

デ-巧 J、n- 阳I所キュリティデバイス)!も肪与 t るな苗キーを巧用し口 g 号化され*ん 


巧巧 t 辛1りテ•巧イフ； 


I A- 阳I乃こ去ヴけキユリティ，ユーヴーのな田デー5は， 
巧巧トジ-1こ巧的?れたは田车-によっては田ミれ.巧 
.校な一技したちさにのみ iflens す，テ-な J. 巧放デ 
バイスじな的ミれたキ -5 任用して 巧ち 化さなん 


[pit キュリ子ィテ vw;y) 制巧しない巧合に巧用巧ルパ!内力 <スり-巧ち汾こする。 (p: 


"'巧アツカ S スごード； 
似ワ-闻 A 力； 


[ <戻るち）] [ みへ化)〉 






16 [完了]をクリックする 



指紋登録び完了し、[よラこそ]画面び表示されます。 

さまざまなメニューび表示されるので、ミ日りたい情報をク1」ックしてお読み 
ください。すぐに読まない場合は、[閉じる]ボタンをク U ックして[よう 
こそ]画面を終了してください。 


K 指紋認註を巧ラ 


j 


指紋を登録ずると、指紋センサに指をスライドさせることで、 Windows へログオン 
できまず。また、パソコンを複数のユーヴで使用している場合、ユーヴの選択も省 
略でさます。 


1操作方法 

1パソコンに電源を入れる 

Windows び起動し、[□グオン認証]画面び表示されます。 

2指紋登録した指を指紋センサの上にのせ、手前側にすべらせる 



指紋び認証されると指紋認証画面に[成巧]と表示され、 Windows に□グ 
オンします。 
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指紋認証びラま < いかなかった場合は、警告メッセージび表示されます。また指紋 
認証を連続して]0回しツ上失敗すると、約1分の間、指紋認証を使用できなくなり 
ます。 

指紋認証びラまくいかない場合は、キーボードからパスワードを入力して、 
Windows にログオンしてください。 

2その他のほいかた 

パソコジの起動や復帰時に描防で認証させる 


【パソコンの起動時】 

パソコンの起動時に、ユーヴパスワードや HDD パスワードの代わりに、指紋認証 
を使用することをでさます。 

事前にユーヴパスワードや HD □パスワードを登録しておいてください。 

国^ユーヴパスワード、 HDD パスワードの登録ち法 
「本章4パスワードセキュ U テイ」 

また、指紋認証をユーヴ;ロワードや HDD ； なワードの代わりに使用するための 
設定ち必要です。 

国^設定の註細 

「指紋認証ユーテイ U テイ」のヘルプ：パワーオンセキュ U テイ 
ューヴ J ロワードや HDD ； ロワードの指紋認証に続けて已回失敗すると、指紋認 
証びでさなくなりまず。その場合は、キーボードからパスワードを入力してバソコ 
ンを起動してください。 

また指紋認証画面び表示されているとさに、キーボードからパスワード入力をした 
い場合は 盾 i ^ kSpa 云司 キーを押してください。キーボードからのパスワード入力び 
巧能になります。 


指紋認証に関連ずるシステム環境や設をび変更された場合、起動時にユーヴ 
パスワードや HD □パスワードの入力をホめられることびあります。その場 
合は、キーボードから各パスワードを入力してください。 












【スク リーンセーパの 解除】 

[画面のプ□パ テイ] の[スクリーンセーバー]タブで、「パスワードによる保護」 

または r 再開時にようこそ画面に戻る」をチェックしてある場合に実行できまず。 

* バソコン本体に複数のユーヴび登録されてし巧場合は、 r 再開時にようこそ画面に戻る」び表おさ 
れます。 

【スタンバイからの復帰】 

席ち省電力]の[アクション設定]タブで、 r スタンバイ/休止状態復帰時にパス 
ワードをホめる」の「する」をチェックしてある場合に実行できます。 


ちがデータの/ V ツクアツプをとる 


登録してある指紋データをノくックアップすることびでさます。バックアップしてお 
くと、 U カバ U したとをなどに指紋を再登録しなくてをすみます。また、別のパソ 
コンで指紋認証を使用したいとさに、指紋データを登録しなくてちすみます。 

設定の詳細 

「指紋認証ユーテイリテイ」のヘルプ：登録のエクスポート/インポート 


パソコンを捨てるまたは人に譲る場合 


パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消ますることを 
おずすめします。 

^指紋データの消去 

「指紋認証ユーティ1」ティ」のヘルプ：既存の登録の削除 

いろいろな操作をするにあたつて — 

• PasswordBank (インターネットのホームぺージで指紋認証による ID 、 パス 
ワードを入力する機能）は 、 Internet Exproler で動作します。 

• XP Pro モデルの暗号化ファイルシステム ( EFS ) で暗号化したファイルを、指紋 
認証の暗号化機能 「 Mysafe 」 フォルダへコピーすることはでさません。 

•指紋認証のエクスポート機能では、 「 Mysafe 」 フォルダの中のデータをエクス 
ポートすることはでをません。 

rMysafeJ フォルダの中のファイルは、ファイルのコピーと貼り付けなどのち法 
で、必要に応じてバックアップをとることをおすすめしまず。 
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システム環境の変更 










ヘルプの起動方法 _ 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [Protector Suite QL ] 
- [ヘルプ]をクリックずる 
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6 TPM を使 5 


本製品には 、 TPM (Trusted Platform Module ) が用意されています。 

TPM は 、 TCG (Trusted Conputin 邑 Group ) が策定した仕様に準拠しています。 


« 


TPM 


1 TPM とは 

TPM (Trusted Platform Module ) は 、 TCG (Trusted 巳 omputin 目 Group ) 

び策定した仕様に準拠したセキュ U ティコントローラチップです。 

一般的に、電子データの保護は暗号処理ち式（暗号アルゴ U ズム）によるちのなの 
で、八ードディスクやメモ U などに保存されている暗号鍵び、暗号解読の攻撃巧を 
になる可能性びあります。 

TPM ではこれらの暗号鍵を、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチップにな存 
ずるので、より安全にデータびな護されます。 

また、 TPM は公開されている標準化された仕様のため、それに対応したセキュ U 
ティソ U ューシヨンを使用することにより、より強固な PC 環境を構築でをます。 

本製品では、 TPM の設定は、 BIOS セットアップと 「Infineon TPM Software 
Professional Package 」 で 午了し'! ます 0 

詳しくは 、 『Trusted Platform Module 取扱説明書 J ( PDF マニュアル）とヘルプ 
を参照してください。 
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システム環境の変更 





■漏山 操作にあたつて …- 

• [Infineon TPM Software Professional Package 」 をインスト ー J レすると、 
Windows ログオンノ（スワードやユーヴ>1 くスワードとは別に TPM に対するパス 
ワードを設定する必要びあります。設定したパスワードは、忘れたときのために 
必ず控えておいてください。また控えたパスワードは、安全な場所に保管してく 
ださい。パスワードびわからなくなった場合、どんな手段でも TPM で保護された 
データを復元することはでさません。 

• 本製品を修理-保守に出した場合、メイン基板に組み込まれたセキュ U ティチッ 
プ （ TPM ) 内のデータは保証いたしません。 TPM を使用している場合に、本製 
品を保守-修理に出ず際は、おず前わってが部記憶メディアに最新の緊急時バッ 
クアップアーカイブファイルと緊急時復元用トークンファイルをバックアップし 
ておいてください。バックアップしたメディアは、安全な場所に保管してくださ 
し、。データのバックアップに関しては、弊社は一切の責任を負いかねますのでご 
了承ください。 

• 本製品を修理-保守に出した場合、搭載されている TPM に障害びなくてを TPM 
び交換される場合びあります。その場合、バックアップしておいた緊急時バック 
アップアーカイブファイルと緊急時復元用 I クンを使用して、 TPM の設定を復 
元してください。 

• TPM では、最新のセキュ U ティ機能を®供しますび、データや八ードウエアの完 
璧な保護を保証してはおりません。本機能を利用したことによる、いかなる障害、 
損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご了をください。 

• 所有ち登録とユーヴ登録を削除すると、 TPM に関係するセキュリティ機能び使用 
できなくなりまず。このため、管理ち権限を持たないユーヴび BIOS セットアッ 
プの [SECURITY CONTROLLER ] の項目を操作できないように設定すること 
をおすずめしまず。 

国^管理を L ソがのユーヴの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書 
6東芝ノ くスワードユーティ U ティ』 

•所有者登録とユーヴ登録を削除した後に、 TPM の使巧を再開する場合は、もラ1 
度 TPM へ所有者登録やユーヴ登録を行ラ必要があります。 









2 TPM を有効にする方法 

TPM を使用するには、まず BIOS セットアップで TPM をち効に設定する必要びあ 
ります。 

TPM を有効にずるちミ去は、「本章3-包 -14 SECURITY CONTROLLER 」 を参貝負し 
て < ださい。 

メモ - 

• 巨 IOS セットアップでの TPM に関する設定を、管理をの権限を持たないユー 
ヴび変更できないようにすることびできます。 TPM の設定を守るために、管 
理者の権限を持たないユーヴに操作制限を加えることをおすすめします。 

^管理ち!;■(がのユーヴの制限について 

『Trusted Platform Module 取扱説明書 
6ま芝ノ く スワー ド ユーテ イ U テイ』 


3 「Infineon TPM Software Professional Package] のインストール方法 ■ 

TPM を有効にした後 、 「Infineon TPM Software Professional Package ] をイ 
ンストールしまず。 

1[スタート]一[すべてのプラグラム]一[アプリケーシヨンのちイ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

3 [ドライバ’]タブをク U ックする 

4 画面左側の [Infineon TPM Software Professional Package ] 
をクリックし 、 [「Infineon TPM Software Professional 
Package ] のセットアップ]をクリックする 

5 画面の指示に従ってインス! — ルする 

[ファイルのダウンロード]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
U ックして<ださい。 


TPM を使巧するための設定や使用ち法は、 PDF マニュアルとヘルプを参照 
して < ださい。 









4 PDF マニュアルのインストール方法 

『 Trusted 円 atform Module 取扱説明書』 （ PDF マこュアル）のインス! -- ル方ま 
は、次のとおりです。 

1 [スタート]一[ずべてのプラグラム]一[アプリケーションの再イ 
ンストール]をクリックずる 

2画面のメッセージに従ってインス!-ールずる 

[ドライバ]タブの [Infineon TPM Software Professional Package ] 
に用意されています。 

5 PDF マニュアルの起動方ミ去 

『 Trusted 円 atform Module 取扱説明書』 （ PDF マこュアル）の起動方まは、次の 
とお0です。 

1 [スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [Trusted Platform 
Module 取扱説明書]をクリックずる 

6ヘルプの起動方ミち 

1 通知領域のに ecurity Platform ] アイコン（互）をクリックし、 
表示されるメニューか5 [ヘルプ]をクリックずる 
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7 章 

設定やデータの巧巧 


すでに使っていたパソコンの使用環境を、新しいパ 
ソコンでも引き続き利用するために必要な手順や前 
のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソ 
フト 「 PC 引越ナビ J について説明しまず。 


1 パソコンを買い營えたとをは吕〇吕 
吕前のパソコンのデータを移行ずる204 



1 パソコンを買い替えたとまは 


新しいパソコンに買い替えたかたは、今まで使っていたパソコンと同じよラに使5 
ために使用環境を整えましょラ。 

Windows セットアップを完了してから行ってください。また、インターネット接続 
やアプリケーションのインス!ル、データの移行を行ラ前にウイルスチェックソ 
フトをインストールすることをおすすめします。 

1周辺機器を巧无るよラにする _ 

【 仕様を確認す る】 

今まで使っていた周辺機器を本製品に接続して使用するには、次の点を確認してく 
ださい。 

①本製品の仕様を確認する 

本製品に、その周辺機器を使用するためのインタフェース（コネクタなど）び装 
備されているか、確認してください。 

③ Windows XP に対応している機器か確認する 

『周辺機器に付属の説明書』や機器のメーカのホームページで、その周辺機器び巧 
応しているシステムを確認してください 。 Windows XP に対応していない場合 
は、本製品に接続して使用でさません。 

国使用できる周辺機器について 「4 章周辺機器の接続」 

【 周辺機器を接続す る】 

① 今まで使っていたバソコンか5周辺機器を取りはずす 

『周辺機器に付属の説明書』や『パソコンに付属の説明書』をお認し、周辺機器を 
取りはずしてください。 

② 本製品にドライバやソフトをインス I ルする 

機器に CD などでドライバび添付されている場合や、メーカのホームページで 
Windows XP 用のドライバびダウン□-ドできる場合は、本製品にダウン □- 
ドしてください。 

③ 本製品に周辺機器を取り付ける 

「4章周辺機器の接続」をお認し、周辺機器を取り付けてください。 

周辺機器を取り付けたあと、動作に問題ないかお認してください。 

メール やイジ ター ネツトの設定をする _ 

Windows セットアップび完了したばかりの状態では、メールやインターネットは使 
用でをません。 

プ□バイダとの契約時に送られてきた説明書などをお認し、を5—度設定してくだ 
さい。 
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パソコンを買い誓えたときは 



I アプ U ケーシヨンをインス I ルする 

ろまで使っていたパソコンで使用していたアプ U ケーシヨンを引き続き使用する場 
合は、インストールします。 

『アプ1」ケーシヨンに付属の説明書』やメーカのホームページで、そのアプリケー 
シヨンび対応しているシステムを確認してください。 

Windows XP に対応していない場合は、本製品では使用できません。また、本製品 
に最新版のアプ1」ケーシヨンび入っている場合は、本製品のアプ1」ケーシヨンを使 
用ずることをおずすめします。 

① 今まで使つていたバソコンか S アプ U ケーシヨンをアンインス I -―ルする 

② 本製品にインス I ルする 

アンインストール/インス I ル手順は、『アプ U ケーシヨンに付属の取扱説明 
書』を確認して<ださい。 

B データの移巧をする 

データの移行とは、パソコンに保存されているデータを CD / DVD などのメディア 
やネットワークを介して別のパソコンに移ずことをさします。データのコピーとを 
いいまず。 

今まで使っていたパソコンで作成したデータやフォルダを本製品にコピーします。 
データを作成したアプ U ケーシヨンび本製品にインストールされていることをお認 
してください。 

メモ - 

• 本製品には 、 rintemet Explorer 」 や 「Outlook Express 」 の設定、作成 
したデータなどをまとめて移行でさる 「 PC 引越ナビ」び用意されています。 









2 前のパソコンのデータを移巧ずる 


パソコンを買い替えたとさは、それまでに使巧していたパソコンと同じ環境にする 
ために、設定やデータの移行といった準備が必要です。 

「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間 
び簡略化することがでさるアプ U ケーションです。事前に次の点を確認しておくと、 
よりスムーズに操作がでさます。 

ここでは、移行したい設定やデータが保存されているパソコンを「前のパソコン」、 
設定やデータを移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 

パソコンの仕様を確認する 

【前のパソコンの動作環境を確認ずる】 

「 PC 引越ナビ」は、次のシステムに対応しています。 

• システム *1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 20 日日 / Windows XP Home 
Edition/Windows XP Professional 

* ] マイク□ソフト社び提供している最新の Service Pack を適用してください。 

また 「Internet Explored のバージョンが「巨 SP1」 じ(上であることを確認してください。 
それ政下のバージョンの場合は「日 SP1」 を適用してください。 

システムの正式名称はなのとおりです。 

Windows 98 SE .. Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system 日本語版 

Windows Me.Microsoft® Windows® Millennium Edition 曰 peratin 呂 system 日本語版 

Windows 2000 ... Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system 日本語版 

圆^ [Internet Explored のバージョン確認とバージョンアップ方■法につ 
いて 

「付録已 Internet Explorer のバージョンについて」 


• すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したがって、すべての 
パソコンでの動作は保証でさません。 


【使用できるメディアや環境を確認する】 

設定-データの移行をするには、次のち法びあります。 

• メディアを使用ずる 
• ネットワーク ( LAN ) を使用する 
• クロスケーブル ( LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、巧通して使用でさるち法のなかから、移 
行する設定' データの容量に適したち法を還んで<ださい。 









「 p 巳引越ナビ」で使用でをるメディアは次のとおりです。 

* 書を込みできるメディアについては、「3章巨-〇使用できるメディアと対応するアプ U ケーシヨ 
ン」を確認してください。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW • DVD+R 

• DVD+RW • DVD-RAM • USB フラッシュメモ U 

前のノくソコンでどのメディアび使用できるかを確認し、移行に使用するメディアを 
選択し、必要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要なメディアは、 
あらかじめフォーマットしておいてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量びルさいと、数回に分けて 
データをコピーずることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用するこ 
とをおずすめします。 

_ 移巧できる設定とデータ _ 

「 P 巳引越ナビ」で移行でをる設をとデータは、次のものです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フォルダの設定 .ホームページ（スタートページ）の設を 
-□-カルエ U アネットワーク （ LAN ) の設を 

• Outlook Express の設定 

初期状態で登録されているメインユーヴのなのデータを移行でさまず。 

•アドレス帳の内容 - メールデータ 

-アカウント情報 

(メールアカウント、ニュースアカウント、ディレクト U ヴービスアカウント） 

• Microsoft Outlook の設定 

* rMicrosoft □山100 k 」 は Office 搭載モデルにのみ同枢 I およびインス I ルされていまず。 
Office び搭載されていないモデルの場合、(前にご使用されていたノ（ソコンに保をされて 
いる rMicrosoft OutlookJ のデータを本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご 
使用の前に市販の rMicrosoft OutlookJ を本製品にインストールするぶ、要びあ D ます。 

-個人用フォルダに含まれるデータ 

•電モメールアカウント設定 （ ExchangeServe し POP 3、 IMAP 、 HTTP ) 
•その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルール、署名） 

• [マイドキュメント]フォルダにな巧されているファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したとさのユーヴ名の[マイドキュメント]を移行でさます。 

• デスクトップ上のファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したとさのユーヴ名のデスクトップ上のファイルを移行で 
さます。 

• 任意のフォルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することびできまず。指定はフォルダ単位で行います。 


設定やテ—夕の移巧 
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メモ 

• 移行でさる設定やデータについて、 
詳しくは、 「 PC 引越ナビ」の[詳細 
説明引っ越し可能なデータ]画面で 
お認してください。 

[ PC 弓陋ナビ機能説脚画面で駐 
細説明]ボタンをク1」ックすると表 
示されます。 



操作にあたつて — ~ 

ま意制限事項については、「アプ U ケーシヨンの再インストール」の 「「 PC 引越ナビ」 
をインストールする前にお読みください（ミ主意制限事項)。」を参照してください。 

• こん包プログラムび作成ずるこん包ファイルを分割ずる場合、分割するこん包 
ファイルの大ささは、最大 2 G 日となります。 

•「 PC 引越ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大 
己巳,000ファイルです。 

• 「こん包プログラム」からこん包ファイルを作成ずるには、作成される予定のこん 
包フアイルの大きさの約 2.3 倍の空を容量び、保存先の装置に必要です。 


1インストールする 

「 PC 引越ナビ」は、購入時の状態ではインストールされていません。次の手順でイ 
ンストールしてください。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーシヨンの再イ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

3 [東ちユーティリティ]タブをクリックする 

4 画面左側の [ PC 引越ナビ]をクリックし、画面ち側の UPC 引越 
ナビ J のセットアップ]をクリックする 

LU 降は、表示される画面の指示に従って操作してください。 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
リックしてください。 
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前のノ（ソコンのデータを移行する 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に化って行いまず。移行する設定-データや使 
用する移行ち法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れはなのとおりです。 
本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよ 
いでしよラ。 


移行方式を決める * 本製品で操作しまず。 

いくつかある移行方式のなかか日、前のパソコンと本製品の仕様や、移行する 
データの容量を元に移行方式を選択します。 


「こん包プ□グラム」をコピーずる * 本製品で操作しまず。 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを一つにまとめるプ□グラムでず。移行 
方法をネットワークにした場含は、本製品の共有フォルダにコピーしてください。 
移行方法を;><ディアにした場合は、メディアにコピーしてください。 


「こん包プ□グラム」を実行ずる * 前のパソコンで操作しまず。 
コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移巧する複数のデータを]つのファ 
イル （ 「こん包ファイル」）にまとめます。 


「こん包ファイル」を コピーず る * 前のパソコンで操作します。 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。 

移行方法をネットワークにした場含は、本製品の共有フォルダにコピーしてくだ 
さい。 

移行方法を;^ディアにした場合は、メディアにコピーしてください。 

移行するデータの容量によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 


「こん包ファイル」を開こんずる * 本製品で操作しまず。 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開さ、コピーします。 
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設定ゃ T 夕の移行 













2 起動方法 

1 [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ PC 引越ナビ]をクリッ 
クずる 

[ PC 引越ナビ使用許諾]画面び表示されます。内容を確認してください。 

2 [同意する]をチェックし、[次へ]ボタンをクリックする 

使用許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用ずることはできませ 
ん。 

「 PC 引越ナビ」び起動し、説明画面び表示されます。内容を確認し、[次 
へ]ボタンをク U ックしてください。 

I 説明画面について _ 

【操作に困ったとき】 

[説明]ボタン、または[詳細説明]ボタンをク1」ックずると、表示している画面の 
詳細説明び表示されます。 




»巧で S る ME とデータ BU 下の6ので T- 
.Intamst ExclorarSMStS — 

•Ou 化 wkExD 巧 SS の BS とデ—夕に习 
- Outlook の KE とテータ ^ 

•マイド车3>ントフ: r ルブ 
•デスクトツブ上®フ？イル 
-任 g のフ，ルプに a* 〇るフ7イル 


〔1 B ■制コI 


.'.'ぶい a さ刪巧。 

*がフトウ:!巧こ f 惦知 f に？ Iっちし元〕ンむ-贿よ巧Iっ芭しモ〕ンむ -5 で.ち惠〕-ド (AC 巧プの S 組*し 
’ ’ — -- - k 於:，本のドじアを実行中 «. スタンバイおがホよ状ちじ喊、で<忘な、 


■ Microsoft, Wir«bows, Outlook (J. ホ国 Micros か00 roor が加の米国6よ U その他の回こわけるま巧商宿 
がは团•でん 

,rpc 引芭I • 


引たけ J 比東至/か〕ン•ンステム株すをれの届巧です。 


避 




前のノ（ソコンのデータを移行する 


【説明画面の操作方法】 

画面の構造は、次のとおりです。 




説明び表示されます。 


書き込み巧巧な DVD 



/り'而 或、 


. 説明のページ数と現在説明し 
ている位直をのします。 


卸 - M 


ク U ックすると元の一 
画面に戻0ます。 

ク1」ックすると前の- 
ページに戻ります。 


-ク IJ ックすると次の 
ページに進みます。 
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8 章 

困つたとをは 


パソコンの操作をしていて因ったときに、どうした 
5良いかを説明しています。 

トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を 
読んで、解消方法を探してみてください。 


1トラブルを解消するまで吕12 
2 Q&A 集221 



パソコンび動かなくなった！ろまでとは違ラ動さをする！なんだか変！不まだ! 
そんなとをには次の順まで解消へのアプ□-チをたどってください。 




广 \ 

オンラインマニュアルで調べて 

<ださい。 

Windows び起動していると田こ、 
取扱説明書（本書）をパソコン画面 
上で見ることびできまず。 

国^「10章1オンラインマニュア 
ルについて」 

_/ 


本章のに Q & A 集 J で 
調べてください。 

パソコンについてよく問い合わ 
せのあるトラブルの解消ち法を、 
「電源を入れるとを/切るとを」 

などの操作場面ごとに Q & A お式 
で説明していまず。 

\ _ 


^トラブルを解消するまで 


^ / 

•電源は入りまずか？ 

•画面は表示されますか？ 

•タッチパッド/マウス、キ—ボ I ドは操作でさますか？ 

パソ n ンのげ態を確認してください。 

^_ J 





1 トラブルを解消ずるまで 




各アプリケーシヨン 
のヴポート窓□に巧 
い合わせてください。 

rio 章7問い合わせ先」 
をお語してください。 



「 dynabook.comj の 
ヴポートで調べてくだ 
さい。 

インターネットに接続して 
ホームぺージ rdynabook . 
com 」 のサポート情報で 
調べてください。 
r よくあるご質問 （ FAQ )」 
やメールで質問する「まち 
P 巳オンライン」、デバイス 
ドライバや修正モジュール 
などのダウンロード、 
Windows 関連情報を提供 
しています。 


詳細について 
「本節〇トラブル 





アプ U ケ—シヨンの 
トラブル 


dynabook の故障や修理など、ヴポート情報については、同個の『東芝 PC ヴポー 
卜のご案内』を確認してください。 






トラブル事例を見てみる 


r 



東芝パソコン全体の「よくあるご質問 （ FAQ )」 や、デバイスドライバや修正モ 
ジュールのダウン□ー ド、ウイルス-セキュ U テイ情報などをご覧になれます。 

URL : http :// dynabook . com / assistpc / index _ j.htm 


L 


I •点た.の…* み巧…'，睡盧•か 


W .-。( 





--h なな化日） 




• » お t-± ， l 巧 — 口 grB す ;^ わか •, 》 : USM-fiW MSM-nW が！ •iF-n り、 f ：； Tl!0»g か日が m 



巧巧け‘9 の.—！ ■で IBW か I 六 <■ 


J RSg を :ゎち在*?巧?)1»5巨*5-ジ[ぉ〇1)11018]|こてをりま7。 


r よくあるご質問 ( FAQ ) 

パソコンの操作に困ったとさに、解決方法を探すこと 
びでさます。 

r 本項-パソコンの操作に困った5 
「よくあるご質問 （FA 日）」」 


-タウン □ ー ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ド 
でをます。 


•ウイルス*セキュリティ情報 


-技術的なご相談/修理のご相談 
技術的なご相談や修理のご相談を紹介しています。 


お客様登録 


(表示例） 


相談窓口やパソコンのリサイクル、お客様登録については、 ri 日章こんなとさは」 
にち詳しく紹介されています。 

1[スタート]ボタンをクリックし、[インターネット]をクリックする 

Internet Explorer び起動します。 

購入時の状態では、起動して最初に本製品のヴポート情報のページび表示さ 
れるように設定されています。 


【パソコンの操作に困った5「よくあるご質問 （ FAQ )」 】 

r よくあるご質問 （ FAQ )」 では、日頃、よく寄せられる質問について、サポートス 
タッフび、図や解説をまじえて解まち法を掲載しています。 



よ<»奇こ占田 TOP 己 

リ丰0ムイ：^>—/バッ于り。；ッ，り卜|ウ) の幕をホ巧 けす!こけ 

'ろパ串 fl| な王ーポー ド々巧 <WindcimsiSXP> 

6 导1-リ-ノ ク の#>かでゎ ち山.|J■ぅl^す ろホ;ち <Mo^ClSClil勘ntemel Explorer > 


千つクト，づ卜じ f7 イっ -1 ド: L-Sl. イド电 aW— 


I. りイネ'',卜つーク 1' r 



2, ち届サボート (阿？:会社シ7ンテッ巧 
3 7m ィ ー ’吁ボ ーK 7T17 ィー巧氏《け> 


(表示例) 


































































トラブルを解消ずるまで 


キーワード検索では、条件の逞択やキーワードや文章を入力して、検索でさまず。 




、CCim トンフ > けポート MS >よ<あるこ g 问 （FAQ) 

I キーワードお索 


Mii. 0S. 曲品：&リどのホーワード乂力で.よくあるこ ep=i けの） S なますることができ軍す， 

側重. osg どの更 HSii 折’大りし，「ち宝げ ’S ン S クリックしてく E さい。技ま後.こち6の画面か6周 J て ag るキーワードで巧宝す 
る巧台がクリア J ボタン E クリックしてください。 

こ首な S りテ □ リの一臣责で指ミして巧宝 T る点合け.「 巧ゴリ（かんたん）宿宝げ ,—す旧げ’巧.し 

Powerd byiFrMW)*l 


US 


ノートフック ’ —I I 【シ巧是右し —【モテル】）旨是りし 

L 指ちなし vi 

[■【S テコ IJ】 巧$なし II I【3コカテコリ】ち玉むし AI 

T ホーりードりな宜 SA 力して（たさい•ホーり一_ドの固こI J；l ベース8乂れて （K3U, _ 


3 


^ ^ (表示例） 

サポート情報は、最新情報を掲載ずるため、内容を変更することびあります。 

【メールで質問する r 東芝 PC オンライン J 】 

「よくあるご質問」を探しても問題び解ミ夫でさないとさは、専用フォームからお問い 
合わせください。24時間3巨已曰いつでも受け付けており、サポート料は無料です。 
ご利用には「お客様登録」び必要ですので、事前に登録をしてください。 

^「10章已 -0 東芝 ID ( TID ) お客様登録のおすずめ」 

1「よくあるご質問 J で解消方法を探す 
2 「 A . 回答’対処方法 J の説明の後のアンケートに答える 


この情宙はおぞ宮のお役に立ちましたか？ 

_广つ.みそ1-。—户_ 


- 3;巧窗こなったがお*でき g かった 


- か用しくて«か 6W かった 


' 5;»1リたぃ巧容で13リかった1 


奇用フォームか6の因合わせ S ごま呈の方は ■ アン ケートにお客 そく ださ ti。 

Uj. r4J. rsjs 埋折され t 巧合13, E-mail 奇用つォームのこま巧が责モされ S す。 
おない合わせIこついて13[ま呈 PC：t ンライン J でホ IJS す。 


「引「4」「引のいずれかの項目にチェックをつけてください。 

3 [送信]ボタンをクリックする 

PC オンラインへの U ンク画面び表示されます。 

4 r 東芝 PC オンライン J をクリックする 

画面の指示に従って専用フォームからご質問ください。 

メールにてご回答させていただをます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことびござい 
まず。ご了をください。 

この他、アプ U ケーシヨンの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載し 
ている場合びあります。アプ U ケーシヨンについて巧りたいことびあるとき 
は、ホームページをお認するのも良いでしよう。 

^ホームぺージアドレスについて「10章7問い合わせ先」 

ーザ" 21 巳 I 



困つたとさは 





【モジュールのダウン □ —ド】 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ードでさます。 

「ダウンロード」から検索でさます。[キーワード検索]では、本製品のシリーズ名 
などを選択すると、モジュールの情報が一覧表示されます。 

日 S をアップグレードしたい場合は、日 S にあったモジュールをダウン□ー ドしてく 
ださい。 


し〇キ-つ- _K«* * 

且的がピ Z ュー止 

了'7プヴレード 


1。 肚 HT ジ a - ん 

J • 「TV 丰： L- サドうイ li’l のづ子’ート（巧 gm 甘; 6加> け〇泌年め(日々; AI 

• dvnaboDk R10/n0L7 BIOS の 7''i づ千’ート 00め (gXX 日泌 A) 

• む n 虫 1 か S_S MX2/SS M11 WindonsXP(SP2) ドうイ" の i 的 n (2 の!X年XX日め (A) 

• dynaboDk SS M11 Win か tvsXPSPla け’ろむ：の迫巧 UOXX 年め(月XX印 

• dynsbook SS Mil Wiridotvs の00 KP4I ドうイパ の i 的 n (20XX 年XX月な日） 

• dynaboDk SS MIO WindatvsXPSPIa) ドろ ■O: の i 巨 JTI UOXX 年か月 XX 印 

• dynshook S.alellile 712 WindotrsXP ド气イパ の iSmi 。〇め(年沿日め (A) 

• dynaboDk Satellite 712 UVindotis 2000ドうイ"’ の iStm (20 な g め!日め (A) 

• dynsbook SS 1620 WjactotKXP ドうイバ のち而 （20 松年め!日め (FI) 

• dynaboDk SS 1620 Win 出 iw 2000ド亏 I •パの i 巨加 け 0XX 年め(月 XXA) 

• dynsbook SS 520 WrdoTOjXP 5 PI a ドうイバ の iSmi (2D め(年め(月め (A) 

• dynaboDk SS 520 Wrdotvs200D ドうイ バ の iS 加 （20 め(年め(日め (A) 

• dynsboDk SS 5X/SS S20 W in 化 ws XP ドうイ "■ の iStin (20 な gXX 日) tXA) 

• dvnaboDk Oosmlo F20/d G20/4-VU - ブ Qosmio AV Cen け i の了、、,づ千ート （20>0{3な月め: A) 

• TPW ■ロトアのア•パ千’-卜Iこつ UT (わ in らサ） 口0め(年汾日松 A) 


(表示例) 


メモ - 

•相談窓□や PC のリサイクル、お客を登録については、本章のム乂降のページ 
や「10章こんなとさは」にも詳しく紹介されています。 




































パソコンの操作について、困ったときは、ま芝 PC あんしんサポート技術相談窓 □ 
に連絡してください。技術的な質問、問い合わせに電話で対応します。 

全国共通電話番号 

01 20-97- 1048 (通話料-電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスび流れます。アナウンスに従って操作してくださし、。 
技術的な質問、お問い合わせは、アナウンスのをで GD をプッシュしてください。 

技術相談窓 □ 受付時間： 9:00-1 9:00 (年中無休） 

[電話ま号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

海がからの電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつなび 
らない場合びございます。 

その場合は TEL 043-2 日 8-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わせください。 

♦東芝 PC 電話 ヴポート 予約 サービス 

19:00 ~ 24:00の時間帯に電話サポートをご希望のお客様には、サポートス 
タッフからご希望の時間帯にお電話を差し上げます。 

インターネットから電話サポート予約サービスをご利用ください。（定員制） 
nttp :// dynabook . com / assistpc / 

本サービスのご利用には「お客様登録」が必要です。 

システム><ンテナンスのため、ヴポートを休止させていただく場含がございます。 
日程は、 dynabook . com 「ヴポート肩報」一「東芝 PC あんしんヴポート」 （ http ;/ 
/ dynabook . c 日 m / assistpc / anshin / indexj . htm ) にてお知らせいたします。 
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困つたとをは 







1 トラブルチェツクシート 

東ち PC あんしんサポート技術相談窓口では電話での本製品の技術的な質問、お問 
い合わせにお答えいたします。円滑に対応させていただくために、なの内容をまとめ、 
お手元にお使いのパソコンをご用意のうえ、お問い合わせください。 

Q.1 使用しているバソコンの型番は？ 

型番は本体裏面のラベルに記載されています。 

Q.2 使用しているソフトウェア環境は？ 

Windows XP など、使用しているシステムとアプ U ケーシヨンは？ 

システムのバージョンや CPU の種類を「ま芝 P 巳診断ツール」で確認してく 
ださい。 


Q.3 どのよラな症状が起こりましたか？ 

なるべく具体的にお巧らせください。 

Q.4 その症状はどのような操作をした後、発生ずるようになりましたか？ 

なるべく具体的にお巧らせください。 

Q.5 エラーメッセージなどは表示されましたか？ 

表示された場合、表示内容をお知らせください。 

Q.6 その症状はどれく5いの頻度で凳生しますか？ 

□一度発生したが、そのを発生しない □常に発生する 

□ 電源を切5ないと発生するが、電源を切ってか S 再起動すれば発生しない 
□ 電源を切ってか己再起動してを必ず発生する □ その他： 


Q.7 その症状が発生ずるのはミ夫まった操作のをですか？ 
□ ある一定の操作をすると発生する 


□ どんな操作をしてち発生ずる 

□ その他： 

Q.8 インターネットや通信に関する相談の場合 

プ□バイダ名： 

使用モデム名： 

使用回線： □ ブ□—ドバンド 

□ダイヤルアップ接続 

□ に DN 接続 

□携帯電話- PHS 接続 

Q.9 周辺機器に関する相談の場合 

機器名（製品名）： 

メ—力—名： 


I 


トラブルを解消ずるまで 


2遠原ま援サービス 

URL : http :// www . dynabook . com / assistpc / remote / index _ j.htm 

「遠隔支援サービス」は、お客をのパソコン画面をサポートスタッフびインターネッ 
卜経由で拝見しなびら、技術サポートを行ラサービスです。 

実際のパソコン操作は、サポートスタッフからの電話とお客様のパソコンに表示さ 
れるマーカの指示に従い、お客様ご自身で行っていただきます。 

メモ - 

• 本サービスの利用を希望される場合は、事前にま芝 PC あんしんサポート 
にご相談をお願いします。ご相談されずに本サービスを利用することはで 
さません。 

• 画面の画像情報を通信するためにブロードバンド回線 （ ADSL など）び必要 
となりまず。また、電話にてサポートを行ラため、インターネットと同時に 
電話び接続できることも必須となります。 

• 本サービスでは、画面情報のみ送信されます。画面に表示されない限り、ス 
タッフびパソコン本体に保存されてしぶ情報を見ることはできません。また、 

本サービスはセキュ U ティ対策を行っております。情報は暗号化されて送ら 
れ、個人情報の漏洩などのおそれはあ0ません。 

• 本サービスでは、お客様のバソコンに操作案内用のマーカを表示するための 
データを送りますび、お客様のパソコンの内部データを書を換えることは一 
切ありません。 

• 本サービスは登録び不要です。同意事項を了穿ル)ただくことで、利用でさます。 

本サービスは無償サービス*です。 

* インターネットに接続するための費用などは、お客様の負担とな D ます。 



お客様 サポートスタッフ 

電話やマーカなどによる案内に従い、おお客様のバソコンの画面をサポートス 
客様ご自身でバソコンを操作していただタッフ側で拝見します。その画面を見な 
きます。 び5、的確な操作方法を電話でお伝えし 


ます。 
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トラブル解消に役立つ操作 


r 




トラブルを解消するために、パソコンの設をを変更する必要びある場合びあります。 
ここでは、パソコンの設をを変更するとをによく使ラ操作を説明します。 


1コント□—ルパネルを開く 

コント□ールバネルとは、パソコンのいろいろな設ををまとめたフォルダです。パ 
ソコンの設定を変更したいとさには、まずコントロールパネルを開を、その中から 
目的の設定を行ラオプション画面を選ぶことびよくあります。 

コント□ールノてネルの開さかたを説明します。 

1[スタート]一[コント□—ルパネル]をクリックずる 

[コント□ールパネル]画面び表示されます。 

必要な設定を行つて < ださい。 






2 Q&A 集 


電源を入れるとさ/切るとさ . 22色 

Q 電源スイッチを押してち反応しない . 22色 

Q 1度電源が入りかけるがすぐに切れる 

電源が入6ない . 22色 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない . 227 

Q 自動的に電源が入ってしま5 . 227 

Q [シャットダウン]や[終了オプション]か6 

電源が切れない . 228 

Q 使用中に突然電源が切れてしまった . 229 

Q しば5く操作しないとさ、電源が切れる . 229 

Q 間違って電源を切ってしまった . 230 

Q Windows の起動と同時にプ□グラムが実行される . 230 

Q バソコンが休止状態にな己ない . 231 

Q 休止状態を設定でさない . 231 

Q 「巧さ )キーを巧しなが5電源を入れてち、 

起動ドライプを変更でさない . 231 

画面/表お . 232 

Q 画面に何も表おされない . 232 

Q 電源は入っているが、画面に何も表示されない . 吕3吕 

Q 画面が見にくい . 233 

Q 画面が暗い . 233 

Q 画面の表おや色がはっさりしない . 234 

Q CRT ディスプレイで画面の色がにじんだよラに表おされる . 234 

Q 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイを、拡張表おまたは 
ク□—ン表示に設定しているとさ、外部ディスプレイに 

ノイズが表おされる . 234 

Q 画面の表おが遅い . 234 

Q WinDVD で DVD - Video を再生すると、 

画像が上下に細かく揺れる、または正常に表おされない . 23已 

Q 同時表示にしているとき、 DVD - Video の映像や 

3 D のアプリ ケーションが表示されない . 吕3已 


困つたとさは 
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Windows .23 己 

Q 内蔵時計が合っていない . 23已 

Q パソコンの処理速度が遅くなった . 236 

バッテリ駆動で使用ずるとさ . 238 

Q 巨 atteryCHLED がく'なミ威した . 238 

Q 充電したはずのバッテリパックを使用してち 

Battery 亡コ LED がオレンジ色に点ミ威ずる . 238 

Q バッテリ駆動でしば5く操作しないとを、電源が切れる . 238 

キーボード . 239 

Q キーを押してち文字が表示されない . 239 

Q キーボードか S で;字を入力しているとをに力ーソルが 

とんでしまラ . 239 

Q 「\」（バックスラッシュ）が入力でさない . 239 

Q ひ5がなや漢字の入力がでさない . 239 

Q キーボードで入カモードを切り替えたい . 240 

Q キーに印刷された艾字と違ラで字が入力されてしまラ . 240 

Q どのキーを押してち反応しない 

設定はあっているが、希望ので字が入力できない . 241 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 241 

タッチパッド/マウス . 242 

Q タッチパッドやマウスを動かしてち画面のポインタが 

動かない（反応しない） . 242 

Q ダブルクリックがラまくでさない . 242 

Q ポインタの動をが遅い/速い . 242 

Q USB マウスが使えない . 243 

CD/DVD . 243 

Q CD / DVD にアクセスでさない . 243 

Q FDD / CD-ROM 日 A ® LED が消えなし） . 244 

Q CD / DVD をセットしても自動的に起動しない . 244 

Q CD / DVD が取り出せない . 244 

Q バソコン本体の電源が入5ないため、 

CD / DVD が取り出せない . 24已 

Q DVD - Video をドライプにセットしたとさ、再生ずる 

アプリケーシヨンや操作を選択ずる画面が表おされない . 24已 






























サウンド機能 . 245 

Q スピーカか己音が聞こえない . 245 

Q サウンド再生時に音飛びが凳生する . 24色 

イソターネット . ci 46 

Q ホームぺージが表示でさない . 24色 

Q 「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできる 

アクティブコンテンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で 
制限されています…」とい5よラなメッセージが書いてある、 

[情報バー]画面が表おされた . 247 

通信機能 . 247 

Q 無線 LAN 機能が使えない . 247 

周辺機器 . 248 

Q 周辺機器を取り付けているとさの電源を入れる順番は？ . 248 

Q 周辺機器を取り付けたが正しく動かない . 248 

Q 増設メモ1」が認識されない . 248 

フ□ッピーディスク . 249 

Q フ□ッピーディスクに書さ込み（データの保を）がでさない ...... 249 

Q ファイルを開こうとすると「読み込みエラー」や 

「ディスクエラー」が表おされた . 249 

Q フ□ッピーディスクのフォーマットに時間がかかる . 250 

Q 起動用フ□ッピーディスクか S システムが起動しない . 250 

プリンク . 吕已1 

Q 印刷がでさない . 吕已1 

Q スタンバイ状態、休止状態か己復帰を、正常に印刷できない ...... 吕已吕 

Q 最後まで正しく印刷できない . 吕已吕 

Q 上記のずべてを行っても印刷できない . 252 

PC 力ード . 吕已3 

Q PC 力ードが認識されない . 253 

Q PC 力ードの挿入は認識されるがデバイスとして認識されない….吕已3 
Q PC 力ードは認識されるが使用できない . 吕已3 



























USB 対応機器 . 2已4 

Q USB 対応機器が使えない . 254 

Q 休止状態か5復帰後、 USB 対応機器が正常に動作しない . 2已4 

アプリケーション . 25已 

Q アプリケーションが使えない . 2已已 

Q アプ1」ケーションが操作でさなくなった . 2已已 

Q 購入時に入っていたアプ U ケーションを 

誤って削除してしまった . 2已色 

指紋認証 . 256 

Q 指紋の読み取りがラまくいかない . 2已色 

Q 指にケガをしたため指紋の読み取りができなくなった . 2已色 

Q 認識率が下がった6 . 257 

TPM . 2已7 

Q 誤って TPM を初期化してしまった . 2已7 

Q TPM を使用しているバソコンを、修理•保守に出したい . 258 

メッセージ . 2已8 

Q 「 Password = J と表示された . 258 

Q 電源を入れたとき、に wipe Fin 呂 er to authorize access ..」 

と表おされた . 259 

Q「New Password =」 と表示された . 259 

Q 「バスワードを忘れてしまいましたか？」 

「バスワードが誤っていまず。」と表おされた . 259 

Q 画面が青くなり、次のよラなメッセージが 

画面一面に表おされた . 260 

Q fRTC battery is low or CMOS checksum is 

inconsistent 」「 Press[Fl ]Key to set Date / Time 」 

と表おされた .260 

Q 休止状態か 5 復帰したとき、 

「休止モードを準備しています」と表おされた . 261 

Q r システムは休止状態か S の復帰に失敗しました」と表示された... 261 

Q C :¥ >_のよラに表おされた . 261 

Q その他のメッセージが表おされた . 261 
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その他 .262 

Q 「 PC 診断ツール」で診断した S 、 

八ードディスクに「問題あり」と表示された . 262 

Q セーフモードで起動した . 262 

Q パソコン本体か S カリカリと変な音がずる . 262 

Q 甲高い音がする . 263 

Q テレビやラジオの音が聞こえて<る . 263 

Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子がおかしい . ..…263 

Q パソコンが応答しない . 264 

Q コンピュータウイルスに感染した可能性がある . 264 

Q 異常な臭いや過熱に気づいた！ . 26已 

Q 操作できない原因がどラしてもわか S ない ... 26已 

Q パソコンを廃棄したい . 26已 

Q 海外でパソコンを使いたいときは？ . 26色 















【電源を入れるとき/切るとき】 


電源スイッチを巧してち反応しない 


A 電源スイツチを巧す時間が短いと電源が入己ないことがあります。 

Power 6 LED び緑色に点なするまで押し続けてください。 


01 度電源が入りかけるがすぐに切れる 
II 電源が乂 5 ない_ 


( Battery 亡コ LED がオレンジ色に点滅している場合） 

A バッテ U の充電量がかない可能性がありまず。 

次のいずれかの対処を行って<ださい。 

•本製品用の AC アダプタを接続して、電源を供給する 
(他製品用の AC アダプタは使用でさません） 

• 充電済みのバ ッテリパック を取り付ける 

珍バッテ U の充電について巧章1-©バッテ U を充電する」 

(DC IN *2 LED がオレンジ色に点滅している場合） 

A 電源の接続の接觸が悪い可能性があります。 

バッテ U パックや AC アダプタを接続し直してください。 

国^バッテ U パックの取り付け/取りはずし 
巧章1 -© バッテ U バックを交換する」 

国^ AC アダプタの接続 

ri 章 1 - 0 電源コードと AC アダプタを接続する」 


A パソコン内部の温度が一定 L ソ上に達すると保護機能が働さ、システムが自動的に 
停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコ 
ンの内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風 
礼のまわりには物を置かないでください。 

それでを電源び切れる場合は、保守サービスに連絡して<ださい。 



電源を入れたび、システムび起動しない 


A 起動ドライプを八ードディスクドライプし U がに設定した場合に、システムの入っ 
ていないメディアがセットされている可能性があります。 

システムび入っているメディアと取り替えるか、またはドライブからメディアを 
取り出してから、何かキーを押してください。 

それでち正常に起動しない場合は、強制終了して<ださい。強制終了の方法は 
「本節電源を入れるとき/切るとき- Q. [シャットダウン]や[終了オプション] 
から電源び切れない」をお認してください。 

強制終了した後、 (FI2) キーを巧しなびら電源スイッチを巧してください。 
表示されたアイコンの中からシステムの入っているドライブ（通常は八ードディ 
スクドライブ）を©けキーで逞択し、 作品品 )キーを押ずと、システムび起動 
します。 

^起動ドライブについてに章 1-3 起動するドライブを変更する場合」 


A @キーを巧しなが5電源スイッチを巧ずと、正常な状態で起動しなおずことが 
でさます。 

@キーを押しなびら電源スイッチを押すと、画面に Windows お張オプション 
メニューび表示されます。目的にあわせて[セーフモード]または[前回正常起 
動時の構成]を還択し、 盾 Iter) キーを押してください。 

^詳細について『ヘルプとサポートセンター』 


自動的に電源び入ってしま5 


A Windows のタスクスケジューラで設定されている可能性がありまず。 

タスクスケジューラで[タスクの実行時にス U —プを解除する]に設定されてい 
ると、スタンバイ中や休止状態のとをは自動的に電源び入り、設定したタスクを 
実行します。 

なの手順で設定を変更できまず。 

① [スタート]一[すべてのプ□グラム]-[アクセヴ U] 一 [システムツー 
J レ]-[タスク]をク IJ ックする 

② 設定されているタスクをダブルク U ックする 
電源び入った時間などを参考に逞択してください。 

③ [設定]タブの[電源の管理]で[タスクの実行時にスリープを解除する]の 
チェックをはずす 

④ [OK] ボタンをクリックずる 









A ) くネルスイッチ機能が設定されている可能性があります。 

パネルスイッチ機能とは、ディスプレイを閉じると電源を切り、開けると電源ス 
イッチを押さなくてを自動的に電源を入れる機能でず。 

次の手順で、ノネルスイッチ機能の設定を解除でさます。 

① [コント□-ルバネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [まち省電力]をク U ックする 

② [アクション設定]タブの[コンピュータを閉じたとき]で[何もしない]を 
選択する 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 


[シャットダウン]や[後了オプション]か S 
電源び切れない 


A をが)+をが+に却キーを巧して、電源を切ってください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 

• XP Pro モデルでドメイン参加している場合 

① 厄而1+な厅1+巧前キーを押す 

[ Windows のセキュ1」ティ]画面び表示されまず。 

② [シャットダウン]ボタンをクリックする 

タッチバッドやマウスで操作できなし場合は、(^+⑤キーを押してください。 

③ [シャットダウン]を選択し、[〇のボタンをク U ックずる 

タッチパッドやマウスで操作でさない場合は、0〕キーや m キーで[シャッ 
トダウン]を逞択し、 （ inter ) キーを押してください。 

プ□グラムを強制終了し、電源び切れます。 

• XP Home モデル、または XP Pr □モデルでドメイン参加していない場合 

① 巧而1+な厅1+巧前キーを押ず 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

② メニューバーの[シャットダウン]をク U ックする 

タッチパッドやマウスで操作でをない場合は、キーを押してください。 

③ [コンピュータの電源を切る]をクリックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、担)キーを押してください。 
プログラムを強制終了し、電源び切れます。 

A で 和)+ 巧 円)+(5 却 キーを巧しても反応がない場合は、 電源 スイッチを已砂しソ 
上巧してください。 

この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 







ほ用中に突然電源び切れてしまつた 


A バソコン内部の温度が一定しソ上に達すると保護機能が働き、システムが自動的に 
停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソ〕 
ンの内部温度び下びるのを待ってください。 

また、通風孔をふさぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風 
孔のまわりには物を置かないでください。 

それでも電源び切れる場合は、保守サービスに連絡してください。 


しば S < 操作しないとを、電源び切れる 


A Power (!) に D が緑色に点なしてし巧場合、表示自動停止機能が働いた可能性 
があ0ます。 

画面には何も表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチ 
を押さないで < ださい。 

恒 hif 巧キーやに亩〇キーを押す、またはタッチパッドを操作ずると表示び復帰し 
ます。 CRT ディスプレイを接続している場合、表示び復帰ずるまでに10砂前 
後かかることびあります。 


A Power むに D がオレンジ色に点滅しているか、消口の場合、自動的にスタン 
ノ（イまたは休止状態になった可能性があります。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にスタンバイまたは休止状態にす 
るように設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 

また、次の手順で設定を解除でをます。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
つ一 [ま芝省電力]をク U ックずる 

② [プ□ファイル]で利用ずるプ□ファイルを選択する 

③ [基本設定]タブで[システムスタンバイ]および[システム休止状態]の 
チェックをはずす 

④ [0 K ] ボタンをク U ックずる 



困つたとをは 


吕 






囲違って電源を切ってしまった 


A パソコンが処理をしている最中 （Disk 〇に D が点口中）に電源が切れてしま 
うと、八ードディスクが故障する場合がありますので、正しい終了手順を守って 
ください。 

正しい終了手順に化わずに強制終了した後、ノ（ソコンの動作にみしでも異常び起 
こった場合はエラーチェック（八ードディスクの検査）を行ってください。異常び 
あった場合は、画面の指示に従って操作を行ってください。 

国^エラーチェックについて「本節その他- Q . セーフモードで起動した」 



A [スタートアップ]にプ□グラムが設定されている可能性があります。 

[スタートアップ]は、設定されているプログラムを Windows 起動時に自動的 
に実行します。 

アプリケーションをインストールすると、自動的に[スタートアップ]に登録さ 
れる場合びあります。 

次の手順でプ□グラムを削除でさます。 

① [スタート]ボタンをちクリックし、表示されたメニューから[開く]をク 
U ックずる 

② [プ□グラム]アイコンをダブルク U ックする 

③ [スタートアップ]アイコンをダブルク U ックする 
[スタートアップ]画面び表示されます。 

④ 削除したいプログラムのアイコンをク U ックし、[ファイルとフォルダのタス 
ク]の[このファイルを削除する]をク U ックする 

[ファイルの削除の確認]画面び表示されます。 

⑥[はい]ボタンをク U ックする 

⑥[スタートアップ]画面の[閉じる]ボタンをクリックする 

A Windows のタスクスケジューラで設定されている可能性があります。 

タスクスケジューラで[実行する]に設定されていると、設定したスケジュール 
に従ってタスクを実行します。 

アプリケーションをインストールすると、自動的にタスクび登録される場合びあ 
ります。 

次の手順で設定を変更できます。 

①[スタート]一[ずべてのプ□グラム]-[アクセサリ]一[システムツー 
ル]- [タスク]をク U ックずる 
③設定されているタスクをダブルク U ックする 

プ□グラムび実行された時間などを参考に逞択してください。 

③ [タスク]タブで[実行する]のチェックをはずす 

④ [ OK ] ボタンをク U ックずる 
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パソコンび化止巧態にな5ない 


A 休止状態に対応していない周辺機器 （ PC 力ードなど）を取り付けていると休止 
状態になりません。 

休止状態に対応していない周辺機器を取りはずしてから、休止状態を実行してく 
ださい。 

A [スタートアップ]に休止状態の巧げになるアプ U ケーシヨンが設定されている 
可能性があります。 

[スタートアップ]からそのアプ U ケーシヨンを削除し、 Windows を再起動し 
てください。 

^スタートアップに登録されているアプ U ケーシヨンの削除方法 
「本節電源を入れるとさ/切るとさ 
- Q . Windows の起動と同時にプ□グラムび実行される」 


化止状態を設定でをない 


A 休止状態の設定になっていない可能性があります。 

なの手順で設定を変更してください。 

①[コントロールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ク-[電源オプション]をク U ックずる 
[電源オプションのプ□パティ]画面び表示されます。 

③[休止状態]タブで[化止状態を有効にする]をチェックする 
③ [0 ロボタンをクリックする 

^休止状態について「2章3 © 休止状態」 




キーを巧しなび s 電源を入れても、 
ライブををまでをない 


A 「まちバスワードユーテイ U テイ」の「スーパーバイザバスワード」タブで設定 
されている可能性があります。 

「まちパスワードユーテイ U テイ」の「スーパーバイヴパスワード」タブの 
[ユーヴポ U シーの設定]画面で [ HW セットアップ/ BIOS セットアップの使 
用を許可する]のチェックびはずれていると、 （ EH ) キーを押しなびら電源を入 
れても、起動ドライブの選択びできません。 [ HW セットアップ/巨 I 0 S セット 
アップの使用を許可する]をチェックしてください。 

^スーパーバイヴパスワード「已章4-©スーパーバイヴバスワード」 
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困つたとをは 






【画面/表巧】 


画面に何ち表示をれない 


(Power 6に D び消巧、またはオレンジ色に点滅している場合) 

A 電源が入っていない、またはスタンバイ状態になっていまず。 

電源スイッチを押してください。 


電減ま入つているび、画面に何も表示されない 


( Power む LED び緑色に点なしている場合） 

A 表示自動停止機能が働いた可能性がありまず。 

画面には何を表おされませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチ 
を押さないで < ださい。 

を hi 巧キーやに行^キーを押す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰し 
まず。外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに10秒前後 
かかることびあ0ます。 


A インスタントセキュ U ティ機能が働いた可能性がありまず。 

次の操作を行ってください。 

① を杆巧!キーやを面)キーを押す、またはタッチパッドを操作ずる 
ユーヴ名選択画面び表示されます。 

② □グオンするユーヴ名をク U ックずる 

③ Windows の□グオンパスワードを設定している場 S ま、パスワードの入 
力画面に Windows のログオンパスワードを入力し、 （ Enter ) キーを押す 

国^インスタントセキュ U テイ機能について 

「3章2-か厨キーを使った特殊機能キー」 


A 表示装置が適切に設定されていない可能性がありまず。 

キーを3秒しソ上押し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプ 
レイに切り替わります。 

國^詳細について「4章巳外部ディスプレイを接続ずる」 
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画面び見にくい 


A ディスプレイを見やずいち度に調整してください。 


画面び暗い 


A キーを巧して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくしてく 

ださい。 * 1 

勘こ、キーを押すと、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなりまず。 
を])キーで本体液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切っ 
たり再起動したりすると、設定はもとに戻ります。 

A 本体液晶ディスプレイ烟励の輝度が低く設定されている可能性があります。 
「ま芝省電力」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約す 
る機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなり 
ます。詳細は、「まち省電力」のヘルプを参照してください。* 1 
購入時の設定では、 AC アダプタ接続時（フルパワー）の明るさレベルは「レべ 
ル引撮高）に、バッテ U 駆動時（ノーマル）の明るさレベルはバッテ U の残 
容量に応じて「レベル4」から「レベル2」にを化ずるように設定されていま 
す。 

なの手順で設定を変更して<ださい。 *1 

① [コント□-ルパネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
つ一 [ま芝省電力]をク U ックずる 

② [プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選択する 

③ [基本設定]タブで[画面の明るさ]を設定する 

[設定]ボタンをクリックすると、バッテリの残容量ごとに画面の明るさを設 
定できます。 

[解除]ボタンをクリックすると、バッテリの残容量ごとの設定は無効になり 
まず。 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 

* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 



困つたとをは 






画面の表示やをびはつを日しない 


A 本体液晶ディスプレイ（画面）の解像度をパソコン本体のディスプレイサイズよ 
りもルさく設定している場合、画面の表示がはっきりしません。また、色数を少 
ない設定にしている場合、画面の色がはっさりしません。 

次の手順で設定を変更して < ださい。 

① [コント□-ルバネル]を開き、[デスクトップの表示とテーマ]をクリック 
-[画面]をク U ックする 

② [設定]タブで設定を変更する 
• 表示びはっさりしない場合 

[画面の解像度]をディスプレイの解像度に合わせて変更してください。 

• 色びはっさりしない場合 

[画面の色]を[最高 （32 ビット)]に設定してください。 

③ [ OK ] ボタンをク U ックする 

国^ディスプレイの解像度について「3章4ディスプレイ」 


CRT デイスプレイで画面の色びにじんだよ5に表示される 


A テレビ、才ーデイオ機器のスピーカなど強力な磁気を発生する電気製品の近<に 
設置している場合は、表おがにじむ場合があります。 

パソコンと電気製品との距離を離してください。 


本巧液晶ディスプレイとか部ディスプレイを、拡張表示またげ 
ク□-ン表示に設定しているとき、外部ディスプレイに 
ノイズび表示される ^ 


A 外部ディスプレイの解像度、色数、 U フレッシュレートを下げてください。 

設定ち法については、『が部ディスプレイに付属の説明書』を参照してください。 


画面の表示び遅し、 


A 画面の辭像度または色数を高く設定していると、アプ U ケーシヨンによっては表 
おが遅くなります。 

[画面のプロパティ]で[画面の解像度]や[画面の色]を変更してください。 



WinDVD で DVD - Video を再生すると、 

画像び上下に細か<揺れる、または正常に表示をれない 


* DVD スーバーマルチドライブモデル、 DVD-ROM & CD - R / RW ドライブモデ 
ル、 DVD - ROM ドライブモデルのみ 

A 巧のように設定すると、正常に表おされる場合がありまず。 

① rWinDVD 」 を起動し、[コントロールパネル]画面ち側にある[サブパネル] 
ボタンを ク U ック^ [ディスプレイ]を選択ずる 

② [サブパネル]画面も側にある[セットアップ]ボタンをクリックする 

③ [セットアップ]画面の[ビデオ]タブで、[ビデオ八ードウェア構風の 
[八ードウェア デコー ドアクセラレーシヨン使用]のチェックをはずす 
ずぐ下の[八ードウェアカラーアクセラレーシヨン使用]も、チェックびは 
ずれるのでお認してください。 

④ [0 K ] ボタンをクリックずる 

通常、 DVD - Video を再生する場合は、購入時の設定を推奨します。 


同時表示にしているとを、 DVD - Video の映像や 
3 D のアプリケーシヨンび表示されない 


* DVD - Video の再生は、 DVD スーパーマルチドライブモデル、 DVD-ROM & 
CD - R / RW ドライブモデル、 DVD - ROM ドライブモデルのみ 

A いったん DVD 再生、 3 D のアプ U ケーシヨンを終了し、次のいずれかを実行し 
てか S 再び DVD 再生、 3 D のアプ U ケーシヨンを行ってください。 

• 表示解像度や CRT の U フレッシュレートを下げる 
• 本体液晶ディスプレイまたはが部ディスプレイのみに表示するよラ設定を 
変更する 


[Windows] 


内蔵時計びさっていない 


A 巧の手順で[日付と時刻]を修正してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[日付、時刻、地域と言語のオプション]を 
ク U ック^ [日付と時刻を変更ずる]をク U ックする 

② [時刻]に表示されている、デジタル時計の数字の部分をクリックする 

「時：分：秒」で項目び分かれているので、変更したい部分をク U ックしてく 
ださい。 

③ デジタル時計のち端にある ▲ ▼ ボタンで、時刻の修正を行う 

④ [0 ロボタンをクリックする 
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A 長い間パソコンを使用しないと時計用バッテ1」の充電が不十分になります。 

パソコン本体に A 巳アダプタを接続し、電源を入れて時計用バッテ U を充電して 
<ださい。 


A 充電してもしば S くずると内蔵時計が合わなくなる場合は、時計用バッテ U の充 
電機能がお下している可能性がありまず。 

な守ヴービスに連絡してください。 



A 「ま芝省電力」の設定で、 CPU の処理速度が切り替わった可能性がありまず。 

また、ご購入時の状態のプ□ファイルは、 AC アダプタを接続しているとをは 
[フルバワー]、バッテ U 駆動で使用するときは[ノーマル]に設定されています 
ので、 AC アダプタ接続時に比べてバッテ1」腿動時のパソコンの処理速度は遅く 
なりまず。 

CPU の処理速度は次の手順で変更でをます。 

① [コント□-ルバネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [まち省電力]をク U ックする 

② [プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選択する 

Core モデルの場合、このを[基本設定]タブのに PU の制御ち法]で[自 
動]または[固定]をチェックしてください。 

③ [ CPU の処理速度]をスライダーバーで設定ずる 
数字び大をいほど、高速で処理します。 

④ [ OK ] ボタンをク U ックずる 

国^省電カモードについて「已章2省電力の設定をする」 



A バソコンの CPU が高温になり、自動的に処理速度が遅くなった可能性があり 
ます。 

しばらく作業を中止すると、 CPU の温度び下びり処理速度び元に戻ります。 
CPU び高温になった場合の対処方法については r ま芝省電力」で設定でをます。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
ウー [ま芝省電力]をク U ックする 

② [プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選択する 

③ [基本設定]タブの [CPU の熱制御ち法]をスライダーバーで設をする 

④ [0 K ] ボタンをクリックする 

「ま芝省電力」で設定していてを、パソコン使用中の CPU の過熱びおさまらな 
いときは、危険防止のため自動的に電源び切れます（危険防止機能)。この場合 
は、涼しい場所でしばらくパソコン本体を放置してから使用してください。 
それでも電源び切れる場合は、保守サービスに連絡してください。危険防止機 
能び働いて電源び切れたときは、保存していないデータは失われる場合びあり 
〇 

定期的にデータのバックアップを取るようにしてください。 

A 八ードディスクの空さ容量が少なくなり、処理速度が遅くなった可能性があり 
ます。 

不要なファイルなどを削除して、八ードディスクの空さ容量を増やしてください。 



困つたとさは 




【バッテリ驱動で使用ずるとき】 


LED び点滅した 


A バッテ U の充電量が残り少、ない状態でず。 

ただちに次のいずれかの対処を行って<ださい。 

• パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源を供給する 
• 電源を切ってから、フル充電のバッテ U パックと取り換える 
巧姐しないと、休止状態びち効に設定されている場合、パソコン本体は自動的に 
イ木止状態になり、電源を切ります。 

イ木止状態び無効に設定されている場合、バソコン本体は何をしないで電源び切れ 
ますので、保存されていないデータは消失します。休止状態を有効にしておくこ 
とを推奨します。購入時は有効に設定されています。 

また、データはこまめに保存しておいてください。 

国^バッテリの充電ち法「已章 1-0 バッテリを充電する」 


巧電したはずのパッテリパックをほ用してち 
Ba け ery ■ LED びオレンジちに点滅する 


A バッテ U バックは使わずにいても充電量が少しずつ減っていきます。 

もラ1度充電してください。 

充電してち状態び変わらない場合は、バッテ U を再充電してみてください。 

バッテリを再充電しても状態び変わらない場合は、バッテ U パックの充電機能び 
低下している可能性びあります。別売りのバッテ I 」パックと交換してください。 
それでを状態びをわらない場合は、パソコン本体び故障していると考えられま 
す。保守サービスに連絡してください。 

国^バッテリの充電量について巧章 1-0 バッテ U 充電量をお語する」 


パッテリ駆動でしば5く操作しないとを、電源び切れる 


A 自動的にスタンバイまたは休止状態になった可能性がありまず。 

一定時間パソコンを使用しないときに、自動的にスタンバイまたは休止状態にず 
るように設定されていまず。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 

また、次の手順で設定を解除できます。 



①[コントロールパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
クー [ま芝省電力]をク U ックする 
③[プ□ファイル]で利用するプ□ファイルを選択する 

③ [基本設定]タブで[システムスタンバイ]および[システム体止状態]の 
チェックをはずす 

④ [0K] ボタンをクリックずる 

【キ ーボー ド】 


キーを巧してち义字び表示をれない 


A システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび砂時計の形（浸）をしている間は、システムび処理をしている状態 
のため、キーボードやタッチバッドなどの操作を受け付けないとさびあります。 
システムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 


キーボードか S 义字を入力しているとをに力ーソルび 
とんでしま5 


A 夕きを入力しているときに誤ってタッチバッドに触れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り曾わってしまうことがあります。 

なのいずれかの操作を行ってくださし、。 

@+(E 雪キーを巧して、タッチパッドを無効に切り替えてください。 

^詳細について「3章 3-0 タッチパッドを無効/ち効にするには」 


r\j (パックスラッシュ）び入力でをない 


A 日本語フォントでは「\」は入力できません。 

臣1を押すと¥び表示されますび、「\」と同じ機能を持ちます。 


ひ S びなや漢字の入力びでまない 


A 日本語入カシステムがの入カモードが対応していない状態になっています。 

を/全) キーを押して < ださい。 

日本語入カシステムび起動すると、 Microsoft IME ツールバーび表示されまず。 





キーボードで入カモードを切0皆るたい 


A 次のシヨートカツトキーを利用して入カモードを変更でさまず。 


(Sh げ t) + に apsLock 英說キー 

大文字□ック状態 

(M1+ (カタカナひらびな)キー 

□ーマ字入力/カナ入力の切り替え 

励 +〔F1 印キー 

ァ□一状態 

厨 +(FT でキー 

数字□ック状態 


キーに印刷された义字と違5义字び入力されてしまう 


A キーボードドライバの設定が正しくない可能性がありまず。 

次の手順でドライバを再設定してください。 

① [コント□-ルバネル]を開き、[バフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
クする 

② [システム]をクリックする 

[システムのプロパティ]画面び表示されまず。 

③ [八ードウ ェア] タブで[デバイスマネージャ]ボタンをク U ックする 
[デバイスマネージャ]画面び表示されます。 

④ [キーボード]をダブルクI」ックする 

⑥表示されたキーボードドライバ名をダブルク U ックずる 
キーボードのプ□パティ画面び表示されます。 

⑥ [ドライバ]タブで[ドライバの更新]ボタンをク U ックする 
[八ードウェアの更新ウィヴード]画面び表示されます。 

⑦ [いいえ、今回は接続しません]を還択し、[なへ]ボタンをク U ックずる 

⑨[一覧または特定の場所からインス!ルする]を選択し、[次へ]ボタンを 
ク IJ ックする 

⑨ [検索しないで、インス!ルするドライバを選択する]を選択し、炊へ] 
ボタンをク1」ックする 

⑩ [互換性のある八ードウェアを表示]のチェックをはずす 
[製造元]と[モデル]の一覧び表示されまず。 

⑩[製造元]から[(標準キーボード)]、[モデル]から[日本語 PS/2 キー 
ボード （10 己/109キー巳 trl+ 英数)]を選択して、炊へ]ボタンをクリッ 
クずる 

[ ドライ J くの更新警告]画面び表示されます。 

⑩[はい]ボタンをク U ックずる 

ドライバびインス!ルされ、[八ードウェアの更新ウィヴードの完了]画面 
び表ホされます。 

⑩[完了]ボタンをク U ックする 
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⑩キーボードのプ□バティ画面で[閉じる]ボタンをク U ックする 

[システム設定の変更]画面び表示され、「今コンピュータを再起動しまず 
か？」というメッセージび表示されます。 

⑩[はい]ボタンをク U ックする 
パソコンび再起動します。 


どのキーを巧してち反応しない 

設定はあつているび、巧望の义字び入力でをない 


A [スタート]メニューか5再起動してください。 

この場合、保存されていない作成中のデータはミ肖失します。 

A [スタート]メニューか5再起動でさない場合は、 ( Ctrl ) + ( Ait ) + CBil ) キーを押し 
て、再起動してください。 

この場合、保をされていない作成中のデータは消失します。 

A を巧)+@面+巧前キーを巧して再起動できない場合は、電源スイッチを已秒 
しソ上巧してください。 

電源び切れます。この場合、保存されていない作成中のデータは消失します。 
しばらくしてから電源を入れ直してください。 

強制終了した後パソコンの動作に少しでを異常び起こった場合は、エラーチェッ 
ク（八ードディスクの検査）を行ってください。異常びあった場合は、画面の指 
示に従って操作を行ってください。 

^エラーチェックについて「本節その他- Q. セーフモードで起動した」 


ボードに巧み物をこぼしてしまつた 


A 飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消失 
などのおそれがあります。もし、液体がバソコン内部に入ったときは、ただちに 
電源を切り、 AC アダプタとバッテ U バックを取りはずして、購入店、または保 
守ヴービスに相談してください。 




【タッチパッド/マウス】 

* マウスは別売りでず。 


タッチパッドやマウスを動かしてち画面のポインタび 
動かない（反応しない） 


A システムが処理中の可能性があります。 

ポインタび砂時計のお（浸）をしている間は、システムび処理中のため、タツ 
チパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 


A タッチバッドのみ操作を受け付けない場合、タッチバッドがお効に設定されてい 
る可能性があります。 

キーを押して、タッチパッドをち効に切り替えてください。 

国^詳細について巧章 3-0 タッチパッドを無効/有効にするには」 


ダブルクリックび5ま < でまない 


A 次の手順で、ダブルク1」ックの速度を調節してください。 

① [コント□-ルバネル]を開き、[プ U ンタとその化の八ードウエア]をク 
1」ックー[マウス]をク1」ックする 

② [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速度]のスライダーバーを左ちにドラッ 
グずる 

③ [OK] ボタンをク U ックずる 


ポインタの動をび遅い/速い 


A 次の手順でポインタの速度を変更してください。 

① [コント□-ルバネル]を開き、[プ U ンタとその化の八ードウエア]をク 
1」ックー[マウス]をク1」ックする 

② [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

③ [OK] ボタンをク U ックする 

A ボール式マウスを使用している場合、マウス内部がミちれていないか確認してくだ 
さい。 

マウス内部び巧れていると動さび鈍くなります。マウス内部の掃除を行ってくだ 
さい。 

マウスの手入れについては『マウスに付属の説明書』を確認してください。 




A _ 平 5 な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は 
取り除いてください。 

また、マウスの動さを滑らかにするには、マウスパッドの使用を推奨しまず。 


USB マウスび使えない 


A マウスとバソコン本体が正しく接続されていないと、マウスの操作はでさませ 
ん。マウスのプラグを正しく接続してください。 

マウスの接続については、『マウスに付属の説明書』を確認してください。 

A 新しく接続した八ードウエアとして認識されていない可能性があります。 

なの手順で惭しい八ードウエアの追加ウィヴー円を実行してくださし、。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
1」ックする 

② [関連項目]の[八ードウエアの追加]をク U ックする 
[八ードウエアの追加ウィヴード]び起動します。 

③ [なへ]ボタンをク U ックする 
画面の指示に化って操作してください。 


[CD/DVD] 

* ドライブ内蔵モデルのみ 


CD / DVD にアクセスでをない 


A ディスクトレイがさちんとしまっていない場合は、カチッと音がするまで押し込 
んでください。 

^■巳 D/DVD のセット「3章日-包-] CD/DVD のセット」 

A CD / DVD がきちんとセットされていない場合は、ラベルの面を上にして、水 
平にセットしてください。 

A ディスクトレイ内に異物がある場合は、取り除いてください。 

何かはさまっていると、故障の原因になります。 



困つたとをは 
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A CD / DVD がちれてし巧場合は、乾燥した清潔な巧でふいてください。 

それでち巧れび落ちなければ、水または中性洗剤で湿らせた巧でふを取ってくだ 
さい。 

CD / DVD の手人れ「 ] □章3-已巳 D / DVD」 

A CD / DVD を認識していない可能性があります。 

FDD/CD-ROM 曰/@ LED び点滅している間は、まだ認識されていません。 
消なするまで待って、もう1度アクセスしてください。 


FDD / CD - ROM 苗’ @ LED び消えない 


A 大量のデータを処理しているときは、時間がかかります。 

LED び消えるまで待ってください。 

どラしてを消えないとさは作業を中断し、再起動してください。この場合、保存 
されていない作成中のデータは消失します。 

国^再起動のち法「本節キーボード- Q. どのキーを押してち反応しない 
設定はあっているび、希望の文字び入力でさない」 

再起動後、同じ操作を行っても、 LED び消えない場合は、電源を切り、保守 
サービスに 連絡してください。 


CD / DVD をセツトしてち自動的に起動しない 


A 自動起動に対応している CD / DVD でも、自動的に起動しない場合があります。 

起動している全てのアプ U ケーシヨンを終了し、 CD/DVD をセツトし直して 
<ださい。 

それでを起動しない場合は次の手順で起動でをます。 

①[スタート]一[マイコンピュータ]をク U ツクする 
③ドライブのアイコンをダブルク U ツクずる 


CD / DVD び取り出せない 


A バソコン本体の電源が入っていないと、イジェクトボタンを押してちディスクト 
レイは出てさません。 

電源を入れてから、イジェクトボタンを押してください。 

国^ CD/DVD の取り出し「3章日-©-2 CD/DVD の取り出し」 


A バソコン本体の電源が入っている場合は、 CD / DVD を使用しているアプ U 
ケーシヨンをすべて終了してください。 

終了後、イジェクトボタンを押してください。 


A CD / DVD を使用しているアプ U ケーシヨンをすべて終了していても、 CD / 
DVD が取り出せない場合は、パソコンを再起動してください。 


パソコン本付:の電源び乂 S ないため、 
CD / DVD び取り出せない 


A ドライプのイジエクトホールを先の細い丈夫なちので巧してください。 

イジエクトホールは、巧れにくいもの（例えばク U ップを伸ばしたをのなど）で 
押してください。 

がれた破片びパソコン内部に入ると、故障の原因になります。電源び入らないと 
さ！;■(外はこの処置をしないでください。特に、パソコンの動作中は絶対にしない 
で < ださい。 

イジエクトホール「3章日-©-2 CD/DVD の取り出し」 


DVD - Video をドライブにセットしたとを、再生する 
アプリケーシヨンや操作を選がする画面び表示されない 


A 巧の手順で設定を変更して<ださい。 

① [マイコンピュータ]で DVD をセットしているドライブのアイコンをちク 
1」ックし、[プ□パティ]をク1」ックする 

② [自動再生]タブで 「DVD ムービー」を選択し、働作]で[動作を毎回選択 
ずる]をチェックずる 

③ [0 ロボタンをクリックする 


【ヴウンド機能】 


スピーカか S 音び聞こえない 


A へッドホン出力端モか6へッドホンを取りはずしてください。 


A ) (ソコン本体のデジタルボリュームで音量を調節してください。 

A スピーカの設定がミュート（消音）になっている可能性がありまず。 

尼吉苗キーを押して5ュートを解除してください。 
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A 標準の[優先するデバイス]が変更されている可能性があります。 

次の手順で設定を変更してください。 

① [コント□-ルバネル]を開き、[サウンド、音声、および才ーディオデバイ 
ス]をク U ックする 

② [サウンドとオーディオデバイス]をクリックする 

[ヴウンドとオーディオデバイスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ けーディオ]タブで[音の再生]の[既定のデバイス]を [Realtek HD 
Audio output] に設疋:する 

④ [OK] ボタンをク U ックずる 


A 上記の操作を行っても音量が変わ5なければ、標準のサウンドドライバが壊れ 
ているか、誤って消去された可能性があります。 

[スタート]-[すべてのプログラム]一[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 
をク U ックし、表示された画面に従ってサウンドドライバを再インス!-ールして 
<ださい。 


サウンド再生時に音满びびな生する 


A PC 力ード接続の A - ドディスクドライブまたはドライプの動作中にサウンドの 
再生を行うと、音飛びが発生する場合があります。 

【インターネット】 


ホームぺージが表巧でをない 


A ホームぺージが使用しているプロトコルがパソコンの設定と一致していない可能 
性があります。 

ご購入時は、 HTTP1.0 プロトコルを使用しているホームページには接続でをな 
い設定になっています。 

次の手順で設定を変更してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[ネットワークとインターネット接続]をク 
U ックずる 

② [インターネットオプション]をク U ックする 
[インターネットのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [詳細設定]タフで[プ□キシ接続で HTTP1.1 を使用ずる]のチェックをは 
ずす 

④ [OK] ボタンをク U ックする 
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ただし、[プロキシ接続で HTTP 1.]を使用する]チェックをはずすと、利用で 
さないインターネット接続サービスをありますので、接続先によっては設定をを 
要してください。 


r セキュリティ巧護のため、コンピュータにアクセスでをるアクティブ 
コンテンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制旧されています … J 
とい5よ5なメッセージが書いてある、[情租パ‘一]画面び表示された ^ 


A Internet Explorer を使用するアプ U ケーションを起動しているとき、セキュ U 
ティ保護のためプ□ックされていると、[情報バー]画面が表示され、画面が正 
常に表示されない場合があります。 

この場合、アプ U ケーションで使用しているコンテンツびセキュ U ティ保護のた 
めブ□ックされています。次の手順で「危険性の説明」をご覧ください。 

① [情報バ ー] 画面の「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスでき 
るアクティブコンテンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限さ 
れています。オプションを表示ずるには、ここをク U ックしてください'''」 
をク IJ ックする 

② [を険性の説巧]をク U ックずる 

コンテンツの危険性に関する説明び表示されます。必ず内容をご確認くださし、。 


随信機能】 

* 無線 LAN モデルのみ 


巧線 LAN 機能びほえない 


A 無線 LAN 機能が Off になっている可能性があります。 

なのいずれかの操作を行ってください。 

• ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチび Off の場合は On にしてくださし、。 
• Confi 吕 Free でデバイスをち効に切り替えてください。 

次の操作を行って < ださい。 

① 通知領域の [ Confi 目 Free ] アイコンをク U ックする 

「デバイス」の下に表示されている項目び、使用でさるデバイスです。 

② ち効にしたいデバイスにポインタをあわせ、表おされたメニューから[ち 
効]をク1」ックする 
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【周迈機器】 

周辺機器については「4章周辺機器の接続」、『周辺機器に付属の説明書』をあわせ 
てお認してください。 


周辺機器を取り付けているとをの電源を入れる順まは 


A 周辺機器の電源を入れてか6バソコン本体の電源を入れてください。 

USB 対応機器など、周辺機器によっては、パソコン本体び起動した後に電源を 
入れてを使ラことびでをるをのびあります。 


周辺機器を取り付けたび正し < 動かない 


A パソコン本体が周辺機器を、「新しい八ードウエア」として認識していない可能 
性があります。 

次の手順で[八ードウエアの追加ウィヴード]を実行してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
U ックずる 

② [関連項目]で[八ードウエアの追加]をクリックする 
[八ードウエアの追加ウィヴード]び起動します。 

③ [次へ]ボタンをク U ックする 
画面の指示に従って操作してください。 


A 接続ケープルが正しく接続されていない可能性がありまず。 

接続ケーブルを正しく接続し直してください。 

^周辺機器の接続について「4章]周辺機器について」 


A システム （0 S ) に対応していない可能性があります。 

周辺機器によっては、使用でさるシステム （0 S ) び限られているものびありま 
す。使用しているシステム （0 S ) に対応しているかお認してください。 


増設メモリび認識をれない 


A メモ U を増設しても 「 PC 診断ツール」などでメモ U 容量の数値が変わ S なかつ 
た場合、バソコンが増設メモ U を認識していない可能性があります。 

「4章7 メモリを増設ずる」を参照して、増設メモリを取りはずしてから、をう 
1度取り付けてください。 




【フ□ツピーディスク】 


* フロッピーディスクドライブ内蔵モデルのみ 



A フォーマットされていないフ□ッピーディスクには、書き込み（データの保を) 
がでさません。 

フォーマットを行ってください。本製品でフォーマット可能なあ式は1 .44 M 巨 
のみになります。 

フォーマツトについて『ヘルプとサポートセンター』 


A フ□ッピーディスクのライトプ□テクトタブが「書き込み禁止状態」になってい 
ると、書さ込み（データの保を）ができません。 

フ□ッピーディスクを取り出して、ライトプ□テクトタブを「書き込み可能状 
態」にしてください。 

A フ□ッピーディスクの空き容量が少ないと、書き込み（データの保を）がでさま 
せん。 

なのいずれかの操作を行ってください。 

• 不要なファイルやフォルダを削除して空き容量を増やしてから、やり直す 
フ□ッピーディスクから削除したファイルやフォルダを元に戻すことはでをま 
せん。よく確かめてから削除を行ってください。 

• 空さ容量び十分にある別のフロッピーディスクを使用ずる 



A フ□ッピーディスクに何5かの問題がある可能性があります。 

なの手順でチェックしてください。 

① [スタート]一[マイコンピュータ]をク U ックずる 

② [3 .已インチ FD (A : )] をちク U ックし、表示されたメニューから[プ□パ 
ティ]をク U ックずる 

③ [ツール]タブで[エラーチェック]の[チェックする]ボタンをク U ックずる 

④ [チェックディスク]画面で[不良セクタをスキャンし、回復する]をチェッ 
クする（囚） 

[ファイルシステムエラーを自動的に修復する]にチェック（囚）を付けて 
おくと、エラーを自動的に修復します。 

⑤ [開始]ボタンをク U ックする 
エラーチェックを開始します。 
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A フ□ッピーディスクドライブの磁気ヘッドが巧れると、フ□ッピーディスクを読 
むことがでさな<なりまず。 

市販のク U - ニングディスクを使ってフ□ッピーディスクドライブのへッドをク 
1」一ニングしてください。 

A 化のフ□ッピーディスクをセットし、ファイルが開けるか確認してください。 

問題び解ミ夫しない場合は、フ□ッピーディスクドライブび故障している可能性び 
あ D ます。 


フ□ツピーディスクのフォーマツトに時巧びかかる 


A Windows フォーマットをされていないフ□ッピーディスクをフォーマットする 
場合は、[クイックフォーマット]が遇択できません。 


起動用フ□ッピーデイスクか S システムび起動しない 


A を1驾キーを巧したまま電源スイッチを巧して、表示されたアイコンの中か5フ 
□ッピーディスクドライブを©©キーで選択し、 [ Ent 品) キーを巧すと、起動 
ドライブを一時的にフ□ッピーディスクドライブに変更できまず。 

A [ま芝 HW セットアップ]で起動ドライブの設定を変更でさまず。 

次の手順で変更してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
U ックー[まち HW セットアップ]をク U ックずる 

② [0 S の起動]タブで [0 S の起動]を [ FDD ] び最初になるように設定する 

③ [ OK ] ボタンをク U ックずる 

次回から、電源を入れると、フロッピーディスクドライブから起動します。 

A 起動用フ□ッピーディスクが壊れている可能性がありまず。 

壊れていない別の起動用フロッピーディスクを使用してください。 






【プ u ンタ】 


印刷びでまない 


A プ U ンタケーブルが正しく接続されていない可能性があります。 

プリ ンタの接続ケーブルを正しく接続し直してください。 

USB コネクタにプ U ンタを接続して使用している場合は、パソコン本体に電源 
び入った状態でケーブルを接続することびでさます。 


乂プ U ンタの電源が入っていない可能性がありまず。 

プ U ンタの電源を入れてください。 

USB コネクタにプ U ンタを接続して使用している場合は、パソコン本体の電源 
び入った状態でプ U ンタの電源を入れることびでさます。 

A 接続しているプ U ンタと違うプリンタを「通常使うプリンタ」に設定している巧 
能性があります。 

なの手順で、プ U ンタの設定を確認してください。 

① [コント ロール パネル]を開き、 [プ U ンタとその他の八ードウ エア] をク 
U ックー[インス I ルされているプ U ンタまたは FAX プ U ンタを表示す 
る]をク U ックする 

② 接続しているプ U ンタのアイコンをちク U ックする 
メニューび表示されます。 

③ [通常使うプ U ンタに設定]をクリックする 

プ U ンタのアイコンのち上にチェック （0 ) びつさます。 


A プ U ンタが用紙切れ、トナー/インク切れになっている可能性があります。 
用紙、トナーまたはインクを巧充してください。 

使用できる用紙、トナーまたはインクについては、『プ U ンタに付属の説明書』 
をお認してください。 


プリンタが印刷可能な状態になっていない可能性があります。 

プリンクの「印刷可」や「オンライン」の表ホを確認し、印刷可能な状態にして 
<ださい。 

プ1」ンタの印刷可能状態については、『プ U ンタに付属の説明書』を確認してくだ 
さい。 
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スタンパイげ態、化止状態か S 復帰を、正常に印刷でをない 


A スタンバイ状態、休止状態に対応していないプ U ンタを使用している可能性があ 
ります。 

プリンタケーブルをパソコン本体のコネクタから取りはずし、をラ1度接続し 
てください。それでも印刷できない場合は、パソコンを再起動してください。 


最後まで正しく印刷でをない 


A プリンタドライバカ巧い可能性があります。 

プリンタドライバを更新してください。新しいドライバの入手方法については、 
プリンタの製造元に確認してください。 

また 、 Windows Update を行うと最新のドライバをダウン□-ドし、ドライバ 
を更新できる場合があります 。 Windows Update は[スタート]一[すべての 
プ□グラム]または[スタート] 一 [Windows Update ] をクリックして行つ 
て < ださい。 


上記のすべてを巧っても印刷でをない 


A Windows を終了し、バソコンを再起動してくださし、 


A プ U ンタのセルフテスト（印字テスト）を実行してください。 

プリンタのセルフテスト（印字テスト）びでをないとさは、プ1」ンタの故障び考 
えられます。プリンタの製造元に問い合わせてください。 



【 PC 力ード】 


PC 力ードび認識されない 


A PC 力ードが奥までしっかり差し込んであるか確認してください。 

^ PC 力ードの接続について「4章2-© PC 力ードを使う」 


PC 力ードの巧入は認識されるびデパイスとして認識されない 


A PC 力ードによっては、使用できるシステム （ os ) が限5れているものがあり 
まず。 

使用しているシステム （0 S ) に対応しているか、 『 PC 力ードに付属の説明書』 
を確認してください。 

A 本製品は Windows 専用モデルでず。コマンドプ□ンプト上での PC 力ードの使 
用はサポートしていません。 


PC 力ードは認識をれるびほ用でをない 


A 旧 Q が不足している可能性がありまず。 

なの手順で使用しないデバイスを[デバイスマネージャ]で使用不可にしてくだ 
さい。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[パフォーマンスとメンテナンス]をクリッ 
クー[システム]をク IJ ックする 

② [八ードウ エア] タブで[デバイスマネージャ]ボタンをクリックする 
[デバイスマネージャ]画面び表示されます。 

③ 使用しない装置の種類をダブルク U ックずる 

④ 表示される項目から使用しないデバイスをもク U ックし、撫効]をクリック 
する 


⑥メッセージび表おされたら[はい]ボタンをク U ックずる 

⑥ [デバイスマネージャ]を閉じる 

⑦ [システムのプ□パテイ]画面で[〇ロボタンをク U ックする 




【 USB 巧応機器】 


USB 対応機巧びほえない 


A ケーブルが正し<接続されていない可能性がありまず。 

ケーブルを正しく接続し直してください。 

国^接続について「4章3 USB 対応機器を接続する」 

A 電源を入れる必要のある機器の場合、 USB 対応機器の電源が入っているかどラ 
か確認してください。 

A 何 S かの原因で、システム （0 S ) が正しく USB 対応機器を認識していない可 
能性があります。 

Windows を再起動してください。 

A ドライバが正しくインス I -- ルされていない可能性がありまず。 

次の手順でインストールしてください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク 
U ックずる 

② [関連項目]で[八ードウエアの追加]をク U ックする 
[八ードウエアの追加ウィヴード]び起動します。 

③ [次へ]ボタンをクリックする 
画面の指示に従って操作してください。 


化止が態か5復帰を、 USB 対応機器び正常に動作しない 


A 休止状態に対応していない USB 対応機器を接続している可能性がありまず。 
USB 対応機器を USB コネクタから取りはずし、もラ1度接続してください。 
それでち USB 対応機器び正常に動作しない場合は、パソコンを再起動してくだ 
さい。 


【アプ u ケーシヨン】 


アプリケーシヨンびほえない 


A 正しくインス I ルしていない可能性があります。 

『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』を読んで、正しくインス!ルしてください。 


A システム （0 S ) に対応していない可能性があります。 

アプ U ケーシヨンによっては使用でさるシステム （0 S ) び限られているをのび 
あります。 

詳しくは、『アプリケーションに付属の説明書』を確認してください。 


A メモ U 容量げ足りない可能性げあります。 

アプ U ケーシヨンを起動ずるために必要なメモ U 容量びない場合は、そのアプ1」 
ケーシヨンを使用することはでをません。必要なメモ U 容量は、『アプリケー 
シヨンに付属の説明書』を確認してください。 

また、本製品は、必要に応じてメモ U を増設することびでさます。 

^ メモリの増設について「4章7 メモ U を増設する」 


A アプリケーシヨンによっては、システム構成の変更が必要です。 

『アプ U ケーシヨンに付属の説明書』を読んで、システム構成を変更してください。 


アプ y ケーシヨンび操作でをな<なつた 


A アプリケーション使用中に操作できなくなった場合は、次の手順でアプリケー 
ションを強制終了してください。 

終了後、もう1度アプリケーションを起動してください。この場合、アプリ 
ケーションで編集していたデータは保存できません。 

①巧杆 n + なの + 巧前 キーを巧す 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

[ Windows のセキュ U ティ]画面び表示された場合は、[タスクマネージャ] 
ボタンをク U ックして<ださい。 

⑤ [アプリケーション]タブで[応答なし]と表示されているアプリケーション 
をク IJ ックする 

③ [タスクの終了]ボタンをク U ックする 
アプリケーションび終了します。 












購入時に入っていたアプリケーシヨンを 
誤って削除してしまった 


A 本製品にあ S かじめインストールされている（プレインス I ルされている）ア 
プリケーシヨンやドライバは再インス I ルできます。 

[スタート]-[すべてのプログラム]-[アプ U ケーシヨンの再インス!ル] 
をク U ックし、表示された画面に従ってアプ U ケーシヨンを再インス!ルして 
<ださい。 


脂紋認証】 

* 指紋センサ搭載モデルのみ 


指紋の読み取りび5まくいかない 


A ちラー度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作ち法は、 r 已章已指紋認証を使う」または r 指紋認証ユーティ U ティ」 
のへ) レプを参照してください。 

A 登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 

A どうしてもうまくいかない場合は、一時的にキーボードか5パスワードを入力し 
て < ださい。 

詳しい操作ち法は「日章已指紋認証を使う」または r 指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 


指にケガをしたため指紋の読み取日びでをな<なつた 


A 登録してあるもう1本の指で読み取りを行ってください。 


A 登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、一時的にキーボードか！5パス 
ヮードを入力してください。 

詳しい操作ち法は「已章已指紋認証を使ラ」または「指紋認証ユーティ U ティ」 
のへ) レプを参照してください。 



認識率び下びった s 


A 指紋センサの表面がよごれていないか確認してください。 

よごれている場合には、眼鏡ふき（ク U - ナークロス）などの柔らかい巧で軽 
くふを取つてからもラー度指紋認証を行つてください。 

^詳細について「己章已指紋認証を使う」 


A 指の状態を確認してください。 

指に傷びあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態など、指紋登録 
時と状態び異なると認識できない場合びありまず。認識率び改善されない場合 
は、他の指で登録してください。 

^詳細について「己章已指紋認証を使う」 


A 指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサと平行になるよラに置さ、指紋センサに指の中央を合わせてくだ 
さい。指紋センサの上に第一関節びくるよラに置さ、スライドするときはゆつく 
りと一定のまさでスライドしてください。それでを認証でさない場合は、指をス 
ライドさせるまさを調整してくださし、。 

^詳細について「己章已指紋認証を使う」 


[ TPM ] 


誤って TPM を初期化してしまった 


A 緊急時バックアップアーカイプファイルと緊急時復元用 I -―クンファイルを使用 
して、 TPM の設定を復元してください。 

TPM『Trusted Platform Module 取扱説明書』 



困つたとをは 


吕己 





TPM を巧用しているパソコンを、修理 • 巧守に出したい 


A TPM を使用してし巧場合、修I里•保守に出ず前に、次の項目を実行または確認 
してください。 

-八ードディスクドライブの必要なデータをバックアップにとる 
. PSD の内容を、別途が部記憶メディアにバックアップをとる 
-八ードディスクドライブに緊急時バックアップアーカイブファイルを作って 
いる場合は、外部記憶メディアにバックアップをとる 

- Security Platform 初期化ウィヴード設定時に作成した緊急時復元用卜ーク 
ンファイルびあるかお認ずる 

■控えておいた「所有ちパスワード」、「緊急時復元用!-ークン」用のパスワー 
ドを確認する 

なお、修理■保守に出すと、 TPM に故障びなくてち、 TPM び交換される場合 
びあ0ます。 

交換されたり、 TPM び初期化された場合、 Windows にログオンした後（八一 
ドディスクドライフには障害や問題びなく Windows へ□グオンでさる場合)、 
通知領域の旧 ecurity Platform ] アイコンに TPM び初期化されていない内容 
のメッセージび表示されます。 

その場合は、緊急時バックアップアーカイブファイル、緊急時復元用トークン 
ファイルを使って、 TPM の設定を復元してください。 

国少 TPM『Trusted Platform Module 取扱説明書』 

な守サービスについては、「10章4アフターケアについて」と『東芝 PC サ 
ポートのご案内』をお認してください。 

【メッセージ】 


rPassword = J と表示された 


A 「ま忌バスワードユーティリティ」または BIOS セットアップで設定したバス 
つー ドを入力し、 ( Enter ) キーを巧してください。 

パスワードを忘れた場合は、パスワードファイルを使用してください。 
パスワードファイルびない場合は、使用している機種をお認後、保守サービスに 
連絡してください。有償にてパスワードを解除します。 HDD パスワードを忘れ 
てしまった場合は、八ードディスクドライブは 7 を义に使用でさなくなり、交換巧 
応となります。この場合をち償です。また、どちらの場合を、身分証明書（お客 
様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

国^パスワードについて r 日章4パスワードセキュ U テイ」 






電源を入れたとき、 rSwipe Finger to authorize access"」 
と表示をれた 


* 指紋センサ搭載モデルのみ 
A 指紋認証が必要です。 

「指紋認証ユーティ U ティ」でパワーオンセキュリティ機能を有効に設定してい 
ると、パスワードを設定している場合に表示される 「Password =」といラ 
メッセージの代わりに、指紋認証を行う画面び表示されます。 

指紋認証を行うと、バワーオンセキュ U ティ機能によってパスワードの認証び行 
ねれまず。 

認証を已回失敗するび、または 〔 Backspace ) キーを押ずと 、 「Password =」 

び表示されます。 

指紋認証について詳しくは、「日章日指紋認証を使ラ」または「指紋認証ユー 
ティ U ティ」のヘルプを参照してください。 


[New Password=J と表示をれた 


A 「新しいバスワードに登録/変更してください。 

「まちパスワードユーティ U ティ」の[スーパーバイヴバスワー円タブで、 
[ユーヴポ U シーの設定]画面の[ユーヴパスワードの登録/変更を強制する] 

をチェックずると、次のように設定されます。 

• ユーヴパスワードび登録されていない場合 
設定をの1回目の起動時に 、 「New Password = J と表示されます。 

ユーヴパスワードの登録を行ってください。 

• ユーヴパスワードび登録されている場合 
設定後の起動時の 「 Passworcl =」 で、ユーヴパスワードを初めて入力したと 
きに 、 「New Passworcl =」 と表示されます。 

新しいユーヴパスワードに変更してください。 

「Verify Password :」 に 「New Passworcl =」 で入力したバスワードをもう 
一度入力すると、ユーヴパスワードび登録/変更されます。 

ス ー)1-) くイヴノ ロワードについて詳しくは、 r 日章4-© スー;卜 )くイヴパス 
ワード」を参照してください。 


I r パスワードをちれてしまいましたか？ J 

r パスワードび誤つています。 J と表示をれた 


A 入カモードの状態により大夕字/ルタ字を誤って入力した可能性がありまず。 

Caps Lock LED を確認してください。必要に応じて を而巧 + 忙 apsLock 英数) 
キーを押して入力のが態を切り替え、ちラ1度入力してください。 









画面び青 < な日、巧のよ5なメッセージび 
画面一面に表示された 


•「A problem has been detected and windows has oeen shut down to 
prevent dama 呂 e to your computer 」 

A A — ドウエアの接続に不具合が起きた、または何 5 かの原因で電源を切る前の状 
態を再現できなくなったというメッセージです。 

休止状態のまま増設メモリの取り付け/取りはずしをしたときなどに表示されま 
す。電源を切る前の状態は再現でさません。 

次の操作を行ってください。 

① 電源スイッチを已砂しツ上押し、パソコンを強制終了ずる 

② 再び電源スイッチを押して、パソコンを再起動する 

「システムを前の場所から再起動できませんでした。」というメッセージび表 
示されます。 

③ 「復元データを削除してシステムブートメニューにすすみます」び反転表示し 
ていることを確認し、 fEnte りキーを押ず 

Windows び起動します。 


■ 


FRTC battery is low or CMOS checksum is 
inconsistentj rPress[Fl ]Key to set Date / Time.J 
と表示をれた 


A 時計用バッテ U が不足しています。 

時計用バッテ U は、 AC アダプタを接続し、電源を入れているとさに充電されます。 

国^時計用バッテ U について「已章バッテ U 駆動」 

A 巳アダプタを接続後、次の手順で、巨 IOS セットアップの曰付と時刻を設定し 
て < ださい。 

① ( ED キーを押す 

BIOS セットアップ画面び表示されます。 

② 团 0 S セットアップのに ate ] と [ Time ] で日付と時刻を設定する 

国^曰付と時刻の設をち法について 

「已章3-包 -2 SYSTEM DATE / TIME 」 

③ fFrO +0 キーを 押す 

確認のメッセージび表示されます。 

④ ® キーを押す 

BIOS セットアップび標準設定の状態になり、終了します。 

パソコンび再起動します。 





化止状態か s 復帰したとを、 
r 化止モードを準備しています J と表示をれた 


A [コント□—ルバネル]の[ユーザーアカウント]-[ユーザーの□グオンや □ 
グオフの方法を変更ずる]の[ようこそ画面を使用する]がチェックされている 
と、休止状態か5復帰したときにメッセージが表おされる場合があります。 

□グオンしたいユーヴ名をク U ックしてください。正常に□グオンできます。 


r システムは化止：厌態か5の復帰に失おしました J と表示をれた 


A 休止状態が無効になったというメッセージです。 

電源を切る前の状態は再現でさません。 

[復元データを削除してシステムブートメニューにすすみます]を還択し、 
を nter ) キーを押してください。 

Windows び起動します。 


：¥ >_のように表示された 


A コマンドプ□ンプトが全画面表示されています。 

なのいずれかの操作を行ってください。 

• コマンドプ□ンプト画面をウインドウ表示に切り替える 

ので+ 尼而品) キーを巧して < ださい。 

• コマンドプ□ンプト画面を終了する 

① 眞这)①①とキーを押ず 

② ち nter ) キーを 巧す 


H その化のメッセージび表示をれた 


A 使用しているシステムやアプ U ケーシヨンの説明書を確認してください。 










【その做 


rpc 診断ツール J で診断した S 、 

八ードディスクに rsa 題あり J と表示された 


A 「 PC 診断ツール」で「八ードディスク」の診断をすると、フォーマットされて 
いない装置は「問題あり」と表示されます。 

必要に応じて、フォーマットしてください。 


七ーフモードで起動した 


A 周辺機器のドライバやアプ I 」ケーションが原因で不具合を起こしている可能性が 
あ0ます。 

次の手順で八ードディスクをチェックしてください。 

① [スタート]一[マイコンピュータ]をク U ックする 

② （ C :) ドライブをク U ックする 

③ メニューバーから[ファイル]-[プロパティ]をク U ックずる 

④ [ツール]タブの[エラーチェック]で[チェックする]ボタンをク U ックする 
⑥[チェックディスクのオプション]画面で[不良セクタをスキャンし、回復 

する]をチェックする 
⑥[開始]ボタンをク U ックする 

チェック後パソコンを再起動し、通常起動するか確認してください。 

上記の操作を行ってを正常に起動しない場合は、まち PC あんしんサポートに連 
絡してください。 

国^セーフモードについて『ヘルプとサポートセンター』 


パソコン本体か5カリカリとをな音びする 


A A — ドディスクが自動保巧を行っています。 

パソコン操作中は、自動的にデータの保存などの内部作業び行われていまず。 
八ードディスクび動作する音び聞こえますび、問題はありません。 

極端に異常な音び聞こえるなど、おかしいと思われる状態び発生したとさは、購 
入した販売店または保守サービスまで連絡してください。 


甲高い音びする 


A A ウリングを起こしています。 

八ウリングとは、スピーカから出た音びマイクに入り再びスピーカに返されるこ 
とで、音び増幅し発生する高く大きな音のことです。 

使用するアプ U ケーシヨンによっては、マイクとスピーカとで八ウ U ングを起こ 
すことびあります。 

なの方法で調整してください。 

• ノ ':ソコン本体のデジタルボ1」ュームで音量を調整ずる 
• 外部マイクをパソコン本体から遠ざける 
• 使用しているソフトウエアの設定を変える 
• ボリュームコント□ールの設定で音量を調整する 

^デジタルボ U ューム、ボ1」ュームコント□-ルについて 
「3章已 -0 スピーカの音量を調整する」 


テレビやラジオの音び聞こえて < る 


A モジュラーケープルがテレビ•ラジオの音を拾っている可能性があります。 
モジュラーケーブルを延長して、パソコン本体と電話回線を接続している場合 
は、標準のモジュラーケーブルのみを使用して確認してくださし、。 

また、モジュラーケーブルにノイズ除去用部品を取り付けてください。 

それでも解まできない場合は、電話回線自体びノイズを拾っている可能性びあり 
ます。契約している電話会社に相談してください。 


パソコンの巧< にあるテレビやラジオの調子びおかしい 


A 巧の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに対するパソコン本体のち向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオからはなす 

• テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に巿版のノイズフィルタを入れる 

• 受信機に屋夕+アンテナを使ラ 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 



困つたとをは 





パソコンびな答しない 


A 応答しないアプ U ケーシヨンを強制終了してください。 

この場合、保存されていないデータは消失します。 

アプリケーションを終了してを調子びおかしい場合は、(降の操作を行ってくだ 
さい。 


A Windows を強制終了し、再起動してください。 

強制終了のち法は、次のとおりです。 

システムび操作不能になったとき外は行わないでください。強制終了を行う 
と、スタンバイ/化止状態は無効になります。また、な存されていないデータは 
消失します。 

• XP Pr □モデルでドメイン参加している場合 

① 巧而1+な厅1+巧乱1 キーを 押ず 

[ Windows のセキュ U ティ]画面び表示されまず。 

② [シャットダウン]ボタンをク U ックする 

タッチバッドやマウスで操作でをない場合は、(^+⑤キーを押してください。 

③ [シャットダウン]を選択し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

タッチパッドやマウスで操作でさない場合は、圧)キーや U ) キーで[シャッ 
トダウン]を選択し、 （ inter ) キーを押してください。 

プログラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ パソコン本体の電源を入れる 

• XP Home モデル、または XP Pro モデルでドメイン参加していない場合 

①巧肝1+なの + 巧前 キーを 押ず 

[ Windows タスクマネージャ]画面び表示されます。 

③メニューバーの[シャットダウン]をク U ックずる 

タッチルッドやマウスで操作できなし場合は、キーを押してください。 

③ [コンピュータの電源を切る]をクリックする 

タッチパッドやマウスで操作できない場合は、担)キーを押してください。 
プログラムを強制終了し、電源び切れます。 

④ パソコン本体の電源を入れる 


コンピュータウイルスに感染した可能性びある 


A ウイルスチェックソフトでウイルスチェックを行い、ウイルスが発見された場合 
は駆除してください。 

ウイルスチェックソフトの操作ち法びわからない場合や、ウイルス駆除びでさな 
かつた場合は、ウイルスチェックソフトのメーカへお問い合わせください。 







異常な臭いや過熱に気ヴいた 


A バソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードのプラグをコンセントか6巧 
しにください。安全を確認してバッテ U バックをバソコン本体か5取りはずして 
か S 購入店、または保守ヴービスに相談してください。 

なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 

• 使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

• 現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

^修理の問い合わせについて『まち PC サポートのご案内』 


操作でをない原因びど5してちわか S ない 


A バソコン本体のトラプルの場合は、 r 本章 1-0-1 トラブルチェツクシート」 

で、必要事項を確認のうえ、まち PC あんしんヴポートに連絡してください。 

A os/ アプ U ケーションのトラプルの場合は、各 0S/ アプ U ケーションのサ 
ポート窓□に問い合わせてください。 

^アプリケーションの問い合わせ巧「10章7問い合わせ先」 

A 周辺機器のトラブルの場合は、さ周辺機器のサポート窓□に問い合わせて<だ 
さい。 

^周辺機器の問い合わせ巧『周辺機器に付属の説明書』 


パソコンを廃棄したい 


A 本製品を廃棄するときは、家庭で使用している場合と企業で使用している場合で 
は、廃棄方法が異なります。 

また、 J \- ドディスクのデータを消去ずる必要があります。 

詳しくは「10章日廃棄.譲渡について」をお認してくださし、。 



困つたとをは 


2日已 ^^ H 





巧かでパソコンをほいたいとまは 


A 次の点に気をつけてください。 


1お使いになる国/地域の電源プラグのお状を確認する 


参 AC アダプタ 

本製品の AC アダプタは、100〜24 0 V の電圧に対応しているので、この 
範囲内の電圧の国/地域で使用でをます。 

本製品に同袖されている AC アダプタは基本的に世界中の国/地域 * 1で使用 
でさます。 

* 1一部の国の特定地域では、使用できない場合びあ D ます。 

参電源コード 

電源コード（電源プラグから AC アダプタまでのケーブル）は、曰本の法令、 
安全規格に適合しています。 

海外でお使いになる場合は、使用電圧や電源プラグの形状び異なりますの 
で、お使いになる国/巧域の法令-安全規格に適合する電源コード（市販 
品）をご用意ください。 

国^ A 巳アダプタ、 A 巳ケーブル、電源プラグについて 
ri 章 1 - 0 電源コードと AC アダプタを接続する」 


吕通信関係の確認をする 
♦内蔵モデム、無線 LAN 

国/地巧によっては、モデムや無線 LAN 装置の使用に認可び必要です。本 
製品は出荷時に認可を受けていますび、ずべての国/化域の認可は受けてい 
ません。「付録3技術基準適合について」やカタログ、または対応する国/ 
地域を記載したシートで、使用できる国/地域を確認してくださし、。 

それし U がの国/地域で本製品を使用する場合は、その国/巧域に対応した機 
器（市販品）を使用するか、内蔵モデムやお線 LAN 機能の使用はお控えく 
ださい。まち製オプションはありません。各国/地ぼに適合した機器をご贈 
入ください。 

参モジュラージャックの形状 

モジュラージャックは、国/地域によってお状び異なりまず。本製品は北米 
と曰本の巧状に対応していますび、その他の国/巧巧ではプラグをその地に 
あラ形状に変換するための変換プラグ（市販品）び必要でず。まち製オプ 
ションはありません。各国/地域で法令-規格に適合したモジュラーケーブ 
) レや変換プラグをご購入ください。 


日已 


♦モデム設定 ユー ティ u ティ 

本製品に内蔵されているモデムは、多数の国/地域で利用可能です。「内蔵モ 
デム用地域選択ユーティ U ティ」で、使用する国/地域を設定してください。 

^設定ち法「3章9-包ミ毎外でインターネットに接続する」 

3必要なちのを準備ずる 

• 取扱説明書 

• U カバ I 」巳 D-ROM (同捆されているモデルの場合） 

• Office パッケージ 
• イ呆証書 

再セットアップする必要び生じたとをのために、 U カバ ' U 巳 D-ROM (同捆 
されているモデルの場合)、 Office 搭載モデルの場合は 「 Microsoft ® Office 
Personal 2日日7」、 「 Microsoft ® Office Professional 2 日07」、 
[ Microsoft ® Office Personal Edition 2 日03」、 「 Microsoft ® Office 
Professional Enterprise Edition 2 日日3」のいずれかと 「 Microsoft ® 
Office OneNote ® 20 日7」または 「 Microsoft ® Office OneNote ® 

2003」のパッケージー式をお持ち < ださい。 

本製品は八ードディスクまたはリカバ U CD - R 日 M から再セットアップでき 
ますび、 Office 搭載モデルの場含、 「 Microsoft ® 日 ffice Personal 
2007」、 「 Microso け® Office Professional 20 日7」、 「 Microsoft ® 
Office Personal Edition 20 日3」、 「 Microsoft ® Office Professional 
Enterprise Edition 2003」のいずれかと 「 Microsoft ® Office 
OneNote ® 2 日日7」または 「 Microsoft ® Office OneNote ® 2 日03」は同 
捆の CD - ROM から再インストールする必要があります。 

再セットアップについて「9章1再セットアップとは」 

故障したとさのために、保証書と購入時のレシート’1をお持ち<ださい。 

ILW (International Limited Warranty ) は海外の所定の地域でで ILW の 
制限事項-確認事項の範囲内で、修理サービスがご利用いただける、東芝の 
制限付海外保証制度です。保証書び ILW の保証書を兼ねています。 

ILW についての詳細は、次のホームページち参照して<ださい。 
http :// dynabook . com / assistpc / ilw / index _ j.htm 

*] 保証書に購入店の擦印と購入曰が明記されていれば、必要ありません。 

* 2 ILW 対象地域の一部地域では、法律により輸出入び規制されている部品-役務びありま 
す。規制に該当する場合は、サービス対象外となりますのであらかじめご了承ください。 


困つたとさは 
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4 プ□バイダを選定する 

加入しているプ□バイダのアクセスポイントびその地域になければ、メール 
を送受信するたびに、普段よりも料金びま計にかかります。加入しているプ 
□バイダのアクセスポイントびミ度航先にあるか、または、アクセスポイント 
を持つ他のプ□バイダと提携接続サービス（□一5ングサービス）を行って 
いれば、通常通りにメール送受信び可能です。 

旅立つ前に、加入しているプ□バイダのホームぺージで、アクセスポイント 
や□一 S ングサービスの有無、設定ち法などを確認しておくことをお奨めし 
ます。 

<必要な書類など> 

ミ毎がに持ち出す物によっては、「輸出貿易管理令および外国為替令に基づ<規制 
貨物の該非判定書」といラ書類び必要な場合びありますび、本パソコンを、旅行 
や短期出張で自己使用する目的で持ち出し、持ち帰る場合、該非判定書は基本的 
には必要ありません。ただし、パソコンを他人に使わせたり譲渡する場合には、 
輸出許可び必要となる場合びあります。 

また、パソコンを米国政府のをめる輸出規制国に持ち出す場合は、米国政府の輸 
出許可び必要となる場合びあります。 

パソコンを海外で使用する場合のより詳細な情報は、下記のホームページを参照 
して < ださい。 

http :// dynabook . conn / assistpc / export / index _ j.htnn 
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9 章 


巧セツトアップ 


これまでに説明してきたトラブル解消方法では解ミ夫 
できないとき、最後に行うのびパソコンの再セット 
アップです。再セットアップすることで、システム 
やアプリケーシヨンを購入時の状態に復元でをまず。 
よく読んでか日行ってください。 


1 再 セットアップとは吕70 
吕 U カバリディスクを作る吕73 
3 再 セットアップ = U カバリをずる吕77 
4アプリケーシヨンを 再 インス!-―ルする吕98 



1 巧セットアップとは 


システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に I 」カバ U (復元）することを再セツ 
トアップといいます。 




再セットアップび化要なとを 


次のよラなとをには、「8章1トラブルを解消するまで」で解消へのアプローチを 
確認してください。いろいろな解消ち法を紹かしています。 

それでを、解消でをないときに再セットアップしてください。 


再セットアップが必要な場合 

再セットアップ方法 

八ードディスクをフオーマットして 
しまった 

U カノく U する 

八ードディスクにあるシステムファイル 
を削除してしまった 


電源を入れても、システム ( Windows ) 

が起動しない 


プレインストールされていたアプ IJ ケー 
シヨンを削除したび、をう1度インス 
卜ールしたい 

アプリケーシヨンやドライノくごとに再イ 
ンストールずる 


再七ットアップ方ミ去 


再セットアップには、次のち法びあります。目的にあった再セットアップち法を選 
んで < ださい。 

【リカバリする】 

システムを購入時の状態に戻します。プレインストールされているアプ U ケーショ 
ンの一部を復元します。 

^詳細について「本章3再セットアップ=1」カバ U をする」 

【アプリケーションやドライバごとに再インス!ルする】 

プレインス I -ールされているアプリケーションのなかから、必要なアプ U ケーショ 
ンやドライ J くを指定して再インス I ルでさます。 

国^詳細について「本章4アプ U ケーシヨンを再インストールする」 
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再セットアップする前 I 






1トラブル解ミ肖方まを探す 

パソコンの調子びおかしいと思ったときは、「8章1トラフルを解消するまで」で 
解消へのアプ□ーチを確認してください。いろいろな解消方法を紹介していまず。 
それでも、解消でさないとさに再セツトアップしてください。 


2データのパックアップをとる 

リカパ ' U すると、 A - ドディスク内に保をされていたデータは、すべて消えてしま 
います。購入後に作成したファイルなど、必要なデータは、あ S かじめ列部記憶メ 
ディアにバックアップをとつて保をしてください。 

また、インターネットや八ードウエアなどの設定は、すべて購入時の状態に戻ります。 
リカバ1」後ち現在と同じ設定でノくソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えてお 
いてください。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたりシステムファイルを削除した場合や 
電源を入れてをシステムび起動しない場合は、データを保存ずることびでさません。 
また、 U カバ U を行っても、八ードディスクに保存されていたデータは復元できま 
せん。 

バックアップは、普段から定期的に行っておくことを巧奨します。 


3パソコンの八ードウエア構成を購入時の巧態に房す^^ 

フ□ッピーディスクドライブやマウス、増設した八ードウエアドライブやメモ U な 
ど、周辺機器を取りはずしてください。 


4音量を調節する 

再セットアップを、 Windows セットアップび終了するまで音量調節はできません。 

さ g キーを使って、内蔵スピーカやヘッドホンの音量をミュート（消音）に 
している場合は、をラー度 fH)+fs 巧キーを押して元に戻しておいてください。 





リカバリ CD-ROM について 


i 


本製品にはモデルによって U カバ I 」巳 D - ROM び同おされています。 

U カバリ巳 D - ROM は再セットアップするときに使用しまず。同おされていたリカ 
バリ巳 D - ROM は、絶対になくさないよラにしてください。紛失した場合、再発行 
することはでをません。 

モデルによっては、リカバ U ディスクを作成することびでをます。 

国^詳細について「本章2 I 」カバ U ディスクを作る」 

また U カバ I 」巳 D - ROM は本製品専用でず。他のパソコンで再セットアップを実行 
しないで < ださい。 

国^詳細について r 本章3再セツトアップ = U カバ U をする」 
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2 リカバリディスクを作る 


本 DVD - ROM ドライブモデル、 CD - R 日 M ドライブモデル、 U カバ U CD - R 日 M が同徊されて 
いるモデル、またドライブが内蔵されていないモデルでは、本機能を使用できません。 

本製品には、モデルによって、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元 
I ■るための U カバリ（再セットアップ）ツールが内蔵されていまず 。 「Recovery 
Disc Creator ] を使って、 U カバリディスクを作成し、あらかじめ、リカバ U ツー 
ルのバックアップをとってお<ことをおすすめします。 

なんらかのトラブルで八ードディスクから I 」カバ U が行えない場合でち 、リカバリ 
ディスクからシステムを復元することができまず。 

また、 U カバ U ディスクには八ードディスクの U カバ U ツールが起動でさるよラに 
設定しなおず機能があります。 

U カバ I 」ディスクがない状態で、 I 」カバ U ツールが起動せず、 U カバ U が行えない 
場合は、修理が必要になる可能性があります。 


* リカパリディスクを作成するには、下記政外にちお願い事項があります。 

「3章6ドライブ」のお願いを確認してください。 

•「Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM 、 DVD-R DL 、 DVD+R DL 
を使用でさません。 

•「Recovery Disc Creator 」 を使って U カバリディスクなどを作成するとき 
は、他のアプリケーションソフトをすべて終了させてから、行ってください。 

• fRecordNowlJ をアンインストールした場合は 、 「Recovery Disc Creator 」 
が使用できません。必ず、 「 RecordNow !」 をインストールした状態で 
行ってください。 

ご購入時の状態では、 「 RecordNow !」 はインストールされていません。 
初めて使用するときには、インストールが必要でず。 

FRecordNowlJ について 

「吕章目-〇使用できるディアと対応するアプリケーション」 

• DVD - ROM ドライブモデル、 CD - ROM ドライブモデル、 U カバ UCD - R 日 M 
が同捆されているモデル、またドライブが内蔵されていないモデルの場合、 
「Recovery Disc Creator 」 のインストールはできますが、使巧することは 
でさません。 
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メモ - 

• [Recovery Disc Creator 」 で作成できるディスクの種類は、モデルによつ 
て異なりまず。 

DVD スーバーマルチドライブモデルの場合は、 U カバ UDVD び作成されま 
ず。 DVD - ROM & CD - R / RW ドライブモデルの場合は、 U カバ UC □び作成 
されまず。 

• CD メディアは、日已 OMBUI 上の容量のをのをご使用ください。 

• あらかじめバックアップ用の巳 D / DVD を用意してください 。 [Recovery 
Disc Creator ] 画面で表おされるディスク番号び、必要な枚数です。 

複数枚使用する場合は、同じ規格のメディアで統一してください。 


リカバ U ディスクを作成するには、しソ降の説明を参照してください。 

1インストール方法 

初めて 「Recovery Disc Creator 」 を使用するときには、インストールが必要で 
す。 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーションの再イ 
ンストール]をクリックする 

2 [セットアップ画面へ]をクリックする 

3 [アプリケーション]タブをクリックする 

4画面左側の[リカバリメディア作成ツール]をクリックし、[「リカ 
バリ作成ツール J のセットアップ]をクリックする 

[ファイルのダウンロード]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
リックしてください。 








2 リカバリディスクを作る 


2起動方法 


1[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[リカバリメディア作成 
ツール]をクリックずる 

「Recovery Disc Creator 」 が起動します。 



ディスクの種類 

作成するディスクの種類び「 I 」カバ UCD 」 
または 「 U カバ UDVD 」 と表示されます。 
続けて「ディスク XX 」とディスクの番号び 
表示されます。 


(表示例) 


「Recovery Disc Creator 」 で作成するディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアが必要です。 


3リカバリディスクを作成する 

1[名前]で作成するディスクをチェックする（囚） 

チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する 
必要のないディスクは、チェックをはずしてください。 

2バックアップをとるメディアをセットする 

3 [書込み]ボタンをクリックする 

書さ込みび開始され、[進披状況]に「ディスクに書込み中...」と表示され、 
画面下に残りの時間が表示されます。 

書さ込みを途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてく 
ださい。 

















メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

書き込みび終了すると、ドライブのディスクトレイび自動的に開きます。 
作成ずるディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ 
替えてください。作成したディスクの種類（ I 」カバ U ディスクなど）とま号 
びわかるよラに、ディスク作成後は、忘れずに「 I 」カバ U ディスク XX 」と 
レーベルをつけてください。システムを復元するとを、このま号通りにディ 
スクを使用しないと、システムは正しく復元されません。必ずディスクを号 
びねかるよラにレーベルをつけてください。 

[閉じる]ボタン （ 因） をクリックずる 

[Recovery Disc Creator ] 画面が閉じ、ディスクの作成を終了します。 


3 再セットアップ=リカバリをする 


本製品にプレインス I ルされている Windows やアプ U ケーシヨンを復元する方 
法について説明しまず。 

本製品の U カバ U は、ユーヴ権限に関わらず、誰でち実行でさまず。誤って他の人 
に1」カバ U を実行されないよラ、ユーヴノくスワードを設定しておくことをおすずめ 
します。 

^ユーヴパスワード「日章4パスワードセキュ U ティ」 


ni いくつかあるリカバリ方法 1 


U カバ U には、次のち法びあります。 


【リカバリ CD - ROM が同個されていないモデル】 

• 八ードディスクドライブから U カバ1」をする 
• 作成した1」カバ U ディスクから U カバ U をする 


【リカバリ CD - ROM が同捆されているモデル】 

• 同捆の U カバ U CD - ROM から I 」カバ1」をする 


U カバ U CD - ROM び同捆されていないモデルの場合、通常は八ードディスクドラ 
イブから U カバリをしてください。 

U カバ U ディスクからの U カバ U は、八ードディスクドライブの U カバ U 谓セッ 
トアップ）ツール（システムを復元するためのもの）を消してしまったり、八ード 
ディスクから U カバ U びでさなかった場合などに行ラことをおすすめしまず。 

U カバ U ディスクから U カバ U をする場合は、「本章2リカバリディスクを作る」 
をお認して、 U カバ U デイスクを用意してください。 


〇] 


はじめる前 I 


U カバ U をする前に、なの準備を行ってください。 


1 化要なちの _ 

• 『取扱説明書』 

• U カバ U CD-ROM (同捆されているモデルの場合） 

• 1」カバ U ディスク（作成した U カバ1」ディスクから U カバ U をする場合) 
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h 準備 _ 

• 必要な データを 保存ずる 

U カバ U をずると、八ードディスクの内容は削除されまず。必要なデータは、あ 
らかじめバックアップをとってください。 

ただし、八ードディスクをフォーマットしたりシステムファイルを削除した場合 
や、電源を入れてもシステムび起動しなくなってからでは、バックアップをとる 
ことびでさません。また、 U カバ U を行ってを、八ードディスクに保存されてい 
たデータは復元でをません。 

• 電源コードしツ外をはずす 

マウスや増設したメモ U などを取りはずしてください。 

国^機器の取りはずし「4章周辺機器の接続」 


• 市販のソフトウエアを使用してパーティシヨンの構成を変更すると、 U カバ 
U びでさなくなることびあります。 


J \- ドディスクからリカバリをする 


* U カバ1」 CD - ROM が同捆されていないモデルのみ 

八ードディスクの U カバ U ツ ー J レでは、次のメニューのなかからリカバリち法を選 
択することびでさます。あらかじめ1」カバ U ち法をまめておくとスムーズに操作で 
さます。 

■ ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをバソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I ''一 
ルされていたシステムとアプ1」ケーシヨンを復元します。購入後に作成したデータ 
などは消去されます。 

■パーティシヨンサイズを変更せずに復元 ■ (推奨） 

バーティシヨンサイズを変更して使用していた場合、そのパーティシヨンの構造を 
保ったままシステムを復元します。 C ドライブに保存されていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブにな存されていたデータは、そのま 
ま残ります。ただし、 BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れ 
ている場合、 C ドライブしソ外の領域にあるデータを使えないことびあります。 
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■ パーティシヨンサイズを指定して復元 ■ 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびでさます。 C ド 
ライブし U がの八ードディスクの領域は一つの領域になり、そこに保存されていた 
データは消去されます。 

メモ - 

• どのメニューを選択しても、 C ドライブには U カバリツールから購入時と同 
じシステムび復元されます。 


ここでは、「パーティシヨンサイズを変更せずに復元」ずる方法を例にして説明します。 

1パソコンの電源を切る 
2 AC アダプタと電源コードを接続する 

3キーボードのを）（ゼロ）キーを巧しながら、パソコンの電源を入れる 

ユーヴパスワードを設定している場合は 、 「Password =」と表示されま 
す。 ユーヴ J くスワードを入力して を巧品) キーを押してください。 

[復元ち法の選択]画面び表示されます。 

4 [巧]期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ] 
ボタンをクリックする② 



① 


③ 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する 
場合など、個人情報漏洩を防ぐために、八ードディスクのデータをすべて消 
去ずるためのをのでず。通常は実行しないでください。実行すると、八ード 
ディスク上にある、 U カバ U ツールの領域!;!かのすべてのデータび削除され 
ます。 

^八ードディスクの消去について 

「10章日-©-已八ードデイスクの内容をすべて消去する」 
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[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をチェックし①、[次へ] 
ボタンをクリックする② 



① 


② 


[ノくーティションサイズを変更せずに復元]を還択した場合の意はと動作は、 
次のとおりです。 

化のメニューを選択した場合については、次のページを参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .282 

-[バーティションサイズを指定して復元]: P .283 

• [バーティションサイズを変更せずに復元]とは 

[パーティションサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディス 
クの領域を分割してし)る場合などに使用します。 C ドライブび U カバ U 
され、それ L ソがの領域のデータはそのまま残ります。 


U カバ U 



^ 

作成データ- 
設定は消去 

一 

1 

C ドライブ • 


、 — - 

作成データ- 


D ( E 、 F …）ドライブ 

設定は保持 

wwiwgaw 



(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 

C ドライブ （□) にあたる領域は、作成したデータ、設定した項目、イン 
ストールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 


「先頭パーテイシヨンのデータは、ずべて消まされまず。」といラメッセージ 
び表示されます。 































再セットアップ=リカバリをずる 



6 [次へ]ボタンをクリックずる 

復元び実行されます。 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[バーテイシヨンを初期化しています。しばらくお待ちください。]画面び表 
示されます。 



長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、次の画面び表示されます。リカバリの経過に従い、画面び変わり 
ふ 〇 



復元が完了すると、終了画面が表示されます。 


7 [終了]ボタンをクリックずる 

システムが再起動し 、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示され 
よ9 〇 

8 Windows のセットアップを巧う 

詳細について「1章2 Windows のセットアップ」 









メモ 


• -部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U 後にアプリケーシヨンのインス I ル 
をする必要びありまず。 


国^詳細について「本章 4-0 アプリケーシヨンを再インス!ルする」 
購入後に変更した設をびある場合は、 Windows のセットアップ後に、をう1度設 
定をやり直して<ださい。また、周辺機器の接続、購入をに追加したアプリケー 
シヨンのインス!-―ルも、 Windows のセットアップ後に行ってください。 

国^周辺機器の接続「4章周辺機器の接続」 

[巧巧インストールソフトウエアの復元]画面の U カバ U メニユーについて 

r 本節©八ードディスクから U カバ U をする」の手順巳の励期インストールソフ 
トウエアの復元]画面で表おされる1」カバリメニューの意味と動作はなのよラにな 
ります。 

【ご購入時の:!犬態に復元】 

ノてソコンを購入したとさの状態に戻します。 



作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプリケーションなどびすべて 
消まされた状態になります。 

手順已の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージ 
び表示されます。 















再セットアップ=リカバリをずる 



【パーティションサイズを指定して復元】 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブしソがの領域区分（パーティション）は消去され、一つの領域になります。 
その領域 （□) は「ディスクの管理」から再設定を行うと、再びドライブとして使 
用でさるよラにな0ます。 

^ディスクの管理「本節 0-2 パーテイシヨンを設定する」 


作成データ- 尸 

設定は消去 


U カバ IJ 



サイズ変更が 
でをる範囲 


作成データ’ 
設定は消去 


作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ1」ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 

① に：ドライブのサイズ]で _ J _ J をク U ックしてパーティシヨン （ C ドライブ) 
のサイズを指定する 

② [なへ]ボタンをク U ックずる 

手順已の後は「八ードディスクの内容は、すべて消まされます。」といラメッ 
セージび 表示されます。 


4) リカバリディスクか6リカバリをする 


r 

L. 


* U カバリ CD - ROM が同捆されていないモデルのみ 


作成した U カノのディスクでは、次のメニューの中から U カバ U ち法を還択するこ 
とびできます。あらかじめ U カバ U 方法をまめておくとスムーズに操作できます。 


■ ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I ''一 
ルされていたシステムとアプ U ケーシヨンを復元します。購入後に作成したデータ 
などは消'去されます。 

■ Windows J (—ティシヨンのみに復元 ■ 

八ードディスク全体を]つのパーティシヨン （ C ドライブのみ）にずるため、全領 
域を使用できるようになりまず。なお、 U カノのツールの領域は消去され、復元さ 
れません。購入時にプレインストールされていたシステムとアプ U ケーシヨンを復 
元します。また購入後に作成したデータなどは消去されます。 
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■ パーテイシヨンサイズを変更せずに復元 ■ 

パーテイシヨンサイズを変更して使巧していた場合、そのパーテイシヨンの構造を 
なったままシステムを復元します。 C ドライブに保存されていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブにな存されていたデータは、そのま 
ま残ります。 


m! (-ティシヨンヴイズを指定して復元 ■ 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびでをます。 C ド 
ライブ(外の八ードディスクの領域は1つの領域になり、そこに保存されていた 
データと1」カバ I 」ツールの領域は消去されます。 

メモ - 

• どのメニューを逞択しても、 C ドライブには I 」カバ U ツールから購入時と同 
じシステムび復元されまず。 


1 AC アダプタと電源コードを接続する 

2リカバリディスクをセットして、パソコンの電源を切る 

I 」カバ U ディスクび複数枚ある場合は、「ディスク]」からセットしてくだ 
さい。 

3キーボードの OD キーを巧しながら、パソコンの電源を入れる 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Password =」 と表示されます。 
ユーヴパスワードを入力して 作而 e ?) キーを押してください。 

4 0 または 0 キーで CD のアイコンに力ーソルを合わせ、 [ Enter ] 
キーを巧ず 

[復元方法の逞択]画面び表示されます。 

5 [巧]期インス!ルソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ] 
ボタンをクリックする② 



① 
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③ 






























[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する 
場合など、個人情報漏洩を防ぐために、八ードディスクのデータを完全に消 
まずるためのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ード 
ディスク上にある、すべてのデータび削除されます。 

^八ードディスクの消去について 

「10章日-©-已八ードディスクの内容をすべて消去する」 

6 [パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をクリックし①、[次へ] 


① 


③ 

[ノ（ーテイシヨンサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意味と動作は、 
なのとおりです。 

他のメニューを逞択した場合については、次のページを参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .288 

- [ Windows パーテイシヨンのみに復元]: P .288 
. [バーテイシヨンサイズを指定して復元]: P .289 

• [バーテイシヨンサイズを変更せずに復元]とは 

[バーテイシヨンサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードデイス 
クの領域を分割している場合などに使用します。 C ドライブび U カバ U 
され、それし U がの領ぼのデータはそのまま残ります。 


ボタンをクリックする② 


<巧巧インストールソフトウェアの巧元> 

ほ元する巧が S ぷ巧してくだ3い。 
r ごは入時のげ阳こ巧元 

广 Windows パーチイシ a ンのみには元 
ト パーティシ a ンブイプを！; E せず!こ巧 元！ I 

广バーティシ a ンサイズを指定して巧元 

HDD のりつて _ 08 

M ウのけ-1 -.. r づ’巧【 




く房る(を II ホへ咱)〉 





リカバリディスク 



作成データ • 
設定は消去 

作成データ • 
設定は保持 


(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 


C ドライブ （□) にあたる領域は、作成したデータ、設定した項目、イン 
ス I -ールしたアプ U ケーシヨンなどびすべて消去された状態になります。 


「先頭パーテイシヨンのデータは、ずべて消去されまず。」といラメッセージ 
び表示されます。 


メモ - 

• 「ご購入時の状態に復元」と r パーティションサイズを変更せずに復元」を選 
択した場合は、 U カバ U ツールの領域び確なされているため、八ードディス 
クの100%を使用することびでをません。 


7 [巧へ]ボタンをクリックする 

復元び実行されまず。 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[パーティションを初期化しています。しばらくお待ちください。]画面び表 
示されます。 
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長い時間表示される場合びありまずび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

















再セットアップ=リカバリをずる 


復元中は、次の画面が表示されます。リカバリの経過に従い、画面が変わり 
ます。 

I 」カバ U デイスクが複数枚ある場含、画面の指示にがって入れ替えて<ださい。 


<が)其0インスト—ルソフトウ17の S 元〉 

リカ,の 


<が巧8インスト—ルソソトウ17の11元〉 

CRC：7 で1•ルの巧な 

リカパリ中です。しばらく6巧ちくたさい。 

を面巧商 阳がXX 

巧 J 巧商 〇〇化汾 

♦ 

CRC：7 ァイル到1面してい ST。 しばらく6巧ちくたさい。 

を面巧商 阳.化 XK 

巧 J け商 阳.がが 


誦 

キでン t ル1 

丰 T ン拭レ1 


* 手順巨でに購入時の状態に復冠を選択した場合は、最初にロピーしています。]画 
面が表示されます。 

長い時間表おされる場含もありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 


復元が完了すると、終了画面が表示されます。 

8 [終了]ボタンをクリックする 

自動的にディスクトレイび開さます。 I 」カバ U ディスクを取り出してくださ 
しん 

システムび再起動し 、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示され 
まず。 

9 Windows のセットアップを巧う 

詳細について「1章2 Windows のセットアップ」 

メモ - 

• -部のアプ U ケーシヨンは、 I 」カバ U をにアプ U ケーシヨンのインス I ル 
をする必要びあります。 


^詳細について「本章 4-0 アプ U ケーシヨンを再インス!ルする」 

購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、もう1度設 
定をやり直してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ1」ケー 
シヨンのインス!-―ルを、 Windows のセットアップをに行つてください。 

^周辺機器の接続「4章周辺機器の接続」 
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再セットアップ 

























[巧巧インストールソフトウエアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

r 本節〇 U カバ U ディスクから U カバリをずる」の手順己の[初期インス!ルソ 
フトウエアの復元]画面で表おされる U カバ U メニューの意味と動作は次のよラに 
なります。 

【ご購入時の状態に復元】 

ノてソコンを購入したとさの状態に戻します。 


U カバ IJ ディスク 



作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプリケーションなどびすべて 
消まされた状態になります。 

手順日の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージ 
び表示されます。 


【 Windows J (—テイシヨンのみに復元】 

八ードディスク全体を1つのパーテイシヨンにします。リカバ U ツールの領域は消 
去されます。 


U カバ IJ ディスク 



作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプリケーションなどびすべて 
消まされた状態になります。 


288 




















手順巨の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージ 
び表ホされます。 


【パーティションサイズを指定して復元】 

八ードディスク （ C ドライフ）のサイズを変更します。 

C ドライブ L ソがの領域区分（パーティション）とリカバ U ツールの領域は消去され、 
一つの領巧になります。その領域は「ディスクの管理」から再設定を行ラと、再び 
ドライブとして使用でさるよラになります。 

^ディスクの管理「本節©-2パーテイシヨンを設定する」 


U カバ IJ ディスク 

リカバリ I 



作成データ 
^設定は消去 





C ドライブ 


バーテイシヨンと 
U カバ U ツールが 
消'まされた領域 


サイズ変更が 
でさる範囲 


作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ1」ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 


① に：ドライブのサイズ]で _ J _ J をク U ックしてパーティシヨン （ C ドライブ) 
のサイズを指定する 

② [なへ]ボタンをク U ックずる 


手順巨の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージ 
び表示されます。 
















リカパリ CD - ROM からリカパリをする 



* U カバ1」 CD - ROM が同捆されているモデルのみ 


r 


k. 


同捆の U カバ U CD - ROM では、次のメニューのなかから I 」カバ U ち法を選択する 
ことびでをます。あらかじめ U カバ U ち法をミ夫めておくとスムーズに操作でをます。 

■ ご購入時の状態に復元 ■ 

八ードディスクをパソコンを購入したとさの状態に戻し、購入時にプレインス I 
ルされていたシステムとアプリケーションを復元します。購入後に作成したデータ 
などは消去されます。 

■パーティションサイズを変更せずに復元 ■ (巧奨） 

ノてーティションサイズを変更して使巧していた場合、 その )てーティションの構造を 
なったままシステムを復元します。 C ドライブに保存されていたデータは消去され、 
購入時の状態に戻りますび、その他のドライブにな存されていたデータは、そのま 
ま残ります。ただし、 BIOS 情報やコンピュータウイルスなどの影響でデータび壊れ 
ている場合、 C ドライブしソ外の領域にあるデータち使えないことびあります。 

• ! (-ティションサイズを指定して復元 ■ 

C ドライブ（八ードディスク）のサイズを指定して復元することびできます。 C ド 
ライブ L が4の八ードディスクの領域は一つの領域になり、そこに保存されていた 
データは消去されます。 

メモ - 

• どのメニューを逞択しても、 C ドライブには I 」カバ U ツールから購入時と同 
じシステムび復元されまず。 


ここでは、「パーティシヨンサイズを変更せずに復元」ずる方法を例にして説明しま 
す。 

1 AC アダプタと電源コードを接続する 

2 リカバリ CD - ROM をセットして、パソコンの電源を切る 

U カバ U CD - ROM び複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてく 
ださい。 










3 キーボードの OD キ-を巧しながら、パソコンの電源を入れる 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 「 Passwo 「 d =」 と表示されま 
す。 

ユーヴパスワードを入力してキーを押してください。 

4 0 または 0 キーで CD のアイコンに力ーソルを合わせ、 ( Enter ) 
キーを巧ず 

[復元ち法の選択]画面び表示されまず。 

5 [巧]期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ] 
ボタンをクリックする③ 


<復元方法の逼巧〉 

巧元でホをさ巧してください， 


り初拍インストールソフ巧正アの巧をI- 

巧巧インストールソずウ1アぞ巧元 U ます。 


M- ドディスク上のをデー5の消ま 
1 1 — ドディスク上のをデータ否消をします。 


し I 为へ(ぶ > 1 j . J お 

[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する 
場合など、個人情報漏洩を防ぐために、八ードディスクのデータを完全に消 
まずるためのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ード' 
ディスク上にある、すべてのデータび削除されます。 

八ードディスクの消去について 

「10章日-©-已八ードディスクの内容をすべて消去する」 


再セツトアップ 
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[パーテイシヨンサイズを変更せずに復元]をクリックし①、[次へ] 
ボタンをクリックする② 



① 


② 


[ノくーティションサイズを変更せずに復元]を選択した場合の意はと動作は、 
次のとおりです。 

他のメニューを選択した場合については、次のページを参照してください。 

-[ご購入時の状態に復元] : P .294 

-[バーティションサイズを指定して復元]: P .29 已 

• [バーティションサイズを変更せずに復元]とは 

[パーティションサイズを指定して復元]を使って、すでに八ードディス 
クの領域を分割してし)る場合などに使用します。 C ドライブび U カバ U 
され、それ L ソがの領域のデータはそのまま残ります。 


U カバ U CD-ROM 



(八ードディスクの領域を分割している場合の表示例) 

C ドライブ （□) にあたる領域は、作成したデータ、設定した項目、イン 
ストールしたアプ1」ケーシヨンなどびすべて消'モされた状態になります。 


「先頭パーテイシヨンのデータは、ずべて消去されまず。」といラメッセージ 
び表示されます。 


























再セットアップ=リカバリをずる 



7 [次へ]ボタンをクリックずる 

復元び実行されます。 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

[パーティションを初期化しています。しばらくお待ちください。]画面び表 
示されます。 



<巧なインス!ルソフトウェアの巧元> 


ホ记中です。 


長い時間表示される場合びありまずび、画面び切り替わるまでお待ちください。 
復元中は、次の画面び表示されます。 I 」カバ U の経過に従い、画面び変わり 
ふ 〇 

I 」カバ U CD - ROM が複数枚ある場合、画面の指示に従って入れ替えてくださ 
い。 



* 手順巨でに購入時の状態に復冠を選択した場合は、最初にロピーしています。]画 
面が表示されます。 

長い時間表おされる場合もありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元が完了すると、終了画面が表示されます。 

8 [終了]ボタンをクリックする 

自動的にディスクトレイび開きます。 U カバ U CD - ROM を取り出してくだ 
さい。 

システムび再起動し 、 [Microsoft Windows へようこそ]画面び表示され 


まず。 


293 










9 Windows のセットアップを行う 

国^詳細について ri 章2 Windows のセットアップ」 

メモ - 

• 一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ I 」後にアプ U ケーシヨンのインス I ル 
をする必要びあります。 


国^詳細について「本章 4-0 アプ1」ケーシヨンを再インス!ルする」 

購入後に変更した設をびある場合は、 Windows のセットアップ後に、をう1度設 
定をやり直して<ださい。また、周辺機器の接続、購入をに追加したアプリケー 
シヨンのインス!-―ルも、 Windows のセットアップ後に行ってください。 

^周辺機器の接続「4章周辺機器の接続」 

[巧巧インストールソフトウエアの復元]画面のリカバリメニユーについて 

r 本節© U カバ U CD - ROM から U カバリをずる」の手順日の励期インス!ル 
ソフトウエアの復元]画面で表示される U カバ I 」メニューの意味と動作は次のよラ 
になります。 

【ご購入時の:!犬態に復元】 

ノてソコンを購入したとさの状態に戻します。 

IJ カバ IJ CD-ROM 



作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ1」ケーシヨンなどびすべて 
消まされた状態になります。 

手順日の後は「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージ 
び表示されます。 
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再セットアップ=リカバリをずる 



【パーティションサイズを指定して復元】 

八ードディスク （ C ドライブ）のサイズを変更します。 

C ドライブ L ソがの領域区分（パーティション）とリカバ U ツールの領域は消去され、 
一つの領域になります。その領域は「ディスクの管理」から再設定を行ラと、再び 
ドライブとして使用でさるよラになります。 

^ディスクの菅理「本節©-2パーテイシヨンを設定ずる」 


サイズ変更が 
でをる範囲 


作成したデータ、設定した項目、インストールしたアプ1」ケーシヨンなどびすべて 
消去された状態になります。 

① に：ドライブのサイズ]で _ J _ J をク U ックしてパーティシヨン （ C ドライブ) 
のサイズを指定する 

② [なへ]ボタンをク U ックする 


IJ カバ IJ CD-ROM 



手順已のをは「八ードディスクの内容は、すべて消まされます。」といラメッセージ 
び表示されます。 














コンピュータの管理者になっているユーザアカウントで□グオンする 

[コント□ールパネル]を開き、[©パフォーマンスとメンテナン 
ス]をク U ックする 

[ぷ j 管理ツール]をクリックする 

[ g コンピュータの管理]をダブルクリックする 

画面左の[ディスクの管理]をクリックする 

設定していないパーティシヨンは[未割り当て]と表示されまず。 

[ディスク 0] の[未割り当て]の領域をちクリックする 

表示されるメニューか5持斤しいパーティシヨン]をクリックする 

[新しし V (-テイシヨンウイヴード]び起動します。 




ットアップのあとは 


1〇け ice や OneNote を再インス I ^ールする 

Microsoft Office および Microsoft Office 日 neNote は、 U (上の手順では復元さ 
れません。同捆の CD - R 日 M で再インス!-ールしてください。 

国^詳細について「本章4-© Office を再インス!ルする」 

ここまでで、購入時の状態の復元は完了です。パーティションの設定を変更してシ 
ステムを復元した場合のみ、次項に]の操作を行ってください。 


2パ_テイシヨンを設定する^^^^^^^^^^^^ 

ノテイシヨンの設をを変更して再セットアツプした場合は、再セットアツプ終了 
後ずみやかに次の設をを行って < ださい。 




Windows の「ディスクの管理」を使用ずると、 「 HDDREC 0 VERY 」 という 
ボリユームのノ テ ィシヨ ンび表示されます。 この )くーテ ィシヨ ンには再セッ 
トアップするためのデータび保存されていますので、削除しないでください。 
削除した場合、再セットアップはでをなくなります。 


1 2 3 4 5 6 7 








再セットアップ=リカバリをずる 


8 [次へ]ボタンをクリックし、ウィザードに従って設定ずる 

次の項目を設定します。 

.バーティシヨンの種類 .バーティシヨンサイズ 

-ドライブ文字またはパスの割り当て •フォーマット 

-ファイルシステム 

9設定内容を確認し、[完了]ボタンをクリックずる 

フォーマットび開始されます。 

バーティシヨンの状態び[正常]と表示されれば完了です。 

詳細については「コンピュータの管理」のヘルプを参照してください。 

[ ヘルプの起動】 

メニューバーから[ヘルプ]-[トピックの検索]をク U ックしてください。 


再セットアップ 




4 アプリケーションを再インストールする 


アプリケーシヨンを一度削除してしまってを、必要なアプ1」ケーシヨンやドライバ 
を指定して再インス I -ールすることびでをます。 

Office 搭載モデルの場合 、 Microsoft Office および Office OneNote を、システム 
の復元後に同おの CD - ROM で再インス I ルずるぶ、要びあります。 r 本節© Office 
を再インストールする」を確認してください。 


[0 アプリケーシヨンを再インストールする 


再セツトアップ後にアプリケーションを再インストールするち法を説明します。 


【必要なちの】 

• 『取扱説明書』（本書） 

アプ1」ケーションによっては、再インストール時に ID 番号などび必要です。あらか 
じめ確認してから、再インス I -ールすることを巧奨します。 

すでにインストールされているアプ U ケーションを再インス I ■''ールするとさは、コ 
ントロールパネルの「プ□グラムの追加と削除」または各アプ U ケーションのアン 
インス I ルプ□グラムを実行して、アンインストールを行ってください。 

アンインス I ルを行わずに再インス I ルを実行ずると、正常にインス I ルで 
をない場合びありまず。ただし、上記のどちらのち法でちアンインス!''ールび実行 
でさないアプ U ケーションは、上書をでインス I ルしても問題ありません。 

1操作手順 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプリケーションのちイ 
ンストール]をクリックする 

2表示されるメッセージに従ってインストールを行う 

[ファイルのダウン□ー ド]画面び表示された場合は、[実行]ボタンをク 
リックしてください。 






アプリケーシヨンを再インストールずる 


〇け ice を再インス I ルする 


* Office 搭載モデルのみ 

文書作成ソフトの 「 Word 」 や表計算ソフト 「 Excel 」 を使いたい場合は Microsoft 
Office をインストールする必要があります。 

ここでは 、 Microsoft Office Personal 20日7 、 Microsoft Office Professional 
2 日日7 、 Microsoft Office Personal Edition 2 日日3 、 Microsoft Office 
Professional Enterprise Edition 20 日 3 と Microsoft Office OneNote 20 日7、 
Microsoft Office OneNote 2003 を再インス 1 ルするち法を説明します。 

[ 必要ならの】 

同捆のパッケージに、必要なちのが一式入っています。 

モデルによって同個されているパッケージは異なります。 

[ Microsoft ® Office Personal 20日7」一式* 

* モデルによっては、 「Microsoft® 日け ice PowerP 日 int® 2 日日 7」一式も同個されています。 

「 Microsoft ⑥ Office Professional 20日7」一式 

「 Microsoft ⑥ Office Personal Edition 2日日引一式 

[ Microsoft ® Office Professional Enterprise Edition 2 日〇吕」一式 

「 Microsoft ⑥ Office OneNote ® 2 日07」一式 

[ Microsoft ® Office OneNote ® 2 日〇吕」一式 

再インストールした場合、ライセンス認証が必要になります。 


再セットアップ 


2朋^ 




再インストール方法とセットアップ方法 _ 

詳細は、それぞれのパッケージに同捆の『スタートガイド』または『お使いになる 
前に』を確認してください。 


【 Service Pack 2 について】 

添付の CD から Microsoft Office Personal Edition 2 日03、 HomeStyle +、 
Microsoft Office Professional Enterprise Edition 2003 、 Microsoft Office 
OneNote 2003 を再インストールした場合 、 Service Pack 2 は組み込まれませ 
ん。 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーションの再インス!-ール]か 
ら再インス I -ールしてください。 

图^アプ U ケーションの再インストール 

「本節〇アプ U ケーションを再インストールする」 

【 r 手書き入カパッド」を使用ずるとき】 

Microsoft Office Personal Edition 2003 または Microsoft Office Professional 
Enterprise Edition 2003 を再インストールした場合 、 Microsoft Office Word 
や Microsoft Office Excel などのアプリケーションを使用するときに、 IME ツー 
ルバーの[手書さ]ボタン-[手書き入カパッド]をクリック（または[手書さ入力 
パッド]ボタンをクリック）すると、 r 言語の入カシステムが正常にインストールさ 
れていることを確認して<ださい」といラ警告 X ッセージび表示される場合があり 
ます。 

言語の入カシステム (Microsoft IME ) は正常にインストールされており、動作上 
の問題はありませんので、「今後、このメッセージを表示しない」のチェックボック 
スをチェックして、 [ OK ] ボタンをク U ックしてください。 
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10 章 

こんなとをは 


オンラインマニュアルの紹介、日常の取り扱いやお 
手入れ、アプリケーシヨンの問い合わせ先、保守や 
修理などアフターケアを行ラ保守ヴービスを利用す 
るとさについて。 

また、バッテリパックの廃棄やパソコン本体の廃 
案-譲渡を行ラ場合について知っておいて欲しいこ 
となどを説明しています。 


1オンラインマニュアルについて302 
2バソコンを持ち運ぶとをは303 
3日常の取り扱いとお手入れ304 
4ア フター ケアについて309 
已お客様登録をする311 
色廃棄•譲翻こついて316 
7問い合わせ先323 



1 オンラインマニュアルについて 

Windows び起動しているときに、取扱説明書体書）をパソコン画面上で見るこ 
とびでさます。 

次のよラに操作すると 、 「Adobe Reader 」 び起動し、「オンラインマニュアル」び 
表示されまず。 

初めて 「Adobe Reader 」 を起動したときは、[ソフトウェア使用許諾契約書]画面 
び表示されます。契約内容をお読みのラえ、[同意ずる]ボタンをク U ックしてくだ 
さい。[同意する]ボタンをク U ックしないと 、 「Adobe Reader 」 をご使用になれ 
ません。また、「オンラインマニュアル」を見ることはできません。 

起動方法 _ 

1[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[オンラインマニュアル] 
をク U ックする 

デスクトップ上にある[オンラインマニュアル]アイコンをダブルクリックしてを 
起動でさます。 


302 


2 パソコンを持ち運ぶときは 


パソコンを持ち運ぶとさは、誤動作や故障を起こさないために、次のことを必ず 
守ってください。 

•電源を必ず切り、 AC アダプタを取りはずしてください。電源を入れた状態、また 
はスタンノ（イ状態で持ち產ばないでください。 

電源を切って AC アダプタを取りはずした後に、すべての LE □び消なしているこ 
とをお認してくださし、。 

•急激な温度を化（寒い屋外から暖かい屋内への持ち込みなど）を与えないでくだ 
さい。結露び発生し、故障の原因となる可能性びあります。やむなく急な温度変 
化を与えてしまった場合は、数時間たってから電源を入れるようにしてくださし、。 
•が付けの装置やケーブルは取りはずしてください。また、 CD / DVD びセットさ 
れている場合は取り出してください。 

• パソコンを持ち運ぶとさは、不安定な持ちかたをしないでください。 

• パソコンを持ち重ぶとさは、突起部分を持って達ばないでください。 

【例】 

ディスクトレイ 



ここを持たないでください。 

• 各ス□ットに、メディアや力ードなどびセットされている場合は取り出してくだ 
さい。セットしたまま持ち歩くと、カードび壁や床とぶつかり、故障するおそれ 
びあります。 

• 落としたり、強いシヨックを与えないでください。 

• ディスプレイを閉じてください。 

• パソコンをカバンなどに入れて持ち運ぶとさは、パソコン上面び AC アダプタや 
マウス、携帯電話、または、硬い本などの荷物で局所的に圧迫されるよラな入れ 
ちをしないでくださし、。 

液晶画面の一部にシ5状のムラび発生するなど、破損•故障の原因となり、修理 
び必要となる場合びあります。 











3 曰常の取 0 扱いとお手入れ 


A \ ま 后、 

•お手入れの前には、必ずパソコンやバソコンの周辺機器の電源を切り、 AC アダ 
プタの電源プラグをコンセントか S 抜くこと 

電源を切らずにお手入れをはじめると、感電ずるおそれびあります。 


機器に強し偶撃やが圧を与えないようにを意してください。製品には精密部品 
を使用しておりますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障ずるおそれび 
あ D まず。 


日常の取り扱いでは、次のことを守ってください。 

1パソコン本体/ AC アダプタ/電源コ_ド^^^ 

•『安むしてお使いいただくために』に、パソコン本体、 A 巳アダプタ、電源コード 
を使用するときに守ってほしいことび記述されています。 

あらかじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 

•機器のちれは、柔らかくきれいな乾いた巧などでふき取ってください。ミちれびひ 
どいときは、水に浸した巧を固くしぼってからふをます。 

中性洗剤、揮発性の有機溶剤（ベンジン、シンナーなど)、化学ぞラをんなどは使 
用しないでくださし、。 

• 薬品や殺虫剤などをかけないで<ださい。 

• ディスプレイは静かに閉じてください。 

• 使用でさる環境はなのとおりです。 * 1 
温度巳〜3己で、湿度20〜80% 

* ] 使用環境条件は、本製品の動作を保証する温湿度条件であり、性能を保証するをのではあり 
ません。 

•なのよラな場所で使用やな管をしないで<ださい。 

直射日光の当たる場所/非常に高温または低温になる場所/急激な温度を化のある 
場所（結露を防ぐため）/強い磁気を帯びた場所（スピーカなどの近く）/ホコリ 
のをい場所/振動の激しい場所/薬品の充満している場所/薬品に触れる場所 
• 使用中に本体の底面や AC アダプタび熱くなることびあります。本体の動作状況 
により発熱しているだけで、故障ではありません。 

• 電源コードのプラグを長期間にねたって AC コンセントに接続したままにしてい 
ると、プラグにホコ U びたまることびあります。定期的にホコ U をふき取ってく 
ださい。 









3 日常の取り巧いとお手入れ 


2 キー ボード 

柔らかい乾いた素材のきれいな巧でふいてください。 

ミちれびひどいときは、水に浸した巧を固くしぼってふさます。 

キーのずさまにゴミび入ったとさは、エアーで吹を飛ばずタイプのク U —ナで取り 
除きまず。ゴミび取れないときは、使用している機種名を確認してから、購入店、 

または保守サービスに相談してください。 

飲み物など液体をこぼしたときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッテ U 
パックを取りはずして、購入店、または保守サービスに相談してください。 

3タッチパッド 

乾いた柔らかい素材のきれいな巧でふいてください。 

ミちれびひどいときは、水かめるま湯に浸した巧を固くしぼってからふきます。 

4液晶ディスプレイ 

■ 画面の手入れ _ 

• 画面の表面には偏光フィルムび貼られています。このフィルムは傷つをやすいの 
で、むやみに舰れないでください。 

表面びミちれた場合は、柔らかくされいな巧で軽くふを取ってください。水や中性 
洗剤、揮発性の有機溶剤、化学ぞラさんなどは使用しないで<ださい。 

• 無理な力の加わる扱いかた、使いかたをしないでください。 

液晶ディスプレイは、ガラス板間に液晶を配向処理して注入してありまず。強い 
力を加えると配向び乱れ、発色や明るさび変わって元に戻らなくなる場合びあり 
ます。また、ガラス板を破損するおそれもありまず。 

•水滴などび長時間付着ずると、変色やシ5の原因になるので、すぐにふさ取って 
ください。ふき取る際は、力を入れないで軽く行ってください。 

巧像防止につぃて _ 

長時間同じ画面を表おしたままにしていると、画面表示を変えたときに前の画面表 
示び残ることびあります。この現象を残像といいまず。残像は、画面表示を変える 
ことで徐々に解消'されますび、あまり長時間同じ画面を表示すると画像び消えなく 
なりまずので、同じ画面を長時間表示ずるよラな使いかたは避けてください。 

また、次の機能を利用すると、残像防止びでさます。 

• スク U —ンセーバーを設定する 

スク I 」ーンセーバーの設定『ヘルプとサポートセンター』 

• 「ま芝省電力」で「モニタの電源を切る」を設定する 

^ま芝省電力「5章 2-0 ま芝省電力」 30己 
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表況こついて _ 

TFT カラー液晶ディスプレイは非常に高度な技術を駆使して作られております。非 
点な、常時点ななどの画素（ドット）び存在することびあります（有効ドット数の 
割合は日9.99%しソ上です。有効ドット数の割合とは、「対応するディスプレイの表 
示しうる全ドット数のうち、表示可能なドット数の割合」です。）。また、見る角度 
や温度を化によって色むらや明るさのむらび見える場合びあります。これらは、故 
障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

5 CD/DVD 

CD / DVD の内容は故障の原因にかかわらずな障いたしかねます。製品を長持ちさ 
せ、データをな護するためにを、次のことを必ず守ってください。 

•傷、ミちれをつけないよう、取り扱いには十分にごを意ください。 

• CD / DVD を巧り曲げたり、表面を傷つけたりしないでください。 CD/DVD 
を読み込むことびでさなくなります。 

• CD/DVD を直射日光び当たるところや、極端に暑かったり寒かったりする場所 
に置かないでください。また、 CD/DVD の上に重いものを置かないでくださ 
し、。 

• CD / DVD は専用のケースに入れ、清潔に保護してください。 

• CD / DVD を持つときは、外側の端か、中央の巧のところを持つよラにしてくだ 
さい。 

データ記憶面に指紋をつけてしまラと、正確にデータび読み取れなくなることび 
ありまず。 

• CD/DVD のデータ記憶面/レーベレ面ともにラべ J レを貼らないでください。 

• CD / DVD のデータ記憶面に文字などを書かないでください。 

• CD / DVD のレーベル面に文字などを書くとさは、油性のフェルトペンなどを使 
用してください。ボールペンなどの硬いをのを使用しないでください。 

• CD / DVD びミちれたりホコ U をかぶったりしたときは、乾燥した清潔な巧でふき 
取ってください。ふき取りは円盤に沿って環状にふくのではなく、円盤の中むか 
らが側に向かって直線状にふくよラにしてくださしん乾燥した巧ではふき取れな 
い場合は、水か中性洗剤で湿らせた巧を使用してください。ベンジンやシンナー 
などの薬品は使用しないでください。 
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• ラベルは正しい位置に貼ってください。貼り替えるときに重ね貼りをしないでく 
ださい。 

• ホコ U のをい場所、タバコの煙び充満している場所に置かないでください。 

• 保管の際は、プラスチックケースに入れてください。 

♦食べ物、タバコ、消しゴムのカスなどの近くにフ□ッピーディスクを置かないで 
<ださい。 

8指紋センサ 

指紋センサ表面びミちれている場合には、認識率びな下する可能性びあります。眼鏡 
ふき（ク U - ナークロス）などのきれいな柔らかい巧で軽くふを取ってからお使い 
<ださい。 

指紋センサ表面を強くこずらないでください。また、洗剤などは使用しないでくだ 
さい。故障ずるおそれびあります。 


3日常の取り扱いとお手入れ 


6フ□ッピーディスクドライブ 

•市販のク U - ニン グディスクを使って、]ヶ月に]回を目安にク U - ニン グして 
<ださい。 

7フ□ッピーディスク 

フロッピーディスクは消耗品です。傷びついた場合は交換してください。 
フロッピーディスクを取り扱うときには、次のことを守ってください。 

•フ□ッピーディスクに保存しているデータは、万一故障び起こったり、消失した 
場合に備えて、定期的に複製を作って保管するよラにしてください。 

フ□ッピーディスクに保存した内容の障害については、当社は一切その責任を負 
いませんので、あらかじめご了をください。 

• シャッター部を開けて磁性面を她らないでください。巧れると使用でをなくなり 
ます。 

• スピーカなど強い磁気を発するちのに近づけないでください。 

記録した内容び消えるおそれびあります。 

• 直射日光に当てたり、高温のをのに近づけないでください。 

• 本やノー トなど重いものを上に置かないでください。 

•使用場所、保管場所の温度はなのとおりです。 


環境 

使用時 

保管時 

■ 

温度 

己〜3已で 

4〜已洗 
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9 データのパックアップについて 

重要な内容は必ず、を期的に J (ックアップをとって保存してください。 

ノ（ックアップとは八ードディスクやソフトウエアの故障などでファイルび使用でを 
なくなったときのために、あらかじめファイルをフ□ッピーディスクや巳 D - R 、 CD - 
RW などにコピーしておくことです。 

本製品は次のような場合、スタンバイまたは休止状態び無効になり、本体内の記憶 
内容び変化し、消失するおそれびあります。 

• 誤った使いかたをしたとき 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとさ 

•長期間使っていなかったために、バッテ U (バッテ U パック、時計用バッテ U ) 

の充電量びな<なったとさ 
•故障、修理、バッテ1」交換のとさ 

•バッテ U 腿動で使用しているときにバッテ U パックを取りはずしたとき 
• 増設メモ U の取り付け/取りはずしをしたとさ 

記憶内容の変化/消失については、八ードディスクやフ□ッピーディスクなどにな 
存した内容の損害については当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご 
承知ください。 

10デフラグ（ディスクの最適 f ヒ）について 

デフラグとは、八ードディスクにあるファイルを先頭から再配置して、ファイルの 
分割状態を解消し、連続した空を容量を増やす作業のことです。 

このパソコンでは「ディスクデフラグツール」を使用して、八ードディスクにある 
断片化されたファイルやフォルダ、八ードディスクの空き容量を整理統合して、よ 
り効率的にファイルやフォルダにアクセスしたり、新しく作成するファイルやフォ 
ルダを断片化されないよラに保存することびでさます。 

r ディスクデフラグツール J の起動方ま _ 

1[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[システ 
ムツール]^ [ディスクデフラグ]をクリックする 

「ディスクデフラグツール」の使いかたについては、「ディスクデフラグツール」 

のヘルプをお認してください。 

ヘルプのお動方法 _ 

1[ディスクデフラグツール]画面で、メニューパーの[操作]をク 
リックし、表示されたメニューか日[ヘルスをクリックする 
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4 アフターケアについて 

I 巧すヴービスについて _ 

保守サービスへの相談は、『まち PC サポートのご案内』を確認してください。 

保守-修理をはバソコン内のデータはすべて消去されまず。 

保守-修理に出ず前に、作成したデータの他に次のデータのバックアップをとって 
<ださい。 

* メール • メールのアドレス帳 

* 1」カバ U (再セットアップ）ツール •インターネットのお気に入り 

•自分で作成したデータ . TPM 内部のデータなど 

I ち寿巧部品について _ 

本製品には、有寿命部品び含まれています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用 
頻度や使用環境（温湿度など）等の条件により異なりますび、本製品を通常使用し 
た場合、1曰に約8時間、1力月で2已曰のご使用で約已年です。上記目安はあく 
まで目安であって、故障しないことや無料修理をお約束するものではありません。 
なお、24時間を超えるよラな長時間連続使用等、ご使用状態によっては早期にある 
いは製品の保証期間内でち部品交換（有料）び必要となりまず。 

【対象品名】 

本体液晶ディスプレイ’1、八ードディスクユニット、 CD / DV □ドライブで、フ□ッ 
ピーディスクドライブで、キーボード、タッチパッド、マウスっ、を却用ファン、 
ディスプレイ開閉部（ヒンジ）‘ 4 、 A 巳アダプタ 

* 1工場出荷時から画面の明るさが半減するまでの期間 

* 2それぞれ内蔵されているモデルび対象です 

* 3同捆されているモデルが対象です 

* 4液晶ディスプレイを開いたとさに固定するための内部部品です 
社団法人電子情報技術産業協会 

「パソコンの有寿命部品の表記に関するガイドライン」について 
http ;// itjeita . o 「. jp / perinfo / comnnittee / pc /0503 parts / index.htnnl 
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消耗品について _ 

【バッテ U パック】 

バッテリパック（充電式1」チウムイオン電池）は消耗品です。 

長時間の使用により消耗し、充電機能び低下します。 

充電機能びほ下した場合は、次のバッテリバック（別売り）と交換してください。 

•パ'ッテ U 八‘ック PABAS 073 
•パ' ッテ U 八‘ック PA 目 AS 07 已 

f ゴ属ちるに〇し、了 _ 

付属品（バッテ U パック - AC アダプタなど）については、 r ま芝パソコンシステ 
ム-オンラインショップ」でご購入いただけます。 

【東ちパソコンシステム-オンラインショップ】 

TEL : 043 -277 -已02已 

URL : http :// shop . toshiba - tops . co.jp 

巧寺部品（補修用性能部品）の最低巧ち巧囲 _ 

保守部品（補修用性能部品）とは、本製品の機能を維持するために必要な部品です。 
本製品のな守部品の最低保有期間は、製品発表月から日年已力月です。 
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5 お客様登録をする 


パソコンやアプ1」ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用者（ユー 
ヴ）であることを製品の製造元へ連絡しまず。これを「お客様登録」または「ユー 
ヴ登録」といいます。 

お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれ 
ぞれ異なります。 

お客様登録を行わなくても、パソコンやアプ1」ケーシヨンを使用でさますび、お問 
い合わせをいただくとさにお客様ま号（「ユーヴの」など、名称は製品によって異な 
ります）び必要な場合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報 
をお届けする場合びありますので、使い始めるときに済ませておくことをおすすめ 
します。 




まち ID ( TID ) お客様登録のおすすめ 


ま芝では、お客様へのサービス-サポートのご提供の充実をはかるためにまち ID 
( TID ) のご登録をおずすめしております。 

東芝の （ TID ) は、複数のデジタル商品、およびま芝オンラインショッピングサイ 
卜に hopl 04 引でな通にご利用いただけるお客様専用 ID です。 Room 1048§ 
録対象のまちデジタル商品をご購入されたちび対象で、インターネット経由でご登 
録いただけます。 

「Shop 1048」でご購入のお手続きの中で、 TI □をご登録いただいたお客様は、あ 
らためてご登録いただく必要はありません。また、 TID をご登録後は、はびをでの 
ご登録は不要でず。 

【東芝 ID ( TID ) でご利用いただけるヴービス】 

•お客様専用個人ぺージ 「 Room 1048 (ルームトウシパ')」をご利用いただけます。 

• PC オンラインによるメールでの技術相談をお受けいたします。 

• アンケートなどでご取得いただくポイントで、プレゼントの抽逞にご応募いただ 
けます。 

• rShopl04 引でのお買い物時には、便利でお得な TID 会員メニューをご利用い 
ただ < ことびでさます。 

詳しくは、次のアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://roonn 1 048. jp / onetoone / info / about _ tid.htm 








•。□登録には、メールアドレスび必要です（携帯電話のメールアドレスはご 
遠慮 < ださい)。 

• 上記のサービス項目のうち、個人ページおよびポイント制度については、個 
人のお客様のみ対象となります。 

• ご登録住所は、日本国内のみに限らせていただきまず。 

•この記載内容は200日年4月現なのものです。内容については、予告なく 
変更する場合びありますので、あらかじめご了承ください。 


1登録方法 

お客様の環境に応じて、登録ち法を選がでさまず。 

【方法！-[東芝お客様登録]アイコンか5のご登録方法】 

インターネットに接続後、登録用のホームページに簡単にアクセスできまず。 

すでにインターネット接続の設定び行われてあり、インターネットを使ったことび 
あるかた向けのち法です。 

【方法2-インターネットからのご登録方法】 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームぺージにアクセスしてい 
ただをます。 

すでにインターネット接続の設定び行われてあり、インターネットを使ったことび 
あるかた向けのち法です。 

【方法3-インターネットにすぐに接続されないお客様】 

まだインターネット接続の予定びないかたは、『お客様登録カード』（はびさ）で仮 
登録を行ってください。を曰インターネットで正式な TID 登録を行っていただく必 
要びありまず。 

商品の追加登録は「ち法1」または「ち法2」で行います。 

続けてそれぞれの登録ち法を紹介します。 










1 [まちお客様登録]アイコンからのご登録方法^^ 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、 
本製品に添付のアプリケーションを利用して、 TID 登録を行ラち法を説明します。 
インターネットに接続している間の通信料金やプ□バイダ使用料などの費用はお客 
様負担となりまずので、あらかじめご了承ください。 

操作にあたって —- ~ -:--一-一 

あらかじめ、なのことを行ってください。 

• コンピュータウイルスへの感染を防ぐために、ウイルスチェックソフトをインス 
I ''ールし、有効状態に設定しておいてください。 

• インターネット接続の設定をしておいてください。 

•複数のユーヴを登録している場合は、「コンピュータの管理をアカウント」のュー 
ヴで操作してください。 


メモ - 

• インストールしているウイルスチェックソフトの設定によって、インター 
ネ ッ 卜接続をお認する画面び表示される場合びありまず。インターネット接 
続を許可する項目を選択し、操作を進めて<ださい。 

•巧!めて rintemet Explorer 」 を起動したときは、操作の途中で、「目〇〇ス 
ティック」の利用を確認する[ま芝 dynabook をご利用の皆様へ]画面び表 
示されまず。 

「目00スティック」を利用する場合は、[利用規約を表示]をク1」ックし、利 
用規約をお認したあと[便利な目□□スティックを利用する]をク U ックして 
ください。利用しない場合は、巧り用しない]ボタンをクリックし、あとで 
「目00スティック」をアンインス!ルしてください。 


1デスクトップ上の[東ちお客様登録]アイコン （®) をダブルク 
リックする 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されまず。 

2内容を読んで[お客様登録へ進む]ボタンをクリックする 

3 [インターネットアクセス環境をお持ちの方はこち日をクリック]を 
クリックする 

インターネットに接続し、 rRooml 04 引のぺージび表示されます。 















4 [東芝 ID ( TID ) 新規登録-商品追加登録]欄で今回お買い上げの 
商品「パソコン J を選択する 

画面のご案内に従ってください。 

• ネリめて TID をご登録されるち 

[新規 TID 登録に進む]ボタンをク U ックしてください。 

画面のご案内に従ってご登録いただきますと、すぐに TID をご取得、ご 
利用いただけます。 

• ずでに他商品で TID を取得されたち 

下の、パスワードを入力し、[商品追加登録に進む]ボタンをク U ックし 
て < ださい。 

商品の追加登録を行っていただくことびでさます。 

2インターネットか5のご登録方法 

1 rhttp :// roonnl 048. jp/J にアクセスする 

2 [東芝 ID ( TID ) 新規登録-商品追加登録]欄で今回お買い上げの 
商品「パソコン J を選択する 

[セキュ U ティの警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、 [0 K ] ま 
たは[はい]ボタンをク U ックしてください。 

画面のご案内に従ってください。 

• ネリめて TID をご登録されるち 

[新規 TID 登録に進む]ボタンをク U ックしてください。 

画面のご案内に従ってご登録いただきますと、すぐに TID を発行いたし 
ます。 

• ずでに他商品で TID を取得されたち 

TID 、 パスワードを入力し、[商品追加登録に進む]ボタンをク U ックし 
て < ださい。 

商品の追加登録を行っていただくことびでをます。 

3インターネットにすぐに接続をれないお客様^^^^^^ 

同おの『お客様登録カード』（はびさ）に必要事項をご記入のラえ、ご送付ください。 
ま芝 TID 事務局より、「お客様登録ま号」と TID 登録用の「仮バスワード」をはび 
きにて通知いたします。はびさ通知を、インターネットから TID をご登録ください。 
TID はインターネットからのご登録受付になります。 
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• 巧]めて TID をご登録されるち 

インターネットに接続されたときに、 「 h け p :// raom 1 048. jp /」 にアクセスし、 
[ r お客様番号」をお持ちのお客様]ボタンをク U ックし、通巧はびきに記載され 
ている「お客様登録ま号」と「仮バスワード」を入力して TID 登録を行ってくだ 
さい。 

• ずでに化商品で TID を取得されたち 

インターネットに接続されたときに、 「 h け p :// raom 1 048. jp /」 にアクセスし、 
rRooml 04 引に□グインした後、[登録情報変更]一[八ガキを受け取られた 
お客様]を選択してください。 


a • TI □登録時点でお客様登録番号は無効となります。 TID でのサービス•サポー 
\ 卜をご利用ください。 

■ • TI □をご登録にならない場合は、お問い合わせなどの際にお客様登録番号び 

■ 必要になることびありますので、はびさをお手元に保管してください。 


因その他のユーザ登録 




1その他のアプリケーシヨンのユ_ザ登録 

パソコンに用意されている他のアプ U ケーシヨンのユーヴ登録については、同捆の 
『ユーヴ登録用紙』または各アプ U ケーシヨンのヘルプをお認してください。 

また、各アプ U ケーシヨンの問い合わせ先については、「本章7問い合わせ先」を 
お認してください。 










6 廃棄•譲渡について 


1 ) バッテリパックについて 


r 

L. 


貴重な資源を守るために、不要になったノ（ッテリパックは廃棄しない 
で、充電式電池 IJ サイクル協力店へ持ち込んでください。 

その場合、ショート防止のため電極にセ□八ンテープなどの絶縁テー 
プを貼って < ださい。 


鶴 

Li-ion 


【バッテリパック（巧電式電池）の回収、リヴイクルについてのお問い含わせ巧】 

有限責任中間法人」目 RC 
TEL : 03-目4日3-已巨73 
URL : http :// www . jbrc.com 


[ aj パソコン本な;について 


{ 


本製品を廃棄するときは、家庭と企業では廃棄ち法び異なります。次の要領にて処 
理してください。 

(本製品は、 LCD 表示部に使用している堂光管に水銀び含まれていまず。） 


1を業でパソコンをほ用しているお客様へ^^^ 

本製品を廃棄するとさは、産業廃棄物として扱われます。 

ま芝は、廃棄品の回収と適切な再使用 '再利用処理をち償で実施しております。 
下記へお問い合わせ<ださい。 

【巧い合わせ巧】 

まちバソコン U サイクルセンター 
電言ま番号： 04已-巳 10-02 巳已 

受付時間： 9 : 00〜17 : 00 (± ■日■祝日、当社指定の体日を除く） 

FAX : 04巳-巳0曰-7983 (24 日寺臣 1受付） 


【東芝ホームぺージでご紹介】 

URL : http :// dynabook . com / pc / eco / recycle.htm 





2 费庭でパソコンをほ用しているお客様へ 

本製品を廃棄するとさは、ま芝の家庭系使用済みパソコン回収受付窓□へお申し込 
みください。廃棄品の回収と適切な再使用•再利用処理を有償で実施いたしまず。 

【 パソコン回収受付窓 □ 】 

まち dynabook U サイクルセンタ 

【回収申込方法】 

• 東芝ホームぺージよりお申し込みの場合 
URL : http :// dynabook . com / pc / eco / recycle.htm に4時間受付） 

• 電話にてお申し込みの場ち 
東芝 dynabook リヴイクルセンタ 
TEL : 043 -303-0200 

受付時間： ] 日：日〇〜17 ;日0 (± ■日-祝日、当社指定の休日を除く） 

FAX : 043 -303 -日202 (24 時間受付） 

【回収-再資源化対象機器】 

ノートバソコン、デスクトップパソコン（本体)、液晶ディスプレイ/ミ夜晶一体型パ 
ソコン、ブラウン管 ( CRT ) ディスプレイ/ブラウン管 （ CRT ) -体型パソコン 
* 出荷時に同袖されていた標準添付品（マウス、キーボード、スピーカ、ケーブル 
など）び同時に排出された場合は、パソコンの付属品として併せて回収しまず。 
ただし、周辺機器（プ U ンタ他)、マニュアル、 CD - ROM などの媒体は回収の巧 
象がです。 

3 パソコンの •譲渡 時の A — ドディスク上のデータ消去に閲するごを 意 ■ 

最近、バソコンは、オフィスや家庭などで、いろいろな用途に使われるよラになっ 
てきています。これらのバソコンに使われている八ードディスクといラ記憶装置に、 
お客様の重要なデータび記録されています。 

したびって、パソコンを譲渡あるいは廃棄するときには、これらの重要なデータ内 
容を消去するということび必要となります。 

ところび、この八ードディスクに書さ込まれたデータを消去ずるといラのは、それ 
ほど簡単ではありません。 


こんなとさは 
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r データを消去する」といラ場合、一般に 

♦データを「ごみ箱」に捨てる 
♦ 「削除」操作を行ラ 

♦「ごみ箱を空にする」コマンドを使って消す 
♦ソフトウェアで初期化（フォーマット）する 
♦再セットアップ（|」カバ|」）を行い、購入時の状態に戻ず 

などの作業しますび、これらの作業では、八ードディスク上に記録されたデータの 
ファイル管理情報び変更されるだけで、実際はデータは見えなくなっているだけの 
状態でず。 

つまり、一見消去されたように見えますび、 Windows などの 0 S のもとで、それら 
のデータを呼び出す処理びでさなくなっただけで、実際のデータは、まだ残ってい 
るのです。 

したびって、特殊なデータ回復のためのソフトウ I アを利用すれば、これらのデー 
夕を読みとることび可能な場合びあります。このため、悪意のある人により、八一 
ドディスク内の重要なデータび読みとられ、予期しない用途に利用されるおそれび 
あ D ます。 

お客様び、廃棄■譲渡などを行ラ際に、八ードディスク内の重要なデータび流出す 
るというトラブルを回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、 
お客様の責任において消去することび非常に重要となります。 消去するためには、 
標準添付している八ードディスクデータ削除機能や市販されている専用ソフトウェ 
ア、有償サービスの利用や、八ードディスク上のデータを金植や強磁気により物理 
的-磁気的に破壊して、読めなくすることをお勧めします。 

なお、八ードディスク上のソフトウェア （0 S 、 アプ U ケーシヨンソフトなど）を削 
除することなくパソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス使用許諾契約に抵 
軸する場合びあるため、十分な確認を行ラ必要びあります。 

本製品では、パソコン上のデータをすべて消去することびでさます。 

国^「本項已八ードディスクの内容をすべて消去する」 

この機能は Windows などの OS によるデータ消去や初期化とは違い、八ードディ 
スクの全領域にデータを上書さするため、データび復元されに<<なります。 

ただし、本機能を使用してデータを消去した場合でを、特殊な装置の使用により 
データを復元される可能性はゼロではありません。あらかじめご了承ください。 

データ消去については、次のホームページを参照してください。 

URl : http :// dynabook . com / pc / eco / haiki.htm 
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4 お客様登録の削除について 

• ホームページか6削除する 

まち ID 订 ID ) をお持ちの場合はこちらからお願いいたします。 

①インターネットで 「 http://raoml 048. jp /」 へ接続する 
③[□グイン]ボタンをク U ックする 

[セキュリティ警告]画面び表示された場合は、内容を確認し、 [0 K ] ボ 
タンをク U ックして<ださい。 

③ [まちの （ TID )] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボタンをク 
U ックずる 

お客様専用ページに□グインしまず。 

④ ページち上の[登録情報変更]をク U ックする 
[登録情報変更メニュー]画面び表示されます。 

⑥「退会」をクリックし、登録を削除する 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は「登録情報変更」メニューで、 
商品削除を行ってください。 

《 TID を退会されますと、 「 Shopl 048」 での TID 会員メニュー、および 
ポイントサービスなどをご利用いただけな<なりまずので、あらかじめ 
ご了承 < ださい。 

• 電話で削除する 

「また ID 事務局（お客様情報変更)」までご連絡<ださい。 

東芝 I □事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0570-09-1048 

受付時間：10:00〜] 7:00 (±、曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページ、電話番号はお客様登録の内容変更、削除に関ずる問い 
合わせ窓口です。 

保守サービス、修理などの技術的な相談は、『まち PC サポートのご案内』を確認し 
て < ださい。 

法人のお客様の場合は、□グインで表おされる画面び異なります。登録情報の変更 
および退会は「登録情報変更」のメニューで、ご自身で行っていただくことびでさ 
まずび、商品の削除びでさませんので、その場合は上記のま芝 ID 事務局までお電話 
でご連絡くださいまずよラお願いいたしまず。 

-詳しくは、なのホームページをご参照ください。 

URL : https://rooml 048. jp / onetoone / info / business.htm 
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5 八ードディスクの内容をすべて消去する^^^ 

パソコン上のデータは、削除操作をしてち実際には残っています。普通の操作では 
読み取れないよラになっていますび、特殊なち法を実行すると削除したデータでち 
再現でさてしまいます。そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または 
譲渡する場合など、他人に見られたくないデータを読み取れないよラに、消去する 
ことびでをます。 

なお、八ードディスクにな存されている、これまでに作成したデータやプログラムな 
どはすべて消失します。これらを復元することはできませんので、ま意してください。 

■ 操作手順 _ 

八ードディスクの内容を削除するには、八ードディスクの U カバリツール、同捆の 
リカパリ CD - ROM 、 または作成した U カバ U ディスクを使用します。 

八ードディスクの U カバリツールを使用すると、八ードディスク内のデータはすべ 
て消去されますび、リカバ U ツールは残ります。 

作成した U カバ I 」ディスクまたは同おの U カバ U 巳 D 书 0 M を使用すると、八ード 
ディスク内のデータと共にリカバリ ツールを ミ肖去されます。 

ここでは、八ードディスクの I 」カバ U ツールから行ラち法を例にして説明します。 

U カバ I 」ディスクまたは同おの U カバ U 巳 D 书 0 M から行う場合は、手順1の麵こ 
ディスク1をセットしてください。 

1パソコンの電源を切る 

2 AC アダプタと電源コードを接続する 

3キーボードの@ (ゼ印キーを巧しなが日、パソコンの電源を入れる 

リカ八 ' U ディスクまたは同捆の I 」カバ U CD - ROM をセットしている場合 
は、キーボードの ( EH ) キーを押しなびら、パソコンの電源を入れます。 
その後、0または0キーで CD のアイコンに力ーソルを合わせ、 ( En ^ 
キーを押して < ださい。 

ユーヴパスワードを設定している場合は、 

「Password =」と表示されます。ユーヴパスワードを入力して、 〔 Enter ) 
キーを押して < ださい。 

[復元方法の選択]画面び表示されます。 
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4 [ A - ドディスク上の全データの消去]をチェックし①、[次へ]ボ 
タンをクリックする⑨ 


5 






<復元方法の适巧> 

巧モ方ホさ巧巧してください。 


' 巧期インストールリコトウ1アのは元 

巧巧インストールソフトウ1アぞ巧元します， 


卜好-;’ドデ;•タタ-上のを于•ータの;'肖お I — 


-① 


■ M - ドディスク上のをテ'- 5 S ;’ 肖モします。 


G ;大へ < Ji )> 


-② 


消去ち法を選択ずる画面び表示されます。 

目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去] 
をチェックし①、[次へ]ボタンをクリックする② 

「通常は[標準データの消去]を選択して<ださい。データを読み取れな< 
なります。 

より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を逞択してく 
ださい。数時間かかりますび、データは消去されます。 


く!、 -ドディスウ上のをデ-5の;'肖去〉 
满モホホをぶがしてください。 


m 


こんなとさは 


① ② 



[八ードディスクの内容は、ずべて消まされます。]画面び表示されます。 





6 [次へ]ボタンをクリックする 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 
消去び実行されます。 

消ま中は、なの画面び表示されます。 



消去び完了すると、終了画面び表示されます。 


7 [終了]ボタンをクリックする 

U カバ U ディスクまたは同おの U カバ U 巳□书 0 M から行った場合は、自動 
的にディスクトレイび開をます。ディスクを取り出してください。 

TPM の内容を消去する _ 

TPM を使用している場合、八ードディスクドライブだけでなく、 TPM 内部のデー 
夕を削除するお要びあります。登録情報など、セキュリティに関する重要な情報び 
含まれているため、必ずデータを削除してください。 

国^ TPM『Trusted Platform Module 取扱説明書』 
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7 巧い合わせ巧 

中200巨年10ち現在の内容です。 

各社の事情で、受付時間などがを更になる場合があります。 

本製品に添付されているアプ1」ケーシヨンやプ□バイダの問い合わせ先は、なのと 
おりでず。各アプ U ケーシヨンのユーヴ登録については、それぞれの問い合わせ先 
まで問い合わせてください。 


nios の巧い合わせ巧 




Windows セキユ U テイセンターなど、 Microsoft ® Windows ® XP Service Pack 
2 セキュ U テイ強化機能控載の新規機能についてのヴポート情報は、下記のホーム 
ページをご覧 < ださい。 


http ;// suppo 「 t . iTHcrosoft . com / 

Windows XP に関する一般的なお問い合わせは、東芝 PC あんしんヴポートになり 
ます。 

※ 当社製品で Windows Vista™ をご使用になる上での注意 - 制限事項を含めた最新情報は、 
dynabook.com サポート情報 （ http://clynabool<.com/assistpc/) で順次公開をします。 


胃アプリケーシヨンの巧い合わせ巧 1 


Adobe Reader / Confi 旨 F 「 ee / Fn - esse/lntemet Explorer/InterVideo WinDVD / 
Java ™ 2 Runtime Environment/Microsoft Office OneNote / Outlo 曰 k Express / 
PadTouch / P 巳弓越ナビ/ TOSH 旧 A Smooth View / TPM / 

Windows Media 円 ayer / 指紋認証ユーテイ U テイ/東芝 HW セットアップ/ 

東芝 PC 診断ツール/東芝省電力/東芝パスワードユーティ U ティ/ 

東芝ピークシフトコント□ール/内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ 

東芝（東芝 PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号 ： 01 20-97-1 048 (通話料-電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、アナウンスが流れまず。 

アナウンスに従って操作してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、アナウンスの後で面を 
プッシュして < ださい。 

技術相胃炎窓口受付時間： 9:00-19:00 (年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよう、ご確認の上おかけくださし、] 

海外か6の電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつながら 
ない場合がございます。その場含は TEL 043 -2 目 8-878 日（通話料お客様負担）にお 
問い合わせください。 

システム><ンテナンスのため、ヴポートを休止させていただく場合がございます。 

日程ま、 dynabook . com 「ヴポート情報」一「東芝 PC あんしんヴポート」 
( http :// dynab 己曰 k . com / assistpc / anshin / index _ j . htm ) (こてむ’ミロ b せし、にし 
ます。 
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Microsoft Office Access/Microsoft Office Exc 白 1/ 

Microsoft Office Home Style+/Micros 曰 ft Office InfoPath / 

Microsoft Office Outlook/Microsoft Office PowerPoint / 

Microsoft Office Publisher/Microsoft Office Word 

マイク□ソフト無償サポート 

< TEL > 


TEL 

東京： 03-已3曰 4-4 己00 
大阪： 06-6347-4400 

※なの情報をお手元に用意してご連絡ください。 

郵便番号、ご住所、お名前、電話番号、お問い合わせ製品のプ□ダクト ID 
詳細は、製品添付の「パッケージ内容一覧」をご覧ください。 

〈受付時間-お問い合わせ回数〉 

•セットアップ、 

インス1ルに関するお問い合わせ 

受付時間 

9:30〜12:日0、 13:00-19:00 (平曰） 

1ひ00〜17;00 (±曜日、日曜日） 

(マイク□ソフト株式舎社休業日、年未年始、祝祭日を除く。日曜 
曰が祝祭曰の場合は営業いたします。その場合、振替休日は休業さ 
せていたださます） 

回数 

指定はございません。 

♦基本操作に関するお問い合わせ 

受付時間 

9:3日〜12:日0、 13:00-19:00 (平曰） 

] ひ00〜17:00 (±曜日） 


(マイク□ソフト株式舎社休業日、年未年始、祝祭曰を除 <) 

化借 

無價 

4インシデント （4 件のご質問） 

ヴポート回数 

ホ Microsoft Office Personal 20日7と Micros 曰 ft Office PowerPoint 


2 日 07 びプレインス1 -- ルされているモデルの場合 、 Microsoft Office 
PowerPoint 20日7は2インシデントになります。 

お問い合わせに関する詳細は 、 Microsoft Office のスタートガイドをご覧ください。 

〈ホームぺージ〉 


URL 

http;//supp 曰 rt . mi 巳 rasoft . com / 

※電話サポート 

(無償）もしくは、製品サポートからお問い合わせになる製品をお選び 

ください。 


備考 

マイク□ソフトサポート Web 上か6直接インターネットを通じてお 
問い合わせち可能です。 

答えて 


ねつと 

http ;// www.k 曰 taete - net . net / 
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ウイルスパ' スター 

ウイルスバスターサービスセンター 

受付時間 ：日:3日〜17:30 

TE し : 0己 70-00832 巨 

ホームぺーシ： http://www.trendmic 「 o.co.jp/suppo 「 t/vb/index.asp 
DLA for TOSHI 目 A/Rec 曰 「 dNow! 目 asic 于日「 TOSHI 目 A/Recovery Disc Creator 
ソニック*サポートセンター 
受付時間 ：1日:日〇〜1 2:00. 13:日日〜] 7:00 

(± •曰-祝祭日-年末年始-特別行事曰を除く） 

TEL : 03-已232-巨400 

お問い合わせは、ソニック-ソルーシヨンズのヴポートページの X —ルサポートフォ 
ームより質問巧容をお送りください。 

ホー ムぺ ーシ： http://www.s 曰 ni 巳 japan. 巳曰 . jp/supp 曰 「 t/index.html 
旨00スティック 
呂〇〇事務局 

受付時間 ：1〇:日〇〜17:日0化-日•祝日-年未年始を除く） 

TEL : 04己- 848-4] 9日 

E-mail : in 干〇轉呂〇曰 . ne.jp 

ホームぺージ : http://stick. 畳 0 曰 . ne.jp 













付録 


本製品について、各インタフエースなどのハード 
ウェア仕様や、技術畐準適合について記しています。 


1本製品の仕様328 
吕さインタフエースの仕様334 
3技術基準適合について340 
4お線 LAN について360 
已 Internet Explorer のパ‘ージョンについて371 



1 本製品の仕様 


仕谢こついての詳細は、別紙の 『dynabookSatellite J62 シ U- ズ製品仕様表』、 
『dynabook Satellite 」日1シ U— ズ製品仕様表』、 『dynabook Satellite J 已〇シ 
U ーズ製品仕様表』のいずれかを参照して<ださい。 

1サポートしているビデオモード 

ディスプレイコント□ーラによって制御される画面の解像度と表示可能な最大色数 
を定めた規格をビデオモードと呼びまず。 

本製品でサポートしている英語モード時のすべてのビデオモードを次に示します。 
モードナンバは一般に、プ□グラマびそれぞれのモードを識別するのに用いられま 
す。アプ U ケーシヨンソフトびモードナンバによってモードを指定してくる場合、 
そのナンパ'び図のナンパ'と一致していないことびあります。この場合は解像度と 
フォントサイズと色の数をもとに還択し直してください。 


ビデオ 

モード 

形式 

解像度 

フォントサイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レー ト (Hz) 

0.1 


40x2 已字 

8x8 



2,3 


80x2 巳字 



町* 

VGA 

40x2 已字 

8x14 

] 色 /2 已白 K 


〇本つ* 

テキスト 

80x2 已字 


0+.1 + 


40x2 已字 

8(9) X 16 



2+,3+ 


80x2 巳字 



4, 已 

VGA 

320x200 ドット 

8x8 

4/2 已目 K 

70 

6 

グラフ イツ クス 

日 40x200 ドット 

2/2 已色 K 

7 

VGA 

80x2 已字 

8(9) X 14 

モノクロ 


7+ 

テキスト 

8(日 ）X 1 色 


□ 


320 X 2 曰 0 ドット 

8x8 

1 色/ 2 己己 K 


E 


日 40x200 ドット 


F 

VGA 

グラフ イツ クス 

己 40x3 曰 0 ドット 

8x14 

モノクロ 


10 

1 色/ 2 己己 K 


1 1 

巨 40x480 ドット 

8x16 

2/2 已色 K 

60 

12 


1 色/ 2 己己 K 

13 


320x200 ド'ッ 1- 

8x8 

2 己色/ 2 巳 6K 

70 












































ビデオ 

モード 

形式 

解像度 

フォントサイズ 

色数 

CRTU フレッシュ 
レート ( Hz ) 

- 

SVGA 

グラフ イツ クス 

目4日 X 48曰ドット 

- 

2已6/2已己 K 

色0/7已 / S 己 
/ I 日日 

- 

80 Ox 巨00ドット 

- 

- 

] 024 x 7 目8ドット 

- 

- 

1280 X 1024ドット*1 

- 

- 

1400 XI 0己0ド'ッドぃ 

- 

60 

- 

1巨00 XI 吕00ドット*し3、4 

- 

巨0/7己/8己/100 

- 

1920 XI 440ド'ット*し3 

- 

60 

- 

吕048 XI 己3曰ドット*し3 

- 

- 

目4日 X 48曰ドット 

- 

白 4 K / 色 4 K 

色0/7已/8己 
/ I 日日 

- 

800 X 600ドット 

- 

- 

] 024 x 7 目8ドット 

- 

- 

] 280 X 1024ドッド1 

- 

- 

1400 XI 0己0ド'ッドぃ 

- 

60 

- 

1600 XI 200 ドット* 1' 瓦 4 

- 

巨0/7己/8己/100 

- 

1920 x 1440 ド'ッドし3 

- 

60 

- 

吕048 XI 己3曰ドット*し3 

- 

- 

目4日 X 48曰ドット 

- 


色0/7已/8己 
/ I 日日 

- 

80 Ox 巨00ドット 

- 

- 

] 024 x 7 目8ドット 

- 

- 

1280 X 1024ドット*1 

- 

- 

1400 X 10己。ドッドぃ 

- 

60 

- 

1600 XI 200 ドット* 1' 瓦 4 

- 

巨0/7已/8己/10曰 

- 

1920 XI 440 ド'ッドし 3 

- 

60 

- 

2048 XI 己3己 ドット*し 3 

- 


*1 XP Pro モデル 、 XP Home モデルの場合、 1024 x 7 巨 8 ドットの液晶ディスプレイモデルで 
本体液晶ディスプレイに表示する場合は、実隙の画面 (1024 X 768) 內に、仮想スク U - ン 
表巧します。 

*2 1400 X 1 日日〇ドットの液晶ディスプレイモデルのみ表示 

*3 XP Pro モデル 、 XP Home モデルの場を、 ] 40日 x 1 0已〇ドットの液晶ディスプレイモデル 
で本体液晶ディスプレイに表示する場含は、実隙の画面 (1400 X 10日日）内に、仮想スク 
U —ン表示します。 

*4 Windows Vista ™ び搭載されている場含、巳 RTU フレッシュレート （ Hz ) は、目 OHz 、 

7巳 Hz 、 8巳 Hz のみで] 00 Hz には対応してし、ません。 

注）一部の画面モードは、マルチモニタでは使用でさません。 
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2 八ードウエア y ソースについて 

メモ U マップ、 I / O ポートマップ、旧 Q 使用リソース、 DMA 使用 U ソースは次のち 
法で確認でさます。 

使用している環境（八ードウェア/ソフトウェア）によって変更される場合びあり 
ふ 〇 

1[スタート]一[ずべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[システ 
ムツール]^ [システム I 眉報]をクリックする 

2画面左側のツリーから[八ードウェアリソース]をダブルクリック 
ずる 

3調べたい項目をクリックする 


メモ U マップ 

[メモリ] 

I / O ポートマップ 

[ I / O ] 

旧 Q 使用 U ソース 

[ IRQ ] 

DMA 使用リソース 

[ DMA ] 
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3 内蔵モデムについて 

モデムボードを取り付けることによって、モデム機能を使用できます。購入したモ 
デルによって、モデムび内蔵されています。モデム内蔵モデルでない場合は、モ 
ジュラーコネクタびカバーで覆われ、使用でをません。あらかじめモデムボードび 
取り付けられているモデルの場合は、取り付け/取りはずしの作業は必要ありませ 
ん。また、モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しないでください。 


A 警告 

• 本文中で説明されている部分 L ソ外は給巧に分解しないこと 

内部には高電圧部分び数多くあり、万一独ると、感電ややけどのおそれびありま 
す。 

• 取りはずしたネジは、幼児の手の届かないところに保管すること 

誤って飲み込むと窒息のおそれびあります。万一、飲み込んだ場合は、ただちに 
医師に相談してください。 


八ま 后、 

•モデムボードの取り付け/取りはずしは、必ず電源を切り、 AC アダプタのプラ 
グを抜き、バッテリバックを取りはずしてか S 作業を行うこと 
電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれびあります。 
• 電源を切った直後には、モデムボードの取り付け/取りはずしを行わないこと 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後30分し U 
上たってから、行ってください。 

• バソコン内部にネジや異物を残さないこと 
义災、発煙のおそれびありまず。 



• モデム ボー ドの取り付け/取りはずし、 PTT ラベルのお認外の目的でパソ 
コン 本体のモデム カバーを 開けないでください。 


• モデムボードを取りはずした状態で本製品を使用しないでください。故障の 
原因になります。 

•モデムボードを強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

• キズゃ破損を防ぐため、巧などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置 
いて作業を行ってください。 
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モデムボードの取り付け/取りはずし _ 

【取り付け】 

① データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテ U パックを取りはずす 

④ 本体裏側の内蔵モデムカノ（一のネジ2本をゆるめ、カノく一を取りはずず 
⑥モデムボードのネジ2本を取りはずす 

⑥ 接続コードをモデムボードに取り付ける 

⑦ モデムボードをパソコン本体に取り付ける 

⑨手順⑤ではずしたモデムボードのネジ2本をとめる 

⑨ 手順④ではずしたカノ（一をはめ、ネジ2本をとめる 

⑩ バッテ U パックを取り付ける 

【取りはずし】 

① データを保存し、 Windows を終了させて電源を切る 

② パソコン本体に接続されている AC アダプタとケーブル類をはずす 

③ ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテ U バックを取りはずず 

④ 本体裏側の内蔵モデムカノ（一のネジ2本をゆるめ、カノく一を取りはずす 
規格 ( PTT ) ラベルを確認することびできまず。 

⑥モデムボードのネジ2本を取りはずす 

⑥ 接続コードをモデムボードから取りはずす 

⑦ モデムボードをパソコン本体から取りはずす 

⑨手順⑤ではずしたモデムボードのネジ2本をとめる 

⑨ 手順④ではずしたカノ（一をはめ、ネジ2本をとめる 

⑩ バッテ U パックを取り付ける 

4回復コンソール 

Windows XP に重大なエラーび発生して起動できないよラな場合、回復コンソール 
を使って起動環境の復元やファイルの救出などを行ラことびでさます。 

回復コンソールは正常に機能しているとをにインス I ''ールする必要びあります。 
詳しい使用ち法は[スタート]一[ヘルプ]をク U ックして、『ヘルプとサポート 
センター』で「回復コンソール」を検索し、確認してください。 
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回復コンソールのインス I ル _ 

1 [スタート]一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 
2に:¥\^||1〇1〇\^3¥巧86¥\^||11113吕 .exe /cmdconsj と入力する 
3 [0 K ] ボタンをクリックする 

[ Windows セットアッス画面び表示されます。画面の指示に従ってイン 
ス I ■''ールしてください。 

「ファイル XXXX .... を読み込めなかつたため、アップグレードオプシヨンは 
現在利用できません。.…」というメッセージび表示された場合は、[〇の 
ボタンをクリックしてください。回復コンソール開始のお認画面び表示され 
ます。 

インターネットに接続でさない場合は、更新された Windows セットアップ 
をダウン□-ドすることびでさませんび、回復コンソールのインストールは 
そのまま続行することびでさます。 


■- t 

い回復コンソールの操作方ミモ _ 

1 電源スイッチを f 甲ず 

バソコンを起動したとさにオペレーティングシステムー覧び表示されます。 
通常、システムを起動ずる場合は 、 「Microsoft Windows XP Professional 」 
または 「Microsoft Windows XP Home Edition 」 を選択してください。 

2 [Microsoft Windows XP 回復コンソール」を選択し、 〔 Enter ) キー 
を巧ず 

画面の X ッセージに従ってください。 

3コマンドを入力する 

「 C :¥ WINDOWS >_」 び表示されているときに 「 help 」 を入力すると、回 
復コンソールで入力でをるコマンドの一覧び表示されます。 

各コマンドの説明については、『ヘルプとサポートセンター』でご確認くだ 
さい。 

回復〕ンソールを終了したい場合は 「 exit 」 と入力してください。パソコン 
び再起動します。 


2 各インタ フエー スの仕様 


1 COMMS インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

CD 

受信キヤ u ア検出 

1 

2 

RXD 

受信データ 

1 

3 

TXD 

送信データ 

0 

4 

DTR 

データ端末レディ 

0 

已 

GND 

信号グランド 


6 

DSR 

データセツトレディ 

1 

7 

RTS 

送信要求 

0 

8 

GTS 

送信巧 

1 

白 

Cl 

被呼表 

1 

コネクタ図 

( 

白 已 


/ 〇 〇 〇 〇 \ 

つ/ \ 〇 

/ 〇 0 〇 〇 〇 \ 

已 1 

D-SUB 9 ピンオス 


信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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2 PS /2 インタフェース 


ピン番号 

信号名 

意巧 

信号ち向 

1 

M0USDT 

マウス データ 

I/O 

2 

EXTKBDT 

キーボー ド データ 


3 

GND 

グランド 


4 

VCC 

已 V 


5 

M0USCK 

マウスク□ック 

I/O 

6 

EXTKBCK 

キーボー ドク□ック 

I/O 

コネクタ図 



戸6 □巳 








S 二 DIN 6ピンメス 



信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 















3 RGB インタフエース 



信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向〔 I ):パソコン本体への入力 
信号方向（日）：パソコン本体からの出力 
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4 USB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号ち向 

1 

VC 仁 

+已 V 


2 

-Data 

マイナスデータ 

I/O 

3 

+Data 

プラスデータ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 


n n jn jn j 

12 3 4 


信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 


5モデムインタフ王ース 


* モデム内蔵モデルのみ 


ピン番号 

信号名 




意 


信号ち向 

1 

- 

ノーコンタクト 


2 

- 

ノーコンタクト 


3 

TIP 

電話回線 

I/O 

4 

RING 

電話回線 

I/O 

5 

- 

ノーコンタクト 


6 

- 

ノーコンタクト 


コネクタ図 





II 

II 








654321 





信号名：一がついているのは、負論理値の信号です 
信号方向( I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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6 LAN インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

巨 LDA + 

送受信 データ A (十） 

I/O 

2 

BI - DA - 

送受信データ A (—） 

I/O 

3 

巨 1 _ □巨+ 

送受信データ B (十） 

I/O 

4 

巨 LDC + 

送受信 デー タ C (十） 

I/O 

已 

巨 LDC - 

送受信データ C (一） 

I/O 

巨 

巨 LDB - 

送受信データ B (—） 

I/O 

7 

BLDD + 

送受信データ□(十） 

I/O 

8 

BLDD - 

送受信データ□(一） 

I/O 

コネクタ図 


ド^ 

11111111 

87654321 



信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向〔 I ):パソコン本体への入力 
信号方向（日）：パソコン本体からの出力 
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7 パラレルインタフェース 


ピ: VS 号 

信号名 

意は 

信号丽 

1 

-STROBE 

PD 日〜 7 のデータを書さ込むための同期出力信号 

0 

2 

PD 0 

PD 日のデータを送信する信号 

I/O 

3 

PD 1 

PD 1のデータを送信する信号 

I/O 

4 

PD 2 

PD 2 のデータを送信する信号 

I/O 

已 

PD 3 

PD 3 のデータを送信する信号 

I/O 

6 

PD 4 

PD 4 のデータを送信する信号 

I/O 

7 

PD 己 

PD 己のデータを送信する信号 

I/O 

8 

PD 6 

PD 日のデータを送信する信号 

I/O 

9 

PD 7 

PD 7 のデータを送信する信号 

I/O 

10 

-ACK 

- STROBE に対するデータ受信完了信号 

1 

11 

BUSY 

データ受信できるかどラかを示すステータス信号 

1 

12 

PE 

用紙切れを知らせるステータス信号 

1 

13 

SELCT 

セレクト/デイセレクト状態を示すステータス信号 

1 

14 

-AUTFD 

自動用紙送り機構用信号 

0 

1 己 

-ERROR 

アラーム状態を示すステータス信号 

1 

16 

-PINT 

初期状態に戻す信号 

0 

17 

-SUN 

未使用 

0 

18 

GND 

信号グランド 


19 

GND 

信号グランド 


20 

GND 

信号グランド 


21 

GND 

信号グランド 


22 

GND 

信号グランド 


23 

GND 

信号グランド 


24 

GND 

信号グランド 


25 
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コネクタ図 

C 
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1 000000000000 \ 
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/ ooooooooooooo ) 

1 13 

D-SUB 2曰ピンメス 


信号名：一びついているのは、負論理値の信号です 
信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 
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3 技術基準適合にごいて 

瞬時電圧お下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会のをめたバーソナルコンピュー 
夕の瞬時電圧低下巧策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラ 
インの基準を上回る瞬時電圧巧下に巧しては、不都合を生じることびあります。 

電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自を規御協議会 （ VCCI ) の基準に基づ< 
クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的とし 
ていますび、この装置びラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、 
受信障害を引さ起こすことびあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。_ 

圆^旧章2 Q & A 集 

その他- Q . ノ（ソコンの近くにあるテレビやラジオの調子びおかしい」 

高調波対策について（同捆の AC アダプタの出力電力値が SOW の場合） 

(社）電子情報技術産業協会情報処 S 機器 

高調波電流巧制巧策実行計画に基づ<定格入力電力値： 72 W 
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FCC information 

Product name : dynabook Satellite J62 series 
dynabook Satellite J61 series 
dynabook Satellite J60 series 

FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of the FC じ rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses and can 
radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. If this equipment does cause harmful 
interference to radio or television reception, which can be determined by turning the equipment 
off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or more of the following 
measures: 

U Reorient or relocate the receiving antenna. 

口 Increase the separation between the equipment and receiver. 

U Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

U Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may he attached to 
this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is iiKely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must he 
used between the external devices and the computer’s RGB connector, PRT connector, USB 
connector and Microphone jack. And,a cable with ferrite core must he used between the external 
devices and the computer's modular jack.Changes or modifications made to this equipment, not 
expressly approved by TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void the users authority 
to operate the equipment. 


FCC conditions 


This device complies with Part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two 
conditions: 

1. This device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 

TOSHIBA EU Declaration of Conformity 

こら 

TOSHIBA declares, that the product: PSJ60 conforms to the following Standards: 


Supplementary Information : "The product complies with the requirements of the Low Voltage 

Directive 73 に 3/EEC ， 化 e EMC Directive 89/336/EEC and/or the 
R&TTE Directive 1999/5/EC.’’ 


This product is carrying the CE-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany. 


3 技術基準適合について 


* モデム内蔵モデルのみ 


モデム使用時のを 意 事項 

本製品の内蔵モデムをご使用になる場合は、なのを意事項を守って<ださい。 


内蔵モデムは、財団法人電気通信端末機器審査協会により電 . 
気通信事業法第日〇条 1 項に基づを、技術基準適合認定を受 ^ 
けたちのです。 

ピ認定番号 
? A 04-0609001 

参対応地域 


内蔵モデムは、次の地域で使用でさます。 



アイスランド、アイルランド、アメリカ合衆国、アラブ首長国連邦、アルゼンチン、 
イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、エジプト、エストニア、 
オーストラリア、オーストリア、オマーン、オランダ、カナダ、韓国、ギリシャ、 
クウェート、サウジアラビア、シンガポール、スイス、スウェーデン、スペイン、 
スリランカ、ス□バキア、ス□ベニア、タイ、台湾、チェコ、中国、デンマーク、 
ドイツ、トルコ、日本、ニュージーランド、ノルウェー、バキスタン、八ンガ U -、 
バングラデシュ、フィリピン、フィンランド、ブラジル、フランス、ブルガリア、 
ベルギー、ポーランド、ポルトガル、香港、マルタ、マレーシア、南アフリカ、メキシコ、 
モ□ツコ、ラトビア、リトアニア、ルーマニア、ルクセンブルグ、レバノン、□シア 

に00日年12月現在) 


参自動再発信の制限 

内蔵モデムは2回を超える再発信 （ U ダイヤル）は、発信を行わず 『BLACK USTED 』 
を返します （『 BLA 巳 K USTED 』 の応答コードび問題になる場合は、再発信を2回 
(下または再発信間隔を1分しソ上にしてください)。 

* 内蔵モデムの自動再発信機能は、電気通信事業法の技術基準（アナ□グ電話端 
末）「自動再発信機能は2回しソ内（但し、最初の発信から3分 L ソ内)」に従って 
います。 
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Conformity Statement 

The equipment has been approved to [Commission Decision •’CTR21"] for pan-European single 
terminal connection to the Public Switched Telephone Network (PSTN). 

However, due to differences between the individual PSTNs provided in different countries/regions 
the approval does not, of itself, give an unconditional assurance of successful operation on every 
PSTN network termination point. 

In the event of problems, you should contact your equipment supplier in the first instance. 


Network Compatibility Statement 

This product is designed to work with, and is compatible with the following networks. It has 
been tested to and found to confirm with the additional requirements conditional in EG 201121. 


Germany 


Greece 

Portugal 

Spain 

Switzerland 


- ATAAB AN 日 05 ， AN006 ， AN 日 07 ， AN009 ， AN 日 10 and 
DE03, 04,05,08,09,12 ， 14，17 

- ATAAB AN005,AN006 and GROl ， 02,03,04 

- ATAAB ANOOl ， 005,006,007,011 and P03, 04,08，10 

- ATAAB ANOO 5,007,012, and ESOl 

- ATAAB AN002 


All other countries/regions - ATAAB ANOO 3,004 


Specific switch settings or software setup are required for each network, please refer to the 
relevant sections of the user guide for more details. 

The hookflash (timed break register recall) function is subject to separate national type approvals. 
If has not been tested for conformity to national type regulations, and no guarantee of successful 
operation of that specific function on specific national networks can be given. 
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Pursuant to FCC CFR 47, Part 68: 

When you are ready to install or use the modem, call your local telephone company and 
give them the following information: 

- The telephone number of the line to which you will connect the modem 
- The registration number that is located on the device 

The FCC registration number of the modem will be found on either the device which is to 
be installed, or, if already installed, on the bottom of the computer outside of the main 
system label. 

- The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 


The modem connects to the telephone line by means of a standard jack called the USOC 
RJllC. 

Type of service 

Your modem is designed to be used on standard-device telephone lines. 

Connection to telephone company-provided coin service (central office implemented 
systems) is prohibited. Connection to party lines service is subject to state tariffs. If you 
have any questions about your telephone line，such as how many pieces of equipment you 
can connect to it, the telephone company will provide tnis information upon request. 

Telephone company procedures 

The goal of the telephone company is to provide you with the best service it can. 

In order to do this, it may occasionally be necessary for them to make changes in their 
equipment, operations, or procedures. If these changes might affect your service or the 
operation of your equipment, the telephone company will give you notice in writing to 
allow you to make any changes necessary to maintain uninterrupted service. 

If problems arise 

If any of your telephone equipment is not operating properly, you should immediately 
remove it from your telephone line, as it may cause harm to the telephone network. If the 
telephone company notes a problem, they may temporarily discontinue service. When 
practical, they will notify you in advance of this disconnection. If advance notice is not 
feasible, you will be notified as soon as possible. When you are notified, you will be given 
the opportunity to correct the pro Diem and informed of your right to file a complaint with 
the FCC. 

In the event repairs are ever needed on your modem, they should be performed by TOSHIBA 
Corporation or an authorized representative of TOSHIBA Corporation. 
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Disconnection 

If you should ever decide to permanently disconnect your modem from its present line, 
please call the telephone company and let them know of this change. 

Fax branding 

The Telephone Consumer Protection Act of 1991 makes it unlawful for any person to use 
a computer or other electronic device to send any message via a telephone fax machine 
unless such message clearly contains in a margin at the top or bottom of each transmitted 
page or on the first page of the transmission, the date and time it is sent and an identification 
of the business，other entity or individual sending the message and the telephone number 
of the sending machine or such business, other entity or individual. 

In order to program this information into your fax modem，you should complete the setup 
of your fax software before sending messages. 


Instructions for 1C CS-03 certified equipment 

1 NOTICE : The Industry Canada label identifies certified equipment. This certification 
means that the equipment meets certain telecommunications network protective, 
operational and safety requirements as prescribed in the appropriate Terminal Equipment 
Technical Requirements document(s). The Department does not guarantee the equipment 
will operate to the user's satisfaction. 

Before installing this equipment, users should ensure that it is permissible to be connected 
to the facilities of the local telecommunications company. The equipment must also be 
installed using an acceptable method of connection. 

The customer should be aware that compliance with the above conditions may not 
prevent degradation of service in some situations. 

Repairs to certified equipment should be coordinated by a representative designated by 
the supplier. Any repairs or alterations made by the user to this equipment, or equipment 
malfunctions, may give the telecommunications company cause to request the user to 
disconnect the equipment. 

Users should ensure for their own protection that the electrical ground connections of 
the power utility, telephone lines and internal metallic water pipe system, if present, are 
connected together. This precaution may be particularly important in rural areas. 
Caution: Users should not attempt to make such connections themselves, but should 
contact the appropriate electric inspection authority，or electrician, as appropriate. 

2 The user manual of analog equipment must contain the equipment's Ringer Equivalence 
Number (REN) and an explanation notice similar to the following: 

The Ringer Equivalence Number (REN) of the modem, which can vary. 

For the REN of your modem, refer to your modem’s label. 

NOTICE : The Ringer Equivalence Number (REN) assigned to each terminal device 
provides an indication of the maximum number of terminals allowed to be connected 
to a telephone interface. The termination on an interface may consist of any combination 
of devices subject only to the requirement that the sum of the Ringer Equivalence 
Numbers of all the devices does not exceed 5. 


3 The standard connecting arrangement (telephone jack type) for this equipment is jack 
type(s): USOC RJllC. 

CANADA: 4005 B-ATHENS 


Notes for Users in Australia and New Zealand 

Modem warning notice for Australia 

Modems connected to the Australian telecoms network must have a valid Austel permit. 
This modem has been designed to specifically configure to ensure compliance with Austel 
standards when the region selection is set to Australia. 

The use of other region setting while the modem is attached to the Australian PSTN would 
result in you modem being operated in a no 打 - compliant manner. 

To verify that the region is correctly set, enter the command ATI which displays the currently 
active setting. 

To set the region permanently to Australia, enter the following command sequence: 

AT%TE=1 

ATS133=1 

AT&F 

AT&W 

AT%TE=0 

ATZ 

Failure to set the modem to the Australia region setting as shown above will result in the 
modem being operated in a non-compliant manner. Consequently, there would be no permit 
in force for this equipment and the Telecoms Act 1991 prescribes a penalty of $12,000 for 
the connection of non-permitted equipment. 

Notes for use of this device in New Zealand 

- The grant of a Telepermit for a device in no way indicates Telecom acceptance of 
responsibility for the correct operation of that device under all operating conditions. In 
particular the higher speeds at which this modem is capable of operating depend on a 
specific network implementation which is only one of many ways of delivering high 
quality voice telephony to customers. Failure to operate should not be reported as a fault 
to Telecom. 

-In addition to satisfactory line conditions a modem can only work properly if: 
a/ It IS compatible with the modem at the other end of the call and 
b/ the application using the modem is compatiole with the application at the other end 
of the call - e.g.，accessing the Internet requires suitable software in addition to a modem. 

- This equipment shall not be used in any manner which could constitute a nuisance to 
other Telecom customers. 

- Some parameters required for compliance with Telecom's PTC 
Specifications are dependent on the equipment (PC) associated with this modem. The 
associated equipment shall be set to operate within the following limits for compliance 
with Telecom Specifications: 

a/ There shall be no more than 10 call attempts to the same number within any 30 
minute period for any single manual call initiation，and 
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b/ The equipment shall go on-hook for a period of not less than 30 seconds between 
the end of one attempt and the beginning of the next. 

c/ Automatic calls to different numbers shall be not less than 5 seconds apart. 

- Immediately disconnect this equipment should it become physically damaged, and 
arrange for its disposal or repair. 

- The correct settings for use with this modem in New Zealand are as follows: 

ATBO (CCITT operation) 

AT&G2 (1800 Hz guard tone) 

AT&Pl (Decadic dialing make-break ratio =33%/67%) 

ATS0=0 (not auto answer) 

ATS 10=less than 150 (loss of carrier to hangup delay, factory default of ID 
recommended) 

ATS 11=90 (DTMF dialing on/off duration=90 ms) 

ATX2 (Dial tone detect, but not (U.S.A.) call progress detect) 

- When used in the Auto Answer mode, the SO register must be set with a value between 
3 or 4. This ensures: 

(a) a person calling your modem will hear a short burst of ringing before the modem 
answers. This confirms that the call has been successfully switched through the network. 

(b) caller identification information (whicn occurs between the first and second ring 
cadences) is not destroyed. 

- The preferred method of dialing is に use DTMF tones (ATDT...) as this is faster and 
more reliable than pulse (decadic) dialing. If for some reason you must use decadic 
dialing, your communications program must be set up to record numbers using the 
following translation table as this modem does not implement the New Zealand "Reverse 
Dialing" standard. 

Number to be dialed: 0123456789 

Number to program into computer: 0987654321 

Note that where DTMF dialing is used, the numbers should be entered normally. 

- The transmit level from this device is set at a fixed level and because of this there may 
be circumstances where the performance is less than optimal. 

Before reporting such occurrences as faults, please check the line with a standard 
Telepermitted telephone, and only report a fault if the phone performance is impaired. 

- It is recommended that this equipment be disconnected from the Telecom line during 
electrical storms. 

- When relocating the equipment, always disconnect the Telecom line connection before 
the power connection, and reconnect the power first. 

- This equipment may not be compatible with Telecom Distinctive Alert cadences and 
services such as Fax Ability. 
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NOTE THAT FAULT CALL OUT CAUSED BY ANY OF THE ABOVE 
CAUSES MAY INCUR A CHARGE FROM TELECOM 

General conditions 

As required by PTC 100, please ensure that this office is advised of any changes to the 
specifications of these products which might affect compliance with the relevant PTC 
Specifications. 

The grant of this Telepermit is specific to the above products with the marketing description 
as stated on the Telepermit label artwork;. The Telepermit may not be assigned to other 
parties or other products without Telecom approval. 

A Telepermit artwork for each device is included from which you may prepare any number 
of Telepermit labels subject to the general instructions on format, size and colour on the 
attached sheet. 

The Telepermit label must be displayed on the product at all times as proof to purchasers 
and service personnel that the product is able to be legitimately connected to the Telecom 
network. 

The Telepermit label may also be shown on the packaging of the product and in the sales 
literature, as required in PTC 100. 

The charge for a Telepermit assessment is $337.50. An additional charge of $337.50 is 
payable where an assessment is based on reports against non-Telecom New Zealand 
Specifications. $112.50 is charged for each variation when submitted at the same time as 
the original. 

An invoice for $NZ1 237.50 will be sent under separate cover. 
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3 技術基準適合に ついて 


Panasonic DVD スーパーマルチドライブ UJ- 850 /UJ-841 
(DVD スーパーマルチドライブ DVD ± R 2層式メディア巧応) 
まをにおほいいただ<ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 


1. 本装置はレーザーシス： r ムを使用してい ( ~ CLASS 1 LASER PRODUCT 

ます。 LASER KLASSE 1 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 608 吕已で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の置体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能の保証をすることがで 
をなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取 
り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を使用するシステムには、こ 
れ 5 の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止するため 
に、安全性や保を性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故障、取り出さ 
れたデータの誤りによって、人体への危害や物質の損害を誘発する可能性があ 
るシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE LASER 
RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE 

TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER VISIBLE 

ET INVISIBLE EN CAS D'OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND UNSICHTBARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN A 巳 DECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED A 巳 NING. UNDGA UDS/ 
ETTELSE FOR STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nar deksel Apnes. 

UNNGA EKSPONERING FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3 己 SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR 
OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA NAKYMAT り N 
AVATTAESSA OLET ALTTIINA 

V. 

LASERSAT 曰 LYLLE，ALA KATSO SATEESEN. 

ノ 


戸 — Location of the required label 
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Pioneer DVD スーパーマルチドライブ DVR - Kl 百 
( DVD スーパーマルチドライブ DVD ± R 2層式メディア巧応) 
まをにおほいいただ<ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してくださし、。 


A ま意 


1. 本装置はレーザーシスァムを使用してい f ~ CLASS 1 LASER PRODUCT 

ます。 LASER KLASSE 1 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN 6082 己で 
"クラス]レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の霞体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能の保話をすることがで 
をなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取 
り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を使用するシステムには、こ 
れ 5 の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止するため 
に、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故障、取り出さ 
れたデータの誤りによって、人体への盾害や物質的損害を誘発する可能性があ 
るシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場ちは、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 


CAUTION 

CLASS 3 己 VISIBLE AND INVISIBLE LASER 
RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE 

TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER VISIBLE 

ET INVISIBLE EN CAS D'OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND UNSICHT 巳 ARE 
LASERSTRAHLUNG，WENN ABDECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3 己 SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. UNDGA UDS/ 
ETTELSE FOR STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3 己 SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel Apnes. 
unngA eksponering for strAlen. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR 
OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3 巳 NAKYVA JA NAKYMATON 
AVATTAESSA OLET ALTTIINA 

\ 

LASERSATEILYLLE, ALA KATSO SATEESEN. 

ノ 
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3 技術基準適合について 


TEAC DVD スーパーマルチドライブ DV - W 28 EB 
( DVD スーパーマルチドライブ DVD ± R 2層式メディア巧応) 
まをにおほいいただ<ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


1. 本装置は レーザーシステムを 使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーヴす見^§ EN 己。8吕已で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーヴー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の匡体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能のな証をすることがで 
をなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、ま全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてもな証はいたしません。 

已.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 


CAUTION 

CLASS 3B INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3 巳 RAYONNEMENT LASER INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3 己 UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENNA 巳 DECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING VED 

Abning. undga uds/ettelse for strAlen. 

ADVARSEL 

KLASSE 3 巳 USYNLIG LASERSTRALING NAR 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARNING 

KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 

\ 

SATEESEEN. 


Location of the required label 
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Panasonic CD - RW / DVD-ROM ドライブ UJDA 770 
( DVD - ROMSCD - R/RW ドライブ） 

まをにおほいいただ < ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになったをは、必ず保管してくださし、。 


A ミま意 


1 . 本装置はレーザーシステムを使用してい f CLASS 1 LASER PRODUCT 
ます。 [LASER KLASSE 1 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ規格 EN6 日 82 己で 
"クラス]レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆ずる 
ことを防ぐために、この装 
置の霞体を開けないでくだ 
さい。 

吕.分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能の保話をすることがで 
さなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取 
り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を使用するシステムには、こ 
れ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害および事故を防止するため 
に、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。本装置の故障、取り出さ 
れたデータの誤りによって、人体への盾害や物質的損害を誘発する可能性があ 
るシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場含は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 


CAUTION 

CLASS 3 己 VISIBLE AND INVISIBLE LASER 
RADIATION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE 

TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER VISIBLE 

ET INVISIBLE EN CAS D.OUVERTURE. 
EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3 己 SICHTBARE UND UNSICHT 巳 ARE 
LASERSTRAHLUNG, WENN ABDECKUNG 
GEOFFNET. NIGHT DEM STRAHLAUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
LASERSTRALING VED ABNING. UNDGA UDS/ 
ETTELSE FOR STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3 己 SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nAr deksel Apnes. 
unngA eksponering for strAlen. 

VARNING 

KLASS 3B SYNLIG OCH OSYNLIG 
LASERSTRALNING NAR DENNA DEL AR 
OPPNAD. STRALE AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYVA JA NAKYMATON 
AVATTAESSA OLET ALTTIINA 

\ 

LASERSATEILYLLE, ALA KATSO SATEESEN. 


Location of the required label 




COMPLIES WITH FDARADIATION 
PERFORMANCE STANDARDS, 21 CFR 
SUBCHAPTER J. 


MANUFACTURED; 


Panasonic Communications Co,, Ltd. 
1-62, 4-Chome Minoshima,Hakata-Ku 
Fukuoka, Japan 
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3 技術基準適合に ついて 


1 oshiba Samsung Storage i echnolo 呂 y 
DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ TS-L4 百 2C 
(DVD-ROM&CD-R/RW ドライブ） 

ま全におほいいただ < ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 

A ま意 


1. 本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち記の表示がさ 
れています。 

本装置はヨー □ッノ て共通のレーザ規格 
EN 6 日82己で"クラス1レーザー機器" 

に分類されています。レーザー光を直接被爆することを防ぐために、この装置 
の置体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原因になります。信頼性、安全 
性、性能の保証をすることがでさなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 


DANGER -VISIBLE AND INVISIBLE LASER RADIATION WhEM OPEN, AVOID EXPOSURE TO BEAM, (for 21 CFR) 

CAUTION -CWSS 犯 V SI 目 LE AND INVISIBLE WSER RADIA'ION WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO THE BEAM. 
ATTENTION -J^SERDE CLASSE3B RAYON が MENT VISIBLE ET INVISIB_E, EN CAS D'OUVERTURE, EXPOSITION DANGEREUSE 
DEUOEILOU DEWPEAU RAYONNEMENTDIRECTOU DFFUS. 

VORSICHT -S に卜 - 目 ARE UND UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG KLASSE 3B: WENN ABDECKUNG GEOFFNF, NIGHT DEM 
STRAHLAUSSFTZEN. 

ADVARSEL ィ LASSE 3B SYNLIGOG USYMIG WSERSTRAlING VED AbNING, UNDGA U 於肝 ftLSE FOR STRAlING 
ADVARSEL -klasse 犯 synlig 0 日 usynug け serstrAling nAr deksel Apnes. unngA eksponeringfor strAlen. 
VARO! -LUOKAN 3B NAKYVAAJA NAKYWON AVATTAESSA OLET ALTIINA WSERSATEILYLLE, AL> KATSO SATEES 剛 . 

YARNING -SYNLIGOCHOSYNLIG KLASSE3B LASERSTRAlNING NAR DENNADELAR OPPNAD.STRAlEAR FARLIG. 

ま意 ホ开け 3B 等没的巧丈及て巧 Jj あお结 It おを激巧脯 

ま意 ■ ここを開くとクラス 3 昕读ブ - ち及巧可孕 • レ - ザ - 光げ出ミず：ビ - ム : こ身をさが扣にと， 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
APPAREIL A LASER DE CLASSE 1 
LASER KLASSE 1 PRODUKT 
TO EN 60825-1 
クラス 1 レーザー 製品 
TO EN 60825-1:1994 / A2:2001 


3 己已 













Location of the required label 



PRODUCT IS CERTIFIED BY THE 
MANUFACTURER TO COMPLY 
WITH DHHS RULES 21 CFR 
SUBCHAPTER J APPLICABLE AT 
THE DATE OF MANUFACTURE. 
MANUFACTURED; 

TOSHIBA SAMSUNG STRAGE 
TECHNOLOGY CORPORATION 
580, HORIKAWA-CHO, SAIWAI-KU, 
KAWASAKI-SHI, t<ANAGAWA212-0013, 
JAPAN 




















3 技術基準適合について 


TEAC DVD-ROMSCD-R/RW ドライブ DW-224E 
(DVD-ROMSCD-R/RW ドライブ） 

まをにおほいいただ<ために 


本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 


A ま意 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


1. 本装置は レーザーシステムを 使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーヴす見^§ EN 己。8吕已で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーヴー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の匡体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能のな証をすることがで 
をなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、ま全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてもな証はいたしません。 

已.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
ください。 


CAUTION 

CLASS 3B INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3 巳 RAYONNEMENT LASER INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3 己 UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENNA 巳 DECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING VED 

Abning. undga uds/ettelse for strAlen. 

ADVARSEL 

KLASSE 3 巳 USYNLIG LASERSTRALING NAR 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

VARNING 

KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 

\ 

SATEESEEN. 


Location of the required label 
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TEAC DVD-ROM ドライブ DV-28EN 
まをにおほいいただ < ために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みくださし、。 
また、お読みになったをは、必ず保管してください。 


A ま意 


1. 本装置はレーザーシステムを使用してい ( ~ CLASS 1 LASER PRODUCT 

ます。 LASER KLASSE 1 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッパ共通の 
レーザ'規ホ各 EN 日08吕己で 
"クラス]レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の售体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能の保証をすることがで 
さなくなります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、安全性や保全性に関する十分な配慮が必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質の損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないで<ださい。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けても保証はいたしません。 

已.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 


CAUTION 

CLASS 3B INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENNABDECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING VED 
ABNING. UNDGA UDS/ETTELSE FOR STRALEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING NAR 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 
STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 
SATEESEEN. 
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3 技術基準適合に ついて 


TEAC CD-ROM ドライブ CD-224E 
まをにおほいいただ<ために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 
また、お読みになった後は、必ず保管してください。 



CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


1 . 本装置はレーザーシステムを使用してい 
ます。 

本装置の定格銘板には、ち 
記の表示がされています。 

本装置はヨー□ッバ共おの 
レーヴ'規格 EN 己082己で 
"クラス1レーザー機器"に 
分類されています。 

レーザー光を直接被爆する 
ことを防ぐために、この装 
置の匡体を開けないでくだ 
さい。 

2. 分解および改造をしないで 
ください。感電の原因にな 
ります。信頼性、安全性、 

性能の保証をすることがで 
さな< な0ます。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすことがあります。従って、本装置を 
使用するシステムには、これ5の誤りや故障に起因する二次的な損失、障害お 
よび事故を防止するために、を全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 
本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危害や物質的損 
害を誘発する可能性があるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクが損傷を受けてち保証はいたしません。 

已.ご使用中に異常が生じた場合は、電源を切って、お買い上げの販売店にご相談 
<ださい。 


CAUTION 

CLASS 3 己 INVISIBLE LASER RADIATION WHEN 
OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSEAU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B UNS に HTBARE LASERSTRAHLUNG, 
WENNA 巳 DECKUNG GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING VED 

Abning. undga uds/ettelse for strAlen. 

ADVARSEL 

KLASSE 3 巳 USYNLIG LASERSTRAlING nAr 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 

strAlen. 

WARNING 

KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI 3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 


sAteeseen. 
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4 無線 LAN について 

* 無線 LAN モデルのみ 

1お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異な 
る場合びあります。 

を<の場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の巧をになります。無線ネット 
ワーク機器は、無線免許の必要ない已 GHz 帯および 2.4 GHz 帯で動作するよラに設 
計されていますび、国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の使用にを< 
の制限び課される場合びあります。 

各地域で適用される無線規制については、「本節已お客様に対するお知らせ」を確 
認してください。 

IEEE 802.1 la は、屋内でのみ使用できまず。 



IEEE 802.1 la 

已 GHz (曰]曰 0- 曰 3 已 OMHz ) 

無線周波数帯 

IEEE 802.1 lb 

IEEE 802.1 Ig 

2.4 GHz (240 日- 2497 MHz ) 

変調ち式 

IEEE 802.1 la 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

0 FDM - BPSK . OFDM-QPSK 

0 FDM -1 6 QAM , 0 FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK . DSSS-DBPSK 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レート 
び低いほど、通信範囲は広くなります。 


メモ - 

• アンテナの近 < に金属面や高密度の固体びあると、無線デ J くイスの通信範囲 
に影響を及ぼすことびあります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物’’びある場 
合ち、通信範囲に影響を与えます。 















2 サ ポー ト する周液数帯域 

無線 LAN がサポートする巳 GHz 帯および 2.4 白 Hz 帯のチャネルは、国/地域で適 
用される無線規制によって異なる場をがあります（表「無線 IEEE 802.1 1チャネ 
ルセット」参照)。 

各地域で適用される無線規制については、「本節已お客様に対するお知らせ」を確 
認してください。 

【無線 IEEE 802 .1 1チャネルセット】 

IEEE 802.1 la (已 GHz ) の場合 


周波数帯域 

曰1巳 0- 已3曰0 MHz 


チヤネル ID 


J 52 

34 

已] 70 

38 

己] 90 

42 

5210 

46 

巳230 

W 日2 

36 

己] 80 

40 

己200 

44 

巳220 

48 

己240 

W 已3 

52 

5260 

己巨 

己280 

60 

巳300 

64 

已320 


J 己2 :従来の Ch 34 但17日 MHz )、 Ch 38 但]白日 MHz )、 Ch 42( 已21 OMHz )、 

Ch 4 目(己23日 MHz ) に対応する場合 

W 己2 :新たに規定された Ch 3 目(已] 80 MHz )、 Ch 40 但20日 MHz )、 Ch 44 
但22日 MHz )、 Ch 48( 已24日 MHz ) に対応する場合 
W 53 :新たに規定された Ch 己2(已260 MHz )、 Ch 已目但28日 MHz )、 Ch 目日 
(5300 MHz ). Ch 曰4(已32日 MHz ) に対応する場合 
アクセスポイント側のチャネル ( J 已 2/ W 己 2/ W 己 3) にあわせて、そのチャネルに自 
動的に設定されます。 



















IEEE 802.1 lb / IEEE 80 乙' 11 目 (2.4 GHz ) の場合 


周波数帯域 

2400 -2497 MHz 

チヤネル ID 


1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

白 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

24 己 2 

10 

吕4已7 *1 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 

14 

2484 


*1 購入時、アドホックモード接続時に使用ずるチャネルとして設定 
されているチャネルです。 

無線 LAN をインス!-ールする場合、チャネル設定は、次のよラに管理されます。 

• インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションび自動的に無線 
LAN アクセスポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を 
□ -5 ングする場合は、ステーションび必要に応じて自動的にチャネルを切り替 
えます。無線 LAN アクセスポイントの設定チャネルをこの範囲にする必要びあ 
ります。 


3巨2 




















4 無線 LAN について 


3本製品を曰本でお使いの場合のごま意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使 
用周波数帯は2,4日 OMHz 〜2,483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装 
置（移動体識別用構内無線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯 
21427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重複してし^ます。 

電波法により、已 GHz 帯無線 LAN の屋外での使用は禁止されています。 

【1•ステッカー】 

本製品を曰本国内にてご使用の際には、本製品に同おされている;欠のステッカーを 
パソコン本体に貼付<ださい。 

この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯でず。この周波数では電 
子レンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定か電力無線局、アマチュア無線 
局等 au 下 r 他の無線局」と略す）が運用されていまず。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が達用されてい 
ないことを確認して < ださい。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使巧チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起さたとさは、東芝 PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 


【2.現品表示】 

本製品と捆包箱には、なに示ず現品表示び記載されています。 



(4) 


(1) 2.4 : 2,400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

に ） DS :変調ち式び DS - SS ち式であることをおす。 

OF :変調ち式び OFDM ち式であることをおす。 

(3) 4 :想定される与干渉距離び下であることをおす。 

(4) ■ 2,400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装 

置の帯域を回避可能であることを意味する。 
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【3. 東芝 PC あんしんヴポート】 

技術相談窓口受付時間： 9:00〜19:00 (年中無休） 

全国共通電話番号 ： 01 20-97-1 048 (通話-電話サポート料無料） 

4機器 認証 表示にごし、て 

本製品には、電気通信事業法に基づ<ル電カデータ通信システムの無線局として、次 
の認証を受けた無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無 
線局の免許は必要ありません。 

【 a / b / g 対応モデル】 

無線設備名： AR 已 BXB 巨 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
言忍言正番号 ； DO 已 -0072003 

【 b / g 対応モデル】 

無線設備名： AR 已 BXB 已1 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : DO 已 -01 10003 

本製品に組み込まれた巧線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装し 
て使用ずることを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認 
証を取得しています。したびって、組み込まれた無線設備を他の機器へ流用した場 
合、電波法の規定にあ触する恐れびありますので、十分にごを意ください。 

5お客様にがするお知5せ 

【無線製品のホ目互運用性】 

Atheros AR 已〇〇巨 EX / 已〇□已 EG Wireless Network Adapter 製品は、 Direct 
Sequence Spread Spectrum ( DSSS ) /Orthognal Frequency Division 
Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する無線 LAN 製品と相互運用でさるよラ 
に設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術者■協会） 
策定の IEEE 802 ' 11 Standard on Wireless LANs(Revision A / B / G ) (無線 
LAN 標準規格(版数 A / B / G )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
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【健康への該響】 

Atheros AR 已〇〇己 EX / 已〇〇己 EG Wireless Network Adapter 製品は、ほかの無 
線製品と同様、無線周波の電磁エネルギーを放出します。しかしその放出エネル 
ギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはるかにほいレベルに抑えられていま 
す。 

Atheros AR 已〇〇巨 EX / 已〇〇巨 EG Wireless Network Adapter 製品の動作は無線 
周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドラインにそっており、安全にお使いい 
ただけるをのとまちでは確信しております。この安全基準および勧告には、学会の 
共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専門家の委員 
会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Wireless 
LAN の使用を制限する場合びあります。なにその例をおします。 

• 飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断さ 
れる場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関ずるち針びよくね 
からない場合は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、管理窗こ使用の可否に 
ついて ffi 認してください。 

【規制に関する情報】 

Atheros AR 已〇〇己 EX / 已〇〇己 EG Wireless Network Adapter 製品のインストー 
ルと使用に際しては、 おず製品付属のマニュアルに記載されている製造元の指示に 
従ってください。 b / g 対応モデルは、次に示す無線周波基準と安全基準に準拠して 
います。 


• Canada - Industry Canada (1 C ) 


This device complies with RSS 210 of Industry Canada . 

Operation is subject to the following two conditions :(1 )this device may not cause interference ， 
and (2) this device must accept any interference , including interference that may cause undesired 
operation of this device ." 

L ’ utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes : (1 )il ne doit pas 
produire de brouillage et (2) V utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage 
radioelectrique regu , meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement 
du dispositif . 

The tem " IC " before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada 
technical spacifications were met . 

To reduce potential radio interference to other users , the antenna type ana its gain should be so 
chosen that the equivalent isotropically radiated power ( EIRP ) is not more than that required for 
successful communication . 

To prevent radio interference to the licensed service , this device is intended to be operated 
indoors and away from windows to provide maximum shielding . Equipment (or its transmit 
antenna ) that is installed outdoors is subject to licensing . 

Pour empecher que cet appareil cause du brouillage au service faisant I’objet d’une licence , il 
doit etre utilize a I'interieur et devrait etre place loin des fenetres afin de Fournier un ecram de 
blindage maximal . Si le matriel(ou son antenne d ' emission ) est installe a I ’ exterieur , il doit raire 
I’objet d’une licence . 





• Europe - EU Declaration of Conformity C€0 


Marking by the above symbol indicates compliance with the Essential Requirements of the 
R&TTE Directive of the European Union (1999/5/EC). 

Europe - Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 


Bel 呂 お/ 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m 
no special registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT 
is required for private usage outside buildings across public grounds over more 
than 300m. For registration and license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 
300m geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter 
dan 300 m is wel registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor regis 杠 atie of licentie 
kunt u contact opnemen met BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exterieur d'un batiment, au-dessus d'un 
espace public, aucun enregistrement n’est necessaire pour une distance de moins 
de 300m. Pour une distance superieure a 300m un enregistrement aupres de 
ITBPT est requise. Pour les enregistrements et licences，veuillez contacter ITBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to 
follow 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig，aber nicht genehmigungspflichtig. 
Bitte mit Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz 
respectively) may be used outdoors in France. 


Bande de irequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 24^4 MHz 
respectivement) doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez 
contacter FAutorite de Regulation des Telecommuniations (http://www.art- 
telecom.fr) pour la procedure a suivre. 


Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessions ministeriale anche per I'uso intemo. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to 
follow 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met 
verkoper voor juiste procedure 


To remain in conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the 
above 2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the wireless 
LAN utility to check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the 
allowable frequencies for outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable 
national spectrum regulator to request a license for outdoor operation. 
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参 USA-Federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device ， 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses，and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
modilication of the devices included with this Atheros 5006 EG Wireless Network Adapter, or 
the substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by 
TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or 
attachment will be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Atheros 5006 EG Wireless Network Adapter is far below the 
FCC radio frequency exposure limits. Nevertheless, the Atheros 5006 EG Wireless Network 
Adapter shall be used in such a manner that the potential for human contact during normal 
operation is minimized.In normal operating configuration, the LCD in the upright position, the 
distance between the antenna and the user should not be less than 20cm.This device and its 
antenna(s) must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 
Refer to the Regulatory Statements as identified in the documentation that comes with those 
products for additional information. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that 
it does not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult 
Safety Code 6, obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/rpb. 







• Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the DGT，any company, enterprise, or user is not allowed to 
change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as 
performance to a approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communications; If found, the user shall cease operating immediately until no interference is 
achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 


6 ごほ用になれる国/化域について 




• 本製品は、なにあげる国/地1或の無線規格を取得しております。 
これらの国/化 J 或しツ外では使用でをません。 


【 b/g 対応モジユールタイプ】 

• 802.1 lb モードおよび802.1 ] 目モードでのアドホック接続は、チャネル]〜 
チャネル11で使用でさまず。 

• 802.1 lb モードおよび802.1 ] 目モードでのインフラストラクチャ接続は、 

チャネル1〜チャネル11で使用でさます。 









• 802.1 lb/ 巨 (2.4GHz) 


アイスランド 

スイス 

八ンガ U — 

アイルランド 

スウェーデン 

フィ1」ピン 

ァメ U 力合ま国 

スペイン 

フィンランド 

イギリス 

ス□バキア 

フランス 

ィタ U ァ 

ス□ベニァ 

ベルギー 

ィンド 

タィ 

ポーランド 

エジプト 

台湾 

ポルトガル 

エストニァ 

チェコ 

香港 

オーストラリア 

中国 

マルタ 

オーストリア 

デンマーク 

7レーシア 

オランダ 

ドィツ 

ラトビア 

カナダ 

日本 

1」トアニア 

キプ□ス 

ニュージーランド 

U ヒテンシュタイン 

ギリシャ 

ノルウェー 

ルクセンブルク 

シンガポール 

バーレーン 

□シア 


【 a/b/g 対応モジユールタイプ】 

• 802. 11 a モードではアドホック接続は使用できません。 

• 802.11 b / g モードでのアドホック接続は、チャネル1〜チャネル11で使用で 
さます。 

• 802.1 lb モードでのインフラストラクチャ接続は、チャネル1〜チャネル14で 
使用でさます。 

• 802.11目モードでのインフラストラクチャ接続は、チャネル1〜チャネル13で 
使用でをます。 

• 802.1 la モードでのインフラストラクチャ接続は、 Ch 34、 3日、38、40、 

42、44、4已、48、已2、巳己、己0、64でイま用で定ます。 

参 802.11 b/ 巨 (2.4GHz) / 802.1 la ( 已 GHz) 

曰本でのみ使用でさます。 
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已 Internet Explorer のパージョンについて 


「 PC 引越ナビ」でデータを移行するときに必要な 、 「Internet Explorer 」 のバー 
ジョンの確認ち法と、バージョンアップち法について説明します。 

ここでは、システムむく 「Microsoft Windows 98 Second Edition operatin 呂 
system 日本語版」であることを例にして説明します。 

^ 「 P 巳弓陋ナビ」「7章2前のパソコンのデータを移行する」 

なお、これらの操作は、 「 PC 引越ナビ」を使用するときに引っ越し元パソコン（前 
のパソコン）で行ラ操作です。 

rinternet Explored のパージョンの確認方法 _ 

[Internet Explored のバージョンの確認ち法は、なのとおりでず。 

1 「Internet Explorer 」 を起動ずる 

2 メニューパーの[ヘルプ]一[パージョン情綱をクリックずる 

[Internet Explorer のバージョン情報]画面が表示されます。 

[ Version ] び「日. X 」、[更新バージョン]が、 「 SPl 」 またはにド2」の 
場合は、バージョンアップする必要はありません。 

この他のバージョンの場合は、引き続き 、 「Internet Explorer 日 SP 1」 へ 
のバージョンアップを行って<ださい。 

rinternet Explorer 巨 SP1J へのパージョンアップ方法 _ 

「Internet Explorer 目 SP 1」 へのバージョンアップは、インターネットに接続して 
行いまず。あらかじめインターネットに接続する設定を行ってから操作を始めて< 
ださい。 

1 [スタート] 一 [Windows Update ] をクリックずる 

■ 初めて Windows Update を実行したとき ■ 

「セキュリティ警告」の確認画面び表示されまず。[はい]をク U ックしてく 
ださい。 

[Windows Update へようこそ]画面び表示されまず。 


2 [更新をスキャンする]をクリックする 


Windows Update 



Windows Update へよつこそ 

コンビ 1 ータのオバレーティンクシステム、ソフトウ ;[ アフ □ クラム、およひ A 
- ドウ巧の利用巧おな房巧のち巧を入キしてください。 

Windows Update は、]シ ビュ ー 9 をスキサンしてわほいの ] ンピュ ー 5 のを 
めちけに逆 J れたち巧を径巧します。 


IQ 是 ; 巧スキわす 5 I 

[インストールする更新の選択]画面び表示されます。 


3 [更新の確認とインス!ル]をクリックする 

「インターネットへ情報を送信」の巧認画面び表示されます。 

4 [はい]をク U ックする 


5 「Microsoft Internet Explorer 6 Service Pack 1 J が表示され 
ていることを確認し、[今すぐインス!ル]をクリックずる 


6 [ OK ] をクリックずる 

「使用許諾契約書」び表示されます。 

7 [同意する]をチェックし ①、 [次へ]をクリックする ② 
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8 [標準インストール]をチェックし①、[次へ]をクリックする③ 



「Microsoft Internet Explorer 6 Service Pack リのインストールび開 
始します。 

インストールび完了すると、バソコンを再起動する確認画面び表示されます。 

9 [0 K ] ボタンをクリックする 

パソコンび再起動します。 


さ < いん 


記号 


キーを使ったショートカツトキー 
. 54 



AC アダプタの取り扱い . 304 

Arrow Mode LED. 49 



Battery LED.46.131 

目 I 日 S セツトアップ... .] 已日 


Battery LED.46. 131 

目 I 日 S セツトアップ... .] 已日 



Caps Lock LED. 48 

CD/DVD のセツ . 81 


Caps Lock LED.48 

CD/DVD のセッ .81 

CD/DVD の取 0 扱し^ .306 

CD/DVD の取 0 出し . 82 

Confi 呂 Free. 9 己 



DC IN LED. 31.46 

Disk LED.46 

DVD-Video.77 


dynabook.com.214 



FDD/CD-ROM LED.46. 84 

Fn-esse. 己 4 

@ キーを使った特殊機能キー ...... 51 


HDD ノてスワ~ド . 177 

LAN コネクタ . 4 已 

LINE IN 端テ ... 4 己 



Microsoft IME. 已已 



Numeric Mode LtD . 49 



Pad] ouch.62 

PC カー ドス□ット .44 


PadTouch.62 

PC カー ドス□ット . 44 

PC カードの取り付け . 107 

PC カードの取りはずし . 108 

PC 弓鹏ナビ . 204 

Power LED. 31, 46 

Product Key.18 

PS/2 コネクタ ... 4 己 



RG 巨コネクタ . 4 己 



TFT カラー液晶ディスプレイ . 63 

TOSHIBA Smooth View. 己 3 


TPM. 197 



US 巨コネクタ ... 4 已 


US 巨対応機器の取り付け . 110 

US 巨対応機器の取りはずし 111 



Wind 日 WS のセツトアップ . 18 



アプリケーションの再インストール 
. 298 
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インスタントセキュ U テイ機能 ...... 51 



液晶ディスプレイの取り扱い ....... 30巳 


遠隔支援サービス . 219 



オンライン7ニュアル . 302 



回復コン ソール . 332 


外部ディスプレイの接続 . 114 

型番 . 46 


使用できる DVD . 73 

使巧でさるマイク□ホン . 121 

消費電力を減らす . 143 

シ U アルコネクタ . 45 



スーパーバイヴバスワード . 174 


スーパーバイヴバスワード . 174 

スタンバイ . 38 

スピー カ . 44 



製造番号 . 46 


製造番号 . 46 

静電気について . 126 


セキ: lU テイ□ツク-ス□ット ...... 44 



キー ボード . 44 


キー ボード . 44 

キーボードの取り扱い . 30已 

起動するドライブを変更する . 33 

休止状態 . 39 



コント□-ルパネル . 吕吕〇 



再セットアッフ . 270 


残像防止 . 30巳 



システムインジケータ . 44, 4巨 


システムインジケータ . 44, 4巨 

指紋センサ . 44 

指紋センサの取り扱い . 307 

指紋認証 ュ ー 了 ィ U 了ィ . 181 

指紋を登録する . 185 

使用でさる CD . 71 



増設メモ1」ス□ット . 46 


増設メモ1」ス□ツト . 46 

増設メモ1」の取り付け . 126 

増設メモ1」の取りはずし . 127 



タツチノてツド . 44 


タツチノてツド'の取0扱し） . 30巳 

タッチパッドを®効/有効にする..61 



データの バックアツフ . 308 


ディスプレイ . 44 

ディスプレイ開閉ラッチ . 44 

デジタルボ1」ューム . 45 

デフラグ . 308 

電源コードと AC アダプタの接続..] 6 
電源コードの取り扱い . 304 
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電源コネクタ . 4巳 

電源スイッチ . 44 



東ち HW セツトアップ . 149 


東ち HW セットアップ . 149 

まちの ( TID ). 311 

東ち PC あんしんサポート . 217 

まち PC オンライン . 吕1已 

まち省電力 . 143 

東ちピークシフトコント□-ル…] 44 

特殊機能キー . 55 

時計用バッテ U . 133 

ドメイン . 吕巨 

ドライブ . 4巳 



内蔵モデムカバー . 4曰 

内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ 


内蔵モデムカバー . 4曰 

内蔵モデム用地域選択ユーティ U ティ 
. 98 


A 


八ードウエア1」ソース . 330 

パソコン本体の取り扱い . 304 

バッテ1」ま全□ック . 46 

バッテ1」充電完了までの時間 ....... 134 

バッテ1」充電量のお認 . 131 

バッテ U の駆動時間 . 135 

バッテ1」の充電方法 . 134 

ノ（ッテ1」ノてック . 46 

バッテ1」パックの交換 . 140 

バッテ IJ . 1」1」-スラッチ . 4曰 

バッテ1」を長持ちさせるには ....... ]3已 
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